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序　　　　　文

　本シラバスは、下記に列挙する項目を通して工学部における授業、学習と学修目標に関する情報をまとめたもの

です。

（１）図書館の利用法

（２）各学科における学修目標

（３）各科目間の関連、科目の系統図

（４）授業の内容と受講の仕方、時間外学習への言及

（５）成績評価の方法

　皆さん方が受講すべき標準的な科目は時間割に組み込まれていますので、時間割にある授業を受講し単位を取得

すれば自動的に卒業要件単位は充足されると思われます。しかし、もう１歩踏み込んで、工学部の学生としてどの

ように工学のスキルを身につけ、どのように自分自身のキャリアを伸ばしていくか、自問しながら学部４年間を過

ごす意識が重要です。本シラバスは皆さん方のそのような自発的な学習における重要な情報源です。毎年、担当の

教員による多少の手直しと内容の改善を行いながら今日のシラバスに整理されており、工学部の教育内容を一目で

把握できます。教員による授業・指導と本シラバスの活用、そして最も重要である皆さん方の努力によって、４年

後には皆さん方が学修目標を十分に達成され、立派なエンジニアとして社会に船出してもらうことを期待していま

す。

　なお、シラバス作成時期と授業の実施時期の関係で、担当者等一部を変更することもあります。

平成 26 年 4 月

九州工業大学工学部
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附属図書館における教育支援業務の概要

１．概要

　学習や研究活動をより効果的に進めるために、附属図書館で行っている教育支援業務について説明します。ほ

とんどの情報はウェブのページに記載されていますので、詳細は次のページを確認してください。

→　https://www.lib.kyutech.ac.jp/library/

２．利用案内

　開館時間と休館日、館内の案内図、貸出・返却・更新・予約の方法、図書や雑誌の探し方、文献複写・相互貸

借の依頼の仕方について紹介します。

３．資料案内

　シラバス掲載図書の図書館所蔵リスト、ビデオオンデマンド教材、学術雑誌コーナーやブラウジングコーナー

に配架している購入雑誌の一覧、本学の博士学位論文の論題と目次（要旨）の一覧を紹介します。

４．その他の図書館サービス

・マイライブラリ　→　http://www.lib.kyutech.ac.jp/mylimedio/top.do

　以下のリクエストサービスを提供：

　　�Web からの文献複写依頼、他大学への図書借用依頼、新着情報、貸出状況照会、貸出期間の延長、図書資

料の予約・予約の取消し、依頼状況照会、マイフォルダの利用

・本館分館間資料取寄せ

・ラーニングコモンズ：自主的な課題解決型学習を支援する場として図書館 1階に設置された空間。可動式机椅

子、プロジェクタ、貸出ノート PC によりグループラーニングやプレゼンテーションを行える。ラーニングコ

モンズサポーターによる学習支援

・iPad の貸出

・eラーニング　→　http://www.ltc.kyutech.ac.jp/service/

・PC及び無線 LAN

５．図書館の蔵書データベースの検索

　図書館の蔵書は図書、雑誌、視聴覚資料等で構成されており、目録はすべてデータベース化されているためオ

ンライン（OPAC: Online Public Access Catalog）で検索し学内の所蔵を調べることができます。

　　日本語検索　https://www.lib.kyutech.ac.jp/mylimedio/top.do?lang=ja

　　英語検索　　https://www.lib.kyutech.ac.jp/mylimedio/top.do?lang=en

スマートフォン端末版　→　https://www.lib.kyutech.ac.jp/opac/mobile

携帯電話からも検索可　→　http://www.lib.kyutech.ac.jp/mylimedio-ktai/

※学内に所蔵がない場合　→　http://ci.nii.ac.jp/books/

CiNii Books：全国の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の総合目録データベース

６�．文献データベース等の検索（一部を除き VPN 接続や情報科学センター教育システムの ID で学外からも検索

可能）

　テーマに沿った雑誌論文や新聞記事、データをさがすことができます。

☆国内外の文献や書籍をさがす：全学生のレベル



・EDS：学術論文・図書などを瞬時に発見する事ができるディスカバリーサービス。

　→　図書館HPトップの検索窓から検索

☆国内文献をさがす：主に１年生～３年生からのレベル

・CiNii Articles：学協会発行の学術雑誌と大学等の研究紀要を対象とした論文の引用文献情報データベース。

一部本文の参照も可。　→　http://ci.nii.ac.jp/

・JDream Ⅲ：国内や海外の科学技術、医学に関する、学術論文や解説的記事などの抄録付きの文献情報データ

ベース　→　https://dbs.g-search.or.jp/jds/pj/IpAddressAuth

・雑誌記事索引検索（国立国会図書館）：国内刊行和文雑誌を対象とした記事データベース

　→　https://ndlopac.ndl.go.jp　

・日経ＢＰ記事検索サービス：日経ＢＰ社が発行する雑誌（約 40 誌）のバックナンバー記事を、オンライン上

で検索・閲覧できるサービス　→　http://bizboard.nikkeibp.co.jp/daigaku/

・ヨミダス文書館：読売新聞と“The Japan News”（英字新聞）とが収録された新聞記事データベースと、「よ

みうり人物データベース」を提供　→　https://database.yomiuri.co.jp/rekishikan/

・理科年表プレミアム：1925 年（大正 14 年）以降最新版までの理科年表の内容を収録

　→　http://www.rikanenpyo.jp/member/

・ジャパンナレッジ・プラスＮ：百科事典、国語辞典、用語辞典、外国語辞典、歴史辞典、人名辞典、 地図、会

社四季報、ニュース、学術サイトURL 集等事典・辞書を中心に 30 以上のコンテンツが搭載されている総合デー

タベースです。　→　http://www.jkn21.com/

☆外国文献をさがす：主に卒研生、院生、教員からのレベル

・JDream Ⅲ：海外の学術論文の抄録の翻訳を含む。　→　https://dbs.g-search.or.jp/jds/pj/IpAddressAuth

・Web of Science（ Science Citation Index Expanded）：世界的な自然科学系のメジャー雑誌、約 8,400 誌に掲

載された論文の引用関係を効率的に辿ることのできるデータベース。

　本学が契約している電子ジャーナルの原著論文へのリンク機能を持つ。

　→　http://webofknowledge.com/wos

・INSPEC：物理学、電気工学、エレクトロニクス、コンピュータ分野にわたる世界的な科学技術文献を網羅し

た優れたリソース、約 700 万件の書誌事項を収録　→　http://webofknowledge.com/inspec

・Journal Citation Report on the Web（ Science edition）：約 200 の専門分野にわたる 7,000 誌以上の、最も

引用され・かつ国際的評価の高い学術雑誌を収録し、Impact factor などの雑誌の重要度、影響度を測るため

の有用な指標を提供　→　http://webofknowledge.com/JCR

・MathSciNet：AMS（American Mathematical Society: 米国数学会）提供による、世界の数学文献をカバー

する包括的な書誌・レビューデータベース　→　http://www.ams.org/mathscinet/

７�．電子ジャーナルの検索・閲覧（VPN 接続や情報科学センター教育システムの ID で学外からも閲覧可能）　文

献データベースで検索した原著論文のフルテキストをオンラインで閲覧することができます。

　ScienceDirect、SpringerLink、Wiley-Online Library 等はサブジェクト毎のコレクションを有するとともに

検索機能をもったデータベースでもあります。学術雑誌約 5,300 タイトルが閲覧可能です。

☆主な電子ジャーナル

・ScienceDirect（ Elsevier 社）：自然科学・工学・医学分野他　→　http://www.sciencedirect.com/

・SpringerLink（ Springer 社）：自然科学・工学・医学分野他　→　http://link.springer.com/

・Wiley Online Library（ Wiley 社）：自然科学・工学・医学分野他　→　http://onlinelibrary.wiley.com/

・CSDL（ IEEE Computer Society Digital Library）：コンピュータサイエンス

　→　http://www.computer.org/portal/web/csdl

・APS（ American Physical Society）：物理学　→　http://prola.aps.org/



・American Chemical Society Web Editions：化学・応用化学　→　http://pubs.acs.org/

・Nature： Nature 本誌と生命科学・材料科学分野 5タイトル　→　http://www.nature.com/nature/

・ASME（ American Society of Mechanical Engineers）：機械

　→　http://asmedigitalcollection.asme.org/

・IMechE（ Institution of Mechanical Engineers）：機械　→　http://online.sagepub.com/

・IOP（ Institute of Physics）：物理　→　http://iopscience.iop.org/journals

８．電子ブックの利用

・NetLibrary　→　http://search.ebscohost.com/

　大学の学部生向けの基本的な学術図書のコレクションです。

　「物理学 30 講シリーズ」、「理工系の数学教室」、「新・数学とコンピュータシリーズ」等 理工系和書（朝倉書店、

東京電機大学出版局他）389 点と洋書 65 点、著作権フリーの洋書 3,500 点を閲覧できます。

・Maruzen eBook Library　→　https://elib.maruzen.co.jp/

　丸善出版、オーム社などの和書 64 点が閲覧できます。

・Springer 社 eBook　→　http://link.springer.com/

　シュプリンガー・イーブック・コレクションのうち、2005-2006 年の全分野と Engineering（工学）分野の

2005 年から 2012 年までなど約 12,000 点を閲覧できます。

・Wiley online books　→　http://onlinelibrary.wiley.com/

　ワイリーの電子ブック179点（理工・人文分野）をWiley Online Libraryのプラットフォームから閲覧できます。

・ScienceDirect eBooks　→　http://www.sciencedirect.com/

　エルゼビアの電子ブック 2010 年発行の 386 点（理工学系分野）と Engineering 他の 23 のブックシリーズが

2009 年より ScienceDirect のプラットフォームから閲覧できます。

・ジャパンナレッジ・プラスＮ　→　http://www.jkn21.com/

　東洋文庫、新編日本古典文学全集など和書約 800 点を閲覧できます。

９．図書館発信データベースの検索

・九州工業大学学術機関リポジトリ“Kyutacar（キューテイカー）”：学内で生産された教育・研究成果情報を

電子的に蓄積・保存し、無償で学内外に発信・提供するインターネット上のデータベース

　→　http://ds.lib.kyutech.ac.jp/dspace/

・筑豊歴史写真ギャラリー（情報工学部分館）：昭和 30 年代前半まで日本の産業・経済を支え、わが国有数の石

炭生産地であった筑豊の往時の姿を伝える写真データベース　→　http://search2.libi.kyutech.ac.jp/

・博士学位論文：九州工業大学で授与された課程博士論文、論文博士論文の論題と目次（要旨）の一覧

　→　https://www.lib.kyutech.ac.jp/libt/shiryoannai/thesis/thesis.htm

10．ビデオオンデマンド教材の閲覧（VPN接続で学外からも閲覧可能）

　丸善BBC 等の主に英語教育を目的としたビデオプログラムをVOD 配信するサービス

☆戸畑・若松キャンパス　→　https://www.lib.kyutech.ac.jp/libt/gakunaisenyo/vod_tobata/index.htm

・科学と人間：クローン時代と生命倫理＝ DAWN OF THE CLONE AGE（英語、日本語字幕版）など約 110

点を閲覧できます。



図書館情報リテラシー

全学科　１年次　前期　工学基礎科目の「情報リテラシー」の時間に行う。

担当　１）図書館：学術情報資源の活用法

　　　　　　　附属図書館業務委託請負業者

　　　２）学習教育センター ICT 支援部門：e- ラーニング教材の使い方

　　　　　　　学習教育センター ICT 支援部門　大西淑雅講師、山口真之介助教

　　　　　　　アシスタント　附属図書館の業務委託請負業者及び図書館職員（４～５人）、TA

概　要

１．目的

　大学の学術情報基盤を支える図書館の機能やサービスを紹介し、端末を使って情報検索を実習することにより

図書館の活用能力を高め、学生の学習や研究活動をより効果的に行うことを目的とする。また、学習支援ツール

（Moodle）や各種 ICT サービスの体験学習を行うことによって、大学内の自主学習環境を活用する習慣を涵養

することを目的とする。

２．方法

　新入生を対象として、工学基礎科目の情報リテラシーの 1 コマ 90 分の時間の中で図書館における情報リテラ

シーについて説明、実習を行う。また ､ 学習教育センター ICT 支援部門による学習支援ツール（Moodle）や各

種 ICTサービスの説明、紹介を行う。

１）図書館：学術情報資源の活用法（60 分）

２）学習教育センター ICT支援部門：学習支援ツール（Moodle）や各種 ICT サービスの体験学習（25 分）

３）授業アンケート（5分）

授業計画

（１）学術情報資源の活用法（図書館）

１）大学での学習・研究と図書館の役割

２）学術情報とは

　・図書と雑誌の違い

　・１次資料と２次資料

３）図書の探し方

　・OPAC を使って、書名検索・著者名検索を行う。

　・CiNii Books を使う。

　・実習：演習問題をOPACまたは CiNii Books で検索する。

４）引用・参考文献について

　・引用・参照のルールの説明

５）参考文献リストに載っている雑誌論文の読み方

６）雑誌論文の所在を探す

　・OPACを使って、雑誌名検索を行う。

７）電子ジャーナルの使い方

８）雑誌論文をテーマで探す

　・CiNii の特徴と使い方の説明



　・JDream Ⅲの特徴と使い方の説明

　・実習：演習問題をCiNii または JDream Ⅲを使って調べる。

９）その他の文献情報データベースの説明

10）電子ブックの説明

11）ビデオ・オン・デマンドの説明

12）マイライブラリと図書館の利用

（２）各種サービスと自主学習教材の使い方（学習教育センター ICT支援部門）

１）学習支援サービス（Moodle）の紹介

　・2014 年度新システムMoodle2.5 を用いた予習・復習の解説

　・講義での活用を想定し、一部操作を体験した上で、注意点を説明

　・PDF版「学習支援サービス利用の手引」の活用を説明

２）自主学習（e- ラーニング）とグループ学習の支援ツールの紹介

　・英語自主学習「ALCネットアカデミー」の使い方

　・Web 会議システムの使い方

３）モバイル端末の活用

　・TOEIC アプリケーションの紹介

　・就職活動対策 SPI、情報処理技術者試験対策（Handbook4 サービスの利用）

　・無線LANサービスの登録と利用法

４）授業外学習「情報倫理のビデオ教材」を用いた課題

　・情報倫理ビデオを講義時間外に見てもらい、Moodle 上の小テストを受けてもらう。

（３）授業の進め方

　端末室でのインターネットを利用した実習形式

教科書・参考書

図書館作成のテキスト・演習問題他、CiNii クィックガイド他

　「学習支援サービス利用の手引」

備　考

　Moodle による授業アンケートを実施する。



附属図書館蔵書検索方法の変更



Ⅰ．人間科学基礎科目



（１）人文社会系科目

「人文社会系科目について」

　１．目的

　　　１）豊かな人間性をもつ真の教養人としての技術者の育成。

　　　２）多様な視点から物事を判断する能力の養成。

　　　３）自ら問題を発見し答えていく姿勢の強化。

　２．目標

　　　１）知識・理解

　　　　　→�人間科学基礎科目・人文社会系の各選択必修科目において、多様な人間、社会及び文化に関して理解

する。

　　　　　→�人間科学基礎科目・人文社会系の「職業と社会」において、工学・技術が社会で果たす役割を理解す

る。

　　　２）汎用的技能

　　　　　→�副専門人間科学科目・上級科目の各選択科目において、問題解決に必要な論理的・批判的思考力、分

析力、説明能力を修得する。

　　　　　→�人間科学基礎科目・人文社会系の「日本語表現法」において、背景や文脈を理解して適切に説明でき

る日本語能力を修得する。

　　　３）態度・志向性

　　　　　→�副専門人間科学科目・上級科目の各選択科目や、副専門人間科学科目・人間科学総合科目のテーマ別

リレー講義及びリレーセミナー等において、自己を律する自己管理ができ、自発的な活動ができるこ

とを目指す。

　　　　　→�人間科学基礎科目・人文社会系の「日本語表現法」において、人々と協調でき、個人の能力も発揮で

きることを目指す。

　３．科目の内容

　　・具体的内容については、各科目のシラバスを参照。

　４．履修上の注意

　　・�人間科学基礎科目・人文社会系の選択必修科目では、全体を三つの科目群に分け、学科ごとに当該学期の履

修科目群が指定される、指定科目群制度を取っている。学期始めに配布される説明プリントを熟読し、各学

期の開講日に、履修を希望する授業に必ず出席すること。



－ 1 －

人文社会系科目

哲学Ⅰ　Philosophy Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
（月曜１限）

●授業の概要

　退屈の哲学：現代社会において、「退屈」がもつ意味について、

現象学、心理学等を駆使して分析する。

●授業の目的

　哲学的な問題と解決への努力の実際を学ぶことにより、哲学的

思考法の基本を身につける。

２．キーワード
　退屈、気分、現象学

３．到達目標
・典型的な哲学的問題を素材に、さまざまな考え方を比較考量す

る能力を身につける。

・それをもとに、自ら思考し、判断する能力の基礎を作る。

４．授業計画
第１回　退屈な講義について

第２回　怠惰について

第３回　無為について

第４回　変化について

第５回　時間について

第６回　余暇について

第７回　分かりやすさについて

第８回　おもしろさについて

第９回　退屈は「気分」なのか

第10回　退屈な話

第11回　動物は退屈するか

第12回　退屈と疲労

第13回　ニーチェ、ハイデガー

第14回　退屈する自由

第15回　試験問題解説

５．評価の方法・基準
　期末試験（約 70％）および数回のノート提出（約 30％）で評

価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　スライドだけでなく、口頭の補足を書き取ってノートを作成す

ること。また、以下の参考図書を、自宅学習に活用すること。

　ラース・スヴェンセン『退屈の小さな哲学』（集英社新書、2005）

113/S-2

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　授業時に資料を配布。

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00

哲学Ⅰ　Philosophy Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
（月曜２限）

●授業の概要

　評論を「読み」かつ「考える」：高校までで「哲学」と名のつ

く授業を取った者はほとんどいないだろうが、じつは国語教科書

の評論の中には、哲学的思考にかかわるものが少なくない。そう

した評論を、試験勉強のためでなく、本格的に読みこなすことに

よって、哲学的思考のやり方を学ぶ。

●授業の目的

　哲学的な問題と解決への努力の実際を学ぶことにより、哲学的

思考法の基本を身につける。

２．キーワード
　哲学的思考、読解

３．到達目標
・典型的な哲学的問題を素材に、さまざまな考え方を比較考量す

る能力を身につける。

・それをもとに、自ら思考し、判断する能力の基礎を作る。

４．授業計画
第１～２回　田中美知太郎「モームの哲学練習」

　　　　　　（『古典学徒の信条』）

第３～４回　鶴見俊輔「日本の哲学言語」（『記号論集』）

第５～６回　湯川秀樹「科学者の創造性」

　　　　　　（筑摩日本文学全集『現代評論集』）

第７～９回　会田雄次「ヨーロッパ・ヒューマニズムの限界」（同）

第10～13回　中村光夫「近代を疑う」

第14回　　　小浜逸郎「人は何のために生きるのか」

第15回　　　試験問題解説

５．評価の方法・基準
　期末試験で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業時に取り上げた著者の他の評論にも目を通してみること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　授業時に資料を配布。

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00
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人文社会系科目

哲学Ⅰ　Philosophy Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
（金曜２限）

●授業の概要

　クリティカル・シンキング入門

　本講義は、２、３年生を対象とした中級講義である。批判的・

論理的思考を身につけることを目指す。

●授業の目的

　論理的文章の書き方を身につける。

２．キーワード
　クリティカル・シンキング、論理、批判

３．到達目標
・事実の検証方法、議論の仕方、論理的推論の方法を身につける。

・他人に伝わる日本語表現の方法を身につける。

４．授業計画
第１～２回　批判的・創造的思考

第３～５回　推論のやり方

第６回　　　レポート検討Ⅰ

第７～８回　因果的説明

第９～11回　表現の明確化

第12回　　　レポート検討Ⅱ

第13～15回　理由の評価

５．評価の方法・基準
　講義進行中に課せられる２回の小レポートと期末レポートの合

計点で評価する。

　小レポート各 25％、期末レポート 50％。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　小レポート、期末レポートは単位の必須要件なので、必ず提出

すること。以下の参考図書を、自宅学習に活用すること。松永和

紀著『クリティカル・シンキング入門』（ナカニシヤ出版、2005）

141.5/F-5

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　授業時に資料を配布。

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00

哲学Ⅱ　Philosophy Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
（月曜 1限）

●授業の概要

　哲学書はなぜ難解なのか

　哲学の本は、なぜ難しいのだろうか。理解のしにくさ、難解さ

はどこから来るのだろうか。哲学の代表的古典を素材に、文化的

差異、翻訳の問題、日本語の問題などを検討しつつ、哲学書の難

解さの由来を探る。また、一般に「読むということ」はどのよう

な営みなのかも考えてみたい。それゆえ、哲学の古典を素材に個々

の哲学説を解説する講義ではないので注意すること。

●授業の目的

　哲学の古典を読むことにより、難解さの由来、また一般に「わ

かる」とはどういうことか、「読む」とは、どのような行為なの

かを理解する。

２．キーワード
　西洋哲学、翻訳、日本語

３．到達目標
・典型的な哲学的問題を素材に、さまざまな考え方を比較考量す

る能力を身につける。

・それをもとに、自ら思考し、判断する能力の基礎を作る。

４．授業計画
第１回　「分からない」とはどういうことか。

第２回　文化的背景の違い

第３回　翻訳の問題

第４回　日本語の問題

第５回　プラトン『パイドン』（１）

第６回　プラトン『パイドン』（２）

第７回　デカルト『省察』（１）

第８回　デカルト『省察』（２）

第９回　カント『純粋理性批判』（１）

第10回　カント『純粋理性批判』（２）

第11回　ニーチェ『ツァラトゥストラはかく語りき』（１）

第12回　ニーチェ『ツァラトゥストラはかく語りき』（２）

第13回　ハイデガー『存在と時間』（１）

第14回　ハイデガー『存在と時間』（２）

第15回　試験問題解説

５．評価の方法・基準
　期末試験（約 70％）および数回のノート提出（約 30％）で評

価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　スライドだけでなく、口頭の補足を書き取ってノートを作成す

ること。また、以下の参考図書を、自宅学習に活用すること。

　『プラトン全集』（岩波書店）131.3/P-5/1

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　授業時に資料を配布。

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00
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人文社会系科目

哲学Ⅱ　Philosophy Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
（月曜２限）

●授業の概要

　死の哲学：哲学は死の練習と言われるように、死は、古来哲学

の中心問題であり続けた。現代医療の発達による死の概念の揺れ

などを考慮しつつ、死の問題に迫る。

●授業の目的

　現代における死の哲学的問題を考察することにより、これらの

問題を自らの問題として引き受け、自ら考える能力の獲得を目指

す。

２．キーワード
　脳死、尊厳死、死生観

３．到達目標
・伝統的・現代的（尊厳死、脳死）な死の概念にまつわる哲学的

問題を理解する。

・それに基づいて、できるだけ一貫した自らの判断ができるよう

にする。

４．授業計画
第１回　　　哲学は死の練習

第２～５回　ハイデガーの死の哲学

第６回　　　死の自己決定

第７回　　　＜関係＞としての死

第８回　　　尊厳死

第９回　　　『往生要集』

第10回　　　日本人の来世観

第11回　　　脳死と揺れる死の概念

第12回　　　死の共同性

第13回　　　キルケゴール

第14回　　　ショーペンハウアー

第15回　　　試験問題解説

５．評価の方法・基準
　期末試験（約 70％）および数回のノート提出（約 30％）で評

価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　スライドだけでなく、口頭の補足を書き取ってノートを作成す

ること。また、以下の参考図書を、自宅学習に活用すること。

　『生と死の倫理学：よく生きるためのバイオエシックス入門』。

篠原駿一郎、波多江忠彦編。ナカニシヤ出版、2002。

　本館 閲覧室３階 490.1/S-7

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　授業時に資料を配布。

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00

倫理学Ⅰ　Ethics Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　堺　正憲

１．概要
（月曜１限）

●授業の背景

　現代の目覚しい科学技術の発達と人間の活動に伴って、環境問

題などわれわれ人類の生存に関わる全地球的問題が生じている。

このような現代の状況において、古来、哲学や倫理学が問題とし

て探求して来た「人間として知るべき知恵」の重要さを再認識す

るとともに、この「知恵」によって科学技術的知識と人間の活動

とをコントロールする必要が生じている。また、人間生活が目指

すべき目標についても再考する必要が生じている。

●授業の目的

　本授業は、われわれが人生をよく生きるために、世界とこの世

界の中の人間（自己）の在り方とについて深く考えるための材料

を提供することを目的とする。

●授業の位置付け　

　倫理学を、世界観と人生観の学としての哲学の一部門と位置付

け、人間の在り方をめぐる問題を、社会や自然との関連とともに、

超越者との関連をも視野に入れながら哲学的に考察する。（関連

する学習教育目標：われわれが持つ「知」には種類と段階とがあ

ることを理解する。）

２．キーワード
　倫理学、哲学、古代ギリシア哲学、イデア、アウグスティヌス、

キリスト教、西洋中世哲学、神の国、ローマ国家、神々

３．到達目標
１．世界観と人生観の問題について考える習慣を身に着ける。

２．人生の目標や意義について考えることの重要さを理解する。

３．人間存在と人間共同体との密接な関係を理解する。

４．授業計画
第１回　倫理学と哲学（１）

第２回　倫理学と哲学（２）

第３回　倫理学と哲学（３）

第４回　倫理学と哲学（４）

第５回　古代ギリシア哲学―万物の原理の探求

第６回　古代ギリシア哲学―生き方の規範としての価値の探求

第７回　古代ギリシア哲学―自然の問題と人間の問題の総合

第８回　哲学とキリスト教

第９回　西洋中世哲学

第10回　アウグスティヌス著『神の国』第１巻―自殺の問題

第11回　『神の国』第２巻

　　　　―異教の神々によるローマ人の道徳的退廃

第12回　『神の国』第３巻―神々の無力

第13回　『神の国』第４巻―個々の神々に対する批判的考察（１）

第14回　『神の国』第４巻―個々の神々に対する批判的考察（２）

第15回　前期末試験

第16回　試験の解説、等

５．評価の方法・基準
　期末試験（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本授業は、全体が連続した内容になっていますので、欠席する

と前後のつながりが分からなくなります。授業には、忍耐強く継

続して出席して下さい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に関連するキーワードについて授業前に調べ、理解に努め

ること。

８．教科書・参考書
●教科書

　アウグスティヌス著 /服部英次郎訳『神の国（一）』（岩波文庫）
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132.1/A-8/1

●参考書

　和辻哲郎著『人間の学としての倫理学』（岩波文庫）

9784003811047、アリストテレス著／高田三郎訳『ニコマコス倫

理学（上下）』（岩波文庫）403360419、403360427、アリストテ

レス著／山本光雄訳『政治学』（岩波文庫）081/I-1/6319-6322a、

宇都宮芳明『訳注・カント『道徳形而上学の基礎づけ』』（以文社）

134.2/K-19、田中美知太郎著『哲学初歩』（岩波全書）101/T-7、

西田幾多郎著『哲学概論』（岩波書店）101/BN-2/b、田中美知

太郎著『ソクラテス』（岩波新書）131.2/T-1、藤沢令夫著『プラ

トンの哲学』（岩波新書）131.1/F-1、アリストテレス著／出隆訳『形

而上学（上下）』（岩波文庫）131.4/A-30、山田晶著『アウグスティ

ヌス講話』（講談社学術文庫）081/K-4/1186

９．オフィスアワー
　質問は、授業中あるいは授業後に随時直接受け付ける。なお、

その他連絡したいことがある場合は、下記の電子メール・アドレ

スで受け付ける。

　（E-mail: m-sakai@pastel.ocn.ne.jp）

倫理学Ⅰ　Ethics Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２・３年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　堺　正憲

１．概要
（金曜２限）

●授業の背景

　現代の目覚しい科学技術の発達と人間の活動に伴って、環境問

題などわれわれ人類の生存に関わる全地球的問題が生じている。

このような現代の状況において、古来、哲学や倫理学が問題とし

て探求して来た「人間として知るべき知恵」の重要さを再認識す

るとともに、この「知恵」によって科学技術的知識と人間の活動

とをコントロールする必要が生じている。また、人間生活が目指

すべき目標についても再考する必要が生じている。

●授業の目的

　本授業は、われわれが人生をよく生きるために、世界とこの世

界の中の人間（自己）の在り方とについて深く考えるための材料

を提供することを目的とする。

●授業の位置付け　

　倫理学を、世界観と人生観の学としての哲学の一部門と位置付

け、人間の在り方をめぐる問題を、国家・社会や自然との関連も

視野に入れて哲学的に考察する。（関連する学習教育目標：われ

われが持つ「知」には種類と段階とがあることを理解する。） 

２．キーワード
　倫理学、哲学、古代ギリシア哲学、ソクラテス、無知の知、プ

ラトン、イデア、国家、正義

３．到達目標
１．世界観と人生観の問題について考える習慣を身に着ける。

２．人生の目標や意義について考えることの重要さを理解する。

３．人間存在と人間共同体との密接な関係を理解する。

４．授業計画
第１回　倫理学と哲学（１）

第２回　倫理学と哲学（２）

第３回　倫理学と哲学（３）

第４回　倫理学と哲学（４）

第５回　古代ギリシア哲学―万物の原理の探求

第６回　古代ギリシア哲学―生き方の規範としての価値の探求

第７回　古代ギリシア哲学―自然の問題と人間の問題の総合

第８回　ソクラテスの問題―無知の知

第９回　ソクラテスの問題―よく生きる

第10回　プラトン著『国家』第１巻の要旨

第11回　プラトン著『国家』第２－３巻―「国家」に関する考察

第12回　プラトン著『国家』第２－３巻―国の守護者の教育（１）

第13回　プラトン著『国家』第２－３巻―国の守護者の教育（２）

第14回　プラトン著『国家』第２－３巻

　　　　―国の守護者についての諸条件

第15回　前期末試験

第16回　試験の解説、等

５．評価の方法・基準
　期末試験（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本授業は、全体が連続した内容になっていますので、欠席する

と前後のつながりが分からなくなります。授業には、忍耐強く継

続して出席して下さい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に関連するキーワードについて授業前に調べ、理解に努め

ること。

８．教科書・参考書
●教科書

　プラトン著／藤沢令夫訳『国家（上）』（岩波文庫）131.3/

P-30-2/1
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●参考書

　和辻哲郎著『人間の学としての倫理学』（岩波文庫）

9784003811047、アリストテレス著／高田三郎訳『ニコマコス倫

理学（上下）』（岩波文庫）403360419、403360427、アリストテ

レス著／山本光雄訳『政治学』（岩波文庫）081/I-1/6319-6322a、

宇都宮芳明『訳注・カント『道徳形而上学の基礎づけ』』（以文社）

134.2/K-19、田中美知太郎著『哲学初歩』（岩波全書）101/T-7、

西田幾多郎著『哲学概論』（岩波書店）101/BN-2/b、田中美知

太郎著『ソクラテス』（岩波新書）131.2/T-1、藤沢令夫著『プラ

トンの哲学』（岩波新書）131.1/F-1、アリストテレス著／出隆訳

『形而上学（上下）』（岩波文庫）131.4/A-30

９．オフィスアワー
　質問は、授業中あるいは授業後に随時直接受け付ける。なお、

その他連絡したいことがある場合は、下記の電子メール・アドレ

スで受け付ける。

　（E-mail: m-sakai@pastel.ocn.ne.jp）

倫理学Ⅱ　Ethics Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　堺　正憲

１．概要
（月曜１限）

●授業の背景

　現代の目覚しい科学技術の発達と人間の活動に伴って、環境問

題などわれわれ人類の生存に関わる全地球的問題が生じている。

このような現代の状況において、古来、哲学や倫理学が問題とし

て探求して来た「人間として知るべき知恵」の重要さを再認識す

るとともに、この「知恵」によって科学技術的知識と人間の活動

とをコントロールする必要が生じている。また、人間生活が目指

すべき目標についても再考する必要が生じている。

●授業の目的

　本授業は、われわれが人生をよく生きるために、世界とこの世

界の中の人間（自己）の在り方とについて深く考えるための材料

を提供することを目的とする。

●授業の位置付け

　倫理学を、世界観と人生観の学としての哲学の一部門と位置付

け、人間の在り方をめぐる問題を、社会や自然との関連とともに、

超越者との関連をも視野に入れながら哲学的に考察する。（関連

する学習教育目標：われわれが持つ「知」には種類と段階とがあ

ることを理解する。）

２．キーワード
　倫理学、哲学、古代ギリシア哲学、イデア、アウグスティヌス、

キリスト教、西洋中世哲学、神の国、ローマ国家、神々、運命、

神の摂理

３．到達目標
１．世界観と人生観の問題について考える習慣を身に着ける。

２．人生の目標や意義について考えることの重要さを理解する。

３．人間存在と人間共同体との密接な関係を理解する。

４．授業計画
第１回　倫理学と哲学（１）

第２回　倫理学と哲学（２）

第３回　倫理学と哲学（３）

第４回　倫理学と哲学（４）

第５回　古代ギリシア哲学―万物の原理の探求

第６回　古代ギリシア哲学―生き方の規範としての価値の探求

第７回　古代ギリシア哲学―自然の問題と人間の問題の総合

第８回　キリスト教と哲学

第９回　西洋中世哲学

第10回　アウグスティヌス著『神の国』第１巻―自殺の問題

第11回　『神の国』第２巻

　　　　―異教の神々によるローマ人の道徳的退廃

第12回　『神の国』第３巻―神々の無力

第13回　『神の国』第４巻―個々の神々に対する批判的考察

第14回　『神の国』第５巻

　　　　―運命、占星術、神の予知、人間の自由意志、神の摂理

第15回　後期末試験

第16回　試験の解説、等

５．評価の方法・基準
　期末試験（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本授業は、全体が連続した内容になっていますので、欠席する

と前後のつながりが分からなくなります。授業には、忍耐強く継

続して出席して下さい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に関連するキーワードについて授業前に調べ、理解に努め

ること。
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８．教科書・参考書
●教科書

　アウグスティヌス著／服部英次郎訳『神の国（一）』（岩波文庫）

132.1/A-8/1

●参考書

　和辻哲郎著『人間の学としての倫理学』（岩波文庫）

9784003811047、アリストテレス著／高田三郎訳『ニコマコス倫

理学（上下）』（岩波文庫）403360419、403360427、アリストテ

レス著／山本光雄訳『政治学』（岩波文庫）081/I-1/6319-6322a、

宇都宮芳明『訳注・カント『道徳形而上学の基礎づけ』』（以文社）

134.2/K-19、田中美知太郎著『哲学初歩』（岩波全書）101/T-7、

西田幾多郎著『哲学概論』（岩波書店）101/BN-2/b、田中美知

太郎著『ソクラテス』（岩波新書）131.2/T-1、藤沢令夫著『プラ

トンの哲学』（岩波新書）131.1/F-1、アリストテレス著／出隆訳『形

而上学（上下）』（岩波文庫）131.4/A-30、山田晶著『アウグスティ

ヌス講話』（講談社学術文庫）081/K-4/1186

９．オフィスアワー
　質問は、授業中あるいは授業後に随時直接受け付ける。なお、

その他連絡したいことがある場合は、下記の電子メール・アドレ

スで受け付ける。

　（E-mail: m-sakai@pastel.ocn.ne.jp）

倫理学Ⅱ　Ethics Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２・３年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　堺　正憲

１．概要
（金曜２限）

●授業の背景

　現代の目覚しい科学技術の発達と人間の活動に伴って、環境問

題などわれわれ人類の生存に関わる全地球的問題が生じている。

このような現代の状況において、古来、哲学や倫理学が問題とし

て探求して来た「人間として知るべき知恵」の重要さを再認識す

るとともに、この「知恵」によって科学技術的知識と人間の活動

とをコントロールする必要が生じている。また、人間生活が目指

すべき目標についても再考する必要が生じている。

●授業の目的

　本授業は、われわれが人生をよく生きるために、世界とこの世

界の中の人間（自己）の在り方とについて深く考えるための材料

を提供することを目的とする。

●授業の位置付け

　倫理学を、世界観と人生観の学としての哲学の一部門と位置付

け、人間の在り方をめぐる問題を、国家・社会や自然との関連も

視野に入れて哲学的に考察する。（関連する学習教育目標：われ

われが持つ「知」には種類と段階とがあることを理解する。）

２．キーワード
　倫理学、哲学、古代ギリシア哲学、ソクラテス、無知の知、プ

ラトン、イデア、国家、正義

３．到達目標
１．世界観と人生観の問題について考える習慣を身に着ける。

２．人生の目標や意義について考えることの重要さを理解する。

３．人間存在と人間共同体との密接な関係を理解する。

４．授業計画
第１回　倫理学と哲学（１）

第２回　倫理学と哲学（２）

第３回　倫理学と哲学（３）

第４回　倫理学と哲学（４）

第５回　古代ギリシア哲学―万物の原理の探求

第６回　古代ギリシア哲学―生き方の規範としての価値の探求

第７回　古代ギリシア哲学―自然の問題と人間の問題の総合

第８回　ソクラテスの問題―無知の知

第９回　ソクラテスの問題―よく生きる

第10回　プラトン著『国家』第１－３巻の要旨

第11回　『国家』第４巻―守護者の任務

第12回　『国家』第４巻

　　　　―国家の「知恵」「勇気」「節制」「正義」の定義

第13回　『国家』第４巻―魂の機能の三区分

第14回　『国家』第４巻

　　　　―個人の「知恵」「勇気」「節制」「正義」の定義

第15回　後期末試験

第16回　試験の解説、等

５．評価の方法・基準
　期末試験（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本授業は、全体が連続した内容になっていますので、欠席する

と前後のつながりが分からなくなります。授業には、忍耐強く継

続して出席して下さい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に関連するキーワードについて授業前に調べ、理解に努め

ること。

８．教科書・参考書
●教科書

　プラトン著／藤沢令夫訳『国家（上）』（岩波文庫）131.3/
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P-20-2/1

●参考書

　和辻哲郎著『人間の学としての倫理学』（岩波文庫）

9784003811047、アリストテレス著／高田三郎訳『ニコマコス倫

理学（上下）』（岩波文庫）403360419、403360427、アリストテ

レス著／山本光雄訳『政治学』（岩波文庫）081/I-1/6319-6322a、

宇都宮芳明『訳注・カント『道徳形而上学の基礎づけ』』（以文社）

134.2/K-19、田中美知太郎著『哲学初歩』（岩波全書）101/T-7、

西田幾多郎著『哲学概論』（岩波書店）101/BN-2/b、田中美知

太郎著『ソクラテス』（岩波新書）131.2/T-1、藤沢令夫著『プラ

トンの哲学』（岩波新書）131.1/F-1、アリストテレス著／出隆訳

『形而上学（上下）』（岩波文庫）131.4/A-30

９．オフィスアワー
　質問は、授業中あるいは授業後に随時直接受け付ける。なお、

その他連絡したいことがある場合は、下記の電子メール・アドレ

スで受け付ける。

　（E-mail: m-sakai@pastel.ocn.ne.jp）

歴史学Ⅰ　History Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　古城　真由美

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　ヨーロッパの人々が未知の世界に航海し、次々と新しい世界を

発見し世界の一体化と世界的な市場の成立が促されたというイ

メージが「大航海時代」（15 世紀末から 18 世紀）という概念に

あてはまる。しかし、最近の歴史学の研究は、この時代に既にア

ジアやイスラム圏に優れた航海技術が確立され、豊かな地域交易

圏が広がっていたことを明らかにしている。大航海時代初めの頃

のヨーロッパはそれらを「発見・征服」したのではなく、むしろ

それらに「参入」していったのである。授業ではこのような歴史

学の新しい視点をとりいれて西洋と東洋の出会いについて考え

る。

●授業の目的

　現在、ヨーロッパのものと思われている食べ物は、ある時期ま

でヨーロッパには存在していなかった。これらは、ある時期に、

ある理由で、あるシステムの中で、ヨーロッパにもたらされ、定

着していった。これらの食べ物が、消費者であるヨーロッパ、生

産者であるアジア、アフリカ、アメリカの世界をいかに変えていっ

たのかを、歴史的に理解する。

●授業の位置づけ

　茶、コーヒー、砂糖、チョコレートといった私たちの身の回り

にあるモノについて、近世から近代にかけての歴史を追う。モノ

の流れを時系列で理解し、グローバルな流通や食文化、交易ネッ

トワークの成立をみる。これらの歴史的事実と現代の経済的な問

題との関わりを認識する。

２．キーワード
　交易史、社会史、モノの歴史学、茶

３．到達目標
①歴史学の考え方を理解する。

②歴史学における時間軸・空間的枠組みについて理解する。

③日本語による歴史記述を習得する。

４．授業計画
①ガイダンス

②大航海時代 1：背景と展開

③大航海時代２：スペイン、ポルトガル

④世界商品の獲得

⑤大航海時代３：オランダ・イギリス

⑥奴隷

⑦砂糖１

⑧砂糖２

⑨チョコレート１

⑩チョコレート２

⑪コーヒー１

⑫コーヒー２

⑬紅茶１

⑭紅茶２

⑮まとめ　　※受講人数や進度に応じて変更の可能性があります

５．評価の方法・基準
　　授業は講義形式で行う。視聴覚資料、配布資料を用いて補足

説明する。まとめとして小テストを行う。また期末テストの前に

はキーワードをあげて説明する。授業中には、資料の読み取りや

意見の提示を課題として行う。

●成績評価

　発表　　　　30％

　授業内課題　10％

　期末テスト　60％
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６．履修上の注意事項
　第一回目の授業で注意点を述べる。

　なお、授業外学習として、各回の授業終了後、内容の概要をま

とめ、次回の授業で提出する。また、授業の前には、必ず前回の

ノートを見直し、全体の流れを把握することに努める。授業中に

提示される参考文献を２冊以上読む。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　

８．教科書・参考書
参考文献

　角山栄『茶の世界史』中公新書、1998 年。081/C-1/596

９．オフィスアワー

歴史学Ⅰ　History Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　水井万里子・宮浦　崇

１．概要
（金曜２限）

●授業の背景

　グローバル化が進む現代にあって、地球的な規模でその過程を

探っていくことは重要な課題である。人やモノはいつからどのよ

うに移動し、一つの文化はどのように異なる社会に受け入れられ

てきたのだろうか。私たちの持っている世界への認識は、歴史の

中で刻々と変化をとげながら、今につながっている。授業では特

定のテーマをいくつかとりあげて、グローバルな今につながる歴

史とは何かを考える。

●授業の目的

　近世から近代を対象時期として、世界史と日本史において共通

項と差異が明らかになるような論点をとりあげる。それらの検討

を通じ、距離が離れた地域や社会が、特定の共通性を持ち、また

連動していることを理解する。歴史学の重要な考え方である社会

史の考え方から、グローバルな歴史観を構築する。

●授業の位置づけ

　本授業は 2年生以上の授業なので、調べものや発表を取り入れ

ながら、自分で問題探求できるような力をつけることができる。

また、グローバルな歴史的世界観を持つことで、将来的な視野の

広がり、キャリアにつながる持続的な学習の力をつけることがで

きる。

２．キーワード
　結婚と離婚の社会史、中世後期イギリス

３．到達目標
①歴史学の考え方を理解する。

②歴史学における時間軸・空間的枠組みについて理解する。

③日本語による歴史記述を習得する。

④グローバルな歴史観・世界観を身につける。

⑤調査学習により自律的・持続的学習の力をつける。

４．授業計画
①ガイダンス

②グローバルな今と歴史的な諸問題

③豊かさと貧しさ（１）

④豊かさと貧しさ（２）

⑤豊かさと貧しさ（３）

⑥学びと労働（１）

⑦学びと労働（２）

⑧学びと労働（３）

⑨移動と定着（１）

⑩移動と定着（２）

⑪移動と定着（３）

⑫世代の交代（１）

⑬世代の交代（２）

⑭世代の交代（３）

⑮まとめ　　　※受講人数や進度に応じて変更の可能性あり

５．評価の方法・基準
　授業は講義形式で行う。視聴覚資料、配布資料を用いて補足説

明する。まとめとして小テストを行う。また期末テストの前には

キーワードをあげて説明する。授業中には、資料の読み取りや意

見の提示を課題として行う。

●成績評価

　発表　　　　20％

　レポート　　30％

　期末テスト　50％

６．履修上の注意事項
　第一回の授業で注意点を述べる。

　なお、授業外学習として、各回の課題を次回の授業で提出する。
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また、これには文献等の調査を必要とするので、図書館での調査

や資料講読を授業外に行う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　

８．教科書・参考書
参考文献

　柳父章『翻訳後成立事情』岩波書店、1982 年。081/I-1/189

　羽田『新しい世界史へ　地球市民のための構想』岩波書店、

2011 年。081/I-2-4/1339

９．オフィスアワー
　研究室扉脇のオフィスアワー掲示を参照のこと。

　rekishiq@aol.com

歴史学Ⅱ　History Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　古城　真由美

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　結婚は現代の私たちにとって身近なテーマである。過去でも現

代においても人生の大きな転換点である結婚について、ともすれ

ば今も昔も同じと考えがちであるが、実際私たちの考える結婚と

過去に行われていたそれとは、結婚相手の選択や愛情の有無など

大きな隔たりがある。授業では、愛情や家族といったものが不変

ではなく、いかに歴史的に構築された産物であるのかを考えてい

く。

●授業の目的

　中世後期を対象時期として、イギリス史上の男女関係に焦点を

あてる。当時の結婚制度、結婚相手の選択における主要な要素、

男女関係、離婚などを裁判記録や映画のシーンを参考にしながら

見ていく。それらの事例から、歴史学の重要な考え方である社会

史の考え方を学び、ヨーロッパ社会の歴史を理解していく。

●授業の位置づけ

　一夫一婦制の結婚はキリスト教の影響を受けた西洋で成立し

た。これは西洋で最近まで続いてきたが、現在は同性婚の合法化

にみられるように大きく変容をせまられている。かつての西洋の

人々の結婚を学ぶことで、現代日本のそれについての関心を高め、

比較史的視点を養う。

２．キーワード
　結婚と離婚の社会史、中世後期イギリス

３．到達目標
①歴史学の考え方を理解する。

②歴史学における時間軸・空間的枠組みについて理解する。

③日本語による歴史記述を習得する。

４．授業計画
①ガイダンス

②女性・ジェンダーを学ぶこと

③中世後期イギリスの結婚制度

④もう一つの結婚のかたち

⑤政略結婚と恋愛結婚

⑥女性の結婚と身分①

⑦女性の結婚と身分②

⑧中世後期イギリスの「離婚」

⑨ヘンリ 8世の婚姻訴訟

⑩世紀の裁判～判決をだす～

⑪「ブーリン家の姉妹」①

⑫「ブーリン家の姉妹」②

⑬逃げ出す妻たち①

⑭逃げ出す妻たち②

⑮まとめ　　　※受講人数や進度に応じて変更の可能性あり

５．評価の方法・基準
　授業は講義形式で行う。視聴覚資料、配布資料を用いて補足説

明する。まとめとして小テストを行う。また期末テストの前には

キーワードをあげて説明する。授業中には、資料の読み取りや意

見の提示を課題として行う。

●成績評価

　小テスト　　20％

　授業内課題　20％

　期末テスト　60％

６．履修上の注意事項
　第一回の授業で注意点を述べる。

　なお、授業外学習として、各回の授業終了後、内容の概要をま

とめ、次回の授業で提出する。また、授業の前には、必ず前回の

ノートを見直し、全体の流れを把握することに努める。授業中に

提示される参考文献を２冊以上読む。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　

８．教科書・参考書
参考文献

　L・ストーン著（北本正章訳）『家族・性・結婚の社会史―

1500 年 -1800 年のイギリス』勁草書房、1991 年。

９．オフィスアワー
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文学Ⅰ　Literature Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　荻原　桂子

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　活字離れが危惧される現代において、学生の読書力の低下が危

惧されている。

●授業の目的

　文学作品を深く読むことによって、学生の読書力と生きる力を

高める。読書には、自分をつくるという働きのほかに、自分の魂

に共鳴する他者を自分のなかにもつというも働きもある。読書を

通じて、自分を客観的にみるという視点がうまれるのである。自

分の主観から少し離れて、別の視点から自分を見てみるという客

観的な視点をもつことができるようになる。自分の主観とは独立

した他者の意見に接することで、自分に距離をもって接すること

ができるようになる。こうした行為の経過が、焦げ付いた状況か

ら自分を解放してくれる。授業では、「文学」と題して、考えな

がら読む古典読みに焦点をあわせ、文学作品を読んでみることに

する。ここでいう古典とは、時間や空間の変遷にも色褪せず、作

品の魅力を発揮するものである。

●授業の位置付け

　12 回に分けて文学作品を輪読し、文学作品の読解力をつけ、

作品に描かれたものごとの理解力を深め、さらに文章表現力の向

上を目指す。

２．キーワード
　文体論・物語論・テーマ論

３．到達目標
１．文章理解を深めること。

２．時代背景、文化状況の中で作品を読解すること。

３．通説にとらわれず自分自身の読解を提示できるようにするこ

と。

４．文学に興味を持ち、文学作品を読むことで、読解力・表現力

をつける。

４．授業計画
第１回　授業の説明。文学作品の読書について

第２回　梶井基次郎『桜の樹の下には』

第３回　林芙美子『風琴と魚の町』

第４回　横光利一『上海』

第５回　堀辰雄『風立ちぬ』

第６回　中島敦『山月記』

第７回　石川淳『焼跡のイエス』

第８回　野間宏『第三十六号』

第９回　武田泰淳『蝮のすえ』

第10回　島尾敏雄『島の果て』

第11回　太宰治『桜桃』

第12回　三島由紀夫『金閣寺』

第13回　遠藤周作『わたしが・捨てた・女』

第14回　村上春樹『ノルウェイの森』

第15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（80％）出席および授業への積極的態度状況（20％）

で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　毎回出席を取るので、遅れずに着席すること。教科書で取り上

げる作品は抜粋なので、授業後、各自で作品全体をなるべく読む

こと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　予習として教科書の輪読があるので、読めない漢字を調べてお

く。復習として全文が掲載されていない作品については全文を読

む。

８．教科書・参考書
●教科書

　『文学を生きる』花書院　ISBN978-4-905324-65-2

●参考書

　授業中に紹介する。

９．オフィスアワー
　九州女子大学人間科学部荻原研究室（ogihara@kwuc.ac.jp）

備考
　月曜１限月曜２限

文学Ⅱ　Literature Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　荻原　桂子

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　活字離れが危惧される現代において、学生の読書力の低下が危

惧されている。

●授業の目的

　文学作品を深く読むことによって、学生の読書力と思考力を高

める。

●授業の位置付け

　毎回、宮沢賢治の作品を輪読し、作品の読解力をつけ、さらに

文章表現力の向上を目指す。

２．キーワード
　読解力・思考力・表現力

３．到達目標
１．文章理解を深めること。

２．時代背景、文化状況の中で作品を読解すること。

３．通説にとらわれず自分自身の読解を提示できるようにするこ

と。

４．文学に興味を持ち、文学作品を読むことで、読解力・表現力

をつける。

４．授業計画
第１回　授業の説明。文学の表現について

第２回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（一）

第３回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（二）

第４回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（三）

第５回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（四）

第６回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（五）

第７回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（六）

第８回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（七）

第９回　宮沢賢治『注文の多い料理店』（八）

第10回　宮沢賢治『銀河鉄道の夜』（一）

第11回　宮沢賢治『銀河鉄道の夜』（二）

第12回　宮沢賢治『銀河鉄道の夜』（三）

第13回　宮沢賢治『銀河鉄道の夜』（四）

第14回　宮沢賢治『銀河鉄道の夜』（五）

第15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（80％）出席および授業への積極的態度（20％）で評

価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　毎回出席を取るので、遅れずに着席すること。授業で紹介した

文学作品をなるべくたくさん読むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　予習として教科書の輪読があるので、読めない感じを調べてお

く。復習として全文が掲載されていない作品については全文を読

む。

８．教科書・参考書
●教科書

　『宮沢賢治を読む』（花書院）　ISBN:978-4-905324-30-0　910.2/

O-36

●参考書

　授業中に紹介する。

９．オフィスアワー
　九州女子大学人間科学部

　荻原研究室（ogihara@kwuc.ac.jp）

備考
　月曜１限月曜２限
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人文社会系科目

心理学Ⅰ　Psychology Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美

１．概要
（金曜２限）

●授業の目的

　さまざま心理的問題を取り上げ、その現状、原因や背景につい

て講義し、どのように対したらよいか共に考えながら学ぶことを

目的とする。

●授業の位置づけ

　大学生が属する青年期は、「もはや子どもではないが、まだ大

人ではない」という構造のあいまいな境界性を特徴とする時期で

ある。そのため、青年期はライフサイクルの中でもっとも心理的

混乱が生じやすい時期とされている。メンタルヘルスに関する正

しい知識を身につけ、健やかな生活を送る基盤作りを目指す。

２．キーワード
　発達、人格、臨床心理学、社会心理学

３．到達目標
①自己と他者に対する理解を深め、人間全般に対する関心を持つ

ことができる。

②心の問題についての知識を深め、自分自身のメンタルヘルスに

関心を持つことができる。

４．授業計画
１回　オリエンテーション・心の健康とは？

２回　青年期を生きる①

３回　青年期を生きる②

４回　青年期を生きる③

５回　ストレス

６回　心身症

７回　神経症

８回　人格障害（境界例）

９回　うつ病

10回　統合失調症

11回　その他の精神病理①

12回　その他の精神病理②

13回　心の健康を保つために①

14回　心の健康を保つために②

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　試験 80％、レポート 20％で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業には積極的に参加すること。適宜紹介する図書を参考にし、

理解を深めること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
●教科書

　使用しない。適宜資料を配付する。

●参考書

　榎本博明著『はじめてふれる心理学』（2003）サイエンス社　

140/E-7/2　第２版

　川瀬正裕・松本真理子・松本英夫著『心とかかわる臨床心理　

第２版』（2006）ナカニシヤ出版　146/K-8/2

９．オフィスアワー
　月曜日４限目

心理学Ⅰ　Psychology Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２・３年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美

１．概要
（金曜２限）

●授業の目的

　さまざま心理的問題を取り上げ、その現状、原因や背景につい

て講義し、どのように対したらよいか共に考えながら学ぶことを

目的とする。

●授業の位置づけ

　大学生が属する青年期は、「もはや子どもではないが、まだ大

人ではない」という構造のあいまいな境界性を特徴とする時期で

ある。そのため、青年期はライフサイクルの中でもっとも心理的

混乱が生じやすい時期とされている。メンタルヘルスに関する正

しい知識を身につけ、健やかな生活を送る基盤作りを目指す。

２．キーワード
　発達、人格、臨床心理学、社会心理学

３．到達目標
①自己と他者に対する理解を深め、人間全般に対する関心を持つ

ことができる。

②心の問題についての知識を深め、自分自身のメンタルヘルスに

関心を持つことができる。

４．授業計画
１回　オリエンテーション・心の健康とは？

２回　青年期を生きる①

３回　青年期を生きる②

４回　青年期を生きる③

５回　ストレス

６回　心身症

７回　神経症

８回　人格障害（境界例）

９回　うつ病

10回　統合失調症

11回　その他の精神病理①

12回　その他の精神病理②

13回　心の健康を保つために①

14回　心の健康を保つために②

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　試験 40％、レポート 60％で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業には積極的に参加すること。適宜紹介する図書を参考にし、

理解を深めること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
●教科書

　使用しない。適宜資料を配付する。

●参考書

　榎本博明著『はじめてふれる心理学』（2003）サイエンス社　

140/E-7/2　第 2版

　川瀬正裕・松本真理子・松本英夫著『心とかかわる臨床心理　

第２版』（2006）ナカニシヤ出版　146/K-8/2

９．オフィスアワー
　月曜日４限目



－ 12 －

人文社会系科目

心理学Ⅱ　Psychology Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の目的

　性格が、内的要因・外的要因・自己形成の要因など、さまざま

に影響し合って作られ変化していくことを知り、自分や他者に対

しての理解を深める。

●授業の位置づけ

　自分らしさはどのように作られているのだろうか。はじめに代

表的な理論を通して、性格に関する基礎的な知識を学ぶ。また、

他者との関わり、文化との交わりがどのように自分らしさに影響

を及ぼしているのかについて、身近な事象を取り上げ体験的な理

解を促す。

２．キーワード
　性格、心理検査、人間関係、文化、性

３．到達目標
①自分の性格について自己理解を深めることができる。

②自分の周りの人について理解を深めることができる。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　性格理解の方法

３回　性格に関する諸理論

４回　人格検査

５回　性格の形成要因

６回　ライフサイクル

７回　親子・家族関係

８回　さまざまな人間関係

９回　コミュニケーションに現れる性格　

10回　性格の変化①

11回　性格の変化②

12回　文化と性格①　

13回　文化と性格②

14回　性役割

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　試験 80％、レポート 20％で評価する。

　60 点以上で合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業には積極的に参加すること。適宜紹介する図書を参考にし、

理解を深めること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
●教科書

　使用しない。適宜資料を配付する。

●参考書

　榎本博明『はじめてふれる心理学　第２版』(2013）サイエン

ス社　140/E-7/2

　詫摩武俊・瀧本孝雄・鈴木乙史・松井豊共著『性格心理学への

招待　改訂版』（2003）サイエンス社　141.9/T-12/2

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日４限目

教育心理学　Educational Psychology

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：１・２年次

学期：前期・後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美

１．概要
（月曜 1・2限）

●授業の目的

　人間理解を深め、集団や個に応じた教育を行うための基礎知識

と考え方を学ぶ。そして、授業で得られた知見を教育の実践の場

で応用できるようになる。

●授業の位置づけ

　授業では、教育心理学で必要な知識である、発達、学習、評価、

学級集団、人格・適応を学ぶ。そして、これらの学びをより深め

るために、教育心理学だけではなく様々な領域の心理学的知見に

ついて総合的に学ぶ。

２．キーワード
　教育心理学、行動科学、学校臨床

３．到達目標
①教育にかかわる心理学の基礎的な知識を理解できる。

②教育心理学で得られた知見を現場に応用する技術を身につけ

る。

４．授業計画
１回　オリエンテーション・教育心理学とは？

２回　発達に関する諸理論

３回　認知・言語の発達

４回　概念の発達

５回　学習

６回　動機

７回　記憶

８回　教育評価

９回　知能

10回　学級集団の理解

11回　適応と不適応

12回　発達障害

13回　学校臨床

14回　心理療法

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末テスト 80％、レポート 20％で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業には積極的に参加すること。日頃から教育に関する話題に

関心を持ち、新聞等から情報を収集すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
●教科書

　使用しない。適宜資料を配付する。

●参考書

　大村彰道編『教育心理学Ⅰ　発達と学習指導の心理学』（1996）

東京大学出版会　371.4/K-28/1

　下山晴彦編『教育心理学Ⅱ　発達と臨床援助の心理学』（1998）

東京大学出版会　371.4/K-28/2

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日４限目
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人文社会系科目

教育学Ⅰ　Pedagogy Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
（月曜２限）

●授業の目的

　現代日本の教育問題・社会問題について、臨床社会学の立場か

ら講義する。講義を通して、教育問題や社会問題に関する一定の

理解を得るとともに、巷間に流布している言説を相対化しうる視

点を獲得することを目的とする。また、レポート課題を通して、

文章表現能力の育成も目的とする。

●授業の位置付け

　本講義では、臨床社会学という立場から教育問題や社会問題に

ついて講義する。臨床の知は、科学の知に対して、現場への参与

や解決に資する実践性を重視するところにその特徴があるが、本

講義でもこうした立場に則り、アクチュアルな事例を紹介してい

く。と同時に、単純な因果論や責任論、対策論に帰することなく、

教育問題や社会問題そのものが生成していく過程に、構築主義の

観点から迫っていく。

２．キーワード
　教育問題・教育病理　社会問題・社会病理　臨床教育社会学　

社会問題の構築主義

３．到達目標
①現代日本の教育問題・社会問題に関する理解を深める。

②教育問題・社会問題そのものが生成する過程についても理解を

深め、通俗的な言説を相対化する視点を得る。

③中間テスト及びレポート課題を通して、文章表現能力を高める。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料、視聴覚教材を適宜使用する。

１回　臨床教育社会学と社会問題の構築主義

２回　被害者なき犯罪Ⅰ－薬物事犯－

３回　被害者なき犯罪Ⅱ－堕胎－

４回　被害者なき犯罪Ⅲ－性風俗犯－

５回　生殖技術のポリティクス

６回　児童虐待Ⅰ

７回　児童虐待Ⅱ

８回　児童虐待Ⅲ

９回　中期テスト

10回　家庭教育と格差社会

11回　子どもの貧困Ⅰ

12回　子どもの貧困Ⅱ

13回　現代の家族政策

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト　　40％

　期末レポート　60％

　レポートの評価に当たっては、論理的に論が展開されているか

を重視する。

６．履修上の注意事項
①講義内容の十分な理解を得るため、下記の参考文献を各自読む

こと。

②最高裁判所のホームページなどを用いて、判例に目を通すこと。

③その他参考となる図書や判例、資料等を授業の中で随時紹介し

ていく。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①開講期間中に下記参考文献を一読すること。

②子ども問題に関する最新の動向を把握するため、講義期間中に

は新聞等を講読すること。

８．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考文献

　酒井朗編著『学校臨床社会学』放送大学出版会　375.9/H-4

　浜井浩一他『犯罪不安社会』光文社　368.6/H-2

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp

教育学Ⅱ　Pedagogy Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
（月曜２限）

●授業の目的

　近年、子どもの位置づけが大きく変貌しつつある。そもそも子

どもとは決して自明の存在ではなく、歴史的な過程の中で構築さ

れてきた存在である。近代以降我々は、その小さな外観をした人

間に愛着を抱き、保護や教育という営みを連綿となしてきた。と

ころが、近年、子どもにまつわる保護や権利、責任、自由といっ

た考え方、また子どもそのものに対する考え方が大きく変動して

いる。本講義では、こうした子ども観の揺らぎについて概観する

とともに、それがどういった社会的背景から生成しているのか探

求する。

●授業の位置付け

　はじめに、西洋や日本において子どもが生成してくる過程その

ものについて講義する。その上で、子どもの権利条約、子どもと

セクシュアリティを巡る問題などアクチュアルな事例を取り上

げ、子どもの権利や責任、自由、自己決定権といった概念につい

て講義する。 

２．キーワード
　子ども観　日本国憲法　子どもの権利条約　自己決定権

３．到達目標
①子どもの相対性・構築性について理解すること。

②自由や責任、権利、自己決定権といった諸概念について理解を

深めること。

③自分の意見を的確に表現できるようにすること。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料、視聴覚教材を適宜使用する。

１回　ガイダンス

２回　子どもの権利条約

３回　校則問題

４回　公教育と宗教

５回　法の下の平等と教育

６回　内申書開示請求事件

７回　教育権論争

８回　中間テスト

９回　体罰

10回　学校事故

11回　いじめ自殺

12回　淫行規制

13回　メディア規制

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト　　50％

　期末レポート　50％

　レポート評価に当たっては、論理的に文章が展開されているか

を重視する。

６．履修上の注意事項
①講義内容の十分な理解を得るため、下記の参考文献を各自読む

こと。

②最高裁判所のホームページなどを用いて、判例に目を通すこと。

③その他参考となる図書や判例、資料等を授業の中で随時紹介し

ていく。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①開講期間中に下記参考文献を一読すること。

②子ども問題に関する最新の動向を把握するため、講義期間中に

は新聞等を講読すること。

８．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考文献

　東野充成『子ども観の社会学』大学教育出版　367.6/H-3

　佐々木幸寿他『憲法と教育』学文社　本館　図書館 373.2/S-8

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp
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人文社会系科目

教育原理　Principle of Education ◎ the 1 stperiod ◎Monday

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
●授業の目的

　教育職員免許法に規定されている「教育の理念並びに教育に関

する歴史および思想」に関して講義を行い、次の点を目標とする。

①教育を広く人間全体の営みの中に位置づけ、多角的に考察する

こと。

②子どもの発達・学習に関わる様々なエージェントの役割につい

て理解するとともに、現代社会における子どもの育ちと学びに

ついて理解を深めること。

③現代の学校教育を歴史的、国際比較的に見直し、その役割や意

義とともに、課題についても探求できること。

④以上の点を踏まえて、自らが志向する教育観や子ども観を構築

し、表現できるようにすること。

●授業の位置付け

　授業は、大きく次の 3 つの柱からなる。

①教育には様々な近接する概念が存在する。本授業では、教育に

まつわる多様な概念を解説した上で、教育的人間関係や教授法

などの変遷に見る教育思潮、教育観などを講義する。

②子どもという存在は決して自明のものではなく、時代や空間が

異なれば、子どもに対する考え方や発達のあり方も大きく異な

る。本授業では、歴史的、通文化的な子どもや発達の多様性を

踏まえたうえで、現代社会における子どもの発達・学習の課題

等について講義する。

③学校教育は現在、教育の中心的な場となっているが、その役割

や課題とはいかなるものなのか。現代の学校教育を歴史的、国

際比較的に相対化し、その課題や役割について講義する。

２．キーワード
　子ども観・教育観　生涯発達・生涯学習　初等教育・中等教育 

職業教育　教育問題

３．到達目標
①自らの子ども観・教育観や志向する教育制度や教育実践を深め

る。

②多角的な営みとしての教育について、理解を深められるように

する。

③それらを的確に表現できるようにする。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料や視聴覚教材等を適宜使用す

る。

１回　「子ども」と「大人」の境界線

２回　教える者、教えられる者

３回　発達と社会化

４回　人間の発達段階

５回　中間テストⅠ

６回　学校制度の国際比較

７回　公教育の歴史と制度

８回　教育改革の動向

９回　学校文化・教師文化・生徒文化

10回　中間テストⅡ

11回　不登校という選択

12回　「いじめ」とは何か？

13回　教育のリストラクチャリング

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト計　　60％

　期末テスト　　　40％

６．履修上の注意事項
　教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。教員免許（工

業）取得希望者は、履修することがのぞましい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①講義内容を十分に理解するため、夏季の参考文献のうち少なく

ともひとつを開講期間中に一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書は使わないが、そのつど参考文献を指示する。

●参考文献

　柴田義松他『教育原論』学文社 371/S-13

　田嶋一『やさしい教育原理』371/T-4

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp



－ 15 －

人文社会系科目

教育社会学　Sociology of Education

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
●授業の目的

　教育職員免許法に規定されている「教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項」に関して講義を行い、以下の点を目標とする。

①教育と社会の相互規定的な関係について理解する。

②教育制度を他の社会制度との関連の中で理解し、その役割や課

題等について考察を深める。

③現代の学校制度や学校経営の役割及び課題について理解する。

●授業の位置付け

　授業は、大きく次の 3つの柱からなる。

①教育は社会からいかなる影響を受け、また社会にいかなる影響

を及ぼしているのか。階層、エスニシティ、ジェンダーといっ

た社会学の基礎概念をもとに講義する。

②現代の教育制度はそれ単独で存在するわけではなく、雇用制度

や法制度、行政組織などとの関連の中で位置づけられる。この

ような、教育制度の構造、機能及び他の社会制度との関連につ

いて講義する。

③教育を取り巻く社会情勢や教育制度の構造などを踏まえて、現

代的な学校経営のあり方について講義する。

２．キーワード
　文化伝達・文化的再生産　エスニシティ　ジェンダー　サブカ

ルチャー　教育制度・教育政策　学校経営・学級経営

３．到達目標
①教育社会学の考え方を理解すると同時に、社会科学の基本的な

概念についても理解できるようにする。

②教育という現象を他の様々な社会現象との関係の中で捉えられ

るようにする。

③教育という現象の理解を通して、現代社会・現代文化・現代学

校教育に対する相対的な視点を獲得する。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料や視聴覚教材等を適宜使用す

る。

１回　家族をめぐる諸問題

２回　文化的再生産と教育

３回　エスニシティと教育

４回　ジェンダーと教育

５回　中間テストⅠ

６回　メディアと教育

７回　現代の子ども文化

８回　現代の若者文化

９回　少年犯罪言説と少年法

10回　少年司法のポリティクス

11回　中間テストⅡ

12回　組織としての学校

13回　カリキュラムの社会学

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト計　　60％

　期末テスト　　　40％

６．履修上の注意事項
　教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。教員免許（工

業）取得希望者は、履修することがのぞましい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①講義内容を十分に理解するため、夏季の参考文献のうち少なく

ともひとつを開講期間中に一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しないが、参考書をそのつど指示する。

●参考文献

　苅谷剛彦ほか著『教育の社会学』有斐閣 371.3/K-6

　柴野昌山ほか著『教育社会学』有斐閣 371.3/S-8

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp
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人文社会系科目

法学　Introduction to Japanese Law

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　小野　憲昭

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　私達が日常生活を円滑に営むためには、日常生活関係を規律す

る法を知っておく必要があります。

●授業の目的

　身近な法律問題を素材としながら、私達の日常の生活関係を規

律する法の存在や仕組みを知り、法律問題解決の技法、基本的な

考え方を修得することを目的としています。

●授業の位置づけ

　社会生活を営む上で必要な最低限度の決まりを知り、社会の一

員として要求される素養を身につけ、社会における人間関係の有

るべき姿を考えるきっかけにして頂きたいと思っています。

２．キーワード
　規範 、秩序、権利、責任、救済

３．到達目標
　私達の日常の生活関係を規律する法の存在や仕組みを知り、法

律問題解決の技法、基本的な考え方を修得し、社会における人間

関係の有るべき姿を考えるようになれること。

４．授業計画
第１回　法学を学ぶ意味、法の世界観

第２回　法律とは何か、判例とは何か

第３回　法源、主要法典、法適用の原則を知る。

第４回　法律の解釈の仕方を知る①－解釈の方法

第５回　法律の解釈の仕方を知る②－解釈技術

第６回　私法入門―民法の指導原理

第７回　民法上の権利

第８回　権利の限界―私権の公共性

第９回　権利の担い手としての資格①－権利能力

第10回　権利の担い手としての資格②－制限行為能力

第11回　権利の対象となる財産

第12回　取引行為と法①－取引行為の有効要件

第13回　取引行為と法②－無効となる取引

第14回　取引行為と法③－取り消すことができる取引

第15回　試験

第16回　解説・まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験の結果（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　講義には毎回出席すること。講義内容を十分理解するために、

講義で話した内容、教科書、図書館の参考図書を手がかりとして、

各論点ごとにノートにまとめる作業をしてみてください。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に簡単なレジュメを配布しますので、教科書の該当部分を

読んで講義に参加してください。上記「履修上の注意事項」記載

のとおり、講義後のノートづくりを通じて理解を深めてください。

８．教科書・参考書
●教科書

１）五十嵐 清著 私法入門［改訂３版］有斐閣 324/I-2

２）石川他編集代表『法学六法　’14』信山社 320.9/I-1

●参考書

１）中川 善之助著 泉 久雄補訂［補訂版］法学 日本評論社 321/N-8

２）佐藤幸治他著『法律学入門〔第３版〕』有斐閣 321/S-6

３）我妻栄＝有泉亨＝川井健『民法第２版１総則・物権法』勁草

書房 324　ISBN：4326450738

４）川井　健『民法総則第３版』有斐閣 324　ISBN：4641134324

９．オフィスアワー
　質問があれば講義の前後いつでも受け付けます。

日本国憲法　Constitutional Law in Japan

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　小野　憲昭

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　現代社会に生じているさまざまな問題を通じて日本国憲法の改

正論議が盛んになってきています。我々にとって憲法とは何なの

か、憲法の意味やその内容を正確に理解し、問題状況を把握し、

その本質を見極めたうえで憲法の有るべき姿を考えなければなら

ない時期がきています。

●授業の目的

　日本国憲法が保障する国家統治の機構や、基本的人権保障制度

の枠組みや目的、機能を明らかにするとともに、現代における憲

法の意味や問題状況を理解することを目的としています。

●授業の位置づけ

　国家統治の機構、基本的人権の保障が講義の中心ですが、憲法

は政治と密接な関係がありますから、憲法を学ぶことは政治のあ

るべき姿を考える上でのきっかけとなりますし、我々が、個人と

して政治や国家といかに関わるべきかを考える上での有益な素材

をえることができると思います。

２．キーワード
　人権保障、自由、平等、平和、議会制民主主義

３．到達目標
　基本的人権がどのような仕組みのもとで守られるようになって

いるのかということを理解し、これから基本的人権をどのように

して守っていくべきなのかを主体的に考えることができるように

なって欲しいと思います。

４．授業計画
第１回　国家と法

第２回　憲法の意味・特質

第３回　日本憲法史

第４回　国民主権の原理

第５回　基本的人権の原理

第６回　法の下の平等・生命・自由・幸福追求

第７回　内心の自由

第８回　表現の自由

第９回　経済的自由

第10回　人身の自由

第11回　参政権・社会権

第12回　平和主義の原理

第13回　国家統治の機構①－国会・内閣

第14回　国家統治の機構③－裁判所・憲法保障

第15回　試験

第16回　解説 ･まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験の結果（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　講義には毎回出席すること。講義内容を十分理解するために、

講義で話した内容、教科書、図書館の参考図書を手がかりとして、

各論点ごとにノートにまとめる作業をしてみてください。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に簡単なレジュメを配布しますので、教科書の該当部分を

読んで講義に参加してください。左記「履修上の注意事項」記載

のとおり、講義後のノートづくりを通じて理解を深めてください。

８．教科書・参考書
●教科書

１）伊藤 正巳 著 憲法入門〔 第４版補訂版〕有斐閣 323.1/I-17

２）石川他編集代表『法学六法　’14』信山社 320.9/I-1

●参考書

１）清宮 四郎 著 憲法Ⅰ〔第３版〕有斐閣 323.1/K-12/1

２）宮沢 俊義 著 憲法Ⅱ〔 新版〕有斐閣 323.1/K-12/2

３）佐藤 功 著 日本国憲法概説〔全訂五版〕学陽書房　323.1/S-5/5

４）芦部 信喜 著 高橋和之 補訂 憲法 第三版 岩波書店　323.1/

A-10

９．オフィスアワー
　質問があれば講義の前後いつでも受け付けます。



－ 17 －

人文社会系科目

社会学Ⅰ　Sociology Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　森　康司

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　社会をつくりだしているのは私たちである。同時に、私たちの

考え方や感じ方も、社会に規定されているともいえる。私たちを

とりかこむ「環境」である社会は、多くの場合はそれと意識され

ることなく、人々に特定の行為をさせたり、行為をさせないよう

に誘導する。

　社会学は、こうした社会のとらえがたい影響力を、独自の概念

や方法によってとらえようとする学問である。社会学の観点から

見れば、私たちは社会的環境から多くを与えられつつ、みずから

社会のいろいろな側面を成り立たせていくという、循環的な関係

のなかに生きている。

　こうした循環的関係を目に見える形で（社会学的に）とらえる

ことは、変化の激しい現代社会を生きる上で、なんらかの形で有

益な準拠点となるだろう。

●授業の目的

　社会学の基本的な考え方について理解し、日常生活で生起する

何気ない現象から、現代社会の諸問題まで社会学的に解読してい

く力を身につける。

●授業の位置づけ

　これは教養科目であり、かつ単位区分：選択必修科目の一つと

して、月曜日１限と２限に開講される。この授業を通して、現代

の人間行動と社会についての社会学的な知識と分析力をつけるこ

とを促す。

２．キーワード
　社会規範、社会化、地位と役割、基礎集団と機能集団、官僚制

の逆機能、格差社会、記号的消費、少年犯罪、非婚化、草食化の

虚実

３．到達目標
①社会学的なものの見方・考え方について理解する。

②社会学の基本的な知識を身につける。

③現代社会の諸問題を社会学的に解読する力を身につける。

４．授業計画
第１回　イントロダクション：「社会」とは

第２回　社会学の歴史

第３回　行為論

第４回　相互作用論

第５回　集団論

第６回　官僚制組織

第７回　科学的管理法①

第８回　科学的管理法②映画『Modern Times』

第９回　階級と階層

第10回　社会移動

第11回　消費社会論①

第12回　消費社会論②

第13回　現代若者論①

第14回　現代若者論②

第15回　現代若者論③

５．評価の方法・基準
　原則として期末試験で評価するが、出席状況、受講態度を加味

する可能性がある。

６．履修上の注意事項
　社会現象や現代人の生き方に関心がある人は、「社会科」が苦

手であったり、「社会科」の知識がなくても十分参加できる学問

である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
 　社会学の入門書を一冊は探して読んでみること。また、配布

プリントの復習を行うこと。

８．教科書・参考書
　適宜、プリントを配布する。

９．オフィスアワー
　質問等は講義中、講義終了後に受けつける。

備考
　内容は社会情勢の変化、受講者数、受講生の希望などによって

変更する場合がある。

社会学Ⅰ　Sociology Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　山本　努

１．概要
（金曜２限）

●授業の背景

　近代化、産業化によって、我々の暮らしは大きく変化した。こ

のように変化した「現代社会」を解読するのが社会学という学問

の営みである。いいかえれば、社会学は「私たちがなぜ、いまあ

るように振る舞い、いまあるように暮らすのか」について考える

学問である。社会学を学ぶことを通して、「社会」という問題領

域の面白さについて気づいてほしい。

●授業の目的

　社会学の入門的考え方が理解できるようになることを目指す。

特に「家族」や「地域」などの身近な生活領域から、現代社会を

考えるための基礎知識を身につける。

●授業の位置づけ

　これは金曜日の２限に開講される選択必修であるが、「社会学」

の初級・中級レベルとして位置づけられる。

２．キーワード
　行為と構造、社会と文化、集団と組織、家族、都市と農村、な

ど

３．到達目標
①社会学的なものの見方・考え方について理解する。

②「行為・構造」「集団・文化」、「家族」「地域社会」「都市化、

過疎化」「高齢化、少子化」「近代化、産業化、グローバル化」

といったテーマの中から社会学の基本的な知識を身につける。

③現代社会の諸問題を社会学的に解読していく力を身につける。

４．授業計画
第１回　社会学の基本的な考え方の紹介。

第２回　�文化（１）：文化とは何か。文化の三次元と文化の定義・

本質。

第３回　�文化（２）：文化の多様性と共通性。文化のグローバリゼー

ション。

第４回　社会（1）：社会とは。微視的世界と巨視的世界。

第５回　社会（２）：制度、社会構造という考え方。

第６回　�集団（１）：集団とは何か。内集団と外集団。大きな集

団と小さな集団。

第７回　集団（２）：第一次集団と第二次集団。

第８回　�家族（１）：人間にとって家族が重要であるという事に

ついてのいくつかの学説。

第９回　�家族（２）：現代家族の特質、　家族類型、家族変動につ

いての基礎知識。

第10回　都市（１）：種々の都市概念。都市とは何か。

第11回　都市（2）：日本社会における都市化・産業化をめぐる問題。

第12回　�農山村 （１）：現代社会における農業・農山村の重要性

について。

第13回　農山村 （２）：過疎農山村の現状と問題

第14回　�「現代社会」を解読するために：社会学の方法、社会学

の視点。

第15回　まとめ：授業で取り上げた内容から重点項目を解説する。

５．評価の方法・基準
　期末試験（85％）、出席（15％）で評価する。

　100 点満点のうち 60 点以上の場合を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業時間外では講義の内容を整理した上で、適宜紹介する文献

を参考にしながら、理解を深める。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・授業外学習で読むべき参考文献は教科書に示してあるので、授

業中に紹介する。

・教科書を用いて授業するので、教科書の当該箇所を使っての復
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習を求める。

・前もって教科書や参考資料を読んでくる必要がある時は、予習

の指示を授業にておこなう。

・その他、適宜、文献を紹介するので、授業外での学習に役立て

て欲しい。

８．教科書・参考書
●教科書

　山本努・辻正二・稲月正『現代の社会学的解読：イントロダク

ション社会学』学文社　361/Y-13

　その他については、講義中に紹介する。

９．オフィスアワー
　講義中、授業終了後の時間などに質問等は受け付ける。

社会学Ⅱ　Sociology Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　園田　浩之

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　私たち自身の何気ない行動や意識のありようを、一定の距離を

おいて眺めていくやり方にはいくつかのヴァリエーション（選択

肢）がある。この講義では「社会」というものを視野に入れるこ

とによって、私たちの普段（日常）がどのように見えてくるか、

社会学的なものの捉え方（社会学的想像力）と現代社会論の成果

を活かしつつ、浮かび上がらせてみようと思う。「社会というも

の」のリアリティが希薄になり、深刻な揺らぎと危機の中にある

とされる現在こそ、社会学の発想（その独自性と豊かさ）にふれ

る好機ともいえる。何より重要なのは、社会の「希薄さ」や「揺

らぎ」といわれる事柄が、一体、「私」たちの「何」と「どのよ

うに」結びついているか、である。

●授業の目的

　毎回の講義を、日常をめぐる「別な見方」（より豊かで、柔軟で、

批判的な見方）に接する機会と位置付け、その中で社会学の思考

法と発想に親しみ、そこから受講者各自の日常を読み解くまなざ

しを洗練させていくことを目指す。講義では、身近で具体的な事

柄を扱いながら、何気ない日常を「複眼的」「批判的」に捉え直

し、その奥行きにふれる経験を大切にしたい。本講義では、とく

にブーム・流行などの消費文化と、現代人の自己意識の問題を取

り上げつつ、身近で具体的な文化・社会現象を考察していく。社

会学の目をとおして、「日常」を再発見し、それぞれの「生の条件」

を問い直し、それを別の可能性に向けて開いていく機会になるよ

うな講義になればと思う。

●授業の位置づけ

　社会学的なものの見方にすでにいくらか接していることは望ま

しいが、「社会学は初めて」という人たちの受講も歓迎する。 

２．キーワード
　消費文化（ブーム・流行・欲望）、豊かさ、ファッション、現

代人の自己意識、社会学的想像力

３．到達目標
①社会学的なものの見方に親しみ、その意義（性能）を理解でき

るようになること。とりわけ、「日常」への批判的な視点（別

の見方／複眼的な見方）の意義を理解できるようにすること。

②自己理解を深めつつ、それが他者理解へとつながっていくよう

な思考（と想像力）の回路を受講者各自のうちに開いていくこ

と（と同時に、普段の生活においてそのような回路を見出しづ

らい理由・背景についても、社会学の視点から考察できるよう

にすること）。

③不確かで見通し難い「社会の現在」を、身近な事柄との関係に

おいてイメージし、そこに生きる「私」たちの豊かさと空虚さ（あ

るいは、自由さと不自由さ）の両方に触れる感受性と思考力を

涵養すること。

４．授業計画
第 1回　社会学を学ぶ／社会学で学ぶ　社会学的想像力に向けて

第 2回　複眼的思考としての社会学

　　　　（あたりまえな日常を問い直す別な見方へ）

第 3回　消費社会としての現代社会①　消費社会（論）とは何か ?

第 4回　消費社会としての現代社会②　「欲しい」のつくられ方

　　　　（ブームと欲望の社会学）

第 5回　�消費社会としての現代社会③

　　　　「豊かな社会」とその空虚さ

第 6回　ファッションを考える／ファッションから考える①

　　　　�「着ること」をめぐる社会学のロジックとトピック　自

然／文化を超えて

第 7回　ファッションを考える／ファッションから考える②
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　　　　「着ること」から考える社会の現在　模倣／個性を超えて

第８回　�消費する自己／消費される自己（現代人の「自己」をめ

ぐる社会学①　消費社会の中の「私」たち／個性消費・

浪費の時代 ?）

第９回　�消費する自己／消費される自己（現代人の「自己」をめ

ぐる社会学②

　　　　モノ語る人々の現在／モノ離れの若者たち）

第10回　消費社会の中の身体・自己・他者①

　　　　「自分らしさ」の社会学／商品化される個性

第11回　消費社会の中の身体・自己・他者②

　　　　「美しさ」の社会学／美容整形からダイエットまで

第12回　選ぶのは私／選ばれるのも私①

　　　　消費社会とアイデンティティの自由

第13回　選ぶのは私／選ばれるのも私②

　　　　消費社会とアイデンティティの不安

第14回　「豊かな」社会の（不）幸せと（不）自由

　　　　豊かさのパラドクス

第15回　消費社会の果て（外）?

　　　　豊かさの中の不安／不安の中の豊かさ

５．評価の方法・基準
　（講義への一定の出席と参加を条件としたうえで）、講義中のコ

メントペーパー＆小レポートなど（10％）、学期末試験（90％）

によって評価する。100 点満点のうち 60 点以上の場合を合格と

する。

６．履修上の注意事項
　何気ない日常（の成り立ち）を好奇心をもって眺めなおす意欲

があること、そのための思考法や表現の仕方に関心があることが

望ましい（あるいは、そういうセンスのある大人になりたいと考

えている、いまはまだそうでない人たちも含む）。

　未来の自分の糧になるよう、注意深く話を聞き、資料や文献を

丹念に読み、メモやノートをとること。講義という場の外でこそ、

「考える」力と、それを「表現する」センスを意識的に磨いて欲しい。

考えることは、人をより自由にし、繊細にし、強くもするはずで

ある。そのための機会を、逃さないようにすること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示

８．教科書・参考書
　テキストは使用しない（講義のための資料を準備し、それを配

布する。それにパワーポイントやヴィジュアルな資料を交えつつ、

講義を進める）。また、講義で扱う事柄（テーマ）に関して、さ

らに知りたい、より深く考えたいという人たちに向けて、進行に

応じて、手がかりになる文献を紹介していくことができればとも

思う。

９．オフィスアワー
　質問したいことや確認したいことがあるときは、講義の後に（あ

るいは講義中にも）、いつでも遠慮なく申し出て欲しい。

社会学Ⅱ　Sociology Ⅱ　（金曜２限）

対象学科（コース）：全学科　学年：２・３年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　園田　浩之

１．概要
●授業の背景

　私たち自身の何気ない行動や意識のありようを、一定の距離を

おいて眺めていくやり方にはいくつかのヴァリエーション（選択

肢）がある。この講義では「社会」というものを視野に入れるこ

とによって、私たちの普段（日常）がどのように見えてくるか、

社会学的なものの捉え方（社会学的想像力）と現代社会論の成果

を活かしつつ、浮かび上がらせてみようと思う。「社会というも

の」のリアリティが希薄になり、深刻な揺らぎと危機の中にある

とされる現在こそ、社会学の発想（その独自性と豊かさ）にふれ

る好機ともいえる。何より重要なのは、社会の「希薄さ」や「揺

らぎ」といわれる事柄が、一体、「私」たちの「何」と「どのよ

うに」結びついているか、である。

●授業の目的

　毎回の講義を、日常をめぐる「別な見方」（より豊かで、柔軟で、

批判的な見方）に接する機会と位置付け、その中で社会学の思考

法と発想に親しみ、そこから受講者各自の日常を読み解くまなざ

しを洗練させていくことを目指す。講義では、身近で具体的な事

柄を扱いながら、何気ない日常を「複眼的」「批判的」に捉え直

し、その奥行きにふれる経験を大切にしたい。本講義では、とり

わけ、現代社会における「自己」のありよう（と変容）、アイデ

ンティティの問題、他者とのかかわり（（ディス）コミュニケーショ

ン）に関した素材を選び、身のまわりにある具体的な文化現象を

取り上げながら、社会の現在を生きる人々（とくに若者）の自由

と不自由を描き出してみたい。社会学をつうじた「日常（ふだん）」

の再発見によって、それぞれの「生の条件」を問い直し、それを

別の可能性に向けて開いていく機会になるような講義になればと

思う。

●授業の位置づけ

　社会学的なものの見方にすでにいくらか接していることは望ま

しいが、「社会学は初めて」という人たちの受講も歓迎する。 

２．キーワード
　社会の現在と自己（アイデンティティ）、ポストモダン（現代）、

（ディス）コミュニケーション、生きづらさ、社会学的想像力

３．到達目標
①社会学的なものの見方に親しみ、その意義（性能）を理解でき

るようになること。とりわけ、「日常」への批判的な視点（別

の見方／複眼的な見方）の意義を理解できるようにすること。

②自己理解を深めつつ、それが他者理解へとつながっていくよう

な思考（と想像力）の回路を受講者各自のうちに開いていくこ

と（と同時に、普段の生活においてそのような回路を見出しづ

らい理由・背景についても、社会学の視点から考察できるよう

にすること）。

③不確かで見通し難い「社会の現在」を、身近な事柄との関係に

おいてイメージし、そこに生きる「私」たちの豊かさと空虚さ（あ

るいは、自由さと不自由さ）の両方に触れる感受性と思考力を

涵養すること。

４．授業計画
第１回　社会学的想像力のために

第２回　あたりまえをみるために

第３回　「日常世界」と「私」の成り立ち

第４回　現代社会における自己

　　　　（アイデンティティをめぐる社会学的な問題①）

第５回　現代社会における自己

　　　　（アイデンティティをめぐる社会学的な問題②）

第６回　多元化し分散する自己

第７回　若者のコミュニケーションと社会の現在①

　　　　（その現実と日常）
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第８回　若者のコミュニケーションと社会の現在②

　　　　（その豊かさと病理）

第９回　若者文化を /から社会学的に考える

　　　　（社会意識からの若者論再考①）

第10回　若者文化を /から社会学的に考える

　　　　（社会意識からの若者論再考②）

第11回　ポストモダンの社会と新しい生きづらさ

　　　　（不確かな生）①

第12回　ポストモダンの社会と新しい生きづらさ

　　　　（不可解な他者）②

第13回　つながりの不安と過剰

　　　　（（ディス）コミュニケーションからみる現代社会①）

第14回　つながりの不安と過剰

　　　　（（ディス）コミュニケーションからみる現代社会②）

第15回　社会学の使いみち（不安と危機の向こう側へ？）

５．評価の方法・基準
　（講義への一定の出席と参加を条件としたうえで）、講義中のコ

メントペーパー＆小レポートなど（10％）、学期末試験（90％）

によって評価する。100 点満点のうち 60 点以上の場合を合格と

する。

６．履修上の注意事項
　何気ない日常（の成り立ち）を好奇心をもって眺めなおす意欲

があること、そのための思考法や表現の仕方に関心があることが

望ましい（あるいは、そういうセンスのある大人になりたいと考

えている、いまはまだそうでない人たちも含む）。

　未来の自分の糧になるよう、注意深く話を聞き、資料や文献を

丹念に読み、メモやノートをとること。講義という場の外でこそ、

「考える」力と、それを「表現する」センスを意識的に磨いて欲しい。

考えることは、人をより自由にし、繊細にし、強くもするはずで

ある。そのための機会を、逃さないようにすること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示

８．教科書・参考書
　テキストは使用しない（講義のための資料を準備し、それを配

布する。それにパワーポイントやヴィジュアルな資料を交えつつ、

講義を進める）。また、講義で扱う事柄（テーマ）に関して、さ

らに知りたい、より深く考えたいという人たちに向けて、進行に

応じて、手がかりになる文献を紹介していくことができればとも

思う。

９．オフィスアワー
　質問したいことや確認したいことがあるときは、講義の後に（あ

るいは講義中にも）、いつでも遠慮なく申し出て欲しい。

経済学Ⅰ　Economics Ⅰ　（月曜１・２限）

対象学科（コース）：全学科　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　辻　隆司

１．概要
●授業の目的

　経済学は、様々な社会問題を説明できる学問である。本講義で

は、消費者や企業の行動原理を説明するミクロ経済学の基本的な

概念を解説する。

●授業の位置付け

　経済学がどのような目的や手法をもち、私達の身近にある様々

な問題と関わっているのかについて興味関心が持てるようにす

る。

２．キーワード
　「ミクロ経済学」、「需要」、「供給」、「市場」、「資源配分」

３．到達目標
①ミクロ経済学の基礎的体系や理論を学び、専門用語を習得する。

②日々の経済に関わる報道の内容や位置づけをある程度判断でき

るような知識や学力を身につける。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　経済学とは（１）

３回　経済学とは（２）

４回　世界の経済情勢

５回　日本経済の動向

６回　需要と供給（１）

７回　需要と供給（２）

８回　需要曲線と消費者行動（１）

９回　需要曲線と消費者行動（２）

10回　費用の構造と供給行動（１）

11回　費用の構造と供給行動（２）

12回　市場取引と資源配分（１）

13回　市場取引と資源配分（２）

14回　ミクロ経済学の応用

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　出席状況と期末試験（あるいはレポート）で評価する。

６．履修上の注意事項
　講義初回に指定する教科書の内容に基づいて講義を進める予定

である。その他詳細な注意事項については講義初回に説明する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　伊藤元重著『ミクロ経済学（第２版）』日本評論社　331/I-25/2

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

　E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp

備考
　経済学は比較的生活実感のしやすい学問分野であるため、勉強

の素材が周りにたくさんあります。本講義を通して、今まで気付

かなかった経済現象に気付けるようになりましょう。
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人文社会系科目

経済学Ⅰ　Economics Ⅰ　（金曜２限）

対象学科（コース）：全学科　学年：２・３年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　辻　隆司

１．概要
●授業の目的

　経済学は、様々な社会問題を説明できる学問である。本講義で

は、消費者や企業の行動原理を説明するミクロ経済学の基本的な

概念を解説する。

●授業の位置付け

　経済学がどのような目的や手法をもち、私達の身近にある様々

な問題と関わっているのかについて興味関心が持てるようにす

る。

２．キーワード
　「ミクロ経済学」、「需要」、「供給」、「市場」、「資源配分」

３．到達目標
①ミクロ経済学の基礎的体系や理論を学び、専門用語を習得する。

②日々の経済に関わる報道の内容や位置づけをある程度判断でき

るような知識や学力を身につける。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　経済学とは（１）

３回　経済学とは（２）

４回　世界の経済情勢

５回　日本経済の動向

６回　需要と供給（１）

７回　需要と供給（２）

８回　需要曲線と消費者行動（１）

９回　需要曲線と消費者行動（２）

10回　費用の構造と供給行動（１）

11回　費用の構造と供給行動（２）

12回　市場取引と資源配分（１）

13回　市場取引と資源配分（２）

14回　ミクロ経済学の応用

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　出席状況と、中間レポート及び期末試験（あるいは最終レポー

ト）で評価する。

６．履修上の注意事項
　講義初回に指定する教科書の内容に基づいて講義を進める予定

である。その他詳細な注意事項については講義初回に説明する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　伊藤元重著『ミクロ経済学（第２版）』日本評論社　331/I-25/2

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

　E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp

備考
　経済学は比較的生活実感のしやすい学問分野であるため、勉強

の素材が周りにたくさんあります。本講義を通して、今まで気付

かなかった経済現象に気付けるようになりましょう。

経済学Ⅱ　Economics Ⅱ　（月曜１・２限）

対象学科（コース）：全学科　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　辻　隆司

１．概要
●授業の目的

　経済学は、様々な社会問題を説明できる学問である。本講義で

は、国内外の経済情勢を概観するとともに、マクロ経済学の基本

的な概念やメカニズムを解説する。

●授業の位置付け

　経済学がどのような目的や手法をもち、私達の身近にある様々

な問題と関わっているのかについて興味関心が持てるようにす

る。

２．キーワード
　「マクロ経済学」、「総需要」、「総供給」、「有効需要」、「財政政策」、

「金融政策」

３．到達目標
①マクロ経済学の基礎的体系や理論を学び、専門用語を習得する。

②日々の経済に関わる報道の内容や位置づけをある程度判断でき

るような知識や学力を身につける。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　経済学とは（１）

３回　経済学とは（２）

４回　世界の経済情勢

５回　日本経済の動向

６回　マクロ経済における需要と供給

７回　有効需要と乗数メカニズム

８回　貨幣の機能と信用創造

９回　貨幣需要と利子率

10回　財政政策の基本的構造

11回　財政・金融政策とマクロ経済

12回　総需要と総供給

13回　労働市場の機能と失業問題

14回　インフレーションとデフレーション

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　出席状況と期末試験（あるいはレポート）で評価する。

６．履修上の注意事項
　講義初回に指定する教科書の内容に基づいて講義を進める予定

である。その他詳細な注意事項については講義初回に説明する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　伊藤元重著『マクロ経済学』日本評論社　331/I-21

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

　E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp

備考
　経済学は比較的生活実感のしやすい学問分野であるため、勉強

の素材が周りにたくさんあります。本講義を通して、今まで気付

かなかった経済現象に気付けるようになりましょう。
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人文社会系科目

政治学Ⅰ　Political Science Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　本田　逸夫

１．概要
（月曜１・２限）

　現代日本と世界をめぐる政治的・社会的諸問題とそれら相互の

つながりについて、どちらかといえば日本国内に重点を置いて学

ぶ。新聞記事・論文や著書（の抜粋）などの比較的読みやすいプ

リントや視聴覚的な教材を用い、具体的な知識を得るとともに理

論的に考える訓練を行なう。一方通行的な授業ではなく、学生諸

君の調査・発表（インターネットなども活用）、これをうけた討

論などを重んじる。政治学は民主主義国の市民あるいは社会人に

とって必要な教養を含むが、だからといってそれを単にハウツー

的な知識の集まりとすることはできない。また、高校までの学校

教育やマスコミなどであつかわれる政治現象は、法制度や「政界」・

時事などにかたよりがちである。そこでこの講義では、学問とし

ての作法にしたがいながら、政治現象と思想・教育・歴史・経済

などとの密接な関係、および政治現象と日常生活との結びつきに

注目して、広い視野から社会や科学について考える。その際に、

みずから問題を見出し、かつ多様な意見や視点を考慮しこれらと

対話することに注意する。こうした政治学系の講義の基礎編が月

曜の政治学Ⅰ及びⅡである。

２．キーワード
　政治的象徴、鉄の三角形、ナショナリズム、市民社会、NGO

３．到達目標
①政治学ないし社会科学の基本的な諸概念や代表的な諸アプロー

チの習得

②上記の諸概念などを用いた分析の訓練

③いくつかの代表的な現代の政治的問題・課題についての理解

④一見非政治的な日常性格と政治現象との結びつきについての理

解

⑤発表・討論・論述などによる、コミュニケーション能力の向上

４．授業計画
第１回　本講義の内容と方式の説明

第２回　�ことばと政治シンボル操作の問題など。ケース・スタディ

を含む

第３回　�ことばと政治「言霊」観の問題など。ケース・スタディ

を含む

第４回　「鉄の三角形」の意味と概要

第５回　「鉄の三角形」ケース・スタディ（１）

第６回　「鉄の三角形」ケース・スタディ（２）

第７回　政官関係・公益法人論など

第８回　戦争と政治（１）

第９回　戦争と政治（２）

第10回　従来の講義の補足と展開

第11回　ナショナリズム論（１）

第12回　ナショナリズム論（２）

第13回　市民的実践とNGO

第14回　試験

第15回　まとめ

　ただし、以上の構成は時事やテクストなどの要素を考慮して変

更することがある。

５．評価の方法・基準
　期末試験（80％）およびレポートの結果（20％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　上に述べたように、政治学は多方面の知識と関心が求められる

総合的な性格が濃い。タコツボに閉じこもり自己満足するのでは

初めから学習がおぼつかない。世界史・日本史、思想、社会等々

の基本的な知識、国語の能力などを復習（自ら補習）し、かつ生

き生きした現代的な問題意識をもって学ぶことが必要である。学

生諸君の、積極的に授業に参加し、質問・討論する意欲的な姿勢

を、期待する。プリントなどを自ら入手し、講義の前に読んでく

るのは当然の前提である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に各回のテキストを熟読してわからない語句・事項を調べ、

オリジナルな意見や質問を用意し（＝予習）、授業に備えること。

講義後には、講義内容に関連するテーマを自ら設定して調査・学

習を交えつつ考察した小論述的なコメントを書き（＝復習を兼ね

た課題）、次の講義の際に提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書　なし。

●参考書　講義の中で適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日 12 時－ 13 時 30 分。質問などは講義中・講義の前後、

オフィスアワーの他に、次の電子メールでも受け付ける。

　email: honda@dhs.kyutech.ac.jp 



－ 23 －

人文社会系科目

政治学Ⅰ　Political Science Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　本田　逸夫

１．概要
（金曜２限）

　後掲の諸テーマについて、資料を読みながら学び、政治学の基

本的な概念や分析方法を学び、それらを用いて考察する能力を養

成する。後半では、自由テーマによる演習方式も一部導入する。

本講義では、全般に討論および論述に重点を置く。

２．キーワード
　自由主義、現実主義、政治的責任、保守主義

３．到達目標
①政治学ないし社会科学の基本的な諸概念や代表的な諸アプロー

チの習得

②上記の諸概念などを用いた分析の訓練

③いくつかの代表的な現代の政治的問題・課題についての理解

④一見非政治的な日常性格と政治現象との結びつきについての理

解

⑤発表・討論・論述などによる、コミュニケーション能力の向上

４．授業計画
第１回　本講義の内容と方式の説明

第２回　予備的な講義とディスカッション

第３回　自由主義と民主主義（１）

第４回　自由主義と民主主義（２）

第５回　現実主義（１）

第６回　現実主義（２）

第７回　従来の講義の補足と展開

第８回　政治的責任（１）

第９回　政治的責任（２）

第10回　保守主義（１）

第11回　保守主義（２）

第12回　従来の講義の補足と展開

第13回　自由テーマ（１）

第14回　自由テーマ（２）

第15回　まとめ

　ただし、以上の構成は時事やテクスト、学生諸君の関心などの

要素を考慮して変更することがある。

５．評価の方法・基準
　レポートの結果（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　政治学は多方面の知識と関心が求められる総合的な性格が濃

い。タコツボに閉じこもり自己満足するのでは初めから学習がお

ぼつかない。世界史・日本史、思想、社会等々の基本的な知識、

国語の能力などを復習（自ら補習）し、かつ生き生きした現代的

な問題意識をもって学ぶことが必要である。学生諸君の、積極的

に授業に参加し、質問・討論する意欲的な姿勢を、期待する。プ

リントなどを自ら入手し、講義の前に読んでくるのは当然の前提

である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に各回のテキストを熟読してわからない語句・事項を調べ、

オリジナルな意見や質問を用意し（＝予習）、授業に備えること。

講義後には、講義内容に関連するテーマを自ら設定して調査・学

習を交えつつ考察した小論述的なコメントを書き（＝復習を兼ね

た課題）、次の講義の際に提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書　なし。

●参考書　講義の中で適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日 12 時－ 13 時 30 分。質問などは講義中・講義の前後、

オフィスアワーの他に、次の電子メールでも受け付ける。

　email: honda@dhs.kyutech.ac.jp

政治学Ⅱ　Political Science Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　本田　逸夫

１．概要
（月曜１・２限）

　現代日本と世界をめぐる政治的・社会的諸問題とそれらの相互

連関について、どちらかといえば国際的な関係や地球大の問題に

重点を置いて学ぶ。講義では新聞記事・論文や著書（の抜粋）等

の活字資料＝プリントや視聴覚的な教材を活用し、具体的な知識

の獲得と理論的思考の訓練を行なう。一方通行的な講義＝筆記で

はなく、学生諸君の調査・発表（インターネット等も活用）、こ

れをうけた討論等を特に重視する。政治学は民主主義国の市民あ

るいは社会人にとって必要な教養を含むが、だからといってそれ

を単にハウツー的な知識の集まりとすることはできない。また、

高校までの学校教育やマスコミなどであつかわれる政治現象は、

法制度や「政界」・時事などにかたよりがちである。そこでこの

講義では、学問としての作法にしたがいながら、政治現象と思想・

教育・歴史・経済などとの密接な関係、および政治現象と日常生

活との結びつきに注目して、広い視野から社会や科学について考

える。その際に、みずから問題を見出し、かつ多様な意見や視点

を考慮しこれらと対話することに注意する。こうした政治学系の

講義の基礎編が月曜の政治学Ⅰ及びⅡである。

２．キーワード
　政治的社会化、地方自治、国際政治、軍事化、開発独裁、多文

化主義

３．到達目標
①政治学ないし社会科学の基本的な諸概念や代表的な諸アプロー

チの習得

②上記の諸概念などを用いた分析の訓練

③いくつかの代表的な現代の政治的問題・課題についての理解

④一見非政治的な日常性格と政治現象との結びつきについての理

解

⑤発表・討論・論述などによる、コミュニケーション能力の向上

４．授業計画
第１回　本講義の内容と方式の説明

第２回　教育と政治、民主主義との関連など

第３回　教育と政治、ケース・スタディ（１）

第４回　教育と政治、ケース・スタディ（２）

第５回　教育と政治、ケース・スタディ（３）

第６回　補足と展開

第７回　開発と補助金政治

第８回　開発と地方地方自治

第９回　戦争責任論

第10回　開発をめぐる国際政治（１）

第11回　開発をめぐる国際政治（２）

第12回　軍事化と平和研究

第13回　補足と展開

第14回　試験

第15回　まとめ

　ただし、以上の構成は時事やテクストなどの要素を考慮して変

更することがある。

５．評価の方法・基準
　期末試験（80％）およびレポートの結果（20％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　上に述べたように、政治学は多方面の知識と関心が求められる

総合的な性格が濃い。タコツボに閉じこもり自己満足するのでは

初めから学習がおぼつかない。世界史・日本史、思想、社会等々

の基本的な知識、国語の能力などを復習（自ら補習）し、かつ生

き生きした現代的な問題意識をもって学ぶことが必要である。学

生諸君の、積極的に授業に参加し、質問・討論する意欲的な姿勢

を、期待する。プリントなどを自ら入手し、講義の前に読んでく
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るのは当然の前提である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に各回のテキストを熟読してわからない語句・事項を調べ、

オリジナルな意見や質問を用意し（＝予習）、授業に備えること。

講義後には、講義内容に関連するテーマを自ら設定して調査・学

習を交えつつ考察した小論述的なコメントを書き（＝復習を兼ね

た課題）、次の講義の際に提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書　なし。

●参考書　講義の中で適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日 12 時－ 13 時 30 分。質問などは講義中・講義の前後、

オフィスアワーの他に、次の電子メールでも受け付ける。

　email: honda@dhs.kyutech.ac.jp

地域研究Ⅰ　Regional Studies Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　成末　繁郎

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　現在の世界ではあらゆるものが国境を越えて自由にしかも迅速

に交流するいわゆる「グローバル化」が進行している。この状況

を準備したのが ｢近代化 ｣という「西欧化」の流れであった。し

かし、世界がこぞって西欧化しグローバルに均一化していく一方

で、同時に伝統回帰（伝統の新たな発明であるが）やローカル化

の傾向も強まっている。即ち世界は同一の価値観やメディアを外

見上共有しているように見えるが、実は各々の独自の伝統を表現

する新たな媒体としてそれらをしたたかに流用しているのが実情

なのである。しかしほぼ同一の媒体が使用されるために、差異が

微妙なものとなり、多様な価値観の存在が見えにくくなっている

のも事実である。そしてこのことが従来よりも深刻な誤解を生じ

させる状況を産み出していると考えられる。

●授業の目的

　そこでこの講義では地域社会ごとの細かな差異の研究に専心し

てきた「文化人類学」の手法を使って、微妙な差異をどのように

見出し、解釈していくのが妥当なのかを考察していく。この過程

で「相対主義的な」理解のやり方を身につけることが目指される。

●授業の位置付け

　具体的な地域として取り上げるのは主に東南アジアからタイ王

国、ビルマ（ミャンマー）及びインドネシア、そしてメラネシア

からはパプア・ニューギニアの多様な人々の部族的な社会等々で

あるので、仏教・イスラム教・アニミズム等々の宗教的な知識や

呪術を含めた「科学的または哲学的」知識についても触れる。ま

たタイ国をはじめとして世界各地の均一化とローカル化との鬩ぎ

あいを具体的な映像資料を通して見ることで、今現在の具体的な

状況の把握もできるように構成する予定である。前期は小規模な

コミュニティの社会構造の中核をなす親族構造に焦点を置く。 

２．キーワード
　文化相対主義、シンボル論、社会構造、出自理論と縁組理論、

構造主義

３．到達目標
①相対主義的に考えるという disposition を身につけること。

②世界の各地域間の差異を文化の観点から敏感に感じ取れるよう

になること。

４．授業計画
第１回　「文化」という概念の定義

第２回　文化相対主義の問題点

第３回　象徴人類学から見た文化の概念

第４回　グローバル化を考える１　Hip-Hop の感染力その１

第５回　親族の解釈学１－親族分類の多様性、概念整理

第６回　親族の解釈学２－普遍的な解釈（親族の代数学）

第７回　親族の解釈学３－相対的な解釈

第８回　グローバル化を考える２　アイドルの普遍性その１

第９回　結婚の多様性と結婚の「本質」

第10回　インセスト・タブーの多様性

第11回　インセスト・タブーの存在理由

第12回　グローバル化を考える３　ロックの浸透力その１

第13回　世界観パート１－構造主義入門：親族の基本構造分析

第14回　�世界観パート２－構造主義の展開編：神話分析（あるい

は「奇妙な言説」の解読法）

第15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験 (95%) 及びレポート（５％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。
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６．履修上の注意事項
　地域研究は学際的な学問分野なので哲学・歴史学・社会学・経

済学の講義を履修しておくことが望ましい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　動画サイト等で講義で取り上げる民族の実際の映像や画像を見

ると講義の内容を立体的に理解するのに役立つ。

８．教科書・参考書
●教科書

　特になし。適宜プリントを配布する。

●参考書

１）Roy Wagner 1978 Lethal Speech. Cornell University Press. 

ISBN: 0801411939

２）Stephen A．Tyler (ed.) 1969 Cognitive Anthropology., 

Holt, Rinehart and Winston, inc. ISBN: 0030732557

３）E. R. Leach (ed.) 1968 Dialectic in Practical Religion., 

Cambridge University Press. 389/L-8

９．オフィスアワー
　講義中及び講義前、講義終了直後等に気軽に質問してください。

地域研究Ⅰ　Regional Studies Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　成末　繁郎

１．概要
（金曜２限）

●授業の背景

　現在の世界ではあらゆるものが国境を越えて自由に迅速に交流

するいわゆる「グローバル化」が進行している。この状況を準備

したのが ｢ 近代化 ｣ という「西欧化」の流れであった。しかし、

世界がこぞって西欧化しグローバルに均一化していく一方で、同

時に伝統回帰（伝統の新たな発明であるが）やローカル化の傾向

も強まっている。即ち世界は同一の価値観やメディアを外見上共

有しているように見えるが、実は各々の独自の伝統を表現する新

たな媒体としてそれらをしたたかに流用しているのが実情なので

ある。しかしほぼ同一の媒体が使用されるために、差異が微妙な

ものとなり、多様な価値観の存在が見えにくくなっているのも事

実である。そしてこのことが従来よりも深刻な誤解を生じさせる

状況を産み出していると考えられる。

●授業の目的

　そこでこの講義では地域社会ごとの細かな差異の研究に専心し

てきた「文化人類学」の手法を使って、微妙な差異をどのように

見出し、解釈していくのが妥当なのかを考察していく。この過程

で「相対主義的な」理解のやり方を身につけることが目指される。

●授業の位置付け

　東南アジアからタイ王国、ビルマ（ミャンマー）及びインドネ

シア、そしてメラネシアからはパプア・ニューギニアの多様な

人々の部族的な社会等々に関する定評のある複数の民族誌を詳細

に解説していく。またタイ王国をはじめとして世界各地の均一化

とローカル化との鬩ぎあいを具体的な映像資料を通して見ること

で、今現在の具体的な状況の把握もできるように構成する予定で

ある。前期は小規模なコミュニティの社会構造の中核をなす親族

構造やジェンダーを具体的な事例に即して考察を進める。

２．キーワード
　親族名称、シンボル論、贈与交換と市場交換、ジェンダー、ア

ナロジー

３．到達目標
①相対主義的に考えるという disposition を身につけること。

②フィールド・ワークという調査手法を理解すること。

③世界の各地域間の差異を文化の観点から敏感に感じ取れるよう

になること。

４．授業計画
第１回　「文化」という概念の定義

第２回　文化相対主義の問題点

第３回　象徴人類学から見た文化の概念

第４回　グローバル化を考える１　Hip-Hop の感染力その１

第５回　親族の解釈学１－親族分類の多様性、概念整理

第６回　親族の解釈学２－普遍的な解釈（親族の代数学）

第７回　親族の解釈学３－相対的な解釈

第８回　グローバル化を考える２　アイドルの普遍性その１

第９回　結婚の多様性と結婚の「本質」

第10回　インセスト・タブーの多様性

第11回　インセスト・タブーの存在理由

第12回　グローバル化を考える３　ロックの浸透力その１

第13回　世界観パート１－構造主義入門：親族の基本構造分析

第14回　�世界観パート２－構造主義の展開編：神話分析（あるい

は「奇妙な言説」の解読法）

第15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（95％）及びレポート（５％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。
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６．履修上の注意事項
　地域研究は学際的な学問分野なので哲学・歴史学・社会学・経

済学の講義を履修しておくことが望ましい。　

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　動画サイト等で講義で取り上げる民族の実際の映像や画像を見

ると講義の内容を立体的に理解するのに役立つ。

８．教科書・参考書
●教科書　特になし。適宜プリントを配布する。

●参考書

１）Roy Wagner 1967. The Curse of Souw. Cornell University 

Press.. 389.7/W-1

２）Tambiah, S. J., 1985, Culture, Thought, and Social Action 

An Anthropological Perspective, Harvard University Press. 

ISBN: 0674179692

３）E. R. Leach 1995『高地ビルマの政治体系』（訳：関本照

夫）弘文堂。ISBN: 4335051131

４）Marilyn Strathern. 1988. The Gender Of the Gift Problems 

with Women and Problems with Society in Melanesia. 

University of California Press. 367.2/S-15

９．オフィスアワー
　講義中及び講義前、講義終了直後等に気軽に質問してください。

地域研究Ⅱ　Regional Studies Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　成末　繁郎

１．概要
（月曜１・２限）

●授業の背景

　現在の世界ではあらゆるものが国境を越えて自由にしかも迅速

に交流するいわゆる「グローバル化」が進行している。この状況

を準備したのが ｢近代化 ｣という「西欧化」の流れであった。し

かし、世界がこぞって西欧化しグローバルに均一化していく一方

で、同時に伝統回帰（伝統の新たな発明であるが）やローカル化

の傾向も強まっている。即ち世界は同一の価値観やメディアを外

見上共有しているように見えるが、実は各々の独自の伝統を表現

する新たな媒体としてそれらをしたたかに流用しているのが実情

なのである。しかしほぼ同一の媒体が使用されるために、差異が

微妙なものとなり、多様な価値観の存在が見えにくくなっている

のも事実である。そしてこのことが従来よりも深刻な誤解を生じ

させる状況を産み出していると考えられる。

●授業の目的

　そこでこの講義では地域社会ごとの細かな差異の研究に専心し

てきた「文化人類学」の手法を使って、微妙な差異をどのように

見出し、解釈していくのが妥当なのかを考察していく。この過程

で「相対主義的な」理解のやり方を身につけることを目指す。

●授業の位置付け

　東南アジアからタイ王国、ビルマ（ミャンマー）及びインドネ

シア、そしてメラネシアからはパプア・ニューギニアの多様な

人々の部族的な社会等々に関する定評のある複数の民族誌を詳細

に解説していく。またタイ王国をはじめとして世界各地の均一化

とローカル化との鬩ぎあいを具体的な映像資料を通して見ること

で、今現在の具体的な状況の把握もできるように構成する予定で

ある。前期は小規模なコミュニティの社会構造の中核をなす親族

構造やジェンダーを具体的な事例に即して考察を進める。尚、前

期とは異なり、後期は宗教（呪術）・国家に関するトピックを取

り上げる。

２．キーワード
　ポスト・コロニアル、シンボル論、コスモロジー、構造主義、フェ

ミニズム

３．到達目標
①相対主義的に考える disposition を身につけること。

②�世界の各地域間の差異を文化の観点から敏感に感じ取れるよう

になること。

４．授業計画
第１回　地域研究と文化人類学：方法論の解説

第２回　文化の概念：その多様性と解釈

第３回　象徴人類学の解説：シンボルとは何か

第４回　グローバル化を考える：

　　　　部族的な社会に生きる人々の映像を見る

第５回　宗教　パート１：宗教の定義を巡って

第６回　宗教　パート２：

　　　　呪術の効果を如何に解釈するか《その①》

第７回　宗教　パート３：

　　　　呪術の効果を如何に解釈するか《その②》

第８回　グローバル化を考える４　Hip-Hop の感染力その２

第９回　事例研究１

　　　　東北タイの除霊儀礼、中央タイの仏教的治療カルト

第10回　事例研究２

　　　　北部タイの精霊信仰－祖先の祟りを巡って－

第11回　事例研究３　ニューギニアのホログラフィックな世界

　　　　－隠喩のフォース－

第12回　グローバル化を考える５　ロックの浸透力その２

第13回　植民地化の中の東南アジアの国家概念－劇場国家論
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第14回　東南アジアの伝統的国家概念－銀河政体論

第15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（95％）及びレポート（５％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　地域研究は学際的な学問分野なので哲学・歴史学・社会学・経

済学の講義を履修しておくことが望ましい。　

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　動画サイト等で講義で取り上げる民族の実際の映像や画像を見

ると講義の内容を立体的に理解するのに役立つ。

８．教科書・参考書
●教科書

　特になし。適宜プリントを配布する。

●参考書

１）Roy Wagner 1986 Symbols That Stand for Themselves. 

The University of Chicago Press.389/W-3

２）Tambiah, S. J., 1985, Culture, Thought, and Social Action 

An Anthropological Perspective, Harvard University Press. 

ISBN: 0674179692

３）Marilyn Strathern. 1988. The Gender Of the Gift Problems 

with Women and Problems with Societyin Melanesia. 

University of California Press. 367.2/S-15

９．オフィスアワー
　講義中及び講義前、講義終了直後等に気軽に質問してください。

地域研究Ⅱ　Regional Studies Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　成末　繁郎

１．概要
（金曜２限）

●授業の背景

　現在の世界ではあらゆるものが国境を越えて自由に迅速に交流

するいわゆる「グローバル化」が進行している。この状況を準備

したのが ｢ 近代化 ｣ という「西欧化」の流れであった。しかし、

世界がこぞって西欧化しグローバルに均一化していく一方で、同

時に伝統回帰（伝統の新たな発明であるが）やローカル化の傾向

も強まっている。即ち世界は同一の価値観やメディアを外見上共

有しているように見えるが、実は各々の独自の伝統を表現する新

たな媒体としてそれらをしたたかに流用しているのが実情なので

ある。しかしほぼ同一の媒体が使用されるために、差異が微妙な

ものとなり、多様な価値観の存在が見えにくくなっているのも事

実である。そしてこのことが従来よりも深刻な誤解を生じさせる

状況を産み出していると考えられる。

●授業の目的

　そこでこの講義では地域社会ごとの細かな差異の研究に専心し

てきた「文化人類学」の手法を使って、微妙な差異をどのように

見出し、解釈していくのが妥当なのかを考察していく。この過程

で「相対主義的な」理解のやり方を身につけることを目指す。

●授業の位置付け

　東南アジアからタイ王国、ビルマ（ミャンマー）及びインドネ

シア、そしてメラネシアからはパプア・ニューギニアの多様な

人々の部族的な社会等々に関する定評のある複数の民族誌を詳細

に解説していく。またタイ王国をはじめとして世界各地の均一化

とローカル化との鬩ぎあいを具体的な映像資料を通して見ること

で、今現在の具体的な状況の把握もできるように構成する予定で

ある。前期は小規模なコミュニティの社会構造の中核をなす親族

構造やジェンダーを具体的な事例に即して考察を進める。尚、前

期とは異なり、後期は宗教（呪術）・国家に関するトピックを取

り上げる。

２．キーワード
　ポスト・コロニアル、シンボル論、コスモロジー、構造主義、

言語行為論

３．到達目標
①相対主義的に考える disposition を身につけること。

②フィールド・ワークという調査手法を理解すること。

③世界の各地域間の差異を文化の観点から敏感に感じ取れるよう

になること。

４．授業計画
第１回　�宗教を捉えるための概念整理（宗教・呪術の定義を中心

に）

第２回　�呪術論基礎（１）－表現的行為（象徴的コミュニケーショ

ン）と技術的行為

第３回　呪術論基礎（２）－呪術の効果を巡って

第４回　グローバル化を考える３　Hip-Hop の感染力その２

第５回　�事例検討１：構造主義による呪術の効果の解釈－象徴効

果－北米インディアン・パナマ共和国のクナ族の治療儀

礼

第６回　�事例検討２：物語生成装置論－アフリカのザンデ族の妖

術を中心に。因果関係とは何か

第７回　�事例検討３：言語行為論－アフリカのザンデ族の呪医と

薬学。アナロジーの力

第８回　グローバル化を考える４　ロックの浸透力

第９回　�事例検討４：Symbolic Obviation の観点からの呪術の

分析－ニューギニア・ダリビ族の pobi と夢

第10回　事例検討５：中央タイの仏教カルトにおける病気治療

第11回　事例検討６：北部タイの精霊信仰２：妖術と祖先霊
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第12回　�東南アジアの国家論①－19世紀バリの都市国家：劇場国

家論

第13回　�東南アジアの国家論②－タイ・ビルマ・ラオスの国家論：

マンダラ国家論

第14回　総括

第15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（95％）及びレポート（５％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　地域研究は学際的な学問分野なので哲学・歴史学・社会学・経

済学の講義を履修しておくことが望ましい。　

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　動画サイト等で講義で取り上げる民族の実際の映像や画像を見

ると講義の内容を立体的に理解するのに役立つ。

８．教科書・参考書
●教科書

　特になし。適宜プリントを配布する。

●参考書

１）Roy Wagner 1986 Symbols That Stand for Themselves. 

The University of Chicago Press. 389/W-3

２）Tambiah, S. J., 1985, Culture, Thought, and Social Action 

An Anthropological Perspective, Harvard University Press. 

ISBN: 0674179692

３）E. R. Leach (ed.) 1968 Dialectic in Practical Religion., 

Cambridge University Press. 389/L-8

９．オフィスアワー
　講義中及び講義前、講義終了直後等に気軽に質問してください。

職業と社会Ａ　Occupation and Society A（金曜２限）

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２・３年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　本田　逸夫

１．概要
（金曜２限）

　後掲の諸テーマについて、資料を読みながら、政治学・社会学・

行政学など社会科学の基本的な概念や分析方法を学び、それらを

用いて考察する能力を養成する。

　具体的なテーマとしては、ポスト産業社会化とグローバリゼー

ションの下での現代政治の諸課題を中心に検討する。その検討に

おいては、職業や労働の問題との関連を重視する。

　後半では、自由テーマによる演習方式も一部導入する。本講義

では、全般に討論および論述に重点を置く。

２．キーワード
　自由主義、多元主義、職業観、貧困

３．到達目標
①政治学ないし社会科学の基本的な諸概念や代表的な諸アプロー

チの習得

②上記の諸概念などを用いた分析の訓練

③いくつかの代表的な現代の政治・社会の問題・課題についての

理解

④一見非政治的な日常性格と政治現象との結びつきについての理

解

⑤発表・討論・論述などによる、コミュニケーション能力の向上

４．授業計画
第１回　本講義の内容と方式の説明

第２回　予備的な講義とディスカッション

第３回　自由主義をめぐって（１）

第４回　自由主義をめぐって（２）

第５回　現代社会の特質（１）（３）

第６回　現代社会の特質（２）

第７回　現代社会の特質（３）

第８回　従来の講義の補足と展開

第９回　「貧困」をめぐって（１）

第10回　「貧困」をめぐって（２）

第11回　多元主義（１）

第12回　多元主義（２）

第13回　自由テーマ（１）

第14回　自由テーマ（２）

第15回　まとめ

　ただし、以上の構成は学生諸君の関心や時事、テクストなどの

要素を考慮して変更することがある。

５．評価の方法・基準
　レポートの結果（100％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本講義では多方面の知識（の習得）が求められる。かつ、テー

マは、職業・労働という学生諸君の切実な問題に関わっている。

そこで、現代社会・世界史・日本史・思想等々の基本的な概念や

知識、国語の能力などを復習（自ら補習）し、かつ生き生きした

現代的な問題意識をもって学ぶことが必要である。学生諸君の、

積極的に授業に参加し、質問・討論する意欲的な姿勢を、期待す

る。プリントなどを自ら入手し、講義の前に読んでくるのは当然

の前提である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に各回のテキストを熟読してわからない語句・事項を調べ、

オリジナルな意見や質問を用意し（＝予習）、授業に備えること。

講義後には、講義内容に関連するテーマを自ら設定して調査・学

習を交えつつ考察した小論述的なコメントを書き（＝復習を兼ね

た課題）、次の講義の際に提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書　なし。

●参考書　講義の中で適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日 12 時－ 13 時 30 分。質問などは講義中・講義の前後、

オフィスアワーの他に、次の電子メールでも受け付ける。

　email: honda@dhs.kyutech.ac.jp
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職業と社会Ｂ　Occupation and Society B（金曜２限）

対象学科（コース）：全学科　学年：２・３年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　辻　隆司

１．概要
●授業の目的

　経済学は、様々な社会問題を説明できる学問である。本講義で

は、国内外の経済情勢を概観するとともに、マクロ経済学の基本

的な概念やメカニズムを解説する。また、マクロ経済の体系を学

ぶ中で労働市場の位置づけを理解し、そもそも「雇用」とは何か

についての理解を深める。

●授業の位置付け

　経済学がどのような目的や手法をもち、私達の身近にある様々

な問題と関わっているのかについて興味関心が持てるようにす

る。

２．キーワード
　「マクロ経済」、「雇用」、「労働市場」、「総需要」、「総供給」、「財

政政策」、「金融政策」

３．到達目標
①マクロ経済学の基礎的体系や理論を学び、専門用語を習得する。

②労働市場の機能や「雇用」に対する理解を深める。

③日々の経済に関わる報道の内容や位置づけをある程度判断でき

るような知識や学力を身につける。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　経済学とは（１）

３回　経済学とは（２）

４回　世界の経済情勢

５回　日本経済の動向と雇用情勢

６回　マクロ経済における需要と供給

７回　有効需要と乗数メカニズム

８回　貨幣の機能と信用創造

９回　貨幣需要と利子率

10回　財政政策の基本的構造

11回　財政・金融政策とマクロ経済

12回　総需要と総供給

13回　労働市場の機能と失業問題

14回　インフレーションとデフレーション

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　出席状況と、中間レポート及び期末試験（あるいは最終レポー

ト）で評価する。

６．履修上の注意事項
　講義初回に指定する教科書の内容に基づいて講義を進める予定

である。その他詳細な注意事項については講義初回に説明する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　伊藤元重著『マクロ経済学』日本評論社　331/I-21

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

　E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp

備考
　経済学は比較的生活実感のしやすい学問分野であるため、勉強

の素材が周りにたくさんあります。本講義を通して、今まで気付

かなかった経済現象に気付けるようになりましょう。

職業と社会Ｃ　Occupation and Society C（金曜２限）

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２・３年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
（金曜２限）

●授業の目的

　現代教育が果たす、社会的選抜や人材養成の機能について講義

する。特に、現代の高等教育が産業や社会にどういった役割を果

たし、個人の志向と社会からの要請とをマッチングさせているの

か、あるいはさせていないのかについて理解することを目的とす

る。そこから、自身が現在所属している高等教育や、近い将来参

加するであろう産業や政治の問題点を批判的に考察しうる視点及

び表現力を獲得することも目的とする。

●授業の位置付け

　現代教育は、個人の人格の完成を目指しつつ、個人を適切な社

会的位置へと振り分ける選抜・配分の機能も同時に果たしている。

そこから、社会が要請する人材と教育が完成しようとする人間像

との一致や矛盾、齟齬なども生み出される。本講義では、現代の

高等教育や教育政策の有効性や限界を反省的に考察できる視点を

獲得することを目的とする。

２．キーワード
　選抜・配分　人材養成・人的資本論　教育投資　教育政策・教

育改革　高等教育

３．到達目標
①教育の持つ選抜・人材養成機能について理解すること。

②現代の高等教育や教育政策の有効性・限界を把握できるように

すること。

③文章表現能力を身につけること。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料、視聴覚教材を適宜使用する。

１回　高校改革と高卒労働市場

２回　大学改革の現状

３回　大学におけるキャリア教育と大卒労働市場

４回　大学教育の収益率Ⅰ

５回　大学教育の収益率Ⅱ

６回　高学歴化と職業構造の変化Ⅰ

７回　高学歴化と職業構造の変化Ⅱ

８回　中間テスト

９回　採用への道

10回　ニート・フリーター問題Ⅰ

11回　ニート・フリーター問題Ⅱ

12回　労働とジェンダー

13回　過労死・過労自殺

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト　　50％

　期末レポート　50％

　レポート評価に当たっては、論理的に文章が展開されているか

を重視する。

６．履修上の注意事項
①講義内容の十分な理解を得るため、下記の参考文献に各自目を

通すこと。

②政策文書、各大学のホームページ、企業の求人広告、就職サイ

トなどに授業時間外に目を通し、大学や就職に関する基礎的な

知識を身につけておくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①開講期間中に下記参考文献を一読すること。

②開講期間中は、政策文書、大学のホームページ、企業の求人広

告、就職サイトなどに目を通し、高等教育や労働市場に関する
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基礎的な知識を身につけること。

８．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考文献

　マーチン・トロウ『高学歴社会の大学』新潮選書　377/T-3

　天野郁夫『学歴の社会史』UP 選書　372.1/A-3

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp

日本語表現法Ａ　Japanese Writing A

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
（金曜２限）

●授業の概要

　他人に伝わる文章を書く前提として、インターネットに頼らな

い調査の仕方および文献の基本的な読解力を身につける。特定の

主題についてのさまざまな説を比較検討するやり方を学び、期末

にはある程度の長さのレポートが作成できるようにする。

　本講義は、２、３年生を対象とした中級講義である。批判的・

論理的思考を身につけることを目指す。

●授業の目的

　論理的文章の書き方を身につける。

２．キーワード
　文献調査、要約、翻訳

３．到達目標
・事実の検証方法、文献調査、論理的推論の方法を身につける。

・他人に伝わる日本語表現の方法を身につける。

４．授業計画
第１～２回　辞書を引く

第３～５回　文献調査のやり方

第６回　　　レポート検討Ⅰ

第７～８回　要約を作る

第９～11回　翻訳をする

第12回　　　レポート検討Ⅱ

第13～15回　論理的推論のやり方

５．評価の方法・基準
　講義進行中に課せられる２回の小レポートと期末レポートの合

計点で評価する。

　小レポート各 25％、期末レポート 50％。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　開講時に述べる。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示をする調査課題を、次回までに準備しておくこと。

８．教科書・参考書
　授業時に資料を配布。

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00
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日本語表現法Ｂ　Japanese Writing B

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　水井　万里子

１．概要
●授業の背景

　現代日本に暮らす私たちは「資源」「開発」というキーワード

に対してどのようなイメージを描くだろうか。資源を保有する地

域が豊かであると考えるのが一般的なのかもしれない。しかし、

世界には資源を保有しているにもかかわらず、その恩恵が人々に

十分にいきわたらず、社会に大きな格差が生まれている地域も多

い。これらについて調べ、自分のテーマを立てて日本語で表現す

ることはグローバル時代の工学士にとって重要である。

●授業の目的

　特定の資源について調査し、時代や地域の背景への認識を深め、

自分の思考を表現する。

●授業の位置づけ

　資源や開発は歴史と現代の世界情勢を理解する重要なキーワー

ドである。日本語表現の技法を習得し、キーワードに即して教養

としての表現力を高める。

２．キーワード
　「日本語表現」「資源」「グローバル化」「貧困」「南北問題」

３．到達目標
①資料収集・整理し立論する方法を身につける。

②他人に伝わる日本語表現の方法を身につける。

４．授業計画
①テーマ登録

②調査ガイド（文献検索について）

③調査ガイド（公共図書館と他大学図書館利用について）

④プログレスレポート１提出

⑤レポート返却とコメント

⑥個別発表

⑦個別発表

⑧個別発表

⑨個別発表

⑩プログレスレポート２提出

⑪レポート返却とコメント

⑫個別発表

⑬個別発表

⑭ファイナルレポート提出

⑮まとめ

５．評価の方法・基準
　中間レポート　30％

　期末レポート　40％

　授業内課題　　30％

　総合評価 60％以上が合格

６．履修上の注意事項
　第一回目の授業で注意点を述べる。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業時間内で示された調査課題の提出、および期末時に提出が

求められる自由課題レポートについて、毎回の授業の時間外に調

査学習し、授業時には進捗レポートを提出する。

８．教科書・参考書
　授業内で適宜指示する。

９．オフィスアワー
　研究室扉脇のオフィスアワー掲示を参照のこと。

　rekishiq@aol.com

日本語表現法Ｃ　Japanese Writing C

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：２・３年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：2単位

担当教員名　　 アプドゥハン　恭子・橘　武史

１．概要
●授業の目的

　中心に述べられていること、キーワードなどを意識しながら話

を聞き取る力を養う。まとまりのある文章を書く力を養う。論理

的に考え、根拠をきちんと示して自分の意見を述べる力を養う。

●授業の位置付け

　２年生以上で、エンジニアとして必要なコミュニケーション能

力を身に付けたい、つまり、事実に基づいて考察し、自分の意見

を明確に述べることができるようになりたいと思う学生を対象と

する。

２．キーワード
　「科学技術」「要旨」「考察文」「根拠」「エンジニア ｣

３．到達目標
・資料を収集・整理し立論する方法を身につける。

・他人に伝わる日本語表現の方法を身につける。

４．授業計画
第１回　オリエンテーション：

　　　　エンジニアに必要なコミュニケーション能力とは

第２回　科学日本語の現場　（橘武史先生）

第３回　読み手を意識した要旨（１）ピア評価の試み

第４回　読み手を意識した要旨（２）序・結語に書くべきこと

第５回　読み手を意識した要旨（３）本論のチェック

第６回　誤解されない表現　（橘武史先生）

第７回　読み手を意識した要旨（４）自己評価のポイント

第８回　自分の考えを書く（１）

　　　　意見を出し合う、グループワーク

第９回　自分の考えを書く（２）別の視点から見たら？

第10回　レポート作成準備（１）作成の手順とアウトライン

第11回　論文の表現（橘武史先生）

第12回　自分の考えを書く（３）将来的には？

第13回　レポート作成（２）ピアで深める

第14回　レポート作成（３）ピアで深める

第15回　まとめ－自己評価と授業評価－

５．評価の方法・基準
　毎回の課題 (50％）、授業への参加度（20％）、レポート（30％）

で評価する。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の課題をよく推敲して提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない

９．オフィスアワー
　月曜日４限

　アプドゥハン研究室（総合教育棟 303 教員室）
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人文社会系科目

哲学と現代Ⅰ　Contemporary Philosophy Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次　

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
　さまざまな具体例の分析を通じて、インターネット等を通じた

情報の洪水の中で、確かな情報を見分け、議論の欺瞞を見抜く力

を養う。

２．キーワード
　思考停止、法令遵守

３．到達目標
・テキストの内容を簡潔に要約し、それに基づいて発表をおこな

う能力を身につける。

・テキストが提出する問題を巡って討論することにより、思考

力・文章力・論理的表現力を養う。

４．授業計画
　テキストに従って、以下のテーマを扱う。

第１回～第３回　食の「偽装」「隠蔽」に見る思考停止

第４回～第６回　思考停止するマスメディア

第７回～第９回　厚生年金記録改竄を巡る思考停止

第10回～第12回　「遵守」はなぜ思考停止につながるのか

第13回～第15回　司法への市民参加を巡る思考停止

５．評価の方法・基準
　レポート 60％、毎回の発表と、討論への参加度 40％。

６．履修上の注意事項
　各回の担当者は、責任をもって準備すること。また、参加者は

自宅でテキストを読んでおくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　郷原信郎『思考停止社会』（講談社現代新書）081/K-3/1978

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00

哲学と現代Ⅱ　Contemporary Philosophy Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　中村　雅之

１．概要
　科学技術が引き起こすさまざまな倫理的問題を、具体的な事例

に即して考察する。

２．キーワード
　メディア・リテラシー、ニセ科学、リスク論

３．到達目標
・テキストの内容を簡潔に要約し、それに基づいて発表をおこな

う能力を身につける。

・テキストが提出する問題を巡って討論することにより、思考力・

文章力・論理的表現力を養う。

４．授業計画
　テキストに従って、以下のテーマを扱う。

第１回～第２回　ニセ科学

第３回～第５回　自然志向の罠

第６回～第９回　警鐘報道の功罪

第10回～第15回　科学報道のメディア・リテラシー

５．評価の方法・基準
　レポート 60％、毎回の発表と、討論への参加度 40％。

６．履修上の注意事項
　各回の担当者は、責任をもって準備すること。また、参加者は

自宅でテキストを読んでおくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと

８．教科書・参考書
　松永和紀　『メディア・バイアス』（光文社新書）404/M-28

９．オフィスアワー
　月曜日：15：00 ～ 16：00
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人文社会系科目

西洋社会史Ⅰ・Ⅱ　History of European Society

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：前期・後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　水井　万里子

１．概要
●授業の背景

　歴史学の基本的な方法として、「社会史」という分野がある。

これは、歴史上に生きた人々の日常生活や文化、生き方などに光

をあてて、当時の社会を再構成し、理解を深めることを目的とす

る。政治史、経済史などの分野と違い、「社会史」には年表に表

されるような事件や重大な出来事はあまり出てこない。むしろ、

長い時間をかけてじっくりと社会が変化していく過程を捉えてい

く。こうした社会史の課題として「モノ」「コト」の歴史は重要で、

それぞれの「モノ」「コト」の起源、変化の過程、現代にどうつ

ながるかをゆっくりと追いながら社会の変容についても考えるこ

とができる。

●授業の目的

　西洋史における社会、技術、産業、文化について、個別トピッ

ク（例えば「庭」「銀行」「鋼」「蒸気機関」など）を各履修者が

それぞれ選択し検討する。これらのトピックは産業革命の時期に

ドイツで著された技術・社会関連の事典の項目である。この事典

項目を出発点として、「工業化」を世界史の上で比較的早い段階

で経験したヨーロッパの社会について、トピックの歴史的起源も

確かめながら深く理解する。

●授業の位置づけ

　本科目は選択課題によるレポート作成を中心とした歴史学上

級科目で、「自由課題」演習型の授業である。まず、18 世紀末か

ら 19 世紀にかけて書かれたヨハン・ベックマン『西洋事物起源』

の項目群から履修者が各自のテーマを選び、登録した後は、自由

に調査を進める。参考資料の収集は、本学の図書館だけでなく、

公共図書館や他大学の図書館を利用して行う場合がある。これ

らの調査をもとにプログレスレポート１、２（以下 PR1・PR2）

およびファイナルレポート（以下FR）の計3 本を作成し提出する。

　個別発表も各履修者は必ず一回以上おこない、他履修者の発表

への質疑もあわせて評価の対象とする。

２．キーワード
　「西洋史」「技術史」「科学史」「社会史」

３．到達目標
＜レポートに関する目標＞

①文献調査

②資料分析

③プレゼンテーション（２回）

④オリジナリティ：独自の議論

⑤プログレス（PR2 と FRのみ）

＜個別発表に関する目標＞

①簡潔明瞭な発表

②的確な質疑

４．授業計画
①テーマ登録

②調査ガイド（文献検索について）

③調査ガイド（公共図書館と他大学図書館利用について）

④プログレスレポート１提出

⑤レポート返却とコメント

⑥個別発表

⑦個別発表

⑧個別発表

⑨個別発表

⑩プログレスレポート２提出

⑪レポート返却とコメント

⑫個別発表

⑬個別発表

⑭ファイナルレポート提出⑮まとめ

５．評価の方法・基準
　プログレス・レポート１　25％（上記レポート目標①から④各

25％）

　プログレス・レポート２　30％（①から⑤各 20％）

　ファイナル・レポート　　40％（①から⑤各 20％）

　発表および質疑　　　　　５％＊総合評価 60％以上が合格

６．履修上の注意事項
　第一回目の授業で注意点を述べる。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業時間内で示された調査課題の提出、および期末時に提出が

求められる自由課題レポートについて、毎回の授業の時間外に調

査学習し、授業時には進捗レポートを提出する。

８．教科書・参考書
　ヨハン・ベックマン『西洋事物起源１－４』岩波文庫、1999 年。

502/B-4/1 ～ 3（担当教員が管理し、授業中に回覧した後で貸出）

９．オフィスアワー
　研究室扉脇のオフィスアワー掲示を参照のこと。

　Mizuikit@aol.com
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人文社会系科目

日本政治論Ⅰ　Japanese Politics, Past and Present Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　本田　逸夫

１．概要
　近現代日本の構造的な諸問題や政治・社会思想について、何冊

かの本（の抜粋）や資料などを精読して学問的に（ジャーナリス

ティックに、ではなく）学ぶ。日本政治の研究といっても、狭い

一国（史）的な視野におちいらないためには、欧米や東北アジア

などの諸国との比較が欠かせない。現代を準備した歴史的過程の

検討も重要である。こうした考察を通して、日本の政治と社会の

特徴や性格、それらを形成した諸条件、そして今後の課題などを

探りたい。講義は、会読をもとに発表と討論によるゼミ方式で行

う。

　上級科目の授業として、学生諸君の関心を重んじながら、政治

学の多様な問題について意欲的な勉強を進めていく。

２．キーワード
　比較政治（制度）論、政治史、政治思想史、公共性、多元主義

３．到達目標
①政治学ないし社会科学の基本的な諸概念や代表的な諸アプロー

チの習得

②上記の諸概念などを用いた分析の訓練

③いくつかの代表的な現代の政治的問題・課題についての理解

④一見非政治的な日常性格と政治現象との結びつきについての理

解

⑤発表・討論・論述などによる、コミュニケーション能力の向上

４．授業計画
第１回　イントロダクション

第２回　人間性と政治（権力分立の問題など）

第３回　自由・人権観

第４回　戦後社会と管理化（１）

第５回　戦後社会と管理化（２）

第６回　戦後社会と管理化（３）

第７回　東北アジアと日本（１）

第８回　東北アジアと日本（２）

第９回　東北アジアと日本（３）

第10回　補足と展開

第11回　琉球・沖縄と日本（１）

第12回　琉球・沖縄と日本（２）

第13回　宗教と政治（１）

第14回　宗教と政治（２）

第15回　戦争・戦後責任論

　ただし、学生諸君の関心やテクストなどの要因にしたがって、

計画の調整・変更は柔軟に行なう。

５．評価の方法・基準
　報告と討論（80％）・レポート（20％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本講義では、参加者が問題関心をもって積極的に学ぶことが特

に重要である。具体的には、資料の丁寧な読みとよく準備された

明晰な発表、論理的で知的に生産的な討論──独断や印象批評の

応酬ではなく──を活発に行なうことなどが、求められる。元来、

政治学は広範囲の知識と関心が必要であり、参加者には生き生き

した現代的で知的な関心と着実な学力（知識、読解・思考、表現

等）の両方が期待される。ただし、学力が初めは不足していても

落胆する必要はない。その未熟さを補う旺盛な意欲をもって参加

してもらいたい。具体的には、歴史、思想、社会等々の基本的な

知識、日本語能力などを復習（自ら補習）することが必要である。

プリントを含むテクストを講義の前に読み、討論に備えてくるべ

きことは、いうまでもない。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に各回のテキストを熟読してわからない語句・事項を調べ、

オリジナルな意見や質問を用意し（＝予習）、授業に備えること。

講義後には、講義内容に関連するテーマを自ら設定して調査・学

習を交えつつ考察した小論述的なコメントを書き（＝復習を兼ね

た課題）、次の講義の際に提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書

　プリントを配布する他、相談して決定（複数）。

●参考書

　講義の中で適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日 12 時－ 13 時 30 分。質問などは講義中・講義の前後、

オフィスアワーの他に、次の電子メールでも受け付ける。

　email: honda@dhs.kyutech.ac.jp
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人文社会系科目

日本政治論Ⅱ　Japanese Politics, Past and Present Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　本田　逸夫

１．概要
　近現代日本の構造的な諸問題や政治・社会思想について、何冊

かの本（の抜粋）や資料などを精読して学問的に（ジャーナリス

ティックに、ではなく）学ぶ。日本政治の研究といっても、狭い

一国（史）的な視野におちいらないように、欧米や東北アジアな

どの諸国との比較が欠かせない。現代を準備した歴史的過程の検

討も重要である。こうした考察を通して、日本の政治と社会の特

徴や性格、それらを形成した諸条件、そして今後の課題などを探

りたい。講義は、会読をもとに発表と討論によるゼミ方式で行う。

　上級科目の授業として、学生諸君の関心を重んじながら、政治

学の多様な問題について意欲的な勉強を進めていく。

２．キーワード
　比較政治（制度）論、政治史、政治思想史、公共性、多元主義

３．到達目標
①政治学ないし社会科学の基本的な諸概念や代表的な諸アプロー

チの習得

②上記の諸概念などを用いた分析の訓練

③いくつかの代表的な現代の政治的問題・課題についての理解

④一見非政治的な日常性格と政治現象との結びつきについての理

解

⑤発表・討論・論述などによる、コミュニケーション能力の向上

４．授業計画
第１回　イントロダクション

第２回　自由主義論（１）

第３回　自由主義論（２）

第４回　諸文明と「国際化」（１）

第５回　諸文明と「国際化」（２）

第６回　諸文明と「国際化」（３）

第７回　市民社会論（１）

第８回　市民社会論（２）

第９回　市民社会論（３）

第10回　補足と展開

第11回　厚生行政をめぐる政治（１）

第12回　厚生行政をめぐる政治（２）

第13回　政治的リアリズム

第14回　戦後政治をめぐって

第15回　補足とまとめ

　ただし、学生諸君の関心やテクストなどの要因に従って、計画

の調整・変更は柔軟に行なう。

５．評価の方法・基準
　報告と討論（80％）・レポート（20％）で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　本講義では、参加者が問題関心をもって積極的に学ぶことが特

に重要である。具体的には、資料の丁寧な読みとよく準備された

明晰な発表、論理的で知的に生産的な討論──独断や印象批評の

応酬ではなく──を活発に行なうことなどが、求められる。元来、

政治学は広範囲の知識と関心が必要であり、参加者には生き生き

した現代的で知的な関心と着実な学力（知識、読解・思考、表現

等）の両方が期待される。ただし、学力が初めは不足していても

落胆する必要はない。その未熟さを補う旺盛な学習意欲をもって

参加してもらいたい。具体的には、歴史、思想、社会等々の基本

的な知識、日本語能力などを復習（自ら補習）することが必要で

ある。プリントを含むテクストを講義の前に読み、討論に備えて

くるべきことは、いうまでもない。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に各回のテキストを熟読してわからない語句・事項を調べ、

オリジナルな意見や質問を用意し（＝予習）、授業に備えること。

講義後には、講義内容に関連するテーマを自ら設定して調査・学

習を交えつつ考察した小論述的なコメントを書き（＝復習を兼ね

た課題）、次の講義の際に提出すること。

８．教科書・参考書
●教科書

　プリントを配布する他、相談して決定（複数）。

●参考書

　講義の中で適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　月曜日 12 時－ 13 時 30 分。質問などは講義中・講義の前後、

オフィスアワーの他に、次の電子メールでも受け付ける。

　email: honda@dhs.kyutech.ac.jp
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地域経営論　Regional Management

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　 辻　隆司

１．概要
●授業の目的

　本講義では、地域経営のあり方を検討する上で必要となる視点

や考え方を学習する。基本的に、様々な地域問題の原因究明に役

立つ学問である「地域経済学」の考え方や理論を中心に講義を進

める予定である。また、環境問題や少子高齢化、中心市街地の疲

弊など、地域が抱える具体的課題についても検討する。また、こ

うした議論を踏まえて新時代における地域経営のあり方について

展望する。

●授業の位置付け

　地域の実情や地域経済学の基礎理論を学習することで、私達の

身近にある様々な地域問題に関心を持ち、今後の地域経営のあり

方について考えるための基礎を身につける。なお、本講義は基本

的にゼミ形式となる。各回テーマに基づき受講者が輪番で報告を

行い、全員で討論する。 

２．キーワード
　「地域経済」、「地域間格差」、「地域間移動と交易」、「産業立地」、

「都市システム」、「地方財政」、「まちづくり」など

３．到達目標
①地域経済学の基礎的体系や理論を学び、地域経営やまちづくり

のあり方を議論するための学力を身につける。

②地域が抱える問題を発見し、解決に向けた処方箋を検討するた

めの基礎的能力を身につける。

③プレゼンテーション及びディベートの技術を身につける。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　地域経済学とは

３回　地域の所得形成と地域成長の理論

４回　地域間格差と人口移動

５回　産業立地の理論

６回　都市の成立と発展

７回　中心市街地の疲弊とまちづくりのあり方

８回　グローバル化と地域

９回　環境問題と地域

10回　IT化の進展と地域

11回　地方財政の悪化と地域

12回　少子高齢化と地域

13回　産業振興と地域

14回　雇用問題と地域

15回　住宅問題と地域

５．評価の方法・基準
　報告と討論、レポートで評価する。

６．履修上の注意事項
　本講義は、基本的にゼミ形式となるため、受講者は積極的な姿

勢で講義に臨むことが求められる。特に、報告担当者は十分な準

備が必要となる。詳細な注意事項については、初回講義で説明す

る。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

　E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp

備考
　経済学関連の初級・中級科目等を修得していることが望ましい。

ただし、地域経済やまちづくり、地域経営に強い関心があれば必

ずしも修得していなくてもよい。

産業組織論　Industrial Organization

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　 辻　隆司

１．概要
●授業の目的

　産業の再編成がグローバルな規模で進行するなど、産業・企業

を取り巻く環境は劇的に変化しつつある。こうした状況の中、わ

が国の産業政策や企業経営はどうあるべきか。産業構造の本質を

捉えながら、そのあり方を問い直す必要に迫られている。そこで

本講義では、産業組織論の基礎理論を学ぶとともに、その基本的

な枠組みに沿って現代日本の産業組織と企業経営のあり方につい

て考察する。

●授業の位置付け

　産業組織論の学習を通じて、企業行動の理論を理解するととも

に、わが国産業経済や企業経営の実態について把握する。なお、

本講義は基本的にゼミ形式となる。各回テーマに基づき受講者が

輪番で報告を行い、全員で討論する。

２．キーワード
　「独占・寡占」、「製品差別化戦略」、「合併・買収」、「研究開発

とイノベーション」、「技術開発を巡る企業間の戦略的連携」など

３．到達目標
①産業組織論の基礎的体系や理論を学び、専門用語を習得する。

②産業や企業経営に関わる報道の内容や位置づけをある程度判断

できるような知識や学力を身につける。

③プレゼンテーション及びディベートの技術を身につける。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　産業組織論の対象と方法

３回　企業の理論

４回　競争と独占の基礎理論

５回　寡占

６回　製品差別化と競争

７回　参入と戦略的行動

８回　協調行動と垂直的取引制限

９回　市場成果

10回　多角化・合併および企業集団

11回　研究開発とイノベーション

12回　日本の独占禁止政策の展開

13回　直接規制政策

14回　日本型産業システムの評価

15回　わが国産業政策と企業経営のあり方

５．評価の方法・基準
　報告と討論、レポートで評価する。

６．履修上の注意事項
　本講義は、基本的にゼミ形式となるため、受講者は積極的な姿

勢で講義に臨むことが求められる。特に、報告担当者は十分な準

備が必要となる。詳細な注意事項については、初回講義で説明す

る。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　教科書：特に指定しない。

　参考書：�新庄浩二 [ 編 ]『産業組織論』（有斐閣ブックス、1995

年）335.3/S-5

　　　　　�井手秀樹、鳥居昭夫『入門・産業組織』（有斐閣、2010 年）

335.3/I-16

　その他必要に応じて授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

　E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp

備考
　経済学関連の初級・中級科目等を修得していることが望ましい。

ただし、産業経済や企業経営に強い関心があれば必ずしも修得し

ていなくてもよい。
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教育システム論　Educational Systems Theory

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
●授業の目的

　教育システムは、それ自体で自律したシステムを形成する一方、

他の社会システムと密接不可分な関係を持ち、社会変動や社会的

再生産に与している。本講義では、教育システムと司法システム

との接点に発生する諸種の問題を取り上げ、教育と法律とのかか

わりについて検証する。

●授業の位置付け

　毎回テーマを決め、受講者のプレゼンテーションをもとに進め

る。プレゼンテーション後は、全員で討議する。

２．キーワード
　日本国憲法　教育基本法　教育権　少年法

３．到達目標
①教育と法律のかかわりについて理解を深める。

②調査能力・プレゼンテーションの技術を身につける。

③討論の技術を身につける。

４．授業計画
　授業は講義・演習形式で行う。配布資料、視聴覚教材を適宜使

用する。また、１回程度、与えられたテーマに関してプレゼンテー

ションを求め、全員でその内容について討議する。

１回　オリエンテーション

２回　校則問題

３回　学校とプライバシー

４回　法の下の平等と教育（１）－同和教育論－

５回　法の下の平等と教育（２）－外国人児童生徒の教育－

６回　法の下の平等と教育（３）－障害児教育論－

７回　生命倫理と子ども（１）－非嫡出子問題－

８回　生命倫理と子ども（２）－生殖医療問題－

９回　生命倫理と子ども（３）－中絶問題－

10回　日の丸・君が代と学校

11回　エホバの証人剣道受講拒否事件

12回　教科書検定裁判

13回　旭川学力テスト事件

14回　パターナリズム論

15回　まとめ

16回　試験

５．評価の方法・基準
　プレゼンテーション・討議での発言など平素の授業態度　50％

　期末レポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50％

　プレゼンテーション内容、発言内容、レポートの評価に当たっ

ては、論理的に論が展開されているかを重視する。

６．履修上の注意事項
・授業の中で指示する参考文献、記事、判例等を授業時間外に読

んでおくこと。

・その他、少年事件や教育問題に関する最新の動向に注意するこ

と。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①模擬法廷で実施する判例に関しては、全員必ず一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない。

●参考文献　授業の中で適宜指定する。

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp

選択日本事情Ａ　Elective Japanese Culture and Society A

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　 アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　留学生と共に日本の社会や文化等に関する知見を広め、考えを

深める。留学生の出身国の事情も知り、異なる文化を理解する視

点を養う。異なる背景を持つ人と意見を出し合って協働するため

の行動力を身につける。

２．キーワード
　「日本社会」「文化」「討論」「異文化理解」

３．到達目標
①相手の理解を確かめながら話す。

②背景の異なる相手に積極的に自己開示する力を持つ。

③異なる文化、社会について理解する視点を持つ。

④日本の社会や文化について考えを深める。

⑤グループで協働して調査、発表する姿勢を獲得する。

４．授業計画
　学生自身が興味のある話題を取り上げ、皆で討議する問題を提

起する。討議のための資料を作成し、皆に討議資料を説明する。

グループで意見を出し合い、発表する。自分の意見をまとめ、振

り返る。

第１回　　　アイスブレーキング

第２～４回　文化と生活

第５～７回　教育と社会

第８～９回　大学生活

第10～11回　 社会の課題

第12～14回　日本社会再考

第15回　　　試験

５．評価の方法・基準
　発題と資料作成（20％）、毎回のノート（30％）、試験（20％）、

討論への参加度（30％）で評価する。

６．履修上の注意事項
　グループ学習形式で行う。積極的に自己を振り返り、意見を出

すこと、他人の考えを深く知る姿勢を持つこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　テーマについて事前の課題を考えて授業に臨む。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない

９．オフィスアワー
　月曜日３限
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選択日本事情Ｂ　Elective Japanese Culture and Society B

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　 アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　留学生と共に日本の社会や文化、歴史等に関する知見を広め、

考えを深める。留学生の出身国の事情も知り、日本について様々

な視野から考察する。

●授業の位置付け

　日本社会に対する自分の知識を確認し、異文化について知って、

視野を広げる。自国の事情を客観的に説明し、異文化を理解して

自らの考えを深める異文化コミュニケーション能力を養う。

２．キーワード
　「日本社会」「文化」「討論」「異文化理解」

３．到達目標
①日本社会や文化について外国人にも分かるように説明する。

②討議に積極的に参加して考えを深める。

③異なる文化、社会について理解する。

④�日本の文化、社会について各国との比較を交えて、まとまりの

ある文章を書く。

４．授業計画
第１回　　　アイスブレーキング：国のイメージ

第２～３回　生活

第４～５回　少子高齢社会

第６～７回　教育

第８～９回　企業と労働

第10～11回　科学技術と人間

第12～13回　自然と人間

第14回　　　アジアの未来

第15回　　　まとめ

５．評価の方法・基準
　レポート（60％）及び毎回提出のノート・授業への参加度（40％）

で評価する。

６．履修上の注意事項
　グループ学習形式で行う。前の週に配布する資料をよく読んで

授業に臨むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　前の週に配布する資料をよく読んで授業に臨むこと。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない

●参考書

１）留学生のための時代を読み解く上級日本語 第 2 版（スリー

エーネットワーク）810.7/M-41/2

９．オフィスアワー
　月曜日３限
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英語科目についての概要

総合英語について（必修科目：１、２年次）

１．目的および目標
　１、２年次の必修科目である総合英語は、高校までに習得した

英語の能力を、全ての技能について高め、国際的な視野を持つ教

養豊かな社会人としてふさわしいコミュニケーション能力を身に

付けることを目的とする。

　総合英語AⅠ/AⅡ（１年次）については、口と耳によるコミュ

ニケーション能力の涵養だけでなく、英作文とプレゼンテーショ

ン技能の基礎的訓練も行なう。きめ細かな対応が必要となるため、

少人数クラス編成を行っている。

　総合英語 BⅠ/BⅡ（１年次）は、総合英語 AⅠ/AⅡと補完的

に機能する科目で、読解力を中心に４技能を訓練する。読解力に

ついては、 CEFR B2 を参照した読解レベル（「自分の専門分野の

技術的な議論も含めて、抽象的かつ具体的な話題の複雑なテクス

トの主要な内容を理解できる。」）を目標としている。

*CEFR：�Common European Framework of Reference for 

Languages（欧州共通言語参照枠）

　総合英語ＣⅠ/ ＣⅡ（２年次）は、総合英語 AⅠ/AⅡや BⅠ/

BⅡにおける学習内容を深め、応用力を高めることを目標として

いる。また、動機付けを高める要素としてテーマ選択制（「異文

化理解」、「時事問題」、「実践英語」の三つ）としている。英語を

「使用」する意識を高める科目である。さらに、上級英語（選択

科目）や各学科の英語科目への橋渡しとなる科目でもある。なお、

GPAの高い学生に対し、アドバンスト・クラスを設けている。

２．科目の内容
　総合英語A（会話、作文とプレゼンテーション。）

　総合英語B（読解を中心とする４技能。聴解、作文、プレゼン

テーションなども行なうことがある。）

　総合英語 C（総合英語Ａ、Ｂを発展させた内容。三つのテーマ

からの選択制。）

３．履修上の注意
１）出席率が３分の２以上ないと、原則として受験資格を失う。（九

州工業大学工学部学修細則　第 11 条２）

２）開講年次に全て履修することを原則とする。再履修の場合、

時間割上の制限が出てくるため、科目の開講年次に単位修得す

ることを強く勧める。なお、教員によって再履修の条件が異な

る場合があるので、必ず担当教員に事前に相談すること。

３）編入生の場合、時間割上履修可能な時限を選び、必ず担当教

員に相談すること。

４）必修科目、演習形式という性質上、定期試験のみでの成績評

価は行わない。授業への参加態度、提出物なども主な評価要素

となる。

中級英語について（選択科目：１年次以上）

１．目的および目標
　総合英語Ａ、Ｂと同時進行で履修できる選択科目であり、英語

に意欲的な学生に対してさらなるメニューを提供することを主眼

としている。レベルとしては総合英語と上級英語群をむすぶ科目

である。意欲的な学生に幅広く対応している。

２．科目の内容
　多様な授業内容のメニューを用意しており、視聴覚授業、海外

語学研修準備講座、等を随時展開している。外国人と日本人教師

の双方が担当する。履修希望学生は各教員のシラバスを参照し、

自分の興味とレベルにあった授業を選択する。

３．履修上の注意
１）同一科目の複数履修は認めない。（前期に中級英語Ｉを２コ

マなど）

２）演習形式のため、定期試験のみの評価はしない。

上級英語について（選択科目：２年次以上。下記参照）

１．目的および目標
　総合英語で培った能力を更に伸ばすのが上級英語の目的であ

る。国際的コミュニケーション能力を高め、文化的背景について

の教養を深めることを目標としている。

２．科目の内容
　これらはすべて例であり、詳細な内容についてはそれぞれの科

目のシラバスを参照すること。

　上級英語Ａ（会話、コミュニケーション能力など。英語母語話

者が担当。）

　上級英語Ｂ（読解、作文能力、コミュニケーション能力など。）

　上級英語Ｃ（読解、聴解、批判的思考能力など。）

　技術英語（工業英語など、専門的知識を英語で身に付ける。）

３．履修上の注意
１）履修する学生は、総合英語ＡとＢを履修していることを条件

とする。また、履修希望者が多い場合、人数制限を行う。担当

教員の指示に従うこと。

２）演習形式のため、定期試験のみの評価はしない。

３）同一科目の複数履修は認めない。（半期に上級英語 A を２コ

マ、など）

４）オールド・ドミニオン大学（アメリカ合衆国）夏季語学研修

の単位振替は、履修していない上級英語科目分をもって行う。

５）TOEIC スコア（600 点以上）で上級英語科目への単位振替

をおこなっている。詳しくは学生便覧を参照のこと。

（註）大学院においても英語（ラクストン）、総合技術英語（ロン

グ）、国際関係概論（八丁）、批判的テキスト理解（虹林）を開

講している。こちらを聴講（履修は不可）する希望の学部生は

担当教員に連絡をとること。
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総合英語AⅠ　　Comprehensive English A Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　�Robert Long, Chris O’Sullivan, Mason Lampert, 

Andrew Gallacher, Huw Tyler, Akiko Kuriyama, 

Dennis Laurence Woolbright

１．概要
　Spoken English is becoming daily more essential for 

citizens of our rapidly globalizing world. The main aim is 

to teach students to speak and understand spoken English. 

Our course is also to help students with their writing and in 

presentations.

２．キーワード
　speaking, listening, writing, reading, communication, 

culture

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の会話能力を身につける。

４．授業計画
１．Self-introductions.

２．Meeting new people.

３．Describing people.

４．Talking about family.

５．Talking about daily activities.

６．Frequency adverbs.

７．Talking about likes and dislikes.

８．Describing locations.

９．Giving directions.

10．Describing places.

11．Talking about past activities.

12．Talking about jobs.

13．Presenting yourself.

14．Review

15．Review

５．評価の方法・基準
　Attendance at a minimum of 2/3 of classes, classwork, 

homework and an examination at the end of each semester.

６．履修上の注意事項
　必ず一年生の間この必修単位を取ってください！！後は専攻で

忙しくなるから。

　Make sure you get this credit in the first year, as you will 

be very busy later with your engineering major. Watch videos 

and listen to English tapes in the library.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Check for any downloadable homework from the Sogo 

Eigo A site that your teacher might have givenn you. Read 

ahead in the next chapter of your text to familiarize yourself 

with the tasks and to know how to best respond to them in 

English.

８．教科書・参考書
　Instructors will use approved textbooks at their discretion.

９．オフィスアワー
　ロバート・ロング　long@dhs.kyutech.ac.jp

（月曜日　13：00 ～ 16：00　火曜日　10：00 ～ 17：00）

　（General Education Building）

　https://sites.google.com/site/kitenglisha/

総合英語AⅡ　　Comprehensive English A Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　�Robert Long, Chris O’Sullivan, Mason Lampert, 

Andrew Gallacher, Huw Tyler, Akiko Kuriyama,  

Dennis Laurence Woolbright

１．概要
　Spoken English is becoming daily more essential for 

citizens of our rapidly globalizing world. The main aim is 

to teach students to speak and understand spoken English. 

Our course is also to help students with their writing and in 

presentations.

２．キーワード
　speaking, listening, writing, reading, communication, 

culture

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の会話能力を身につける。

４．授業計画
１．Getting information.

２．Making an invitation.

３．Talking about plans.

４．Making announcements.

５．Making predictions.

６．Asking about prices.

７．Shopping.

８．Talking about emotions.

９．Expressing opinions.

10．Following instructions.

11．Giving instructions.

12．Listening strategies.

13．Communication strategies.

14．Review

15．Review

５．評価の方法・基準
　Attendance at a minimum of 2/3 of classes, classwork, 

homework and an examination at the end of each semester.

６．履修上の注意事項
　必ず一年生の間この必修単位を取ってください！！後は専攻で

忙しくなるから。

　Make sure you get this credit in the first year, as you will 

be very busy later with your engineering major. Watch videos 

and listen to English tapes in the library.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Check for any downloadable homework from the Sogo 

Eigo A site that your teacher might have givenn you. Read 

ahead in the next chapter of your text to familiarize yourself 

with the tasks and to know how to best respond to them in 

English.

８．教科書・参考書
　Instructors will use approved textbooks at their discretion.

９．オフィスアワー
　ロバート・ロング　long@dhs.kyutech.ac.jp

（月曜日　13：00 ～ 16：00　火曜日　10：00 ～ 17：00）

　(General Education Building)

　https://sites.google.com/site/kitenglisha/
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総合英語 BⅠ　　Comprehensive English B Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能工学科・電気電子工学科・

　　　　　　　　　　建設社会工学科

学年：１年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　八丁　由比

１．概要
　一口に英語と言っても、読む、聞く、話すなどの技法の違いに

加え、分野や情報媒体によっても英語の特徴が異なる。自分にとっ

て最も必要な技法、あるいは最も親しみを感じるジャンルを見つ

け、そこから取り組むことも１つの上達方法であると考える。本

授業では、様々な種類の英語に触れ、その中から必要な情報を獲

得・利用できるようになることを目指す。「精読」よりも「多読」

を重視。

２．キーワード
　多種英語　異文化　時事問題

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．デモンストレーション、サンプル・リーディング

２．歌詞・ラジオ・スピーチの英語　Ⅰ

３．歌詞・ラジオ・スピーチの英語　Ⅱ

４．歌詞・ラジオ・スピーチの英語　Ⅲ

５．新聞・雑誌の英語　Ⅰ

６．新聞・雑誌の英語　Ⅱ

７．新聞・雑誌の英語　Ⅲ

８．新聞・雑誌の英語　Ⅳ

９．エッセイの英語　Ⅰ

10．エッセイの英語　Ⅱ

11．エッセイの英語　Ⅲ

12．エッセイの英語　Ⅳ

13．プレゼンテーションⅠ

14．プレゼンテーションⅡ

15．総評

５．評価の方法・基準
　平常点（30％）小レポート（40％）期末レポート（30％）

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書を持参すること。

・自己学習の際には、図書館１階の CD、DVD や英字新聞等を

利用すると良い。

・三分の二以上の出席が無い場合は、履修資格を失うので注意。

成績が「再試対象」となった場合には、個別に教員に連絡を取

ること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各ジャンルの最終回には小レポートを課し、理解度の確認を行

うので必ず提出すること。

・授業の内容は連続しているので、欠席した場合は必ず前回授業

について確認し、必要に応じてメイクアップしておくこと。

８．教科書・参考書
・プリントを配布する。

・辞書

・TOEFL　ITP テストリーディング教本（テイエス企画）978-

4-88784-144-4

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：研究室前の掲示を参照

・研究室：総合教育棟　410

・連絡先：hatcho@dhs.kyutech.ac.jp

総合英語 BⅠ　　Comprehensive English B Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能・電気電子・応用化学（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　大野　瀬津子

１．概要
　英語力の向上には、与えられた課題を受動的にこなすだけでな

く、自ら問題意識をもって取り組む能動的な学習が不可欠である。

この授業では、パラグラフ・リーディング、リスニング等の実践

を通じ英語力の向上を図るとともに、自主的な取り組みを喚起す

ることで、主体的学習態度を育成したい。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、リスニング、音読、主体的学習

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解力を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．Topic 7 Hydrogen Beer

３．　〃

４．発表

５．Topic 14 Knowing Where You Stand

６．　〃

７．発表

８．�Topic 19 South Korean Moms Pray for Student Success 

(Ⅰ)

９．�Topic 20 South Korean Moms Pray for Student Success 

(Ⅱ)

10．Topic 19, 20 の続き

11．発表

12．Topic 22 Okinawans

13．　〃

14．発表

15．まとめ

５．評価の方法・基準
　原則として、活動参加 40％、発表 10％、期末試験 50％で評価

する。総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価のフィードバックについて、個別に対応が必要な場合

はオフィスアワーを当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。学生主体の授

業なので、毎回、十分な予習と復習、授業への積極的参加を求

める。

・毎回辞書を持参すること。

・英英辞典、インターネット、英字新聞等を活用し、授業で取り

上げた話題について積極的に調べて欲しい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・毎回授業で指示された教科書の該当箇所を事前に読み、指示さ

れたやり方でレポートにまとめておくこと。

・加えて、レポート提出日には、教科書に関連する英語の記事を

調査し、指示されたやり方でまとめておくこと。

・発表日には、事前に発表の予行演習をしておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：

１．Snapshots of Life Today （朝日出版社）830/K-8

２．Experience an English Program! （ 松 柏 社 ）ISBN978-4-

88198-575-5

９．オフィスアワー
　研究室前に掲示。（研究室：総合教育棟 S408）
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総合英語 BⅠ　　Comprehensive English B Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能・電気電子・

　　　　　　　　　　マテリアル（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　昌俊

１．概要
　本講義では、英語の多角的運用能力を高める目的で読み、聞き、

話すという観点から英語を扱う。特に英文の速読、即解ができる

能力の養成を目指す。また、ヒアリング、ディクテーションも併

せて行う。題材としては現代社会に生きる我々にとって最も意識

しなければならない科学問題と社会問題に焦点を当てる。

２．キーワード
　科学技術、社会問題、環境問題

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction

２．Crops for Food or Fuel?

３．Oceas Awash in Toxic Plastic

４．Global-warming Super Typhoons

５．Sligshot: Water Purification Innovation

６．Engineering Earth is Possible

７．Engineering Earth is Possible

８．Review 

９．Making Stem Cell Therapy into Reality

10．Learning from the 2011 Tohoku Tsunami

11．Gigantic Oil Spills and Clean-ups

12．Public Construction Projects Under Review

13．Grand Unified Theory of Artificial Intelligence

14．Grand Unified Theory of Artificial Intelligence

15．Review

５．評価の方法・基準
　学期試験、授業での小テスト、発表、レポートを総合的に判断

して評価する。総合評価で 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
（１）授業への十分な準備と積極的な参加を前提とする。準備不

足のため質問に答えられない場合は減点対象となる。私語、内

職、携帯電話等は厳禁。

（２）英英辞書か英和辞書を携帯すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べておくこ

と。

８．教科書・参考書
　教科書：Science Avenue (Seibido) ISBN: 9784791912834

９．オフィスアワー
　木曜日 4 時限目（総合教育棟４階 414）

　上記以外でも、アポイントメントにより面談可能

総合英語 BⅠ　　Comprehensive English B Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能工学科・電気電子工学科・

　　　　　　　　　　綜合システム工学科・マテリアル工学科

学年：１年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　虹林　慶

１．概要
　大学生として備えておくべきリーディングの力をテキスト読解

の形で示したものが本授業である。高いレベルの英文が読めるよ

うになるためのスキルの獲得を目指し、その習得を様々な場面で

必要な読解力の基準としている。リスニングについても同様の基

準で練習を行い、情報収集としてだけでなく、コミュニケーショ

ンに直結するものを扱う。TOEFLテストについても学習を行う。

２．キーワード
　異文化理解、カルチュラル・リテラシー

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．I am from a family of artists

３．Backstroke (1)

４．Backstroke (2)

５．Listening and Reading Comprehension Test

６．Lost Worlds (1)

７．Lost Worlds (2)

８．Review Test 1

９．Why Japan Succeeded (1)

10．Why Japan Succeeded (2)

11．Virtual Violence (1)

12．Virtual Violence (2)

13．Listening and Reading Comprehension Test

14．The Other America

15．Review Test 2

16．まとめ

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。成績評価のうち、TOEFLテストに関連した内容を 10 パー

セント以上含める。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・予習、復習を前提とした授業である。

・授業態度が悪い場合（私語、内職、携帯の使用など）は減点や

除名の対象となることがある。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に指定された箇所について、課題を期日までに提出するこ

と。指定については授業進行に合わせて行う。

８．教科書・参考書
　 教 科 書：WISH（ 研 究 社 ）ISBN: 9784327421748　TOEFL 

iBT®対策・リーディング＆リスニング：教養英語演習（松柏社）

ISBN: 9784881986585

　参考書：新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に）833/

K-31/7（第 7版）

　Oxford Advanced Learner’s Dictionary 833/H-6（英英辞書

に関心がある人に）

９．オフィスアワー
　火曜日４限（14：30 ～ 16：00）（総合教育棟 3階：S313）
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外国語系科目

総合英語 BⅠ　　Comprehensive English B Ⅰ

対象学科（コース）：応用化学・総合システム・建設社会

学年：１年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　前田　雅子

１．概要
　人間が人間である限り、時代を超えていつまでも話題になり、

議論を呼び、深く考えさせるような題材に英語で触れることで、

読解能力の基礎を培うとともに教養を深めることを目標とする。

また、与えられた英文の構造、組み立て方を学ぶことで、自らの

興味のある題材を英語を用いて発信する能力を育成する。

２．キーワード
　社会問題、環境問題、読解力

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Cruelty of Strangers

３．Fertility Now

４．Crime and Punishment

５．Education

６．Marriage

７．Review Activity 1

８．Immigrants

９．Gender

10．Globalization

11．Sex Education

12．Cults

13．Prostitution

14．Strange Brains

15．Review Activity 2

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（課題、発表、小テストを含む）と学期テ

ストを総合的に評価し、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席がないと、履修資格を失う。

・私語、内職、携帯電話の使用（携帯内臓辞書も使用不可）、居

眠り等は減点対象とする。

・毎回辞書を持参すること。

・十分な授業準備と積極的な授業参加を前提とする。

・授業で扱った題材に関して、英字新聞や英語のニュースを活用

し、自主的に調べることを勧める。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当箇所に関して事前に読んでおく

こと。また、その際、関連する事項に関してインターネットや書

籍などで調べること。

８．教科書・参考書
　教科書： Burning Issues （松柏社） ISBN: 9784881986950

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：木曜４限

・研究室：総合教育棟　412

・連絡先：maeda@dhs.kyutech.ac.jp

総合英語 BⅡ　　Comprehensive English B Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能工学科・建設社会工学科・

　　　　　　　　　　総合システム工学科

学年：１年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：1単位

担当教員名　　八丁　由比

１．概要
　前期に引き続いて、多種多分野の英語に触れることを目的とし、

英語の利用法・活用法を学ぶ。前期に提出したレポートをもとに

学生が発表を行い、英文の内容を理解するとともに、発表の仕方

や質問、評価の仕方なども学ぶ。またTOEFLテストについても

学習を行う。

２．キーワード
　多種英語　情報発信　運用能力

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．デモンストレーション

２．発表と評価

３．発表と評価

４．発表と評価

５．発表と評価

６．発表と評価

７．発表と評価

８．発表と評価

９．発表と評価

10．発表と評価

11．発表と評価

12．発表と評価

13．発表と評価

14．発表と評価

15．総評

５．評価の方法・基準
　平常点、発表、期末試験を総合的に評価する。TOEFL テスト

に関連した内容を 10 パーセント以上含める。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・三分の二以上の出席が無い場合は、履修資格を失うので注意す

る。

・成績が「再試対象」となった場合には、個別に教員に連絡を取

ること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各回のレジュメを各自でダウンロードし、オピニオンシートを

作成したうえで出席出席すること。

・発表に際しては十分な準備が必要である。時間配分について計

画を立て、予行演習を行う。

・発表担当箇所に関する疑問は、オフィスアワーなどを利用して

事前に解決しておく。

８．教科書・参考書
・辞書

・授業で使用するプリントはHPに掲載するので、各自で確認し

用意すること。

・TOEFL　ITP テストリーディング教本（テイエス企画）978-

4-88784-144-4

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：研究室前の掲示を参照

・研究室：総合教育棟　410

・連絡先：hatcho@dhs.kyutech.ac.jp
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外国語系科目

総合英語 BⅡ　　Comprehensive English B Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能・電気電子・

　　　　　　　　　　応用化学（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　大野　瀬津子

１．概要
　英語力の向上には、与えられた課題を受動的にこなすだけでな

く、自ら問題意識をもって取り組む能動的な学習が不可欠である。

前期に続き、この授業では、パラグラフ・リーディング、リスニ

ング等の実践を通じ英語力の向上を図るとともに、自主的な取り

組みを喚起することで、主体的学習態度を育成したい。TOEFL

テストについても学習を行う。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、リスニング、音読、主体的学習

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．Topic 1 The Slippery Case of the Missing Butter

３．〃

４．発表

５．Topic 2 By Bike round Australia (Ⅰ)

６．Topic 2 By Bike round Australia (Ⅱ)

７．Topic 2 まとめ

８．発表

９．Topic 4 From Why Write?

10．〃

11．発表

12．Topic 8 Change of Heart (Ⅰ)

13．〃

14．発表

15．まとめ

５．評価の方法・基準
　原則として、活動参加 40％、発表 10％、期末試験 50％で評

価する。総合評価で 60％以上を合格とする。成績評価のうち、

TOEFLテストに関連した内容を 10 パーセント以上含める。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価のフィードバックについて、個別に対応が必要な場合

はオフィスアワーを当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。学生主体の授

業なので、毎回、十分な予習と復習、授業への積極的参加を求

める。

・毎回辞書を持参すること。

・図書館の英字新聞やインターネット等を活用し、授業で取り上

げた話題について積極的に調べること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回授業で指示された教科書の該当箇所を事前に読み、指示さ

れたやり方でレポートにまとめておくこと。加えて、レポート提

出日には、与えられたテーマについて、自分の意見を英語にまと

めておくこと。発表日には、事前に発表の予行演習をしておくこ

と。

８．教科書・参考書
　教科書：

１．Snapshots of Life Today （朝日出版社）830/K-8

2．Topics and Tactics for the Toefl Test （南雲堂）ISBN978-4-

523-17586-5

９．オフィスアワー
　研究室前に掲示。（研究室：総合教育棟 S408）

総合英語 BⅡ　　Comprehensive English B Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能・電気電子・

　　　　　　　　　　マテリアル（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　昌俊

１．概要
　本講義では、英語の多角的運用能力を高める目的で読み、聞

き、話すという観点から英語を扱う。特に英文の速読、即解がで

きる能力の養成を目指す。また、ヒアリング、ディクテーション

も併せて行う。題材としては現代社会に生きる我々にとって最も

意識しなければならない科学問題と社会問題に焦点を当てる。ま

たTOEFLテストについても学習を行う。

２．キーワード
　科学技術、社会問題、環境問題

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．A Bright Future for LED Lights

３．Kindles and iPads: Reshaping Japanese Publishing

４．Civil Engineers Test New Concrete

５．Solar-powered Planes and Yachts

６．A Sonic Refrigerator: Cooling with Sound Waves

７．A Sonic Refrigerator: Cooling with Sound Wave

８．Review

９．Electric Cars

10．Preparing for the Trip to Mars

11．3D TV Gadget

12．Controlling Cadget with Your Own Thoughts

13．Gesture-based Computing

14．Gesture-based Computing

15．Review

５．評価の方法・基準
　学期試験、授業での小テスト、発表、レポートを総合的に判断

して評価する。総合評価で 60 点以上を合格とする。なお評価に

TOEFLに関連した内容を 10％以上含める。

６．履修上の注意事項
（１）授業への十分な準備と積極的な参加を前提とする。準備不

足のため質問に答えられない場合は減点対象となる。私語、内

職、携帯電話等は厳禁。

（２）英英辞書か英和辞書を携帯すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べておくこ

と。

８．教科書・参考書
　教科書：1. Science Avenue (Seibido) ISBN: 9784791912834

　副教材：�2. Boost Your English 2 --Practice for TOEFL ITP-

--(Seibido) ISBN: 9784791931255

９．オフィスアワー
　木曜日 4時限目（総合教育棟 4階 414）

　上記以外でも、アポイントメントにより面談可能
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外国語系科目

総合英語 BⅡ　　Comprehensive English B Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能工学科・電気電子工学科・

　　　　　　　　　　マテリアル工学科

学年：１年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　虹林　慶

１．概要
　大学生として備えておくべきリーディングの力をテキスト読解

の形で示したものが本授業である。高いレベルの英文が読めるよ

うになるためのスキルの獲得を目指し、その習得を様々な場面で

必要な読解力の基準としている。リスニングについても同様の基

準で練習を行い、情報収集としてだけでなく、コミュニケーショ

ンに直結するものを扱う。TOEFLテストについても学習を行う。

２．キーワード
　異文化理解、カルチュラル・リテラシー

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．Akeelah and the Bee (1)

３．Akeelah and the Bee (2)

４．Listening and Reading Comprehension Test

５．The Shock of Teapots (1)

６．The Shock of Teapots (2)

７．Unstrange Minds (1)

８．Unstrange Minds (2)

９．Review Test 1

10．�The Private Memoirs and Confessions of a Justified 

Sinner (1)

11．�The Private Memoirs and Confessions of a Justified 

Sinner (2)

12．A Society (1)

13．A Society (2)

14．Listening and Reading Comprehension Test

15．Review Test 2

16．まとめ

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。成績評価のうち、TOEFLテストに関連した内容を 10 パー

セント以上含める。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・予習、復習を前提とした授業である。

・授業態度が悪い場合（私語、内職、携帯の使用など）は減点や

除名の対象となることがある。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に指定された箇所について、課題を期日までに提出するこ

と。指定については授業進行に合わせて行う。

８．教科書・参考書
　 教 科 書：WISH（ 研 究 社 ）ISBN: 9784327421748　TOEFL 

iBT®対策・リーディング＆リスニング：教養英語演習（松柏社）

ISBN: 9784881986585

　参考書：新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に）833/

K-31/7（第 7版）

　Oxford Advanced Learner’s Dictionary 833/H-6（英英辞書

に関心がある人に）

９．オフィスアワー
　火曜日４限（14：30 ～ 16：00）（総合教育棟 3階：S313）

総合英語 BⅡ　　Comprehensive English B Ⅱ

対象学科（コース）：応用化学・総合システム・建設社会

学年：１年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：1単位

担当教員名　　前田　雅子

１．概要
　自然科学を中心とした様々なテーマに関するやや難解な英文

を読み解く力を育むことを目標とする。また、そのような多岐

にわたる話題に関して、自ら知識を増やし、自分自身の意見を

持つこと、さらに、その意見を英語で伝えることの練習をする。

TOEFLテストについても学習を行う。

２．キーワード
　自然科学、社会問題、読解力育成

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Our Stolen Future (1)

３．Our Stolen Future (2)

４．Walden (1)

５．Walden (2)

６．Gulliver’s Travels (1)

７．Gulliver’s Travels (2)

８．Review Activity 1

９．Galaxy Quest

10．The Selfish Gene (1)

11．The Selfish Gene (2) 

12．So What You Mean (1)

13．So What You Mean (2)

14．The Arrow of Time

15．Review Activity 2

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（課題、発表、小テスト、TOEFL 演習を

含む）と学期テストを総合的に評価し、60 点以上を合格とする。

成績評価のうち、TOEFL テストに関連した内容を 10 パーセン

ト以上含める。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席がないと、履修資格を失う。

・私語、内職、携帯電話の使用（携帯内臓辞書も使用不可）、居

眠り等は減点対象とする。

・毎回辞書を持参すること。

・十分な授業準備と積極的な授業参加を前提とする。

・授業で扱った題材に関して、英字新聞や英語のニュースを活用

し、自主的に調べることを勧める。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当箇所に関して事前に読んでおく

こと。また、その際、関連する事項に関してインターネットや書

籍などで調べること。

８．教科書・参考書
　教科書：�Scope （研究社）837.7/M-12, Preparations for new 

TOEFL iBT: Listening & Reading （松柏社） ISBN: 

9784881986288

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：木曜４限

・研究室：総合教育棟　412

・連絡先：maeda@dhs.kyutech.ac.jp



－ 46 －

外国語系科目

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　八丁　由比

１．概要
　英語の文章は、日本語の文章に比べて固定的な構成パターンに

沿って執筆される。良い文章、人に理解される文章を書くために

は、語彙力や文法力のみならず、英文特有の文章構成パターンを

身につける必要がある。本授業では、いくつかの典型的構成パター

ンを学び、英語でまとまった文章を書けるようになることを目指

す。

２．キーワード
　英文スタイル　作文

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．デモンストレーション、サンプル・リーディング

２．Explanation (1)

３．Explanation (2)

４．Explanation (3)

５．Essay (1)

６．Essay (2)

７．Essay (3)

８．Critiques (1)

９．Critiques (2)

10．Critiques (3)

11．Projects (1)

12．Projects (2)

13．Presentation

14．Presentation

15．Presentation

５．評価の方法・基準
　平常点（30％）発表（30％）小レポート（40％）

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・授業では個人作業だけでなく、グループの作業も行う。役割分

担をしながら、班全体で協力して取り組むことを期待する。

・三分の二以上の全体出席数が無い場合は、履修資格を失うので

注意。

・成績が「再試対象」となった場合には、個別に教員に連絡を取

ること。

・自主学習として、図書館の Japan Times や、インターネット

で週刊 ST、Daily Yomiuri などの英字新聞を読むことを勧め

る。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各ジャンルの最終回には小レポートを課し、理解度の確認を行

うので必ず提出すること。

・授業の内容は連続しているので、欠席した場合は必ず前回授業

について確認し、必要に応じてメイクアップしておくこと。

８．教科書・参考書
・プリントを配布する。

・辞書

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：研究室前の掲示を参照

・研究室：総合教育棟　410

・連絡先：hatcho@dhs.kyutech.ac.jp

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　大野　瀬津子

１．概要
　総合的な英語力の向上を目指すが、特に英語を「読む」ことと

「話す」ことに力点を置く。「読む」ことに関しては、パラグラフ・

リーディングを通じ、段落ごとの概要、および文章全体の論理的

構成を把握する練習をする。また、「話す」ことに関しては、スピー

チの機会を設けることにより、自分の意見を英語で論理的に整理

し伝える練習をする。この授業を、今後の学習に役立てて欲しい。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、論理的思考力、スピーチ

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．イントロダクション

２．Unit 1 My Club Activities

３．Unit 2 How Committed Are You to Learning English?

４．Unit 3 What Do You Want to Do with Your Life?

５．Unit 4 My Part-time Job

６．Unit 5 How Do You Keep Fit?

７．アウトライン発表会

８．スピーチ・コンテスト予行演習

９．スピーチ・コンテスト

10．スピーチ・コンテスト

11．スピーチ・コンテスト

12．スピーチ・コンテスト

13．スピーチ・コンテスト

14．スピーチ・コンテスト

15．スピーチ・コンテスト

５．評価の方法・基準
　原則として、活動参加 50％、スピーチ 50％で評価する。総合

評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価のフィードバックについて、個別に対応が必要な場合

はオフィスアワーを当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。学生主体の授

業なので、毎回、十分な予習と復習、授業への積極的参加を求

める。

・毎回辞書を持参すること。

・インターネットや図書館の English Journal 等を利用し、ネ

イティヴ・スピーカーのスピーチを数多く視聴することを勧め

たい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回授業で指示された教科書の該当箇所を事前に読み、指示さ

れたやり方でレポートにまとめておくこと。アウトライン発表会、

スピーチ・コンテスト予行演習、スピーチの回には、事前に指示

されたやり方で発表原稿を作成しておくこと。自分のスピーチ発

表の前は、事前に予行演習を何回もしておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：Your First Speech and Presentation（南雲堂）836.7/

T-1

９．オフィスアワー
　研究室前に掲示。（研究室：共通教育棟 S408）
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外国語系科目

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　昌俊

１．概要
　英語の多角的運用能力を高める目的で、読み、聞き、話すとい

う観点から英語に取り組むが、ここでは特に英文の読解の能力の

養成を目指す。また、Listening Comprehension の訓練も行う。

題材は科学分野の知的好奇心を刺激する読み物を扱う。

２．キーワード
　科学技術、環境、自然、健康

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．The March of the Microbes

３．Genetic Doping

４．Ethics in Science

５．Tsunami, Harricanes, and Global Warming

６．World Population

７．After the Peak Oil Crash

８．Starvation, Femine and Hunger

９．Nanotechnology

10．Efficient Cars

11．Cyborgs

12．Identity Theft

13．Chaos Theory

14．Comets, Meteors and Asteroids

15．Space Stations and Outer Space Exploration

５．評価の方法・基準
　学期試験、授業での小テスト、発表、レポートを総合的に判断

して評価する。総合評価で 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
（１）授業への十分な準備と積極的な参加を前提とする。準備不

足のため質問に答えられない場合は減点対象となる。（私語、

内職、携帯電話等は厳禁。）

（２）英英辞書か英和辞書を携帯すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べておくこ

と。

８．教科書・参考書
　教科書：�Bruce Allen: Imagining Tomorrow (Seibido) 830.7/

A-39/1

９．オフィスアワー
　木曜日４時限目（総合教育棟４階 414）

　上記以外でも、アポイントメントにより面談可能

総合英語CⅠ　　Comprehensive English CⅠ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　虹林　慶

１．概要
　厳選されたテキストについて、読解（構造理解、語彙、文化的

な背景）とディスカッションを行う。

２．キーワード
　異文化理解、エッセイ、批判的思考

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．導入。Edna, Back from America のブリーフィング

２．Edna, Back from America の英語表現確認

３．Neighbours のブリーフィング

４．Neighbours の英語表現確認

５．The Hero のブリーフィング

６．The Hero の英語表現確認

７．テスト

８．Telling Stories のブリーフィング

９．Telling Stories の英語表現確認

10．Marionettes, Inc. のブリーフィング

11．Marionettes, Inc. の英語表現確認

12．Mr Know-All のブリーフィング

13．Mr Know-All の英語表現確認

14．The Model Millionaire の英語表現確認

15．テスト

16．まとめ

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・予習、復習を前提とした授業である。

・授業態度が悪い場合（私語、内職、携帯の使用など）は減点や

除名の対象となることがある。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に指定された箇所について、課題を期日までに提出するこ

と。指定については授業進行に合わせて行う。

８．教科書・参考書
　教科書：A Tangled Web (Oxford) ISBN: 9780194228138

　参考書：�新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に）833/

K-31/7（第 7版）

　　　　　�Oxford Advanced Learner’s Dictionary（英英辞書

に関心がある人に） 833/H-6

９．オフィスアワー
　火曜日４限（14：30 ～ 16：00）（総合教育棟 3階：S313）
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外国語系科目

総合英語CⅠ（アドバンスト）　　Comprehensive English CⅠ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　虹林　慶

１．概要
　現代文化の諸問題について、英語で読み、聞き、話し、書く練

習をなるだけ多く行い、実践力を身につけることを目指す。

２．キーワード
　ディスカッション、時事問題、批判的思考

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction (American Supremacy)

２．Anorexia

３．Art as a Joke

４．Bad Sport

５．Beauty

６．Detension

７．Review Test 1

８．Driven Mad

９．Drug Control

10．Fashion Statement

11．Fighting AIDS

12．Food Safety

13．Global Control

14．Hidden Politicians

15．Review Test 2

16．Review

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に指定された箇所について、課題を期日までに提出するこ

と。指定については授業進行に合わせて行う。

８．教科書・参考書
　教科書：Ideas and Issues: Advenced (Macmillan) 830/H-14/1

　参考書：�新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に） 833/

K-31/7（第 7版）

　　　　　�Oxford Advanced Learner’s Dictionary（英英辞書

に関心がある人に） 833/H-6

９．オフィスアワー
　火曜日４限（14：30 ～ 16：00）（総合教育棟 3階：S313）

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　前田　雅子

１．概要
　魅力的で偉大な人物の伝記を読むことで、英文の読解能力の向

上を目指す。また、それに関連する多種多様な社会問題を扱うこ

とで、それらの諸問題に対する自らの意見を英語で発信する能力

を高めることを目標とする。

２．キーワード
　異文化理解、読解力、情報発信

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Steve Jobs

３．The Beatles

４．Alexander the Great

５．Pele

６．Coco Chanel

７．Yuri Gagarin

８．Review Activity 1

９．Walt Disney

10．Toyoda Eiji

11．Albert Einstein

12．Audrey Hepburn

13．Albert Schweitzer

14．Archimedes

15．Review Activity 2

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（課題、発表、小テストを含む）と学期テ

ストを総合的に評価し、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席がないと、履修資格を失う。

・私語、内職、携帯電話の使用（携帯内臓辞書も使用不可）、居

眠り等は減点対象とする。

・毎回辞書を持参すること。

・十分な授業準備と積極的な授業参加を前提とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当箇所に関して事前に読んでおく

こと。また、その際、関連する事項に関してインターネットや書

籍などで調べること。

８．教科書・参考書
　教科書：Aiming for the Top （三修社） ISBN: 9784384334296

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：木曜４限

・研究室：総合教育棟　412

・連絡先：maeda@dhs.kyutech.ac.jp
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外国語系科目

総合英語CⅠ（アドバンスト）　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　前田　雅子

１．概要
　現代文化の諸問題について、英文読解の際に適切に、早く理解

することを目標とする。また、英語を用いたディスカッション、

ライティングを通して主体的に自らの考えを発信する力を身に着

けることを目指す。

２．キーワード
　時事問題、読解力、ディスカッション

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Orientation

２．American Supremacy

３．Art as a Joke

４．Detention

５．The Coffee Shop Situation

６．Church Doctorine Barrier to Pacific Fight against AIDS

７．Review test

８．Food Labelling too much to swallow

９．Lost Language

10．Global Control

11．Hidden Politicians

12．Homeboys

13．Driven Mad

14．Beauty

15．Review Test 2

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（課題、発表、レポート、小テストを含む）

60％、学期テスト 40％で評価する。60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席がないと、履修資格を失う。

・私語、内職、携帯電話の使用（携帯内臓辞書も使用不可）、居

眠り等は減点対象とする。

・毎回英英辞書を持参すること。

・十分な授業準備と積極的な授業参加を前提とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当箇所に関して事前に読み、その

概要やそれに対する自分の考えを英語でプレゼンテーションでき

るように準備すること。また、その際、関連する事項に関してイ

ンターネットや書籍などで調べること。

８．教科書・参考書
　教科書：Ideas and Issues: Advenced (Macmillan) 830/H-14/1

　参考書：�新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に） 833/

K-31/7（第 7版）

　　　　　�Oxford Advanced Learner’s Dictionary（英英辞書

に関心がある人に） 833/H-6

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：木曜４限

・研究室：総合教育棟　412

・連絡先：maeda@dhs.kyutech.ac.jp

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　江口　雅子

１．概要
　教科書のタイトル“Above the Glass Ceiling”の“the glass 

ceiling”とは、女性の社会進出を妨げる女性差別のバリアのこと

である。“above”であるので、その差別のバリアを超えて、と

いうのが教科書のメッセージである。授業では、各職業ごとにガ

ラスの天井を破り、世界と人類に貢献した女性を取り上げ、社会

的・文化的な男女のありよう、というジェンダー問題を英文を通

して考える機会とする。構文理解に役立つ文法事項の習得を通じ

て、英文読解力、リスニング力を培う。学生が将来、論文を英語

で読む際に役立つことを視野に入れる。

２．キーワード
　ジェンダー問題、カルチュラル・リテラシー、文法理解

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Course Introduction

２．Chapter 1 Diplomats Scholars (1)

３．Chapter 1 Diplomats Scholars (2)

４．Chapter 2 Writers (1)

５．Chapter 2 Writers (2)

６．Chapter 3 Musicians (1)

７．Chapter 3 Musicians (2)

８．Chapter 4 Engineers (1)

９．Chapter 4 Engineers (2)

10．Chapter 5 Educators (1)

11．Chapter 5 Educators (2)

12．Chapter 6 Politicians (1)

13．Chapter 6 Politicians (2)

14．Chapter 7 Actresses

15．Course Review

５．評価の方法・基準
　期末試験 50％、小テスト 30％、活動参加・発表点 20％で評価

する。総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・全授業の 3分の 2以上の出席数がないと履修資格を失う。

・私語、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。

・学生主体の授業なので、毎回、充分な予習と復習、授業への積

極的参加を求める。

・ネット上で、各テーマに関する検索をし、概略を把握しておく

ことは有効である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各回該当チャプターの英文を事前に読んでおくこと。

・各回該当チャプターの練習問題を事前にやっておくこと。

・小テストを行うので前回授業の英語語彙について復習をしてお

くこと。

８．教科書・参考書
　 教 科 書：Above the Glass Ceiling: Contemporary Women 

Leaders （Lulu Press）

　参考書：リーダース英和辞典（研究社）の入った英語専用モデ

ルの電子辞書を勧める。

９．オフィスアワー
　質問や学習相談は授業終了後に。

　メールアドレス： teddybear610@do9.enjoy.ne.jp
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外国語系科目

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　坂口　由美

１．概要
　このクラスでは、VOA（Voice of America) の最新の放送用ス

クリプトの中から健康と科学にかかわるトピックを採り上げたも

のを使用する。さらに日常生活でよく使われる平易な語彙や構文

をとおしてこれまでの言語知識を更に強固なものにしていく。

２．キーワード
　日常的基礎知識　基本的文法力、読解力

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション（授業の進め方、目標等の説明）

２．Einstein’s Brain

３．Brain Makes New Cells

４．Music and Math

５．Soy Protein Health Claim

６．CT Scans for Lung Cancer

７．Writing and Good Health

８．Chimp Culture

９．Genetic Damage in Young Smokers

10．More Vitaminn C

11．Drinking Coffee and Gallstone Disease

12．Anti-AIDS Proteins Found

13．Cholesterol-Reducing Margarine

14．ColorMax Lenses

15．試験

16．試験の解説等、まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（70％）

　出席点、受講態度（30％）により総合的に評価し、60% 以上を

合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席が、履修資格の条件。

・私語、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。

・毎回辞書を持参すること。

・予習をしていることを前提に授業を進めるので、毎回の予習は

必ずしておくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　予習：次回の Unit の本文に目を通して、不明な単語を調べて

おくこと。

　復習：前回の本文の内容をまとめておき、次回の授業時に提出

すること。

８．教科書・参考書
　教科書：Health and Science (Aahi Press) ISBN978-4-255-15348-

3

９．オフィスアワー
　メールアドレス　yume0801@iris.ocn.ne.jp

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　森　千鶴

１．概要
　日常生活に根ざした実用的な英語の使い方に慣れ、聞いたり読

んだりして得た情報をもとに、自分の考えなどを書いたり話した

りして、表現できるようになることを目標とする。内容について

は、学生の多様な興味に対応するため、「オーガニック食品」「キャ

ラクター文化」「オフィス・ゴシップ」など日常的な話題をトピッ

ク別に編集してあるテキストを用いる。「聞くこと」に関しては、

適宜TOEIC の問題を解くことによって演習する。

２．キーワード
　日常的話題、基本的な英語、４技能

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Idol Mania

３．Organic Food

４． Character Culture

５．Language Change

６．The Pursuit of Perfection

７．Yellow Dust Storms

８．これまでのまとめ、表現活動

９．The End of Privacy

10．Going Carbon Neutral

11．Retro Style

12．Troubled Stars

13．Office Gossip

14．Stem Cells

15．これまでのまとめ、表現活動

16．試験

５．評価の方法・基準
（１）学期試験―60％

（２）授業での小テスト―20％

（３）授業での発表や提出物―20％

　総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
（１）授業への準備不足のため質問に対して答えられない学生に

はマイナス評点を与える。私語、携帯電話の使用は厳禁。

（２）英和辞書、和英辞書を持参すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各回に指示のある教科書の該当箇所について事前に読んでおく

こと。

・授業終了時に示す英作文課題を完成させ提出すること。

・毎回の授業の復習をすること。

８．教科書・参考書
　教科書　Reading Pass 3（南雲堂）ISBN: 978-4-523-17610-7

　その他、適宜プリントを配布する。

９．オフィスアワー
　オフィスアワーはありませんが、質問等はメール（アドレス：

morichiz@fukuoka-edu.ac.jp) で随時受け付けます。



－ 51 －

外国語系科目

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　香子

１．概要
　ニュースを素材にしたビデオ、CD を活用し、英語のリスニン

グ能力を高めることに重点を置き、英語耳を育成する。さらに、

耳で聞いた英文を目で読んで内容を確認し、その情報を元に自己

のメディア・リテラシーを高めるなど、様々な英語の能力を駆使

して実力を育成することを目標とする。

２．キーワード
　ディクテーション、主体的学習、時事英語読解、日本社会事情

の理解

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

・自発的に考え、考察する。

・受動的な授業参加から、能動的な授業参加へと切り替える。

・日本文化・社会事情を言い表す英語表現を知り、以後の国際コ

ミュニケーションの場で活用する。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Unit   1 Ramen Revolution

３．Unit   3 Hope for the Future

４．Unit   4 How to Beat the Heat

５．Unit   5 Party, Brazilian-style

６．Unit   6 Smart Phones, Smart Kids

７．Unit   7 Frozen Frontier

８．Unit   8 Top Skills on Display

９．Unit   9 Reality Check

10．Unit 10 Saving the Rain Dance

11．Unit 11 Building a Better Ball

12．Unit 12 Clean-up Relay

13．Unit 14 Stepped-up Robots

14．Unit 15 Sleeping Business

15．関連情報を使ったまとめ

５．評価の方法・基準
　評点の満点を 100％とし、その内授業での発言や活動を 40％、

定期試験を 60％として評価する。総合評価で 60％以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・個別に対応が必要な場合は授業前後の時間を当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。毎回、十分な

予習と復習を必須とし、授業への積極的参加を評点に加味する。

・毎回辞書を持参すること。

・授業態度が悪い場合は、減点の対象とすることもある。

・教科書を持参しない場合、出席とはみなさない。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・予習に関してはオリエンテーションで詳しく説明するので、そ

の通りにしてくること。

・毎回小テストを行うので、学習した内容を復習すること。

・復習方法としては「音読」、「付属 DVD を使ったシャドーイン

グ」を勧める。

・本授業は「英語力」を高めることだけでなく、英語で日本の社

会現象を考察することも目標とするので、各ユニットの内容を

十分理解した上で自己の意見を発展させることが必須となる。

８．教科書・参考書
　教科書：What’s on Japan 8 （金星堂） ISBN: 9784764739734

９．オフィスアワー
　授業時間前後

（連絡用メールアドレスはオリエンテーションで伝えます）

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　菰田　真由美

１．概要
　社会学は社会を見る「視点」や「切り口」を私たちに与え、こ

れまで気づかなかった社会の姿を見せてくれる。日常的な話題に

ついて、社会学的な観点から新しい発見を与えてくれるような英

文エッセイを読み、英語の問に英語で答えることによって、日本

語を介さずに内容を理解する訓練を行うと共にパラフレーズによ

る語彙力の増強にも努める。

２．キーワード
　読解力養成、社会学、時事英語

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．The Friendlier the Better [Social Networking]

２．Single at Last [Lifestyles]

３．Kids Will Be Kids [Parenting Styles]

４．School Days [Education]

５．Growing, Growing [Population]

６．Vital Signs [Social Health]

７．I Protest! [Social Movements]

８．Good Job 1 [Unemployment and Society]

９．Good Job 2 [Employment Trends]

10．A Matter of Class [Social Stratification]

11．The Text Is the Message [Language]

12．Crime Doesn't Pay [Social Deviance]

13．Everyday Sociology 1 [Gender/Marriage and Divorce]

14．�Everyday Sociology 2 [Corporate Social Responsibility 

and the Environment]

15．Review

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（30％）、小テスト（20％）、期末試験（50％）

総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・予習・復習を前提とした授業である。

・授業態度が悪い学生（私語、居眠り、内職、携帯電話の使用等）

や予習の不十分な学生は、減点の対象となることがある。

・毎回辞書（携帯電話の辞書機能使用は不可）を持参すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のあるテキストの該当箇所について事前に読み、英

和辞書にて不明な語彙を調べた上で、質問の答えを書いてくるこ

と。

８．教科書・参考書
　 教 科 書：Everyday Sociology（ 南 雲 堂 ）ISBN: 978-4-523-

17719-7

９．オフィスアワー
　質問等は授業時間前後に受け付けます。
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外国語系科目

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　新田　よしみ

１．概要
　現在、研究に関する最新の情報を得るためには、海外のニュー

スも適宜確認しなければならない。本授業では、日本の企業や組

織が世界に向けて発信しているニュースリリースを教材として使

い、最先端の科学・技術に触れながら英語を学ぶ。訳読中心では

なく、速読を行い英文だけで内容や要旨などを捉えられるように

なることを目標にする。各企業がどのように情報発信をしている

か身に着けてほしい。さらに、毎時間単語テストを行い語彙力を

増やす。辞書を必ず持参すること。

２．キーワード
　メディアイングリッシュ、リーディング、リスニング、速読

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction, Unit 1: Design First!

２．Unit 2: Meeting Athlete’s Needs

３．Unit 3: Seven Years in the Making

４．Unit 4: MEISTeR to the Rescue

５．Unit 5: Space Station Science

６．Unit 6: Driving Control & Safety

７．Unit 7: Renewing Plastics

８．Unit 8: Directing the Blind

９．Unit 10: Painless Injections

10．Unit 11: Tsunami Defense

11．Unit 12: Inproving Business Performance

12．Unit 13: An Efficient Refrigerant

13．Unit 14: Atmospheric Observation 

14．Unit 15: Recycling Heat

15．Review, Listening Test

16．Exam

５．評価の方法・基準
　定期試験 50％、 授業点 50％、総合評価で 60％以上を合格とす

る。詳しい評価の方法はオリエンテーションの際に説明します。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価について、個別に対応が必要な場合は適宜課題を与え

る。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁（減点する）。

・毎回辞書を持参すること。

・新聞やオンラインなどで、国内外のニュースに目を通しておく

こと。

・必ず予習をしてから授業に望むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎時間行われる単語テストの準備をしておくこと。また、適宜

課される課題を次の授業までに行っておくこと。学んだ内容につ

いてさらなる理解を深めるため、企業のHP やニュースなどに目

を通しておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：Japan’s Skyline （金星堂） ISBN: 9784764739857

９．オフィスアワー
　質問や連絡事項がある場合はメール対応する。yoshimin@

fukuoka-u.ac.jp まで、なにかあれば気軽にメールしてください。

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　飯田　弘子

１．概要
　英語の基本的な運用能力を高めるためにアジア諸国の文化を通

して英語の読解力と聴解力を中心に、聞く、話す、読む、書くと

いう英語の総合能力を培うことを目指す。同時に発音の練習に力

を入れて、再訓練する。

２．キーワード
　異文化理解、コミュニケーション、情報交換

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につけて、総合的な英語力を育成する。

４．授業計画
１．Introduction

２．Korean TV dramas.

３．Indian traffic.

４．Hello Kitty in Singapore.

５．Wedding plans

６．Blood type in Korea.

７．Bollywood movies.

８．Chinese as a foreign language.

９．Indonesian elephant doctor.

10．Medical tourism in the Philippines

11．One billion couch patatoes

12．Mongolian women.

13．Food culture in Taiwan.

14．Revision

15．Test

５．評価の方法・基準
　Class attendance（33％），Class participation（33％），Final 

test（33％）．

　総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・毎回辞書を持参すること。授業中の私語、携帯電話の使用、居

眠り等は厳禁。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べて

おくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：Hello, Asia!　（南雲堂）ISBN: 9784523175421

９．オフィスアワー
　授業時間 15 分前後　iida0818@gmail.com
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外国語系科目

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　林　惠子

１．概要
　AFP World Academic Archive のニュース映像と合わせて、

世界中で起こる現代社会の様々な問題に触れながら、英語を聞き

内容を理解する力と、英文を読み内容を理解する力を培い、総合

的な英語力の向上を目指します。また、各課のテーマについて問

題意識をもち、自ら意見を述べる力を培います。適宜に、パラグ

ラフ・リーディングを通して段落ごとの要約の練習を行い、速読

のスキルを高めます。また、各テーマに関しての学生の皆さんに

よるプレゼンテーションも行い、積極的な授業への参加を期待し

ます。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、リスニング、異文化及び時事問題

への理解

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．イントロダクション

２．Lesson 1: Aging Societies and Aging Workers.

３．Lesson 2: Rethinking Our Food Culture.

４．Lesson 3: Restoring Ecosystems in the Galapagos Island.

５．Lesson 4: Virtual Reality and Actual Reality.

６．Lesson 6: Winning Hearts with Monsters and Superstars.

７．�Lesson 7: The Austerity Debate: Bitter Medicine-or 

Poison?

８．Lesson 13: Myanmar at a Turning point.

９．Lesson 14: Computer Games for Therapy

10．Lesson 16: Medical Tourism

11．Review

12．英文学訪問：シェイクスピア『ハムレット』－名場面より

13．『ハムレット』のDVD鑑賞

14．プレゼンテーション①

15．学期末試験

16．プレゼンテーション②

５．評価の方法・基準
　予習及び授業への積極的参加態度 20％、小テスト 10％、プレ

ゼンテーション及び課題 20％、期末テスト 50％で評価します。

総合評価で 60％以上を合格とします。

６．履修上の注意事項
・全授業の３分の２以上の出席数がないと、履修資格を失いま

す。

・授業中の私語、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁です。

・毎回、辞書を持参してください。

・毎回、十分な予習、授業への積極的な参加を求めます。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　2 回目から 10 回目までは各 Lesson の予習をしておいてくださ

い。3 回目から 11 回目までは前 Lesson の復習、及び、復習小テ

ストの勉強をしておいてください。12 回目は『ハムレット』の

予習をしておいてください。14回目、及び、16回目はプレゼンテー

ションのためのハンドアウトを作成しておいてください。

８．教科書・参考書
　教科書：AFP World News Report 2 （2014 年度版／成美堂）

ISBN: 978-4-7919-1020-5

９．オフィスアワー
　質問や相談は授業終了後にお願いします。

　メールアドレス：scotty@jeans.ocn.ne.jp

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　高田　とも子

１．概要
本授業では、現代アメリカ社会の第一線で活躍する政治家・文化

人・企業家・研究者にまつわるエッセイを読み、また関連する映

像資料を観ることで、総合的な英語能力を高めることを目的とす

る。またテクストに基き、毎回、担当者を決め、それについての

プレゼンテーションを行なってもらうが、この過程を通じ、学生

の側には積極的に発言をし、活発な意見交換をしてもらいたい。

２．キーワード
　異文化理解、リーディング、リスニング、プレゼンテーション

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction

２．Barack Obama: America’s 44th President

３．Stan Lee: Creator of Marvel Comics

４．Angelina Jolie: Actress & Humanitarian

５．Justin Bieber: International Pop Idol

６．Mark Zuckerberg: Founder & CEO of Facebook

７．Matt Damon: Outspoken Actor

８．Tim Cook: Leader of Apple Computer

９．Lady Gaga: Flamboyant Pop Singer

10．Marc Jacobs: Bi-Continental Fashion Designer

11．Michael Bloomberg: New York Mayor & Billionaire

12．Doris Kearns Goodwin: Popular Historian

13．George Lucas: Filmmaker of Star Wars

14．Martin Seligman: Founder of Positive Psychology

15．Michael Kors: Fashion Designer & TV Judge （予定）

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加態度 30％、プレゼンテーション 20％、期

末テスト 50％で評価する。総合評価で 60％以上を合格とする

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。

・十分な予習をすること。

・積極的な授業への参加を求める。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　受講者は全員、各回ごとに指示のある教科書の該当箇所を事前

に読んでおくこと。尚、プレゼンテーション担当者はエッセイに

ついて要約・疑問点・問題点を記したレジュメを作成すること。

８．教科書・参考書
　Cultural Leaders in America Today 2 （Asahi Press） ISBN 

978-4-255-15552-4 C1082

９．オフィスアワー
　授業時間終了後

　e-mail: tmknagakawa@yahoo.co.jp
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総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　Ian Ruxton

１．概要
　The aim of this class is to improve listening, reading, 

writing and speaking skills through the study of British 

culture. Satisfactory attendance is required. 

２．キーワード
　Britain, culture, inter-cultural communication

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．The British Isles

２．Very British

３．Influences

４．Empire

５．Politics

６．The Monarchy

７．A world role.

８．Being British

９．The British year

10．Many faiths

11．Coming to Britain

12．At home

13．In the family

14．At school

15．Test

16．Review

５．評価の方法・基準
　Coursework, Tests

６．履修上の注意事項
　You must attend at least 2/3rds of classes. You must show 

a positive attitude in class. 

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Prepare adequately for classes based on direction by the 

teacher.

８．教科書・参考書
　In Britain: 21st Century Edition (Macmillan Language 

House) 830/V-3/2

９．オフィスアワー
　Mondays：12：00 － 2：30pm.

　ruxton@dhs.kyutech.ac.jp (Room 404 General Education 

Building)

総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　Satisfactory attendance is required. Students’ effort in the 

class is also evaluated by the weekly assignments, time spent 

on various speaking topics, and email assignments. Extra 

credit can be earned through presentations and through the 

writing/email assignments. The syllabus provides engineering 

topics for students in their own field.

２．キーワード
　Critical Thinking, communication, analysis, writing, 

debates

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Food - Conjecture

２．City Life - Skepticism

３．Culture - Comparison / contrast

４．Environment - Validity

５．Work - Explanation

６．Health - Criticism

７．Review / Exam

８．Family - Comparison / Contrast

９．Money - Explanation

10．Gender Issues - Inference

11．Personal Issues - Validity

12．Space - Criticism

13．World Issues - Skepticism

14．Review / Exam

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 90％，Tests 10％

６．履修上の注意事項
　Students are highly encouraged to find more information 

on the topics above from the Internet and to provide 

interesting comments and opinions as a basis for further 

conversation.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Watch the Youtube videos (class homework) that relate to 

each theme and write out important questions and comments 

to talk about in class. Also, read ahead in the next chapter so 

as to familiarize yourself with the tasks and vocabulary.

８．教科書・参考書
　Connections: Understanding Social and Cultural Issues  

(Perceptia Press) ISBN: 9781411680692

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　long@dhs.kyutech.ac.jp（Room 406 General Education 

Building）
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総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能工学科・電気電子工学科・

建設社会工学科・総合システム工学科

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　八丁　由比

１．概要
　英語の文章は、日本語の文章に比べて固定的な構成パターンに

沿って執筆される。良い文章、人に理解される文章を書くために

は、語彙力や文法力のみならず、英文特有の文章構成パターンを

身につける必要がある。本授業では、いくつかの典型的構成パター

ンを学び、英語でまとまった文章を書けるようになることを目指

す。

２．キーワード
　英文スタイル　作文

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．デモンストレーション、サンプル・リーディング

２．Explanation (1)

３．Explanation (2)

４．Explanation (3)

５．Essay (1)

６．Essay (2)

７．Essay (3)

８．Critiques (1)

９．Critiques (2)

10．Critiques (3)

11．Projects (1)

12．Projects (2)

13．Presentation

14．Presentation

15．Presentation

５．評価の方法・基準
　平常点（30％）発表（30％）小レポート（40％）。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・授業では個人作業だけでなく、グループの作業も行う。役割分

担をしながら、班全体で協力して取り組むことを期待する。

・三分の二以上の全体出席数が無い場合は、履修資格を失うので

注意。

・成績が「再試対象」となった場合には、個別に教員に連絡を取

ること。

・自主学習として、図書館の Japan Times や、インターネット

で週刊 ST、Daily Yomiuri などの英字新聞を読むことを勧め

る。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各ジャンルの最終回には小レポートを課し、理解度の確認を行

うので必ず提出すること。

・授業の内容は連続しているので、欠席した場合は必ず前回授業

について確認し、必要に応じてメイクアップしておくこと。

８．教科書・参考書
・プリントを配布する。

・辞書

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：研究室前の掲示を参照

・研究室：総合教育棟　410

・連絡先：hatcho@dhs.kyutech.ac.jp

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　大野　瀬津子

１．概要
　総合的な英語力の向上を目指すが、特に英語を「読む」ことと

「話す」ことに力点を置く。「読む」ことに関しては、パラグラフ・

リーディングを通じ、段落ごとの概要、および文章全体の論理的

構成を把握する練習をする。また、「話す」ことに関しては、スピー

チの機会を設けることにより、自分の意見を英語で論理的に整理

し伝える練習をする。この授業を、今後の学習に役立てて欲しい。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、論理的思考力、スピーチ

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．イントロダクション

２．Unit 7 Smoking Should Be Banned in All Public Places

３．Unit 11 How can We Prevent Suicides?

４．�Unit 14 Should the Age of Adulthood Be Lowered in 

Japan?

５．Unit 15 Should English Be Taught in Primary Schools?

６．Unit 16 Should We Let Children Use Cellphones?

７．アウトライン発表会

８．スピーチ・コンテスト予行演習

９．スピーチ・コンテスト

10．スピーチ・コンテスト

11．スピーチ・コンテスト

12．スピーチ・コンテスト

13．スピーチ・コンテスト

14．スピーチ・コンテスト

15．スピーチ・コンテスト

５．評価の方法・基準
　原則として、活動参加 50％、スピーチ 50％で評価する。総合

評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価のフィードバックについて、個別に対応が必要な場合

はオフィスアワーを当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。学生主体の授

業なので、毎回、十分な予習と復習、授業への積極的参加を求

める。

・毎回辞書を持参すること。

・インターネットや図書館の English Journal 等を利用し、ネ

イティヴ・スピーカーのスピーチを数多く視聴することを勧め

たい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回授業で指示された教科書の該当箇所を事前に読み、指示さ

れたやり方でレポートにまとめておくこと。・アウトライン発表

会、スピーチ・コンテスト予行演習、スピーチの回には、事前に

指示されたやり方で発表原稿を作成しておくこと。・自分のスピー

チ発表の前は、事前に予行演習を何回もしておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：Your First Speech and Presentation（南雲堂）836.7/

T-1

９．オフィスアワー
　研究室前に掲示。（研究室：共通教育棟 S408）
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総合英語CⅡ（アドバンスト）　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　大野　瀬津子

１．概要
　総合的な英語力の向上を目指すが、特にディスカッションやス

ピーチを重視する。この授業を通じ、英語の発信能力を養って欲

しい。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、論理的思考力、スピーチ

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．イントロダクション

２．Male Crisis

３．Moonstruck

４．My Internet hell

５．National stereotypes

６．Racist superheroes

７．アウトライン発表会

８．スピーチ・アウトライン発表会

９．スピーチ・アウトライン書き直し

10．スピーチ・予行演習

11．スピーチ・書き直し

12．スピーチ・コンテスト（1）

13．スピーチ・コンテスト（2）

14．スピーチ・コンテスト（3）

15．スピーチ・コンテスト（4）

５．評価の方法・基準
　原則として、活動参加 50％、スピーチ 50％で評価する。総合

評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価のフィードバックについて、個別に対応が必要な場合

はオフィスアワーを当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。学生主体の授

業なので、毎回、十分な予習と復習、授業への積極的参加を求

める。

・毎回辞書を持参すること。

・インターネットや図書館の English Journal 等を利用し、ネ

イティヴ・スピーカーのスピーチを数多く視聴することを勧め

たい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・毎回授業で指示された教科書の該当箇所を事前に読み、指示さ

れたやり方でレポートにまとめておくこと。

・アウトライン発表会、スピーチ・コンテスト予行演習、スピー

チの回には、事前に指示されたやり方で発表原稿を作成してお

くこと。

・自分のスピーチ発表の前は、事前に予行演習を何回もしておく

こと。

８．教科書・参考書
　教科書：Ideas & Issues (Advanced) 830/H-14/1

９．オフィスアワー
　研究室前に掲示。（研究室：共通教育棟 S408）

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　昌俊

１．概要
　英語の多角的運用能力を高める目的で、読み、聞き、話すとい

う観点から英語に取り組むが、ここでは特に英文の読解の能力の

養成を目指す。また、Listening Comprehension の訓練も行う。

題材は科学分野の知的好奇心を刺激する読み物を扱う。

２．キーワード
　科学技術、環境、エコロジー

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Nuclar Rescue Robots

３．Dr. Henry’s Dilemma

４．Human Experimentation

５．Professional Experimentation

６．Chasing a Dream

７．Made with Japan

８．Eco Japan

９．Specialist or Politician

10．To Err is Human

11．No water? Technology to the Rescue

12．The Dedication of an Oyster Fisherman Saves a Forest

13．Foundation of Science Crumbling

14．The Kanemi Yusho Incident

15．Tokyo Skytree

５．評価の方法・基準
　学期試験、授業での小テスト、発表、レポートを総合的に判断

して評価する。総合評価で 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
（１）授業への十分な準備と積極的な参加を前提とする。準備不

足のため質問に答えられない場合は減点対象となる。私語、内

職、携帯電話等は厳禁。

（２）英英辞書か英和辞書を携帯すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べておくこ

と。

８．教科書・参考書
　教科書　Explore (Sanshusha) ISBN: 9784384334289

９．オフィスアワー
　木曜日 4 時限目（総合教育棟 4 階 414）上記以外でも、アポイ

ントメントにより面談可能
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総合英語CⅡ（アドバンスト）

Comprehensive English CⅡ (Advanced)

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　昌俊

１．概要
　コミュニケーションの手段としての口頭英語能力を更に上達さ

せる目的で講義を行なう。ここでは様々な題材を使用しディス

カッションに重点を置いた講義を行ない、Critical Thinking（批

判的思考）能力を伸ばす。　

２．キーワード
　異文化理解、社会問題、科学問題

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Making Money

３．Male Crisis

４．Marriage

５．Moonstruck

６．My Internet Hell

７．National Stereotypes

８．News Blackout

９．Predicting the Future

10．Racist Superheroes

11．Single Parents

12．Small Planet

13．Test-tube Babies

14．Transplants

15．Violent Youth

５．評価の方法・基準
（１）学科試験…20％

（２）授業でのディスカッション、スピーチ、および小論文等…

60％

（３）Presentation…20％

６．履修上の注意事項
（１）授業への十分な準備と積極的な参加を前提とする。準備不

足のため質問に答えられない場合は減点対象となる。私語、内

職、携帯電話等は厳禁。

（２）英英辞書か英和辞書を携帯すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業範囲の予習として、不明な語彙やキーワードの意味を調べ

ておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：Ideas & Issues (Advanced) 830/H-14/1

９．オフィスアワー
　木曜日４限目（総合教育棟４階 414）

　上記以外でも、アポイントメントにより面談可能

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　虹林　慶

１．概要
　厳選されたテキストについて、読解（構造理解、語彙、文化的

な背景）とディスカッションを行う。

２．キーワード
　異文化理解、カルチュラル・リテラシー、リーディング・スキ

ル

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction / The Lady or the Tiger?

２．The Lady or the Tiger?

３．The Mysterious Card

４．The Mysterious Card

５．The Yellow Wallpaper

６．The Yellow Wallpaper

７．The Yellow Wallpaper

８．Test 1

９．The Lost Special

10．The Lost Special

11．The Lost Special

12．The Lost Special

13．Test 2

14．Discussion 1

15．Discussion 2

16．Review

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・予習、復習を前提とした授業である。

・授業態度が悪い場合（私語、内職、携帯の使用など）は減点や

除名の対象となることがある。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に指定された箇所について、課題を期日までに提出するこ

と。指定については授業進行に合わせて行う。

８．教科書・参考書
　教科書：Mystery Stories (Macmillan) ISBN: 0838448461

　参考書：�新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に） 833/

K-31/7（第 7版）

　　　　　�Oxford Advanced Learner’s Dictionary（英英辞書

に関心がある人に） 833/H-6

９．オフィスアワー
　　火曜日４限（14：30 ～ 16：00）（総合教育棟 3 階：S313）
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総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　前田　雅子

１．概要
　魅力的で偉大な人物の伝記を読むことで、英文の読解能力の向

上を目指す。また、それに関連する多種多様な社会問題に関し、

自発的に調べ、自らの意見を英語で発信する能力を高めることを

目標とする。

２．キーワード
　異文化理解、読解力、情報発信

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．The Wright Brothers

３．Wolfgang Amadeus Mozart

４．Pablo Picasso

５．William Shakespeare

６．Confucius

７．Vasco da Gama

８．Review activity 1

９．Confucius

10．Socrates

11．Martin Luther King Jr.

12．TBA

13．TBA

14．TBA

15．Review Activity 2

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（課題、発表、小テストを含む）と学期テ

ストを総合的に評価し、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席がないと、履修資格を失う。

・私語、内職、携帯電話の使用（携帯内臓辞書も使用不可）、居

眠り等は減点対象とする。

・毎回辞書を持参すること。

・十分な授業準備と積極的な授業参加を前提とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当箇所に関して事前に読んでおく

こと。また、その際、関連する事項に関してインターネットや書

籍などで調べること。

８．教科書・参考書
　教科書：Aiming for the Top （三修社） ISBN: 9784384334296

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：木曜４限

・研究室：総合教育棟　412

・連絡先：maeda@dhs.kyutech.ac.jp

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　江口　雅子

１．概要
　教科書のタイトル“Above the Glass Ceiling”の“the glass 

ceiling”とは、女性の社会進出を妨げる女性差別のバリアのこと

である。“above”であるので、その差別のバリアを超えて、と

いうのが教科書のメッセージである。授業では、各職業ごとに、

ガラスの天井を破り、世界と人類に貢献した二人の女性を取り上

げ、社会的・文化的な男女のありよう、というジェンダー問題を

英文を通して考える機会とする。構文理解に役立つ文法事項の習

得を通じて、英文読解力、リスニング力を培う。学生が将来、論

文を英語で読む際に役立つことを視野にいれる。

２．キーワード
　ジェンダー問題、カルチュラル・リテラシー、文法理解

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Course Introduction

２．Chapter 8 Artists (1)

３．Chapter 8 Artists (2)

４．Chapter 9 Architects (1)

５．Chapter 9 Architects (2)

６．Chapter 10 Athletes (1)

７．Chapter 10 Athletes (2)

８．Chapter 12 Astronauts (1)

９．Chapter 12 Astronauts (2)

10．Chapter 13 Doctors (1)

11．Chapter 13 Doctors (2)

12．Chapter 14 Business Executives (1)

13．Chapter 14 Business Executives (2)

14．Chapter 15 Social Activists

15．Course Review

５．評価の方法・基準
　期末試験 50％、小テスト 30％、活動参加・発表点 20％で評価

する。総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・全授業の 3分の 2以上の出席数がないと履修資格を失う。

・私語、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。

・学生主体の授業なので、毎回、充分な予習と復習、授業への積

極的参加を求める。

・授業をきっかけに、アメリカのテレビ・ドラマ、映画を視聴す

ることを勧める。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各回該当チャプターの英文を事前に読んでおくこと。

・各回該当チャプターの練習問題を事前にやっておくこと。

・小テストを行うので前回授業の英語語彙について復習をしてお

くこと。

８．教科書・参考書
　 教 科 書：Above the Glass Ceiling : Contemporary Women 

Leader （Lulu Press）

　参考書：リーダース英和辞典（研究社）の入った英語専用モデ

ルの電子辞書を勧める。

９．オフィスアワー
　質問や学習相談は授業終了後に。

　メールアドレス：teddybear610@do9.enjoy.ne.jp
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総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　坂口　由美

１．概要
　世界のニュースを通して効果的な４技能の学習を目指す。採り

上げるトピックはあらゆる分野に渡り、身近なもので学生の興味，

関心を引くものである。難しいと思われがちなニュース英語を読

むことで語彙力、読解力を培い、英語力に自信をつけることを目

標とする。

２．キーワード
　語彙力、読解力、英字新聞に慣れ親しむ

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
01．オリエンテーション（授業の進め方、目標等の説明）

02．Nothing is private when it’s all on Facebook

03．AKB48 and Kimimaro

04．New holes in European safety nets

05．Economic shoe on the other foot

06．Latovian Voters Rejects Russian as a Second Language

07．Olympics in London

08．As Myanmar Changes, So Does Its Leader  

09．Pakisutani puzzle: Hindu daughter to Muslim bride

10．Less acclain, more fun for Japan’s Ig Nobel prize winners

11．How to deal with 7 billion people

12．‘King of kings’ Gadhafi met his end in the gutter

13．工業英検４級練習問題

14．工業英検３級練習問題

15．期末試験

16．試験の説明等、まとめ

５．評価の方法・基準
　期末試験（70％）

　出席点、受講態度（30％）により総合的に評価し、60% 以上を

合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席が、履修資格の条件。

・私語、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。

・毎回辞書を持参すること。

・予習をしていることを前提に授業を進めるので、毎回の予習は

必ずしておくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　予習：次回の Unit の本文に目を通して、不明な単語を調べて

おくこと。

　復習：前回の Unit に関連するレポートを次回の授業時に提出

すること。

８．教科書・参考書
　教科書　The Half-Edition of English through the News Media 

(Asahi Press) ISBN978-4-255-15538-8

９．オフィスアワー
　メールアドレス　yume0801@iris.ocn.ne.jp

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　森　千鶴

１．概要
　日常生活に根ざした実用的な英語を聞いたり読んだりして得た

情報をもとに、自分の考えなどを書いたり話したりして、表現で

きるようになることを目標とする。内容については、学生の興味

に対応するため、「血液型」「ストレス」「睡眠と夢」「カジュアル

な服装」など人間生活に直接的に関わるトピックについて取り扱

う。また「聞くこと」に関しては、適宜 TOEIC の問題を解くこ

とによって演習する。

２．キーワード
　日常的話題、基本的な英語、４技能

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Physical Fitness

３．Blood Types

４．Dreams

５．Pets in Japan

６．Fast Food: Super Size Me

７．The Internet

８．これまでのまとめと表現活動

８．Kawaii

10．Same-Sex Marriage

11．Japan Dresses Casual

12．Salt, Sugar, Fat

13．World Happiness

14．Are Men Necessary

15．これまでのまとめと表現活動

16．試験

５．評価の方法・基準
（１）学期試験－ 60％

（２）授業での小テスト－ 20％

（３）授業での発表や提出物－ 20％

　総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
（１）授業への準備不足のため質問に対して答えられない学生に

はマイナス評点を与える。私語、携帯電話の使用は厳禁。

（２）英和辞書、和英辞書を持参すること。

（３）３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・各回に指示のある教科書の該当箇所について事前に読んでおく

こと。

・授業終了時に示す英作文課題を完成させ提出すること。

・毎回の授業の復習をすること。

８．教科書・参考書
　教科書：Life Topics 【Advanced】（南雲堂）ISBN: 9784523176893

　その他、適宜プリントを配布する。

９．オフィスアワー
　オフィスアワーはありませんが、質問等はメール（アドレス：

morichiz@fukuoka-edu.ac.jp）で随時受け付けます。



－ 60 －

外国語系科目

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　田吹　香子

１．概要
　本授業は ABC News の DVD 映像を通してアメリカの社会現

象・社会問題を疑似体験し、コミュニケーションの第一歩である

リスニング力を高め、情報をキャッチする力を養うことが第一目

標とする。さらに、そのスクリプトを読解し、内容を詳細に検討

し解釈することで、各人が自身の考えを発展させ、物事を見る視

点を広げてゆくことをさらなる目標とする。

２．キーワード
　ディクテーション、読解、主体的学習、時事・異文化理解

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・ニュース英語に慣れ、リズムをつかむ。

・自発的に考え、考察する。

・受動的な授業参加から、能動的な授業参加へと切り替える。

・社会事情を言い表す英語表現を知り、以後の国際コミュニケー

ションの場で活用する。

・日本社会との違いを考えながら比較する力を養う。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．Unit 1 Loss of Hearing 

３．Unit 1 Loss of Hearing

４．Unit 2 Bringing up Baby: Gorilla

５．Unit 3 Dear Santa

６．Unit 5 Malala’s Family Speaks

７．Unit 5 Malala’s Family Speaks

８．Unit 7 Arming Teachers?

９．Unit 7 Arming Teachers?

10．Unit 8 Incoming: Asteroid!

11．Unit 8 Incoming: Asteroid!

12．Unit 11 Driving Drowsy

13．Unit 11 Driving Drowsy

14．Unit 14 Unlikely Alliance: Gay Marriage 

15．Unit 14 Unlikely Alliance: Gay Marriage 

５．評価の方法・基準
　評点の満点を 100％とし、その内授業での発言や活動を 40％、

定期試験を 60％として評価する。総合評価で 60％以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・個別に対応が必要な場合は授業前後の時間を当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。毎回、十分な

予習と復習を必須とし、授業への積極的参加を評点に加味する。

・毎回辞書を持参すること。

・授業態度が悪い場合は、減点の対象とすることもある。

・教科書を持参しない場合、出席とはみなさない。

・授業の進み方が変則的なので注意すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・予習に関してはオリエンテーションで詳しく説明するので、そ

の通りにしてくること。

・毎回小テストを行うので、学習した内容を復習すること。

・復習方法としては「音読」、「付属 DVD を使ったシャドーイン

グ」を勧める。

・本授業は「英語力」を高めることだけでなく、英語でアメリカ

の社会現象を考察することも目標とするので、各ユニットの内

容を十分理解した上で自己の意見を発展させることが必須とな

る。

８．教科書・参考書
　教科書：ABC World News （金星堂） ISBN: 9784764739741

９．オフィスアワー
　授業時間前後

（連絡用メールアドレスはオリエンテーションの時に伝えます）

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　菰田　真由美

１．概要
　情報伝達の手段であるとともに人間関係を円滑にする役割を持

つ言葉について、「会話のしくみ」を理解しつつ、誤解や不信感

を生じないために、相手を思いやりながら真意を伝える方法につ

いてのエッセイを読むことにより、読解力を高めるだけでなく、

言葉、コミュニケーションへの関心を高める。

２．キーワード
　語彙増強、多読、コミュニケーション

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction / The Problem is the Process

２．The Problem is the Process

３．The Problem is the Process

４．The Problem is the Process

５．The Working of Conversational Style

６．The Working of Conversational Style

７．The Working of Conversational Style

８．The Working of Conversational Style

９．The Working of Conversational Style

10．Conversational Signals and Devices

11．Conversational Signals and Devices

12．Conversational Signals and Devices

13．Conversational Signals and Devices

14．Why We don’t Say What We Mean

15．Why We don’t Say What We Mean

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（30％）、小テスト（20％）、期末試験（50％）

総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・予習を前提とした授業である。

・授業態度が悪い学生（私語、居眠り、内職、携帯電話の使用等）

や予習の不十分な学生は、減点の対象となることがある。

・毎回辞書（携帯電話の辞書機能使用は不可）を持参すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のあるテキストの該当箇所について、事前に読んで

おくこと。その際、英和辞書を使用して不明な語彙を調べてくる

こと。

８．教科書・参考書
　教科書：That’s not What I  meant （金星堂） ISBN: 

9784764704862

９．オフィスアワー
　質問等は授業時間前後に受け付ける。
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総合英語CⅠ　　Comprehensive English C Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　新田　よしみ

１．概要
　現在、研究に関する最新の情報を得るためには、海外のニュー

スも適宜確認しなければならない。本授業では、日本の企業や組

織が世界に向けて発信しているニュースリリースを教材として使

い、最先端の科学・技術に触れながら英語を学ぶ。訳読中心では

なく、速読を行い英文だけで内容や要旨などを捉えられるように

なることを目標にする。各企業がどのように情報発信をしている

か身に着けてほしい。さらに、毎時間単語テストを行い語彙力を

増やす。辞書を必ず持参すること。

２．キーワード
　メディアイングリッシュ、リーディング、リスニング、速読

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction, Unit 1: Design First!

２．Unit 2: Meeting Athlete’s Needs

３．Unit 3: Seven Years in the Making

４．Unit 4: MEISTeR to the Rescue

５．Unit 5: Space Station Science

６．Unit 6: Driving Control & Safety

７．Unit 7: Renewing Plastics

８．Unit 8: Directing the Blind

９．Unit 10: Painless Injections

10．Unit 11: Tsunami Defense

11．Unit 12: Inproving Business Performance

12．Unit 13: An Efficient Refrigerant

13．Unit 14: Atmospheric Observation 

14．Unit 15: Recycling Heat

15．Review, Listening Test

16．Exam

５．評価の方法・基準
　定期試験 50％、 授業点 50％、総合評価で 60％以上を合格とす

る。詳しい評価の方法はオリエンテーションの際に説明します。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価について、個別に対応が必要な場合は適宜課題を与え

る。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁（減点する）。

・毎回辞書を持参すること。

・新聞やオンラインなどで、国内外のニュースに目を通しておく

こと。

・必ず予習をしてから授業に望むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎時間行われる単語テストの準備をしておくこと。また、適宜

課される課題を次の授業までに行っておくこと。学んだ内容につ

いてさらなる理解を深めるため、企業のHP やニュースなどに目

を通しておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：Japan’s Skyline （金星堂） ISBN: 9784764739857

９．オフィスアワー
　質問や連絡事項がある場合はメール対応する。yoshimin@

fukuoka-u.ac.jp まで、なにかあれば気軽にメールしてください。

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　飯田　弘子

１．概要
　コミュニケーションの手段としての英語能力を上達させる目標

で授業を行なう。特に伝統の国イギリスと自由の国アメリカの文

化・社会・生活・習慣を比較し、その差異を学習する。読解力、

リスニング、ライティングのスキルを養成する授業を行う。

２．キーワード
　異文化理解、コミュニケーション、英米比較

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction

２．Terror in the city.

３．Walls.

４．British in the history.

５．The elephant and the mouse.

６．USA History.

７．Names.

８．Rain in the UK.

９．Sport.

10．Universities in the UK.

11．Glamour and Glitz.

12．Baths.

13．9/11  Part 1: The shock.

14．9/11  Part 2: The aftermath.

15．Final Test

５．評価の方法・基準
　Class attendance（33％）、Class participation（33％）、Final 

test（33％）。総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・毎回辞書を持参すること。授業中の私語、携帯電話の使用、居

眠り等は厳禁。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
１．次回の授業範囲の予習として、不明な専門用語の意味を調べ

ておくこと

２．不明な点は授業終了後に質問に来ると良い。個別にアドバイ

スをする。

８．教科書・参考書
　教科書：The UK and the USA （Compare and Contrast） （南

雲堂）830/O-10

９．オフィスアワー
　授業時間 15 分前後 iida0818@gmail.com
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総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　林　惠子

１．概要
　AFP World Academic Archive のニュース映像と合わせて、

世界中で起こる現代社会の様々な問題に触れながら、英語を聞き

内容を理解する力と、英文を読み内容を理解する力を培い、総合

的な英語力の向上を目指します。また、各課のテーマについて問

題意識をもち、自ら意見を述べる力を培います。適宜に、パラグ

ラフ・リーディングを通して段落ごとの要約の練習を行い、速読

のスキルを高めます。また、各テーマに関しての学生の皆さんに

よるプレゼンテーションを行い、積極的な授業への参加を期待し

ます。

２．キーワード
　パラグラフ・リーディング、多読、異文化及び時事問題の理解、

プレゼンテーションの仕方

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・英語圏での必要最低限の情報収集に必要な読解を身につける。

４．授業計画
１．イントロダクション

２．Lesson 1: Luxury Fashion vs. Fast Fashion.

３．Lesson 5: Which Way to Happiness.

４．Lesson 7: E-books.

５．Lesson 9: Wine and Climate.

６．Lesson 10: Freedom in Cyberspace.

７．Lesson 13: The WikiLeaks Phenomenon.

８．Lesson 14: What Is Green Business?

９．Lesson 15: The Future of  Space Programs.

10．Lesson 16: Eco-friendly Cars.

11．Review

12．英文学訪問：

　　シェイクスピア『ヴェニスの商人』－名場面より

13． 『ヴェニスの商人』のDVD鑑賞

14．プレゼンテーション①

15．学期末試験

16．プレゼンテーション②

５．評価の方法・基準
　予習及び授業への積極的参加態度 20％、小テスト 10％、プレ

ゼンテーション及び課題 20％、期末テスト 50％で評価します。

総合評価で 60％以上を合格とします。

６．履修上の注意事項
・全授業の３分の２以上の出席数がないと、履修資格を失います。

・授業中の私語、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁です。

・毎回、辞書を持参してください。

・毎回、十分な予習、授業への積極的な参加を求めます。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　2 回目から 10 回目までは各 Lesson の予習をしておいてくださ

い。3 回目から 11 回目までは前 Lesson の復習、及び、復習小テ

ストの勉強をしておいてください。12 回目は『ヴェニスの商人』

の予習をしておいてください。14 回目、及び、16 回目はプレゼ

ンテーションのためのハンドアウトを作成しておいてください。

８．教科書・参考書
　教科書：AFP World News Report （2012 年度版／成美堂）

ISBN: 978-4-7919-5085-0

９．オフィスアワー
　質問や相談は授業終了後にお願いします。

　メールアドレス：scotty@jeans.ocn.ne.jp

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　高田　とも子

１．概要
　現在世界において問題となっている、様々な社会的事象につい

て書かれた英文を読むことで、英文読解能力の向上を目指す。本

講義で扱う問題は「ジェンダー」「カルト教団」「性」「代理母」など、

私たちの日常生活とも密接に関連する事柄である。そのため受講

者には、プレゼンテーションを通し、他人に分かりやすく伝える

という過程を経ることで、これら論点を論理的かつ深く考察して

もらいたい。

２．キーワード
　リーディング、ライティング、プレゼンテーションの仕方

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Introduction

２．Cruelty of Strangers: Who can you trust?

３．Fertility Now: From treatment to surrogacy

４．Crime and Punishment: Justice for all?

５．Gambling: Wanna bet?

６．Education: Is everyone cheating?

７．The Disabled: Handicapped? Not us!

８．Marriage: Why marry at all?

９．Immigrants: Burdens of Saviors?

10．Gender: How much does it matter?

11．Globalization: Is it imperialism?

12．Sex Education: How much do we need to know?

13．Cults: Path to heaven or somewhere else?

14．Prostitution: Looking for a good time?

15．Strange Brains: Unlocking the secrets （予定）

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加態度 30％、プレゼンテーション 20％、期

末テスト 50％で評価する。総合評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。

・十分な予習をすること。

・積極的な授業への参加を求める。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　受講者は全員、各回ごとに指示のある教科書の該当箇所を事前

に読んでおくこと。尚、プレゼンテーション担当者はエッセイに

ついて要約・疑問点・問題点を記したレジュメを作成すること。

８．教科書・参考書
　Burning Issues Advanced Level （松柏社） ISBN 978-4-88198-

695-0

９．オフィスアワー
　授業終了後

　e-mail: tmknagakawa@yahoo.co.jp
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総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科

学年：2年次　学期：前期　単位区分：必修　単位数：1単位

担当教員名　　Ian Ruxton

１．概要
　The aim of this class is to improve listening, reading, 

writing and speaking skills through the study of British 

culture. Satisfactiory attendance is required. 

２．キーワード
　Britain, culture, inter-cultural communication

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．Working Life

２．Finding a job

３．The economy

４．Food

５．The Arts

６．Film and theatre

７．Music

８．The classics

９．Modern life

10．The Media

11．In the news

12．On TV and radio

13．Leisure

14．Getting around

15．Test

16．Review

５．評価の方法・基準
　Coursework, Tests

６．履修上の注意事項
　You must attend at least 2/3rds of classes. You must show 

a positive attitude in class.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Prepare adequately for classes based on direction by the 

teacher.

８．教科書・参考書
　In Britain: 21st Century Edition (Macmillan LanguageHouse) 

830/V-3/2

９．オフィスアワー
　Mondays：12：00 － 2：30pm.

　ruxton@dhs.kyutech.ac.jp (Room 404 General Education 

Building)

総合英語CⅡ　　Comprehensive English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　Satisfactory attendance is required. Students’ effort in the 

class is also evaluated by the weekly assignments, time spent 

on various speaking topics, and email assignments. Extra 

credit can be earned through presentations and through the 

writing/email assignments. The syllabus provides engineering 

topics for students in their own field.

２．キーワード
　Vocabulary, reading, questioning, debating

３．到達目標
・さまざまな技能において、英語でのコミュニケーションに必要

な基礎能力を身につける。

・多種多様な英語に慣れる。

４．授業計画
１．No Summer for Me, Please

２．Yamete Kure!

３．Color Me Happy

４．What a Sleepy Country!

５．Handwritten Letters

６．Sugar Cookies

７．The Love Doctor

８．Part-time Jobs

９．A Penny Saved

10．What’s in a Name?

11．Stuck in the Middle-and Glad!

12．Forget about Love

13．Telling Lies

14．“Foolish” Dreams

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 90％，Tests 10％

６．履修上の注意事項
　Students are highly encouraged to find more information 

on the topics above from the Internet and to provide 

interesting comments and opinions as a basis for further 

conversation.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　For homework, respond to each of the Internet postings 

logically and meaningfully, using long and complex sentences 

to express your ideas. Also, check out any of the five websites 

and post your comment on any of the news articles or forums. 

Print out your comment and any replies to it. 

８．教科書・参考書
　A World of Difference: A Reading and Discussion Textbook  

(Perceptia Press) ISBN: 9784939130960

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　long@dhs.kyutech.ac.jp（Room 406, General Education 

Building）
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中級英語Ⅰ　　Intermediate English Ⅰ

対象学科（コース）：全学科

学年：全学年　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　Ian Ruxton

１．概要
　This course aims to introduce contemporary English 

through various media: newspapers, podcasts and the 

internet. Students will learn discussion techniques and how 

to present using powerpoint slide presentations. They will 

prepare for exchange programmes such as Surrey University, 

ODU and the Space University.

２．キーワード
　media, audio, video, news, current affairs, internet

３．到達目標
・主体的な英語学習の態度を育成する。

・多様な英語運用の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．It’s absolutely true!

３．Are you a morning person?

４．What’s in a name?

５．Career paths

６．On the other hand

７．Corporate spying

８．Teamwork

９．Nice to meet you

10．Australia

11．Take it easy

12．Determination

13．Money matters

14．Revision

15．Exam

16．Review

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments. Tests are given twice a year, but 

participation in classes every week is also important. Pay 

attention to the following points: a) prepare thoroughly for 

class b) do writing exercises on your own

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業時間外の学習等3分の2の出席数がないと履修資格を失う。

（工学部学修細則第 11 条 2）

　Watch videos and listen to English tapes in the library. 

Research topics using the internet.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Prepare adequately for class based on the direction of the 

teacher. 

８．教科書・参考書
　教科書：Language to go - intermediate (Pearson Longman 

出版 ) ISBN: 9780582403987

９．オフィスアワー
　Mondays 3-4pm

　ruxton@dhs.kyutech.ac.jp

中級英語Ⅰ　　Intermediate English Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：全学年　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　The class will help students to develop their interview skills 

and group discussion skills. Specifically, students will practice 

answering questions relating to the student’s background, 

classes, goals, research areas, and ability to discuss a variety 

of engineering topics. Students will be given in-depth practice 

in becoming familiar with typical interview questions, and 

adequately answering them, for KIT exchange programs like 

ODU and for Space University. The second aspect concerns 

students to being to discuss a wide variety of issues relating 

to Japanese culture and life.

２．キーワード
　Presentations, interviews, job skills, intercultural 

discussions

３．到達目標
・主体的な英語学習の態度を育成する。

・多様な英語運用の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
Week １ Explaining Japanese Sports and clubs

Week ２ Explaining Japanese Music

Week ３ Explaining Japanese Food

Week ４ Explaining Japanese Handicrafts

Week ５ Explaining Japanese Holidays

Week ６ Explaining Japanese Games

Week ７ Explaining Japanese Cities and Places

Week ８ Explaining Japanese Relaxation Practices

Week ９ Explaining Famous Japanese People

Week 10 Explaining Japanese Superstitions

Week 11 Explaining Japanese Animations

Week 12 Explaining Japanese Arts and Theater

Week 13 Explaining Japanese Etiquette and Customs

Week 14 Explaining Japanese Buildings and Gardens

Week 15 Review

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 90％ , Tests 10％

６．履修上の注意事項
　Students are highly encouraged to find more information 

on the topics above from the Internet and to provide 

interesting comments and opinions as a basis for further 

conversation. In addition, for extra credit, students are 

encouraged to interview one foreigner to find out questions 

about Japanese culture and to explain them. A report of the 

interview should then be turned in the following week.

７．授業外学習（予習・復習）の指示

８．教科書・参考書
　Explain It: Talking about Japanese Culture in English. 

Robert Long. Perceptia Press, Nagoya. ISBN: 9784939130793

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

Room 406, General Education Building
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外国語系科目

中級英語Ⅰ　　Intermediate English Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：全学年　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　大野　瀬津子

１．概要
　英語の得意・不得意を問わず、とにかく英語力の向上に意欲的

な学生を歓迎する。この授業に出席する学生には、受動的に教科

書を読むだけでなく、スピーチの実践を中心に、能動的な取り組

みが要請される。こうした活動を通じ、英語運用能力の向上はも

ちろんのこと、主体的な学習態度を身に付けて欲しい。

２．キーワード
　スピーチ、情報収集、能動的学習

３．到達目標
・主体的な英語学習の態度を育成する。

・多様な英語運用の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．イントロダクション

２．Chapter 1 Herbivorous Males

３．Chapter 2 Galapagized Japan

４．Chapter 3 Uniformity

５．Chapter 4 Universities in Japan

６．Chapter 5 English as a Lingua Franca

７．Chapter 6 Disaster Spirit

８．Chapter 7 Immigrants Needed

９．Chapter 8 Manga

10．Chapter 9 Lack of Entrepreneurs

11．アウトライン発表会

12．スピーチ・コンテスト予行演習

13．スピーチ・コンテスト

14．スピーチ・コンテスト

15．スピーチ・コンテスト

５．評価の方法・基準
　原則として、活動参加 50％、スピーチ 50％で評価する。総合

評価で 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の全体出席数がないと、履修資格を失う。

・成績評価のフィードバックについて、個別に対応が必要な場合

はオフィスアワーを当てる。

・私語、内職、携帯電話の使用、居眠り等は厳禁。学生主体の授

業なので、毎回、十分な予習と復習、授業への積極的参加を求

める。

・毎回辞書を持参すること。

・図書館の英字新聞、インターネット等を利用し、授業内容と関

連するトピックについて幅広く情報収集しておくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
・毎回授業で指示された教科書の該当箇所を事前に読み、指示さ

れたやり方でレポートにまとめておくこと。

・アウトライン発表会、スピーチ・コンテスト予行演習、スピー

チの回には、事前に指示されたやり方で発表原稿を作成してお

くこと。

・自分のスピーチ発表の前は、事前に予行演習を何回もしておく

こと。

８．教科書・参考書
　教科書：Good-bye, Galapagos: Evolving Aspects of Japanese 

Society （センゲージ・ラーニング） ISBN: 9784863122161

９．オフィスアワー
　研究室前に掲示。

　（研究室：共通教育棟 S408）

中級英語Ⅱ　　Intermediate English Ⅱ

対象学科（コース）：全学科

学年：全学年　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　Ian Ruxton

１．概要
　This course aims to introduce contemporary English 

through various media: newspapers, podcasts and the 

internet. Students will learn discussion techniques and how 

to present using powerpoint slide presentations. They will 

prepare for exchange programmes such as Surrey University, 

ODU and the Space University. 

２．キーワード
　media, audio, video, news, current affairs, internet

３．到達目標
・主体的な英語学習の態度を育成する。

・多様な英語運用の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．The river

３．Radio wedding

４．Less is more

５．Looks good!

６．Changes

７．How polite are you?

８．Going alone

９．What’s in the fridge?

10．Airport

11．A star is born... or made?

12．The future of toys

13．I’ll call you

14．Revision

15．Exam

16．Review

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments. Tests are given twice a year, but 

participation in classes every week is also important. Pay 

attention to the following points:

　a) prepare thoroughly for class

　b) do writing exercises on your own

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業時間外の学習等3分の2の出席数がないと履修資格を失う。

（工学部学修細則第 11 条 2）

　Watch videos and listen to English tapes in the library. 

Research topics using the internet.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Prepare adequately for class based on the direction of the 

teacher. 

８．教科書・参考書
　教科書：Language to go - intermediate (Pearson Longman 

出版 ) ISBN: 9780582403987

９．オフィスアワー
　Mondays 3-4pm　ruxton@dhs.kyutech.ac.jp
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外国語系科目

中級英語Ⅱ　　Intermediate English Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：全学年　学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　The class will focus exclusively on explaining important 

concepts, processes, products/outcomes and issues relating to 

engineering. The class (and text) is designed so that students 

in all areas of engineering (chemical, network, mechanical, 

civil, and electrical) can learn about specific issues and topics 

related to their own area. Students will also be given some 

time to learn how to discuss these concepts and to extend 

on them. The focus will be on simplified (easy) English, 

particularly on the language in describing a process, aspects 

about a product (quality/quantity/size/shape), and the 

purpose of the product or program.

２．キーワード
　Engineering concepts,  processes,  laws, outcomes, 

innovations, discussions, easy English

３．到達目標
・主体的な英語学習の態度を育成する。

・多様な英語運用の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
Topic 1 Topic 2 Topic 3

１ Subdisciplines Areas of Interest Problems/solutions

２ Gas turbines Pumps Ishikawa Diagrams

３ Heat transfer Distillation Signal processing

４ Polymers/plastics Refrigeration Solar energy

５ Transformers Lasers Combustion engine

６ Corrosion Soil erosion Bridges

７ Urban design Pneumatics Seismic engineering

８ Elect.resistance Structural design Process control

９ Image processing River channel Electromagnetism

10 Control theory Conservation-mass Thermodynamics 
Laws

11 High Definition TV Water 
purification

Hydraulic 
engineering

12 Environmental Tunnels Highways

13 Electric lights Artificial intell. Maglev trains

14 Metals Ceramics Plastics

15 Review Review Review

５．評価の方法・基準

　Weekly assignments 100％ Tests: Extra Credit

６．履修上の注意事項
　Students are asked to go on three factory tours in 

Kitakyushu-city. Students can choose any factory to visit, 

such as Toto, Nippon Chemical, or Asahi Glass Company, but 

afterwards will be expected to write, in English, on what he 

or she learned.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Students are asked to go on three factory tours in 

Kitakyushu-city. Students can choose any factory to visit, 

such as Toto, Nippon Chemical, or Asahi Glass Company, but 

afterwards will be expected to write, in English, on what he 

or she learned.

８．教科書・参考書
　Explain It: Key Concepts and Ideas of Engineering Robert 

Long. Lulu Press. 507.7/L-3

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

Room 406, General Education Building

上級英語AⅠ　　Advanced English A Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：（１）・２・３・４年次　学期：前期　単位区分：選択

単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　The purpose of this course is to help students express 

their ideas and opinions, ask questions, and to show more 

autonomy in creative expressions. The aim is to improve 

students’ fluency so that students are able to talk faster and 

longer. Students will gradually move into paragraph length 

speech by the end of the course. Students will exhibit gains in 

vocabulary and grammar. The focus is on topics concerning 

how Japanese culture is changing.

２．キーワード
　Social topics, personal issues, conversational interactions, 

interactive competency, fluency

３．到達目標
・ネイティブの授業に慣れることで、英語のみの環境への違和感

をなくす。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．Crazy Fashions the Norm Paired Interviews

２．Marriage Under the Microscope Consultations

３．Wireless Japan Debates

４．My Grandfather’s Binbogami Group Work

５．Review Review

６．E-Commerce Surveying

７．Rap and Hip-Hop Music Paired Interviews

８．Review Review

９．Children: A Different Breed Consultations

10．Competitive Sports Debates

11．Women Managers Group Work

12．Social Activists Surveying

13．Review

14．Review

15．Review 

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 50％ Quizzes 50％ Speeches: Extra credit

６．履修上の注意事項
　Students are expected to do the weekly reading and 

writing assignments in their own area, and to do a few short 

presentations in the own area. Therefore, they are expected 

to do some research concerning various research aspects that 

they are interested in and like to study. Students are highly 

encouraged to find more information on the topics above 

from the Internet and to provide interesting comments and 

opinions as a basis for further conversation.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Students are asked to bring in newspaper articles that 

are about some aspect of changes in Japanese culture or 

society and to summarize the information in English. Weekly 

homework is also given. 

８．教科書・参考書
　Crossing Over: Exploring Japanese Culture and Life 

through English, by Robert Long. Lulu Press. ISBN: 1-4116-

28039

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

Room 406, General Education Building
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外国語系科目

上級英語AⅡ　　Advanced English A Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：（１）・２・３・４年次　学期：前期　単位区分：選択

単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　The purpose of this course is to help students better express 

their ideas and opinions, ask questions, and to show more 

autonomy in creative expressions. More emphasis is on longer 

and more developed ideas. Fluency is improved with students 

having well-developed paragraph length speech by the end 

of the course. Students will exhibit gains in vocabulary and 

grammar The focus is on topics concerning cultural themes 

from around the world.

２．キーワード
　Social topics, personal issues, conversational interactions, 

interactive competency, fluency

３．到達目標
・ネイティブの授業に慣れることで、英語のみの環境への違和感

をなくす。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１． Family Focus on questions and answers

２． Beauty Focus on assertions and disclaimers

３． Education Focus on comments and reflections

４． Expertise Focus on comparisons and suggestions

５． Individualism Focus on observations and criticisms

６． Entertainment Focus on preferences and recommendations

７． Review and exam

８． Exam

９． Oligation Focus on explanations and excuses

10． Sports Focus on comparison and complant

11． Power Focus on claoms and conjunctures

12． Dependence Focus on descriptions and testimonies

13． Discipline Focus choices and judgments

13． Internet Forum Practice: All speech acts

14． Review

15． Exam

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 80％ Exams 20％ Speeches: Extra credit

６．履修上の注意事項
　Students are expected to do the weekly reading and 

writing assignments in their own area, and to do a few short 

presentations in the own area. Therefore, they are expected 

to do some research concerning various research aspects that 

they are interested in and like to study. Students are highly 

encouraged to find more information on the topics above 

from the Internet and to provide interesting comments and 

opinions as a basis for further conversation.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Students are asked to bring in newspaper articles that are 

about the cultural theme for the week, and to summarize the 

information in English. Weekly homework is also given. 

８．教科書・参考書
　Culture Compass, by Robert Long. Lulu Press. ISBN: 978-1-

4116-4484-7

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

Room 406, General Education Building

上級英語 BⅠ　　Advanced English BⅠ

対象学科（コース）：全学科

学年：（１）・２・３・４年次　学期：前期　単位区分：選択

単位数：1単位

担当教員名　　八丁　由比

１．概要
　グローバル化の進む現代において、いかなる分野の専門家を目

指そうとも国際社会の変化と無縁ではいられない。時流を見極め

るには、十分な情報と判断力が必要である。本授業では、英文

ニュース記事等を題材に、国際・国内問題の理解、情報収集と議

論、意見の発表の 3点を行う。

２．キーワード
　情報発信　運用能力　国際性

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．デモンストレーション、サンプル・リーディング

２．英文読解

３．議論・発表

４．英文読解

５．議論・発表

６．英文読解

７．議論・発表

８．英文読解

９．議論・発表

10．英文読解

11．議論・発表

12．英文読解

13．議論・発表

14．英文読解

15．議論・発表

５．評価の方法・基準
　平常点（70％）期末課題（30％）

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書を持参すること。

・プレゼンテーションを中心に進めるので、積極的な授業参加を

必要とする。

・三分の二以上の全体出席数が無い場合は、履修資格を失うので

注意。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　リーディング、スピーキングともに量をこなす訓練を行うので、

困難に感じた場合は学習方法について相談すること。

８．教科書・参考書
　プリントを配布する。

　辞書

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：研究室前の掲示を参照

・研究室：総合教育棟　410

・連絡先：hatcho@dhs.kyutech.ac.jp
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外国語系科目

上級英語 BⅠ　　Advanced English BⅠ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次　学期：前期　単位区分：選択

単位数：１単位

担当教員名　　田吹　昌俊

１．概要
　コミュニケーションの手段としての口頭英語能力を更に上達さ

せる目的で講義を行なう。ここでは様々な題材を使用しディス

カッションに重点を置いた講義を行ない、Critical Thinking（批

判的思考）能力を伸ばす。

２．キーワード
　時事問題、社会問題、科学問題

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
　年間を通じて、日常会話レベルの reading comprehension と

discussion に７割程度、またその延長線上にある presentation

に３割程度の時間を当てる。

４．社会ニュース

５．科学ニュース

６．経済ニュース

などの時事問題を扱う。

５．評価の方法・基準
（１）学科試験…20％

（２）授業でのディスカッション、スピーチ、および小テスト等

…60％

（３）Presentation…20％

６．履修上の注意事項
　最初の授業で説明する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に提示されるキーワードについて英語で意見を述べられる

ように準備しておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書については最初の授業で指示する。またハンドアウトを

適時配布する。

９．オフィスアワー
　木曜日４限目（総合教育棟４階 414）

　上記以外でも、アポイントメントにより面談可能

上級英語 BⅡ　　Advanced English BⅡ

対象学科（コース）：全学科

学年：（１）・２・３・４年次　学期：後期　単位区分：選択

単位数：1単位

担当教員名　　八丁　由比

１．概要
　グローバル化の進む現代において、いかなる分野の専門家を目

指そうとも国際社会の変化と無縁ではいられない。時流を見極め

るには、十分な情報と判断力が必要である。本授業では、英文

ニュース記事等を題材に、国際・国内問題の理解、情報収集と議

論、意見の発表の 3点を行う。

２．キーワード
　情報発信　運用能力　国際性

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．デモンストレーション、サンプル・リーディング

２．英文読解

３．議論・発表

４．英文読解

５．議論・発表

６．英文読解

７．議論・発表

８．英文読解

９．議論・発表

10．英文読解

11．議論・発表

12．英文読解

13．議論・発表

14．英文読解

15．議論・発表

５．評価の方法・基準
　平常点（70％）期末課題（30％）

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書を持参すること。

・プレゼンテーションを中心に進めるので、積極的な授業参加を

必要とする。

・三分の二以上の全体出席数が無い場合は、履修資格を失うので

注意。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　リーディング、スピーキングともに量をこなす訓練を行うので、

困難に感じた場合は学習方法について相談すること。

８．教科書・参考書
　プリントを配布する。

　辞書

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：研究室前の掲示を参照

・研究室：総合教育棟　410

・連絡先：hatcho@dhs.kyutech.ac.jp
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外国語系科目

上級英語 BⅡ　　Advanced English Ⅱ

対象学科（コース）：全学科

学年：２・３・４年次　学期：後期　単位区分：選択

単位数：1単位

担当教員名　　前田　雅子

１．概要
　国際社会において、英語でコミュニケーションをするうえで重

要なのは、英語の運用能力と、自ら発信できる情報、教養である。

本講義では、心理学、言語学に関して比較的平易な英語で書かれ

ている専門書を精読し、それに関するテーマについてプレゼン

テーションを行うことで、英語の読解能力を高めるとともに、人

間科学の根本的題材に関して自分なりの考えを持ち、それを英語

で明確に伝える能力を育むことを目標とする。

２．キーワード
　情報発信、読解能力、運用能力、国際性

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．英文読解・プレゼンテーション

３．英文読解・プレゼンテーション

４．英文読解・プレゼンテーション

５．議論・発表

６．英文読解・プレゼンテーション

７．英文読解・プレゼンテーション

８．英文読解・プレゼンテーション

９．議論・発表

10．英文読解・プレゼンテーション

11．英文読解・プレゼンテーション

12．英文読解・プレゼンテーション

13．英文読解・プレゼンテーション

14．議論・発表

15．議論・発表

５．評価の方法・基準
　授業への積極的参加（プレゼンテーション）と課題、レポート

を総合的に評価し、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席がないと、履修資格を失う。

・私語、内職、携帯電話の使用（携帯内臓辞書も使用不可）、居

眠り等は減点対象とする。

・毎回英英辞書を持参すること。

・十分な授業準備と積極的な授業参加を前提とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当箇所に関して事前に読み、プレ

ゼンテーションの準備をしておくこと。また、その際、関連する

事項に関してインターネットや書籍などで調べること。

８．教科書・参考書
　 教 科 書：Steven Pinker (1997/2009) How the Mind Works 

(W.W. Norton) ISBN: 9780393334777

９．オフィスアワー
・オフィスアワー：木曜４限

・研究室：総合教育棟　412

・連絡先：maeda@dhs.kyutech.ac.jp

上級英語CⅠ　　Advanced English CⅠ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３・４年次　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　Satisfactory attendance is required. Students’ efforts 

in class will be evaluated by weekly assignments and 

presentations. Extra credit can be earned through writing 

presentations related to new technology in the students’ own 

field of study. The presentations will focus on explaining the 

technology and then its potential impact on society, as well as 

effectively answering questions from the audience. 

２．キーワード
　Communication, debate, critical thinking

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．A World of English

２．Where are all the Babies?

３．The Price of Excellence

４．The Inconvenient Truth of Global Warming

５．Review

６．Changing Ideals of Beauty

７．Vegetarianism

８．Disappearing languages

９．Our Crowded Earth

10．Review

11．Do Great Athletes Deserve Great Salaries?

12．The Global Warming Myth?

13．Is Beauty Skin Deep?

14．Animals as Food

15．Review

16．Exam

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Be ready to present on a weekly basis on a innovative 

and new product or aspect in your own engineering field. 

Furthermore, read ahead in the textbook so as to familiarize 

yourself with the tasks and vocabulary.

８．教科書・参考書
　教科書： In Focus: A Vocabulary, Reading, and Critical 

Thinking Skills Course. Student Book 2.   Cambridge 

University Press. ISBN# 978-1-107-69701-0.

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　long@dhs.kyutech.ac.jp（Room 406, General Education 

Building）
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上級英語CⅡ　　Advanced English C Ⅱ

対象学科（コース）：全学科

学年：３・４年次　学期：後期　単位区分：選択

単位数：１単位

担当教員名　　虹林　慶

１．概要
　本授業は上級英語科目として、英語を多用した内容としている。

具体的には読解に基づくディスカッション、リスニングに基づく

ディスカッション、そしてすべてを包括的にまとめる英作文など

である。総合英語を全て履修した学生がさらにコミュニケーショ

ン能力を高めるための授業である。

２．キーワード
　異文化理解、コミュニケーション、批判的思考

３．到達目標
・必修英語に比べてレベルの高い内容について英語運用ができる

ようになる。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
１．Introduction

２．Peace around the World

３．Click Here!

４．What’s in the News?

５．Heroes and Villains

６．Review Test 1

７．Family Matters

８．Let’s Change the Subject!

９．Adventures in Science

10．Extend Reading 2

11．The Company We Keep

12．Stressed Out!

13．Shock Tactics

14．Extend Reading 3

15．Review Test 2

16．Review

５．評価の方法・基準
　定期試験と授業参加点を総合的に評価し、60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
・３分の２以上の出席を履修の原則とする。（履修細則第11条２）

・試験の結果のフィードバックは個別に行う。

・教科書に取り上げられたテーマに関連したビデオ教材（附属図

書館蔵）を授業時間外にみることは有益である。（詳細は授業

中に説明する。）

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　事前に指定された箇所について、課題を期日までに提出するこ

と。指定については授業進行に合わせて行う。

８．教科書・参考書
　教科書：�Quick Smart English Advanced (Macmillan) ISBN: 

9784777363032

　参考書：�新版研究社英和中辞典（辞書を持たない人に） 833/

K-31/7（第 7版）

　　　　　�Oxford Advanced Learner’s Dictionary（英英辞書

に関心がある人に） 833/H-6

９．オフィスアワー
　火曜日４限（14：30 ～ 16：00）

　（総合教育棟 3階：S313）

技術英語Ⅰ　　Technical English Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３・４年次　学期：前期　単位区分：選択

単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　Satisfactory attendance is required. Students’ effort in the 

class is also evaluated by the weekly assignments, time spent 

on various speaking topics, and email assignments. Extra 

credit can be earned through presentations and through the 

writing/email assignments. The syllabus provides engineering 

topics for students in their own field.

２．キーワード
　Technical English, skill orientation, vocabulary development, 

civil engineering, mechanical engineering, chemical engineering, 

material, general issues

３．到達目標
・技術用語を英語で身につける。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
Chemical Network Mechanical Civil Electrical

1．Corrosion L.A. network Fluid 
Mechanics

Struct. Analysis 
Elect. 

Resistance

2．Bonding P-to-P 
Network

Mechatronics Seismic Eng. Electrostatics

3．
Radiochemistry

ZigBee Pneumatics Dams Elect. Networks

4．Ceramics Wireless Mesh 
Net.

Solar Energy Bridges Digital 
Circuits

5．Acids Ant Colony 
Opt.

Automatic 
Systems

Reservoirs Transformers

6．Reviews/Exams

7．Absorption Software Eng. Nanotechnology Surveying Telecommunications

8．Analytical 
chem.

Computer 
Arch.

Drafting Fire 
Protection

Voltage

9．Catalysis Operating 
systems

Piping Geotechnical 
Eng.

Electronics

10．Chemical 
Kinetics

Cryptography Seals/Fitting Transport 
Eng.

Microelectronics

11．Chemical 
reactors

Artificial 
Intell.

Values Environmental 
Eng.

Signal 
Processing

12．Reviews/Presentations

13．Reviews/Presentations

14．Reviews/Presentations

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 50％ Tests 50％ Presentations and email 

assignments: Extra credit

６．履修上の注意事項
　Students are asked to go on three factory tours in 

Kitakyushu-city. Students can choose any factory to visit, 

such as Toto, Nippon Chemical, or Asahi Glass Company, 

but afterwards will be expected to write, in English, on what 

he or she learned. Students are highly encouraged to find 

more information on the topics above from the Internet and 

to provide interesting comments and opinions as a basis for 

further conversation.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Students are encouraged to read ahead in the textbook so 

as to familiarize themselves with the readings, tasks, and 

vocabulary. Students are asked to present monthly on a topic 

in their own engineering field. Students must also familiarize 

themselves with their own subdisciplines and areas of 

interests in their own field and to be able to talk about each 

one extensively.

８．教科書・参考書
　The Technical Matrix I, by Robert Long, and Brian Cullen, 

Perceptia Press　ISBN: 9784939130939

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　long@dhs.kyutech.ac.jp（Room 406, General Education 

Building）
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技術英語Ⅱ　　Technical English Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３・４年次　学期：後期　単位区分：選択

単位数：１単位

担当教員名　　Robert Long

１．概要
　Satisfactory attendance is required. Students’ effort in the 

class is also evaluated by the weekly assignments, time spent 

on various speaking topics, and writing assignments. Extra 

credit can be earned through presentations and through 

the writing assignments. The syllabus provides engineering 

topics for students in their own field.

２．キーワード
　Technical English, skill orientation, vocabulary development, 

civil engineering, mechanical engineering, chemical engineering, 

material, general issues

３．到達目標
・技術用語を英語で身につける。

・発信能力の基礎的技術を身につける。

４．授業計画
Chemical Network Mechanical Civil Electrical

1．
Thermodynamics

Program 
Paradigm

Aerospace 
eng.

Industrial 
ecology

Diodes

2．
Microfluidics

Automated 
reasoning

Wind power 
turbines

Soil erosion Radiation

3．
Distillation

Motion 
planning

Combustion River 
engineering

Triodes

4．Chemical 
reactors

MEMS system Diesel engines Erosion Emissions

5．
Biochemical 
Eng.

Computer 
Algebra

Kinematics Coastal 
Manage.

Hi.-Def. TV

6．Reviews / Exams

7．Plastics Computer 
Vision

Lasers Biofilters Electromagnetics

8．Metals Machine 
Learning

Electrical 
Motor

Ventilation Transistors

9．Heat 
Transfer

Bioinformatics Waste 
Recycling

Sewage Transmission

10．Polymers Theories-
computation

Hydrogen 
Vehicles

Remediation Feedback

11．
Crystallization

Reverse 
engineering

Refrigeration Hazardous 
Waste

PLC

12．Review

13．Review

14．Exam

５．評価の方法・基準
　Weekly assignments 50％ Tests 50％ Presentations and 

email assignments: Extra credit

６．履修上の注意事項
　Students are asked to go on three factory tours in 

Kitakyushu-city. Students can choose any factory to visit, 

such as Toto, Nippon Chemical, or Asahi Glass Company, 

but afterwards will be expected to write, in English, on what 

he or she learned. Students are highly encouraged to find 

more information on the topics above from the Internet and 

to provide interesting comments and opinions as a basis for 

further conversation.

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　Students are encouraged to read ahead in the textbook so 

as to familiarize themselves with the readings, tasks, and 

vocabulary. Students are asked to present monthly on a topic 

in their own engineering field. Students must also familiarize 

themselves with their own subdisciplines and areas of 

interests in their own field and to be able to talk about each 

one extensively.

８．教科書・参考書
　The Technical Matrix Ⅱ , by Robert Long, Perceptia Press 

507.7/L-2/2

９．オフィスアワー
　Monday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

　Tuesday：11：00 － 12：00、13：00 － 14：00

Room 406, General Education Building
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外国系科目（初修外国語）

【外国語を学ぶ意義】
１．言葉の役割

　言葉は伝達の手段であるばかりでなく、思考の手段でもある。

質の高い思考をするためには、良質かつ多くの言葉を持つことが

不可欠である。言葉による思考は、認識の深化とコミュニケーショ

ンの遂行に重要な貢献をする。

２．言葉と思考
　人間の思考は、その人間が習得している母 ( 国 ) 語の思考形式

に強く影響される。

　外国語の習得は、その言語の道具的使用にとどまらず、学習者

の思考の枠組みを広げることに寄与する。また、これは言語一般

の理解を深めることに寄与する。

３．言語と文化
　歴史的に見れば、一つの社会の文化的変遷は言語に大きな影響

を与えてきた。

　文化のあり方は言語のうちに明瞭に表れる。逆に、言語はそれ

を用いる人間の思考を規定することによって、文化の形式をも規

定する。

４．英語以外の言語を学ぶ必要性（真の国際性の養成）
　現代においては、ともすれば英語のみを学習すれば事足りるよ

うに考えがちである。しかし、英語だけを勉強して事足れりと考

えることは、日本語による文化的思考の枠組みからは脱却できる

かもしれないが、新たに英語による文化的思考の枠組みの中に限

定されてしまう。

　日本の外の世界は多種多様の文化圏から成り立っている。英語

以外の言語を学び、世界に多様な文化が存在することを知ること

は、現代社会に生きる人間として必要なことであり、また、学生

にそうした機会を提供することが世界全体の文化の普遍的な発展

を目指すものとして大学に課せられた使命であり、真の国際性の

養成にも通ずる。

初修外国語の選択必修科目について

　初修外国語は、３科目（各１単位）が選択必修となっている。

以下、初修外国語の履修の仕方について説明する。

　入学時の４月に「ドイツ語Ⅰ」又は「中国語Ⅰ」のどちらかを

選ぶことにより、各自の初修外国語の必修科目は決まり、以後、

変更できない。

　１年次の必修科目は、ドイツ語を選んだ学生は「ドイツ語Ⅰ」

（１年前期）、「ドイツ語Ⅱ」（１年後期）となり、中国語を選んだ

学生は「中国語Ⅰ」（１年前期）、「中国語Ⅱ」（１年後期）となる。

　２年次の必修科目は、ドイツ語を選んだ学生は「基礎ドイツ語

B」となり、中国語を選んだ学生は「基礎中国語B」となる。

　中国語の履修を希望する学生は、４月の始業時に抽選を行うの

で、指示に従い申し込むこと。抽選結果は掲示板で知らせる。選

に漏れた学生は自動的にドイツ語を履修することになる。

ドイツ語 I　　German I

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　平川　要

１．概要
●授業の背景

　人間が言葉を用いてものを考えるということが、外国語学習を

進めていく上での大前提としてある。我々が生きる現代社会は、

欧米近代国家がその礎を築いた西欧近代の思想や制度に基づいて

いる。ヨーロッパにおいては、ドイツとフランスを中心に、EU

の統合が進行している。また、通信や交通手段の発達により、いっ

そう国際化が進みつつある。

●授業の目的

　ドイツ語文法の基礎を学習する。外国語を学ぶことにより、言

葉を用いて考える基礎的な能力を伸ばしていくことが主たる目的

である。西欧近代を形作るのに大きな力となったドイツ語を学ぶ

ことにより、西欧近代的な思考の枠組みを取り入れる。

●授業の位置付け

　はっきりと効果が目に見えるものではないが、強靱で幅広い思

考力をつけることに寄与する。目に見える効果としては、ヨーロッ

パの主要言語であるドイツ語を学ぶことで、ヨーロッパを視野に

入れた国際化に対応できる。

２．キーワード
　ドイツ語文法、言葉、思考、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記諸項目の前半を１回ないし２回程度

かけて取り扱う（前期第１回～ 15 回）。

　ドイツ語について

　アルファベット、発音

　数詞、曜日、月、季節

　動詞の現在人称変化（１）

　定動詞の位置

　名詞の性

　名詞の格

　冠詞類、代名詞

　前置詞

　前置詞の格支配

　動詞の現在人称変化（２）

　再帰動詞

　話法の助動詞（１）

　話法の助動詞（２）

　分離動詞

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況を加味して、60％以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業前に CD を聞いておくこと。授業後にも CD を聞きながら

復習すること。

８．教科書・参考書
　田中 /筒井「みるみるドイツ語」（同学社）ISBN: 9784810207392

９．オフィスアワー
　学生相談日を設定（授業時間の前後）
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ドイツ語 I　　German I

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語文法　異文化　国際理解

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

第３回　発音・アルファベット

第４回　自己紹介（動詞の現在人称変化）

第５回　趣味と仕事（不規則動詞）

第６回　お買い物１（名詞の性と格変化、複数形）

第７回　お買い物２（形容詞）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活（命令形）

第10回　私の家族（所有冠詞、人称代名詞）

第11回　つづき

第12回　旅行

　　　　�ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。（話法の助

動詞）

第13回　つづき

第14回　自分の一日（分離動詞）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、60％以上を合格とする。語学の授業である

から、講義に出席することは学習上の前提と考える。

６．履修上の注意事項
　授業が始まる前に、単語の意味は各自が辞書で調べておくこと

が、語学の学習上必要である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業で教室で販売します。2,520 円です。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）

ドイツ語 I　　German I

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　古賀　正之

１．概要
●授業の背景

　別項「外国語を学ぶ意義」を参照。

●授業の目的

　別項「ドイツ語学習の目的・目標について」を参照。

●授業の位置付け

　別項「ドイツ語を学ぶ意義」を参照。

２．キーワード
　基本的な文法事項、段階的、無理なく習得

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
｛０｝発音　Stufe １

｛１｝�動詞の現在人称変化（１）／たずね方／２人称の Sie と du

発音　Stufe ２

｛２｝�名詞の性と冠詞／ sein と haben ／ Ihr と mein ／定形第２

位／否定の語 nicht

｛３｝�名詞の格／定冠詞と不定冠詞の格変化／男性弱変化名詞／

名詞の複数形／否定冠詞 kein

｛４｝動詞の現在人称変化（２）／前置詞

＊�上記の各ユニットで取り扱う文法事項を用いて、学生自身が口

頭表現練習を行い、発表する。１つのユニットはおよそ３回の

授業で終了する予定。

５．評価の方法・基準
　期末試験および演習（発表と受講態度）の結果で評価する。60

点以上を合格とする。期末試験 50％、演習 50％。

６．履修上の注意事項
　それぞれの課の文法項目をあらかじめ確認しておき、授業中に

必要な説明を受けた後、それを含むドイツ語表現を理解し、完全

に言いきれるまで練習した上で発表してもらう。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　予習として、次回の授業で新しく習う表現の意味を調べておく

こと。また、復習として、授業中に示す課題についてレポートを

作成し提出すること。

８．教科書・参考書
　［教科書］山本　淳「じゃあ、またあした！」コンパクト版（同

学社）ISBN: 9784810207316

９．オフィスアワー
　毎週の授業の前後に教室にて対応します。それ以外の連絡は工

学部教務係に伝言して下さい。成績に関わる問題については、ま

ず教務係に相談して下さい。
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外国語系科目

ドイツ語Ⅰ　　German Ⅰ

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　ニーデラー．ＥＪ

１．概要
●授業の背景

　グローバルな世界の中で、国際コミュニケーション能力が益々

重要になってくる。東西ドイツ統一によって、西ヨーロッパと東

ヨーロッパのつながりの鎖として大きな役割が期待される。その

ためドイツ語はヨーロッパの中心的な言語として重要な役割を担

う。

●授業の目的

　ドイツ文法の基礎を習得する。

　単語を増やすことによって、会話力や文章力をつける。

●授業の位置づけ

　教科書のレッスンの話題に沿って、ヨーロッパの情報を取りい

れながら、国際的な理解を深める。

２．キーワード
　コミュニケーション、国際理解、国際言語

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　前期は下記の項目を一～二時間ずつかけて学習する：　

　発音

　動詞の現在（１ 規則動詞）・定動詞の位置

　名詞と定冠詞

　動詞の現在（２ sein/haben）

　動詞の現在（３ 不規則動詞）・命令法

　不定冠詞と冠詞類

　名詞の複数形・男性弱変化名詞

　人称代名詞・疑問詞

　前置詞

　接続詞・分離動詞

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、平常点を加味して 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　欠席しないこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　教科書や授業で使用した資料をもう一度復習し、単語を覚えて

いくこと。

８．教科書・参考書
　春日正男・松澤淳「怖くはないぞドイツ文法」朝日出版社　

ISBN: 9784255253237

９．オフィスアワー
　授業時間の前後

　E-mail: n-miwako@nifty.com

ドイツ語 I　　German I

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語文法　異文化　国際理解

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味につい一

緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

第３回　発音・アルファベット

第４回　自己紹介（動詞の現在人称変化）

第５回　趣味と仕事（不規則動詞）

第６回　お買い物１（名詞の性と格変化、複数形）

第７回　お買い物２（形容詞）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活（命令形）

第10回　私の家族（所有冠詞、人称代名詞）

第11回　つづき

第12回　�旅行　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みにつ

いて話す。駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。（話

法の助動詞）

第13回　つづき

第14回　自分の一日（分離動詞）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、60％以上を合格とする。語学の授業である

から、講義に出席することは学習上の前提と考える。

６．履修上の注意事項
　授業が始まる前に、単語の意味は各自が辞書で調べておくこと

が、語学の学習上必要である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業で教室で販売します。2,520 円です。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）
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外国語系科目

ドイツ語 I　　German I

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：

１単位

担当教員名　　平川　要

１．概要
●授業の背景

　人間が言葉を用いてものを考えるということが、外国語学習を

進めていく上での大前提としてある。我々が生きる現代社会は、

欧米近代国家がその礎を築いた西欧近代の思想や制度に基づいて

いる。ヨーロッパにおいては、ドイツとフランスを中心に、EU

の統合が進行している。また、通信や交通手段の発達により、いっ

そう国際化が進みつつある。

●授業の目的

　ドイツ語文法の基礎を学習する。外国語を学ぶことにより、言

葉を用いて考える基礎的な能力を伸ばしていくことが主たる目的

である。西欧近代を形作るのに大きな力となったドイツ語を学ぶ

ことにより、西欧近代的な思考の枠組みを取り入れる。

●授業の位置付け

　はっきりと効果が目に見えるものではないが、強靱で幅広い思

考力をつけることに寄与する。目に見える効果としては、ヨーロッ

パの主要言語であるドイツ語を学ぶことで、ヨーロッパを視野に

入れた国際化に対応できる。

２．キーワード
　ドイツ語文法、言葉、思考、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記諸項目の前半を１回ないし２回程度

かけて取り扱う（前期第１回～ 15 回）。

　ドイツ語について

　発音、あいさつ

　冠詞と名詞の性と格

　複数形

　動詞の基本的な現在人称変化

　口調上の例外

　重要な不規則動詞

　不規則動詞の現在人称変化

　定冠詞・不定冠詞の格変化

　人称代名詞

　定冠詞類、不定冠詞類

　指示代名詞

　命令法

　疑問詞

　否定の仕方

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況を加味して、60％以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業前に CD を聞いておくこと。授業後にも CD を聞きながら

復習すること。

８．教科書・参考書
　平川要ほか「改訂版・やさしいドイツ語　―総合教材―」（同

学社）ISBN: 9784810207361

９．オフィスアワー
　学生相談日を設定（授業時間の前後）

ドイツ語 I　　German I

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：1年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　山本　達夫

１．概要
●授業の背景

日本で普通に使われる「欧米」という言葉はドイツにはない。ヨー

ロッパとアメリカが一緒されるのを不思議に思ったり迷惑に感じ

たりするドイツ人は多い。ドイツ語を，ヨーロッパの文化・ドイ

ツの歴史を踏まえながら学ぶことで，異文化理解の幅を広げたい。

●授業の目的

ドイツ語文法の基礎を習得すること。ドイツ文を流ちょうに音読

できるようにすること。

●授業の位置付け

ドイツ語の文法構造を理解し，ドイツ語が正しく発音できるよう

にする。ドイツの歴史・文化・現代事情の考察を通して日本と自

分自身を考える。

２．キーワード
　ドイツ語文法、異文化理解、音読、ドイツ史、ヨーロッパ文化

３．到達目標
１．ドイツ語の基礎文法を習得する。

２．ドイツ文を流ちょうに音読できる。

３. ドイツの歴史・文化を通して日本を考える。

４．授業計画
ドイツ語の発音

・現在人称変化

・定冠詞類

・不定冠詞類

・命令形

人称代名詞

・形容詞の格変化

・動詞の 3基本形

・完了形

・話法の助動詞

・分離動詞

・再帰動詞

・指示代名詞、関係代名詞

・受動態

・接続法Ⅰ、Ⅱ

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況（課題の達成度）を加味し

て、60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書で単語・熟語の意味を調べ、ドイツ文を日本語に翻訳して

くること。

・ドイツ文の文化・歴史的な背景がわからないときは、ウィキペ

ディアなどの百科事典を活用すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の授業時間中に示す課題を仕上げ、専用のノートに書いて

くること。

８．教科書・参考書
　西本美彦ほか「新文法システム 15」（同学社）ISBN: 978-4-

8102-0881-8

９．オフィスアワー
　授業時間の前後
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外国語系科目

ドイツ語Ⅰ　　 German Ⅰ

対象学科（コース）：応用科学・マテリアル（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　ニーデラー．ＥＪ

１．概要
●授業の背景

　グローバルな世界の中で、国際コミュニケーション能力が益々

重要になってくる。東西ドイツ統一によって、西ヨーロッパと東

ヨーロッパのつながりの鎖として大きな役割が期待される。その

ためドイツ語はヨーロッパの中心的な言語として重要な役割を担

う。

●授業の目的

　ドイツ文法の基礎を習得する。

　単語を増やすことによって、会話力や文章力をつける。

●授業の位置づけ

　教科書のレッスンの話題に沿って、ヨーロッパの情報を取りい

れながら、国際的な理解を深める。

２．キーワード
　コミュニケーション、国際理解、国際言語

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　前期は下記の項目を一～二時間ずつかけて学習する：

　発音

　動詞の現在（１ 規則動詞）・定動詞の位置

　名詞と定冠詞

　動詞の現在（２ sein/haben）

　動詞の現在（３ 不規則動詞）・命令法

　不定冠詞と冠詞類

　名詞の複数形・男性弱変化名詞

　人称代名詞・疑問詞

　前置詞

　接続詞・分離動詞

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、平常点を加味して 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　欠席しないこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　教科書や授業で使用した資料をもう一度復習し、単語を覚えて

いくこと。

８．教科書・参考書
　春日正男・松澤淳「怖くはないぞドイツ文法」朝日出版社　

ISBN: 9784255253237

９．オフィスアワー
　授業時間の前後

　E-mail: n-miwako@nifty.com

ドイツ語Ⅱ　　German Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　平川　要

１．概要
●授業の背景

　人間が言葉を用いてものを考えるということが、外国語学習を

進めていく上での大前提としてある。我々が生きる現代社会は、

欧米近代国家がその礎を築いた西欧近代の思想や制度に基づいて

いる。ヨーロッパにおいては、ドイツとフランスを中心に、EU

の統合が進行している。また、通信や交通手段の発達により、いっ

そう国際化が進みつつある。

●授業の目的

　ドイツ語文法の基礎を学習する。外国語を学ぶことにより、言

葉を用いて考える基礎的な能力を伸ばしていくことが主たる目的

である。西欧近代を形作るのに大きな力となったドイツ語を学ぶ

ことにより、西欧近代的な思考の枠組みを取り入れる。

●授業の位置付け

　はっきりと効果が目に見えるものではないが、強靱で幅広い思

考力をつけることに寄与する。目に見える効果としては、ヨーロッ

パの主要言語であるドイツ語を学ぶことで、ヨーロッパを視野に

入れた国際化に対応できる。

２．キーワード
　ドイツ語文法、言葉、思考、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記諸項目の後半を１回ないし２回程度

かけて取り扱う（後期第１回～ 15 回）。

　動詞の 3基本形

　過去形

　現在完了形

　haben 支配と sein 支配

　枠構造

　受動態

　未来形

　werden の用法

　並列の接続詞

　従属接続詞

　副文

　zu不定詞

　関係代名詞

　命令形

　接続法

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況を加味して、60％以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業前に CD を聞いておくこと。授業後にも CD を聞きながら

復習すること。

８．教科書・参考書
　田中 /筒井「みるみるドイツ語」（同学社）ISBN: 9784810207392

９．オフィスアワー
　学生相談日を設定（授業時間の前後）
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外国語系科目

ドイツ語Ⅰ　　German Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語文法　異文化　国際理解

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

第３回　発音・アルファベット

第４回　自己紹介（動詞の現在人称変化）

第５回　趣味と仕事（不規則動詞）

第６回　お買い物１（名詞の性と格変化、複数形）

第７回　お買い物２（形容詞）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活（命令形）

第10回　私の家族（所有冠詞、人称代名詞）

第11回　つづき

第12回　�旅行　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みにつ

いて話す。駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。（話

法の助動詞）

第13回　つづき

第14回　自分の一日（分離動詞）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、60％以上を合格とする。語学の授業である

から、講義に出席することは学習上の前提と考える。

６．履修上の注意事項
　授業が始まる前に、単語の意味は各自が辞書で調べておくこと

が、語学の学習上必要である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業で教室で販売します。2,520 円です。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）

ドイツ語Ⅱ　　German Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　古賀　正之

１．概要
●授業の背景

　別項「外国語を学ぶ意義」を参照。

●授業の目的

　別項「ドイツ語学習の目的・目標について」を参照。

●授業の位置付け

　別項「ドイツ語を学ぶ意義」を参照。

２．キーワード

　基本的な文法事項、段階的、無理なく習得

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
｛５｝冠詞グループの格変化／人称代名詞の格変化

｛６｝形容詞の格変化／形容詞の比較変化

｛７｝話法の助動詞／分離動詞／副文（定形後置）

｛８｝動詞の３基本形／過去の人称変化／接続詞

｛９｝�現在完了／話法の助動詞の完了形／過去分詞に ge- のつか

ない動詞／分離動詞の過去分詞

＊�上記の各ユニットで取り扱う文法事項を用いて、学生自身が口

頭表現練習を行い、発表する。１つのユニットはおよそ３回の

授業で終了する予定。

５．評価の方法・基準
　期末試験および演習（発表と受講態度）の結果で評価する。60

点以上を合格とする。期末試験 50％、演習 50％。

６．履修上の注意事項
　それぞれの課の文法項目をあらかじめ確認しておき、授業中に

必要な説明を受けた後、それを含むドイツ語表現を理解し、完全

に言いきれるまで練習した上で発表してもらう。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　予習として、次回の授業で新しく習う表現の意味を調べておく

こと。また、復習として、授業中に示す課題についてレポートを

作成し提出すること。

８．教科書・参考書
　［教科書］山本　淳「じゃあ、またあした！」コンパクト版（同

学社）ISBN: 9784810207316

９．オフィスアワー
　毎週の授業の前後に教室にて対応します。それ以外の連絡は工

学部教務係に伝言して下さい。成績に関わる問題については、ま

ず教務係に相談して下さい。
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外国語系科目

ドイツ語Ⅱ　　 German Ⅱ

対象学科（コース）：電気電子（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　ニーデラー．ＥＪ

１．概要
●授業の背景

　グローバルな世界の中で、国際コミュニケーション能力が益々

重要になってくる。東西ドイツ統一によって、西ヨーロッパと東

ヨーロッパのつながりの鎖として大きな役割が期待される。その

ためドイツ語はヨーロッパの中心的な言語として重要な役割を担

う。

●授業の目的

　ドイツ文法の基礎を習得する。

　単語を増やすことによって、会話力や文章力をつける。

●授業の位置づけ

　教科書のレッスンの話題に沿って、ヨーロッパの情報を取りい

れながら、国際的な理解を深める。

２．キーワード
　コミュニケーション、国際理解、国際言語

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　後期は下記の項目を一～二時間ずつかけて学習する：

　動詞の３基本形・過去

　現在完了・過去完了

　話法の助動詞・未来

　形容詞の格変化・名詞化

　zu不定詞・man

　比較

　再帰動詞・非人称動詞

　受動・分詞

　関係詞・指示代名詞

　接続法

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、平常点を加味して 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　欠席しないこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　教科書や授業で使用した資料をもう一度復習し、単語を覚えて

いくこと。

８．教科書・参考書
　春日正男・松澤淳「怖くはないぞドイツ文法」朝日出版社　

ISBN: 9784255253237

９．オフィスアワー
　授業時間の前後

　E-mail: n-miwako@nifty.com

ドイツ語Ⅰ　　German Ⅰ

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語文法　異文化　国際理解

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

第３回　発音・アルファベット

第４回　自己紹介（動詞の現在人称変化）

第５回　趣味と仕事（不規則動詞）

第６回　お買い物１（名詞の性と格変化、複数形）

第７回　お買い物２（形容詞）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活（命令形）

第10回　私の家族（所有冠詞、人称代名詞）

第11回　つづき

第12回　�旅行　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みにつ

いて話す。駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。（話

法の助動詞）

第13回　つづき

第14回　自分の一日（分離動詞）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、60％以上を合格とする。語学の授業である

から、講義に出席することは学習上の前提と考える。

６．履修上の注意事項
　授業が始まる前に、単語の意味は各自が辞書で調べておくこと

が、語学の学習上必要である。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業で教室で販売します。2,520 円です。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）
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外国語系科目

ドイツ語Ⅱ　　German Ⅱ

対象学科（コース）：総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　平川　要

１．概要
●授業の背景

　人間が言葉を用いてものを考えるということが、外国語学習を

進めていく上での大前提としてある。我々が生きる現代社会は、

欧米近代国家がその礎を築いた西欧近代の思想や制度に基づいて

いる。ヨーロッパにおいては、ドイツとフランスを中心に、EU

の統合が進行している。また、通信や交通手段の発達により、いっ

そう国際化が進みつつある。

●授業の目的

　ドイツ語文法の基礎を学習する。外国語を学ぶことにより、言

葉を用いて考える基礎的な能力を伸ばしていくことが主たる目的

である。西欧近代を形作るのに大きな力となったドイツ語を学ぶ

ことにより、西欧近代的な思考の枠組みを取り入れる。

●授業の位置付け

　はっきりと効果が目に見えるものではないが、強靱で幅広い思

考力をつけることに寄与する。目に見える効果としては、ヨーロッ

パの主要言語であるドイツ語を学ぶことで、ヨーロッパを視野に

入れた国際化に対応できる。

２．キーワード
　ドイツ語文法、言葉、思考、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記諸項目の後半を１回ないし２回程度

かけて取り扱う（後期第１回～ 15 回）。

　接続詞

　時刻の言い方

　前置詞の格支配

　３・４格支配の前置詞

　話法の助動詞

　未来形

　分離動詞

　再帰動詞

　過去形、現在完了形

　形容詞の用法

　副文

　関係代名詞

　受動表現

　形容詞の比較

　接続法

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況を加味して、60％以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業前に CD を聞いておくこと。授業後にも CD を聞きながら

復習すること。

８．教科書・参考書
　平川要ほか「改訂版・やさしいドイツ語　―総合教材―」（同

学社）ISBN: 9784810207361

９．オフィスアワー
　学生相談日を設定（授業時間の前後）

ドイツ語Ⅱ　　German Ⅱ

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：1年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　山本　達夫

１．概要
●授業の背景

日本で普通に使われる「欧米」という言葉はドイツにはない。ヨー

ロッパとアメリカが一緒されるのを不思議に思ったり迷惑に感じ

たりするドイツ人は多い。ドイツ語を，ヨーロッパの文化・ドイ

ツの歴史を踏まえながら学ぶことで，異文化理解の幅を広げたい。

●授業の目的

ドイツ語文法の基礎を習得すること。ドイツ文を流ちょうに音読

できるようにすること。

●授業の位置付け

ドイツ語の文法構造を理解し，ドイツ語が正しく発音できるよう

にする。ドイツの歴史・文化・現代事情の考察を通して日本と自

分自身を考える。

２．キーワード
　ドイツ語文法、異文化理解、音読、ドイツ史、ヨーロッパ文化

３．到達目標
１．ドイツ語の基礎文法を習得する。

２．ドイツ文を流ちょうに音読できる。

３. ドイツの歴史・文化を通して日本を考える。

４．授業計画
ドイツ語の発音

・現在人称変化

・定冠詞類

・不定冠詞類

・命令形

人称代名詞

・形容詞の格変化

・動詞の 3基本形

・完了形

・話法の助動詞

・分離動詞

・再帰動詞

・指示代名詞、関係代名詞

・受動態

・接続法Ⅰ、Ⅱ

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況（課題の達成度）を加味し

て、60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書で単語・熟語の意味を調べ、ドイツ文を日本語に翻訳して

くること。

・ドイツ文の文化・歴史的な背景がわからないときは、ウィキペ

ディアなどの百科事典を活用すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の授業時間中に示す課題を仕上げ、専用のノートに書いて

くること。

８．教科書・参考書
　西本美彦ほか「新文法システム 15」（同学社）ISBN: 978-4-

8102-0881-8

９．オフィスアワー
　授業時間の前後
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ドイツ語Ⅱ　　German Ⅱ

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　ニーデラー．ＥＪ

１．概要
●授業の背景

　グローバルな世界の中で、国際コミュニケーション能力が益々

重要になってくる。東西ドイツ統一によって、西ヨーロッパと東

ヨーロッパのつながりの鎖として大きな役割が期待される。その

ためドイツ語はヨーロッパの中心的な言語として重要な役割を担

う。

●授業の目的

　ドイツ文法の基礎を習得する。

　単語を増やすことによって、会話力や文章力をつける。

●授業の位置づけ

　教科書のレッスンの話題に沿って、ヨーロッパの情報を取りい

れながら、国際的な理解を深める。

２．キーワード

　コミュニケーション、国際理解、国際言語

３．到達目標
１．ドイツ語文法の基礎を習得する。

２．新たな思考の枠組みを作り上げる。

４．授業計画
　後期は下記の項目を一～二時間ずつかけて学習する：　

　動詞の３基本形・過去

　現在完了・過去完了

　話法の助動詞・未来

　形容詞の格変化・名詞化

　zu不定詞・man

　比較

　再帰動詞・非人称動詞

　受動・分詞

　関係詞・指示代名詞

　接続法

５．評価の方法・基準
　学期末試験を行い、平常点を加味して 60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　欠席しないこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　教科書や授業で使用した資料をもう一度復習し、単語を覚えて

いくこと。

８．教科書・参考書
　春日正男・松澤淳「怖くはないぞドイツ文法」朝日出版社　

ISBN: 9784255253237

９．オフィスアワー
　授業時間の前後

　E-mail: n-miwako@nifty.com

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　一年生の時に習ったドイツ語を深めて、ドイツ語の発音、基礎

的な文法、身近な会話表現を学び、さまざまな練習し、ロールプ

レイをします。ドイツ人の日常生活や文化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語、会話、ロールプレー、異文化

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

　　　　�CD を使って、簡単なあいさつを覚え、ペアーで練習す

る。

第３週　発音・アルファベット

　　　　�ドイツ語の発音のルールを学び、ドイツ人やドイツの地

名について調べる。

　　　　正しい発音を意識する。（地図・雑誌他使用）

第４回　自己紹介

　　　　自己紹介の様々な表現を通じて、動詞の使い方を学ぶ。

第５回　趣味と仕事

　　　　�自分について話す練習をする。（趣味、勉強、将来の仕

事他）

第６回　お買い物１

　　　　買い物の様々な表現を通じて、名詞の使い方を学ぶ。

　　　　冠詞類や複数形を練習する。shopping-roleplayを書く。

第７回　お買い物２

　　　　�roleplay を発表する。ドイツの買い物事情について調

べる。（市場、専門店、セール、環境問題）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活

　　　　�食事のときの表現を学び、食べ物の名前や食生活につい

て調べる。

第10回　私の家族

　　　　�自分の持ち物や家族についての作文に挑戦し、写真を

使って説明しあう。

第11回　お願いがあります

　　　　�困ったときの表現、何かを頼みたいときの表現を練習す

る。

　　　　話し方のマナーや注意点について説明する。

第12回　旅行

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。
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第13回　旅行　２

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。

第14回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

つづき

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　期末試験　50％　小テスト　20％　授業態度　30％

６．履修上の注意事項
　毎回ドイツへ行った気分で、恥ずかしがらずに会話や歌、ロー

ルプレイ etc. に挑戦しましょう。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業のとき教室で販売いたします。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　島浦　一博

１．概要
●授業の背景

　言語と文化に関する理解を深め、国際性とコミュニケーション

能力の向上を図る。国際性とは世界の多様性と多様な世界との付

き合い方を学ぶことであり、コミュニケーション能力は多様な世

界の中にあって個人や社会との相互理解に不可欠で、共に必須の

教養的要素である。

●授業の目的

　音声、文字の両面からドイツ語の基礎を総合的に学習すること

によってドイツ語の表現力を養成し、言語と文化の関連を理解す

る。

●授業の位置付け

　１年次に行われる基礎ドイツ語 A と共にドイツ語の基礎を学

習し、次の段階のドイツ語につながる学力を修得する。

２．キーワード
　ドイツ語、言葉、表現、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記の諸項目を可能な範囲で１回ないし

２回程度かけて取り扱う（第１回～ 15 回）。

　アルファベット・発音

　ベルリン大好き

　ワールドカップサッカー

　ビール１杯

　ドイツ人とパン

　グリム童話

　アウトバーン

　環境保護

　ドイツの人気バンド Tokio Hotel

　ドイツの歴史

　色で表すドイツの政治

　手紙

　再生可能エネルギー

５．評価の方法・基準
　前期試験の成績を基本に教室内での達成状況を加算（20％程度）

して評価する。加算後 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当個所について事前に読んでおく

こと。

８．教科書・参考書
●教科書

　橋本政義他：フィール・シュパース！＜ Ver.3 ＞（郁文堂）

ISBN: 9784261012354

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）
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基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　能木　敬次

１．概要
　「読み」・「書き」の練習を繰り返すことによって会話力・読解

力の自然な獲得につなげる。また、テキスト・資料プリントを通

してドイツのみならずヨーロッパの文化・思想文学を紹介する。

２．キーワード
　ドイツ、独検

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　Lektion 10　話法の助動詞

第２回　Lektion 10　　〃

第３回　Lektion 11　過去形

第４回　Lektion 11　現在完了形

第５回　Lektion 11　　〃

第６回　Lektion 12　受動態

第７回　Lektion 13　比較

第８回　Lektion 13　　〃

第９回　Lektion 14　関係文　まとめ小テスト

第10回　Lektion 14　　〃　　まとめ小テスト

第11回　Lektion 15　接続法　まとめ小テスト

第12回　Lektion 15　　〃　　まとめ小テスト

第13回　まとめ演習　まとめ小テスト

第14回　まとめ演習　まとめ小テスト

第15回　総復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（40％）および小テスト（60％）で評価する。60 点

以上を合格とする。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回、宿題を出しますのでしっかり予習してきてください。

８．教科書・参考書
　「ドイツ語ナビゲーション」(Navigation ins Deutsche)、前田良

三　他、朝日出版社、2500 円　ISBN: 978-4-255-25375-6

９．オフィスアワー

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：機械知能（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をＡＢＣから学

び、日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてド

イツを“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　一年生の時に習ったドイツ語を深めて、ドイツ語の発音、基礎

的な文法、身近な会話表現を学び、さまざまな練習し、ロールプ

レイをします。ドイツ人の日常生活や文化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語、会話、ロールプレー、異文化

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

　　　　�CD を使って、簡単なあいさつを覚え、ペアーで練習す

る。

第３週　発音・アルファベット

　　　　�ドイツ語の発音のルールを学び、ドイツ人やドイツの地

名について調べる。

　　　　正しい発音を意識する。（地図・雑誌他使用）

第４回　自己紹介

　　　　自己紹介の様々な表現を通じて、動詞の使い方を学ぶ。

第５回　趣味と仕事

　　　　�自分について話す練習をする。（趣味、勉強、将来の仕

事他）

第６回　お買い物１

　　　　買い物の様々な表現を通じて、名詞の使い方を学ぶ。

　　　　冠詞類や複数形を練習する。shopping-roleplayを書く。

第７回　お買い物２

　　　　�roleplay を発表する。ドイツの買い物事情について調

べる。（市場、専門店、セール、環境問題）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活

　　　　�食事のときの表現を学び、食べ物の名前や食生活につい

て調べる。

第10回　私の家族

　　　　�自分の持ち物や家族についての作文に挑戦し、写真を

使って説明しあう。

第11回　お願いがあります

　　　　�困ったときの表現、何かを頼みたいときの表現を練習す

る。

　　　　話し方のマナーや注意点について説明する。

第12回　旅行

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。
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第13回　旅行　２

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。

第14回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　期末試験　50％　小テスト　20％　授業態度　30％

６．履修上の注意事項
　毎回ドイツへ行った気分で、恥ずかしがらずに会話や歌、ロー

ルプレイ etc. に挑戦しましょう。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業のとき教室で販売いたします。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：機械知能（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　島浦　一博

１．概要
●授業の背景

　言語と文化に関する理解を深め、国際性とコミュニケーション

能力の向上を図る。国際性とは世界の多様性と多様な世界との付

き合い方を学ぶことであり、コミュニケーション能力は多様な世

界の中にあって個人や社会との相互理解に不可欠で、共に必須の

教養的要素である。

●授業の目的

　音声、文字の両面からドイツ語の基礎を総合的に学習すること

によってドイツ語の表現力を養成し、言語と文化の関連を理解す

る。

●授業の位置付け

　１年次に行われる基礎ドイツ語 A と共にドイツ語の基礎を学

習し、次の段階のドイツ語につながる学力を修得する。

２．キーワード
　ドイツ語、言葉、表現、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記の諸項目を可能な範囲で１回ないし

２回程度かけて取り扱う（第１回～ 15 回）。

　アルファベット・発音

　ベルリン大好き

　ワールドカップサッカー

　ビール１杯

　ドイツ人とパン

　グリム童話

　アウトバーン

　環境保護

　ドイツの人気バンド Tokio Hotel

　ドイツの歴史

　色で表すドイツの政治

　手紙

　再生可能エネルギー

５．評価の方法・基準
　前期試験の成績を基本に教室内での達成状況を加算（20％程度）

して評価する。加算後 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当個所について事前に読んでおく

こと。

８．教科書・参考書
●教科書

　橋本政義他：フィール・シュパース！＜ Ver.3 ＞（郁文堂）

ISBN: 9784261012354

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）
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基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：機械知能（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　能木　敬次

１．概要
　「読み」・「書き」の練習を繰り返すことによって会話力・読解

力の自然な獲得につなげる。また、テキスト・資料プリントを通

してドイツのみならずヨーロッパの文化・思想文学を紹介する。

２．キーワード
　ドイツ、独検

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　Lektion 10　話法の助動詞

第２回　Lektion 10　　〃

第３回　Lektion 11 　過去形

第４回　Lektion 11 　現在完了形

第５回　Lektion 11　　〃

第６回　Lektion 12　受動態

第７回　Lektion 13　比較

第８回　Lektion 13　　〃

第９回　Lektion 14　関係文　まとめ小テスト

第10回　Lektion 14　　〃　　まとめ小テスト

第11回　Lektion 15　接続法　まとめ小テスト

第12回　Lektion 15　　〃　　まとめ小テスト

第13回　まとめ演習　まとめ小テスト

第14回　まとめ演習　まとめ小テスト

第15回　総復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（40％）および小テスト（60％）で評価する。60 点

以上を合格とする。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回、宿題を出しますのでしっかり予習してきてください。

８．教科書・参考書
　「ドイツの人と暮らし」、池田信雄　他、朝日出版、2400 円　

ISBN: 978-4-255-253619-5

９．オフィスアワー

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　一年生の時に習ったドイツ語を深めて、ドイツ語の発音、基礎

的な文法、身近な会話表現を学び、さまざまな練習し、ロールプ

レイをします。ドイツ人の日常生活や文化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語、会話、ロールプレー、異文化

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

　　　　�CD を使って、簡単なあいさつを覚え、ペアーで練習す

る。

第３週　発音・アルファベット

　　　　�ドイツ語の発音のルールを学び、ドイツ人やドイツの地

名について調べる。

　　　　正しい発音を意識する。（地図・雑誌他使用）

第４回　自己紹介

　　　　自己紹介の様々な表現を通じて、動詞の使い方を学ぶ。

第５回　趣味と仕事

　　　　�自分について話す練習をする。（趣味、勉強、将来の仕

事他）

第６回　お買い物１

　　　　買い物の様々な表現を通じて、名詞の使い方を学ぶ。

　　　　冠詞類や複数形を練習する。shopping-roleplayを書く。

第７回　お買い物２

　　　　�roleplay を発表する。ドイツの買い物事情について調

べる。（市場、専門店、セール、環境問題）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活

　　　　�食事のときの表現を学び、食べ物の名前や食生活につい

て調べる。

第10回　私の家族

　　　　�自分の持ち物や家族についての作文に挑戦し、写真を

使って説明しあう。

第11回　お願いがあります

　　　　�困ったときの表現、何かを頼みたいときの表現を練習す

る。

　　　　話し方のマナーや注意点について説明する。

第12回　旅行

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。
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第13回　旅行　２

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。

第14回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

つづき

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　期末試験　50％　小テスト　20％　授業態度　30％

６．履修上の注意事項
　毎回ドイツへ行った気分で、恥ずかしがらずに会話や歌、ロー

ルプレイ etc. に挑戦しましょう。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業のとき教室で販売いたします。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師室）

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　島浦　一博

１．概要
●授業の背景

　言語と文化に関する理解を深め、国際性とコミュニケーション

能力の向上を図る。国際性とは世界の多様性と多様な世界との付

き合い方を学ぶことであり、コミュニケーション能力は多様な世

界の中にあって個人や社会との相互理解に不可欠で、共に必須の

教養的要素である。

●授業の目的

　音声、文字の両面からドイツ語の基礎を総合的に学習すること

によってドイツ語の表現力を養成し、言語と文化の関連を理解す

る。

●授業の位置付け

　１年次に行われる基礎ドイツ語 A と共にドイツ語の基礎を学

習し、次の段階のドイツ語につながる学力を修得する。

２．キーワード
　ドイツ語、言葉、表現、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記の諸項目を可能な範囲で１回ないし

２回程度かけて取り扱う（第１回～ 15 回）。

　Ankunft in Berlin

　Beim Bcker

　Sprachkurs

　In der Mensa

　Beim Arzt

　Beim Studentenwohnheim

　Zum Wannsee

　Beim Friseur

　In einem Biergarten

　In einer Boutique

　Philipps Geburtstag

　Vor der Abreise

５．評価の方法・基準
　後期試験の成績を基本に教室内での達成状況を加算（20％程度）

して評価する。加算後 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当個所について事前に読んでおく

こと。

８．教科書・参考書
●教科書

　清野智昭：ドイツ語の時間［ビデオ教材　恋するベルリン］

DVD付き（朝日出版社）840/S-21

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）
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基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　能木　敬次

１．概要
　「読み」・「書き」の練習を繰り返すことによって会話力・読解

力の自然な獲得につなげる。また、テキスト・資料プリントを通

してドイツのみならずヨーロッパの文化・思想文学を紹介する。

２．キーワード
　ドイツ、独検

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　Lektion 10　話法の助動詞

第２回　Lektion 10　　〃

第３回　Lektion 11　過去形

第４回　Lektion 11　現在完了形

第５回　Lektion 11　　〃

第６回　Lektion 12　受動態

第７回　Lektion 13　比較

第８回　Lektion 13　　〃

第９回　Lektion 14　関係文　まとめ小テスト

第11回　Lektion 14　　〃　　まとめ小テスト

第11回　Lektion 15　接続法　まとめ小テスト

第12回　Lektion 15　　〃　　まとめ小テスト

第13回　まとめ演習　まとめ小テスト

第14回　まとめ演習　まとめ小テスト

第15回　総復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（40％）および小テスト（60％）で評価する。60 点

以上を合格とする。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回、宿題を出しますのでしっかり予習してきてください。

８．教科書・参考書
　「ドイツ語を読む（Lesebuch Deutsch)、Susanne Schermann  

相原　剣、朝日出版社、2200 円　ISBN: 978-4-255-25377-0

９．オフィスアワー

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　山本　達夫

１．概要
●授業の背景

日本で普通に使われる「欧米」という言葉はドイツにはない。ヨー

ロッパとアメリカが一緒されるのを不思議に思ったり迷惑に感じ

たりするドイツ人は多い。ドイツ語を，ヨーロッパの文化・ドイ

ツの歴史を踏まえながら学ぶことで，異文化理解の幅を広げたい。

●授業の目的

ドイツ語文法の基礎を習得すること。ドイツ文を流ちょうに音読

できるようにすること。

●授業の位置付け

ドイツ語の文法構造を理解し，ドイツ語が正しく発音できるよう

にする。ドイツの歴史・文化・現代事情の考察を通して日本と自

分自身を考える。

２．キーワード
　ドイツ語文法、異文化理解、音読、ドイツ史、ヨーロッパ文化

３．到達目標
１．ドイツ語の基礎文法を習得する。

２．ドイツ文を流ちょうに音読できる。

３．ドイツの歴史・文化を通して日本を考える。

４．授業計画
・ドイツ語の発音

・動詞の人称変化

・名詞の性・数・格

・人称代名詞、再帰代名詞、再帰動詞

・冠詞類

・形容詞の格変化、比較変化

・分離動詞

・話法の助動詞

・過去形、現在完了形

・受動態

・関係文

・接続法

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況（課題の達成度）を加味し

て、60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書で単語・熟語の意味を調べ、ドイツ文を日本語に翻訳して

くること。

・ドイツ文の文化・歴史的な背景がわからないときは、ウィキペ

ディアなどの百科事典を活用すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の授業時間中に示す課題を仕上げ、専用のノートに書いて

くること。

８．教科書・参考書
　大園正彦「異文化理解のための初級ドイツ語文法」（朝日出版社）

ISBN 978-4-255-25371-8

９．オフィスアワー
　授業時間の前後
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基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　渡辺　アンゲーリカ

１．概要
●授業の背景

　英語を話せて当たり前の時代になりました。この授業ではヨー

ロッパで２番目に大きい国ドイツの言葉や文化をABCから学び、

日本以外の国に関心を持って、いろんなメディアを通じてドイツ

を“体験”し、身近に感じてもらうのが狙いです。

●授業の目的

　一年生の時に習ったドイツ語を深めて、ドイツ語の発音、基礎

的な文法、身近な会話表現を学び、さまざまな練習し、ロールプ

レイをします。ドイツ人の日常生活や文化を紹介します。

●授業の位置付け

　ドイツ語の基礎文法を理解し、簡単な日常会話を練習し、外国

語で話すことへの抵抗を減らし、最終的にドイツ語初級の読み書

き、聞き取り、話すことができるようになります。

　ドイツ語の発音、基礎的な文法、身近な会話表現を学び、さま

ざまな練習し、ロールプレイをします。ドイツ人の日常生活や文

化を紹介します。

２．キーワード
　ドイツ語、会話、ロールプレー、異文化

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　オリエンテーションドイツとドイツ語について

　　　　�世界の中のドイツの役目、異文化の勉強の意味について

一緒に考える。（VTRと写真使用）

第２回　あいさつ

　　　　�CD を使って、簡単なあいさつを覚え、ペアーで練習す

る。

第３週　発音・アルファベット

　　　　�ドイツ語の発音のルールを学び、ドイツ人やドイツの地

名について調べる。

　　　　正しい発音を意識する。（地図・雑誌他使用）

第４回　自己紹介

　　　　自己紹介の様々な表現を通じて、動詞の使い方を学ぶ。

第５回　趣味と仕事

　　　　�自分について話す練習をする。（趣味、勉強、将来の仕

事他）

第６回　お買い物１

　　　　買い物の様々な表現を通じて、名詞の使い方を学ぶ。

　　　　冠詞類や複数形を練習する。shopping-roleplayを書く。

第７回　お買い物２

　　　　�roleplay を発表する。ドイツの買い物事情について調

べる。（市場、専門店、セール、環境問題）

第８回　中間まとめ

第９回　食生活

　　　　�食事のときの表現を学び、食べ物の名前や食生活につい

て調べる。

第10回　私の家族

　　　　�自分の持ち物や家族についての作文に挑戦し、写真を

使って説明しあう。

第11回　お願いがあります

　　　　�困ったときの表現、何かを頼みたいときの表現を練習す

る。

　　　　話し方のマナーや注意点について説明する。

第12回　旅行

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。

第13回　旅行　２

　　　　ドイツ語で旅行の計画を立て、旅行の好みについて話す。

　　　　駅、レストラン、ホテルで使う表現を学ぶ。

第14回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第15回　ドイツの映画

　　　　�映画を通じて、聞き取り力を確認し、ビジュアルに今の

ドイツの色んなことに気づく。（家、衣服、食事、家庭他）

第16回　テスト

５．評価の方法・基準
　期末試験　50％　小テスト　20％　授業態度　30％

６．履修上の注意事項
　毎回ドイツへ行った気分で、恥ずかしがらずに会話や歌、ロー

ルプレイ etc. に挑戦しましょう。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業中に課題について指示を行う。自宅で取り組み、期限まで

に提出すること。

８．教科書・参考書
　教科書は１回目の授業のとき教室で販売いたします。

　参考書　色んな問題や文法説明をプリント等で配布 しますの

で、参考書は買う必要はありません。

　独和辞典が必要

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）
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外国語系科目

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　島浦　一博

１．概要
●授業の背景

　言語と文化に関する理解を深め、国際性とコミュニケーション

能力の向上を図る。国際性とは世界の多様性と多様な世界との付

き合い方を学ぶことであり、コミュニケーション能力は多様な世

界の中にあって個人や社会との相互理解に不可欠で、共に必須の

教養的要素である。

●授業の目的

　音声、文字の両面からドイツ語の基礎を総合的に学習すること

によってドイツ語の表現力を養成し、言語と文化の関連を理解す

る。

●授業の位置付け

　１年次に行われる基礎ドイツ語 A と共にドイツ語の基礎を学

習し、次の段階のドイツ語につながる学力を修得する。

２．キーワード
　ドイツ語、言葉、表現、文化、国際性

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
　教科書の順序に従って下記の諸項目を可能な範囲で１回ないし

２回程度かけて取り扱う（第１回～ 15 回）。

　Ankunft in Berlin

　Beim Bcker

　Sprachkurs

　In der Mensa

　Beim Arzt

　Beim Studentenwohnheim

　Zum Wannsee

　Beim Friseur

　In einem Biergarten

　In einer Boutique

　Philipps Geburtstag

　Vor der Abreise

５．評価の方法・基準
　後期試験の成績を基本に教室内での達成状況を加算（20％程度）

して評価する。加算後 60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　理解を容易にするため辞書を活用して予習に励むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示のある教科書の該当個所について事前に読んでおく

こと。

８．教科書・参考書
●教科書

　清野智昭：ドイツ語の時間［ビデオ教材　恋するベルリン］

DVD付き（朝日出版社）840/S-21

９．オフィスアワー
　木曜日の昼休み（非常勤講師控室）

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　能木　敬次

１．概要
　「読み」・「書き」の練習を繰り返すことによって会話力・読解

力の自然な獲得につなげる。また、テキスト・資料プリントを通

してドイツのみならずヨーロッパの文化・思想文学を紹介する。

２．キーワード

　ドイツ、独検

３．到達目標
１．ドイツ語の表現力を養う。

２．ドイツ語独自の文化形式を理解する。

４．授業計画
第１回　Lektion 10　話法の助動詞

第２回　Lektion 10　　〃

第３回　Lektion 11　過去形

第４回　Lektion 11　現在完了形

第５回　Lektion 11　　〃

第６回　Lektion 12　受動態

第７回　Lektion 13　比較

第８回　Lektion 13　　〃

第９回　Lektion 14　関係文　まとめ小テスト

第10回　Lektion 14　　〃　　まとめ小テスト

第11回　Lektion 15　接続法　まとめ小テスト

第12回　Lektion 15　　〃　　まとめ小テスト

第13回　まとめ演習　まとめ小テスト

第14回　まとめ演習　まとめ小テスト

第15回　総復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（40％）および小テスト（60％）で評価する。60 点

以上を合格とする。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回、宿題を出しますのでしっかり予習してきてください。

８．教科書・参考書
　「ＤＶＤ　わかるぞドイツ語！　みえるぞドイツ」(Deutschland  

wie es ist) 朝日出版、2500 円　ISBN: 978-4-255-25373-2 C1084

９．オフィスアワー
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外国語系科目

基礎ドイツ語Ｂ　　Basic German B

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　山本　達夫

１．概要
●授業の背景

日本で普通に使われる「欧米」という言葉はドイツにはない。ヨー

ロッパとアメリカが一緒されるのを不思議に思ったり迷惑に感じ

たりするドイツ人は多い。ドイツ語を，ヨーロッパの文化・ドイ

ツの歴史を踏まえながら学ぶことで，異文化理解の幅を広げたい。

●授業の目的

ドイツ語文法の基礎を習得すること。ドイツ文を流ちょうに音読

できるようにすること。

●授業の位置付け

ドイツ語の文法構造を理解し，ドイツ語が正しく発音できるよう

にする。ドイツの歴史・文化・現代事情の考察を通して日本と自

分自身を考える。

２．キーワード
　ドイツ語文法、異文化理解、音読、ドイツ史、ヨーロッパ文化

３．到達目標
１．ドイツ語の基礎文法を習得する。

２．ドイツ文を流ちょうに音読できる。

３．ドイツの歴史・文化を通して日本を考える。

４．授業計画
・ドイツ語の発音

・動詞の人称変化

・名詞の性・数・格

・人称代名詞、再帰代名詞、再帰動詞

・冠詞類

・形容詞の格変化、比較変化

・分離動詞

・話法の助動詞

・過去形、現在完了形

・受動態

・関係文

・接続法

５．評価の方法・基準
　期末試験を行い、授業への参加状況（課題の達成度）を加味し

て、60％以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
・辞書で単語・熟語の意味を調べ、ドイツ文を日本語に翻訳して

くること。

・ドイツ文の文化・歴史的な背景がわからないときは、ウィキペ

ディアなどの百科事典を活用すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の授業時間中に示す課題を仕上げ、専用のノートに書いて

くること。

８．教科書・参考書
　大園正彦「異文化理解のための初級ドイツ語文法」（朝日出版社）

ISBN 978-4-255-25371-8

９．オフィスアワー
　授業時間の前後

選択ドイツ語Ⅰ　　Elective German Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定
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外国語系科目

選択ドイツ語Ⅱ　　Elective German Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定

実践ドイツ語Ⅰ　　Practical German Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３年次　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定
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外国語系科目

実践ドイツ語Ⅱ　　Practical German Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３年次　学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定
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外国語系科目

中国語Ⅰ　　Chinese Ⅰ

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　一木　達彦

１．概要
　ここ数年の間に日本と中国の交流はますます盛んになってい

る。また、国際的にも中国の存在が大きくクローズアップされて

きており、私たち日本人にとって中国は目を離すことのできない

国になってきている。そんな中国が発信する情報を受け止めるた

めには中国語の学習が不可欠である。

　漢字を用いているため、日本人にとって取っつきやすい言語で

はあるが、その一方で発音は日本語の体系とは全く異なっている

ため、入門期にはこの習得に多くの時間をかけることになる。し

かしこの難関を通り過ぎれば、文法は欧米諸国の言語に比べれば

はるかに簡単だと感じることができるだろう。本講義を通じて中

国語の初歩的なレベルに達し、今後ますます盛んになるであろう

日中の交流に役立ててもらいたい。

２．キーワード
　中国、国際性、異文化理解、言語

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．中国語概説

２．第一課　ピンイン、声調、軽声、単母音

３．第二課　子音、無気音と有気音、そり舌音

４．第三課　複合母音、鼻母音

５．第四課　声調記号、アル化音

６．第五課　動詞構文、名詞述語文、形容詞構文

７．第五課　復習

８．第六課　お金の言い方、存在文（１）、疑問詞疑問文

９．第六課　復習

10．第七課　正反疑問文、完了の“了”、連動文、存在文（２）

11．第七課　復習

12．第八課　年齢、変化の“了”、選択疑問文、比較表現

13．第八課　復習

14．復習

15．復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（70％）、小テスト・出席点（30％）　60 点以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　履修者が各クラスにつき 40 人以上に達した場合、抽選を行う

ので、履修希望者は前期の第一日目の授業時に、必ず出席するこ

と。

　出席は 2／ 3以上なければ履修資格を失う。

　個別の相談については人間科学事務室に連絡先を聞き、必要に

応じて行うこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示する教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。

　一課終わる毎に必ずその課で学んだことを復習しておくこと。

次の授業で確認のための小テストを行う。

８．教科書・参考書
　教科書：『これでパーフェクト！新 中国語の旅』（張勤　朝日

出版社）ISBN: 9784255452166

９．オフィスアワー
　yimu77@yahoo.co.jp

中国語Ⅰ　　Chinese Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　板谷　秀子

１．概要
　中国語の習得方法には２通りある。視覚から（字を判別する）

入る道と、聴覚から（発音し、聴き取る）入る道がある。日本語

と発音を比較すると、日本における漢字の音読みと中国語の普通

話（中国の標準語）の発音は全く異なっている。漢字を正確な発

音で読んでいくのが中国語習得の初歩なのだ。

２．キーワード
　外国語としての中国語、簡体字、隣国は異文化

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．中国語　概説

２．発音基礎　声調、母音

３．発音基礎　子音、有気音・無気音

４．テキスト第一課　こんにちは

５．テキスト第二課　また明日

６．テキスト第三課　ありがとう

７．テキスト第四課　お久しぶり

８．テキスト第五課　出迎える

９．テキスト第六課　動詞：是

10．テキスト第七課　基本語順　Ｓ＋Ｖ＋Ｏ

11．テキスト第八課　助動詞：想

12．テキスト第九課　動詞：在

13．テキスト第十課　数の言い方

14．総合復習①

15．総合復習②

５．評価の方法・基準
　定期試験 90％、平常点 10％、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　出席重視 2／ 3以上の出席必須。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　テキスト付録のCDの該当ページを５回以上聴き、リピート。

　随時プリント教材を配布するので、ホームワークとして学習す

る。

８．教科書・参考書
　教科書：「しゃべっていいとも中国語」（朝日出版社）827.8/

C-2

９．オフィスアワー
　E-mail: xiuzi2010@leo.bbiq.jp
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外国語系科目

中国語Ⅰ　　Chinese Ⅰ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　一木　達彦

１．概要
　ここ数年の間に日本と中国の交流はますます盛んになってい

る。また、国際的にも中国の存在が大きくクローズアップされて

きており、私たち日本人にとって中国は目を離すことのできない

国になってきている。そんな中国が発信する情報を受け止めるた

めには中国語の学習が不可欠である。

　漢字を用いているため、日本人にとって取っつきやすい言語で

はあるが、その一方で発音は日本語の体系とは全く異なっている

ため、入門期にはこの習得に多くの時間をかけることになる。し

かしこの難関を通り過ぎれば、文法は欧米諸国の言語に比べれば

はるかに簡単だと感じることができるだろう。本講義を通じて中

国語の初歩的なレベルに達し、今後ますます盛んになるであろう

日中の交流に役立ててもらいたい。

２．キーワード
　中国、国際性、異文化理解、言語

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．中国語概説

２．第一課　ピンイン、声調、軽声、単母音

３．第二課　子音、無気音と有気音、そり舌音

４．第三課　複合母音、鼻母音

５．第四課　声調記号、アル化音

６．第五課　動詞構文、名詞述語文、形容詞構文

７．第五課　復習

８．第六課　お金の言い方、存在文（１）、疑問詞疑問文

９．第六課　復習

10．第七課　正反疑問文、完了の“了”、連動文、存在文（２）

11．第七課　復習

12．第八課　年齢、変化の“了”、選択疑問文、比較表現

13．第八課　復習

14．復習

15．復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（70％）、小テスト・出席点（30％）　60 点以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　履修者が各クラスにつき 40 人以上に達した場合、抽選を行う

ので、履修希望者は前期の第一日目の授業時に、必ず出席するこ

と。

　出席は 2／ 3以上なければ履修資格を失う。

　個別の相談については人間科学事務室に連絡先を聞き、必要に

応じて行うこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示する教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。

　一課終わる毎に必ずその課で学んだことを復習しておくこと。

次の授業で確認のための小テストを行う。

８．教科書・参考書
　教科書：『これでパーフェクト！新 中国語の旅』（張勤　朝日

出版社）ISBN: 9784255452166

９．オフィスアワー
　yimu77@yahoo.co.jp

中国語Ⅰ　　Chinese Ⅰ

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：１年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　板谷　秀子

１．概要
　中国語の習得方法には２通りある。視覚から（字を判別する）

入る道と、聴覚から（発音し、聴き取る）入る道がある。日本語

と発音を比較すると、日本における漢字の音読みと中国語の普通

話（中国の標準語）の発音は全く異なっている。漢字を正確な発

音で読んでいくのが中国語習得の初歩なのだ。

２．キーワード
　外国語としての中国語・簡体字・隣国は異文化

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．中国語　概説

２．発音基礎　声調、母音

３．発音基礎　子音、有気音・無気音

４．テキスト第一課　こんにちは

５．テキスト第二課　また明日

６．テキスト第三課　ありがとう

７．テキスト第四課　お久しぶり

８．テキスト第五課　出迎える

９．テキスト第六課　動詞：是

10．テキスト第七課　基本語順　Ｓ＋Ｖ＋Ｏ

11．テキスト第八課　助動詞：想

12．テキスト第九課　動詞：在

13．テキスト第十課　数の言い方

14．総合復習①

15．総合復習②

５．評価の方法・基準
　定期試験 90％、平常点 10％、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　出席重視 2／ 3以上の出席必須。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　テキスト付録のCDの該当ページを５回以上聴き、リピート。

　随時プリント教材を配布するので、ホームワークとして学習す

る。

８．教科書・参考書
　教科書：「しゃべっていいとも中国語」（朝日出版社）827.8/

C-2

９．オフィスアワー
　E-mail: xiuzi2010@leo.bbiq.jp
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外国語系科目

中国語Ⅱ　　Chinese Ⅱ

対象学科（コース）：電気電子・総合システム（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　一木　達彦

１．概要
　ここ数年の間に日本と中国の交流はますます盛んになってい

る。また、国際的にも中国の存在が大きくクローズアップされて

きており、私たち日本人にとって中国は目を離すことのできない

国になってきている。そんな中国が発信する情報を受け止めるた

めには中国語の学習が不可欠である。

　漢字を用いているため、日本人にとって取っつきやすい言語で

はあるが、その一方で発音は日本語の体系とは全く異なっている

ため、入門期にはこの習得に多くの時間をかけることになる。し

かしこの難関を通り過ぎれば、文法は欧米諸国の言語に比べれば

はるかに簡単だと感じることができるだろう。本講義を通じて中

国語の初歩的なレベルに達し、今後ますます盛んになるであろう

日中の交流に役立ててもらいたい。

２．キーワード
　中国、国際性、異文化理解、言語

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．復習

２．第九課　前置詞、方位詞、二重目的語の文、“把”構文

３．第九課　復習

４．第十課　様態補語、可能表現、時量補語

５．第十課　復習

６．第十一課　結果補語、連体修飾語、進行表現

７．第十一課　復習

８．第十二課　予定表現、持続表現

９．第十二課　復習

10．第十三課　主述述語文、受動構文、存現文

11．第十三課　復習

12．第十四課　方向補語、可能補語

13．第十四課　復習

14．第十五課　使役構文

15．第十五課　復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（70％）、小テスト・出席点（30％）　60 点以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　出席は 2／ 3以上なければ履修資格を失う。

　個別の相談については人間科学事務室に連絡先を聞き、必要に

応じて行うこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示する教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。

　一課終わる毎に必ずその課で学んだことを復習しておくこと。

次の授業で確認のための小テストを行う。

８．教科書・参考書
　教科書：『これでパーフェクト！新 中国語の旅』（張勤　朝日

出版社）ISBN: 9784255452166

９．オフィスアワー
　yimu77@yahoo.co.jp

中国語Ⅱ　　Chinese Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　板谷　秀子

１．概要
　中国語の習得方法には２通りある。視覚から（字を識別する）

入る道と、聴覚から（発音し、聞き取る）入る道がある。日本語

と発音を比較すると、日本における漢字の音読みと中国語の普通

話（中国の標準語）の発音は全く異なっている。漢字を正確な発

音で読んでいくのが中国語習得の初歩なのだ。

２．キーワード
　外国語としての中国語、簡体字、繁体字、隣国は異文化

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．中国映画上映

２．テキスト第十一課　年月日・日曜日・年令表現

３．テキスト第十二課　量詞の使い方

４．テキスト第十三課　時刻の言い方

５．テキスト第十四課　アスペクト“了”

６．まとめ　復習

７．テキスト第十五課　助動詞：能・可以

８．テキスト第十五課　助動詞：会

９．テキスト第十六課　現在進行形

10．テキスト第十六課　電話のかけ方

11．テキスト第十七課　まとめ復習（発音）

12．テキスト第十七課　まとめ復習（発音）

13．テキスト第十八課　まとめ復習（文法）

14．テキスト第十八課　まとめ復習（文法）

15．総合演習

５．評価の方法・基準
　定期試験 90％、平常点 10％、60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　出席重視、2／ 3以上の出席必須。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　テキスト付録のCDの該当ページを５回以上聴き、リピート。

　随時プリント教材を配布するので、ホームワークとして学習す

る。

８．教科書・参考書
　教科書：「しゃべっていいとも中国語」（朝日出版社）827.8/

C-2

９．オフィスアワー
　E-mail: xiuzi2010@leo.bbiq.jp
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外国語系科目

中国語Ⅱ　　Chinese Ⅱ

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　一木　達彦

１．概要
　ここ数年の間に日本と中国の交流はますます盛んになってい

る。また、国際的にも中国の存在が大きくクローズアップされて

きており、私たち日本人にとって中国は目を離すことのできない

国になってきている。そんな中国が発信する情報を受け止めるた

めには中国語の学習が不可欠である。

　漢字を用いているため、日本人にとって取っつきやすい言語で

はあるが、その一方で発音は日本語の体系とは全く異なっている

ため、入門期にはこの習得に多くの時間をかけることになる。し

かしこの難関を通り過ぎれば、文法は欧米諸国の言語に比べれば

はるかに簡単だと感じることができるだろう。本講義を通じて中

国語の初歩的なレベルに達し、今後ますます盛んになるであろう

日中の交流に役立ててもらいたい。

２．キーワード
　中国、国際性、異文化理解、言語

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．復習

２．第九課　前置詞、方位詞、二重目的語の文、“把”構文

３．第九課　復習

４．第十課　様態補語、可能表現、時量補語

５．第十課　復習

６．第十一課　結果補語、連体修飾語、進行表現

７．第十一課　復習

８．第十二課　予定表現、持続表現

９．第十二課　復習

10．第十三課　主述述語文、受動構文、存現文

11．第十三課　復習

12．第十四課　方向補語、可能補語

13．第十四課　復習

14．第十五課　使役構文

15．第十五課　復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（70％）、小テスト・出席点（30％）　60 点以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　出席は 2／ 3以上なければ履修資格を失う。

　個別の相談については人間科学事務室に連絡先を聞き、必要に

応じて行うこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示する教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。

　一課終わる毎に必ずその課で学んだことを復習しておくこと。

次の授業で確認のための小テストを行う。

８．教科書・参考書
　教科書：『これでパーフェクト！新 中国語の旅』（張勤　朝日

出版社）ISBN: 9784255452166

９．オフィスアワー
　yimu77@yahoo.co.jp

中国語Ⅱ　　Chinese Ⅱ

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：１年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　板谷　秀子

１．概要
　中国語の習得方法には２通りある。視覚から（字を識別する）

入る道と、聴覚から（発音し、聞き取る）入る道がある。日本語

と発音を比較すると、日本における漢字の音読みと中国語の普通

話（中国の標準語）の発音は全く異なっている。漢字を正確な発

音で読んでいくのが中国語習得の初歩なのだ。

２．キーワード
　外国語としての中国語、簡体字、繁体字、隣国は異文化

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントを正確に理解する。

②中国語の基礎文法事項を習得する。

③中国に対して理解を深める。

４．授業計画
１．中国映画上映

２．テキスト第十一課　年月日・日曜日・年令表現

３．テキスト第十二課　量詞の使い方

４．テキスト第十三課　時刻の言い方

５．テキスト第十四課　アスペクト“了”

６．まとめ　復習

７．テキスト第十五課　助動詞：能・可以

８．テキスト第十五課　助動詞：会

９．テキスト第十六課　現在進行形

10．テキスト第十六課　電話のかけ方

11．テキスト第十七課　まとめ復習（発音）

12．テキスト第十七課　まとめ復習（発音）

13．テキスト第十八課　まとめ復習（文法）

14．テキスト第十八課　まとめ復習（文法）

15．総合演習

５．評価の方法・基準
　定期試験 90％、平常点 10％、60 点以上を合格とする

６．履修上の注意事項
　出席重視、2／ 3以上の出席必須。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　テキスト付録のCDの該当ページを５回以上聴き、リピート。

　随時プリント教材を配布するので、ホームワークとして学習す

る。

８．教科書・参考書
　教科書：「しゃべっていいとも中国語」（朝日出版社）827.8/

C-2

９．オフィスアワー
　E-mail: xiuzi2010@leo.bbiq.jp
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外国語系科目

基礎中国語Ｂ　　Basic Chinese B

対象学科（コース）：機械知能・建設社会（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　一木　達彦

１．概要
　ここ数年の間に日本と中国の交流はますます盛んになってい

る。また、国際的にも中国の存在が大きくクローズアップされて

きており、私たち日本人にとって中国は目を離すことのできない

国になってきている。そんな中国が発信する情報を受け止めるた

めには中国語の学習が不可欠である。

　漢字を用いているため、日本人にとって取っつきやすい言語で

はあるが、その一方で発音は日本語の体系とは全く異なっている

ため、入門期にはこの習得に多くの時間をかけることになる。し

かしこの難関を通り過ぎれば、文法は欧米諸国の言語に比べれば

はるかに簡単だと感じることができるだろう。本講義を通じて中

国語の初歩的なレベルに達し、今後ますます盛んになるであろう

日中の交流に役立ててもらいたい。

２．キーワード
　中国、国際性、異文化理解、言語

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントをしっかり修得する。

②中国語の基礎文法事項を発展的に習得する。

③中国に対して更に理解を深める。

４．授業計画
１．オリエンテーション

２．第五課　復習

３．第五課　暗唱　第六課　復習

４．第六課　暗唱　第七課　復習

５．第七課　暗唱　第八課　復習

６．第八課　暗唱　第九課　復習

７．第九課　暗唱　第十課　復習

８．第十課　暗唱　第五課～第十課　小テスト

９．第十一課　復習

10．第十一課　暗唱　第十二課　復習

11．第十二課　暗唱　第十三課　復習

12．第十三課　暗唱　第十四課　復習

12．第十四課　暗唱　第十五課　復習

13．第十五課　暗唱　第十一課～第十五課　小テスト

14．総復習

15．総復習

５．評価の方法・基準
　定期試験（70％）、小テスト・出席点（30％）　60 点以上を合

格とする。

６．履修上の注意事項
　出席は 2／ 3以上なければ履修資格を失う。

　個別の相談については人間科学事務室に連絡先を聞き、必要に

応じて行うこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示する教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。

　本文の中国語を流暢に暗唱するために、何度も読みの練習をし

ておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：『これでパーフェクト！新 中国語の旅』（張勤　朝日

出版社）ISBN: 9784255452166

９．オフィスアワー
　yimu77@yahoo.co.jp

基礎中国語Ｂ　　Basic Chinese B

対象学科（コース）：応用化学・マテリアル（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：１単位

担当教員名　　一木　達彦

１．概要
　ここ数年の間に日本と中国の交流はますます盛んになってい

る。また、国際的にも中国の存在が大きくクローズアップされて

きており、私たち日本人にとって中国は目を離すことのできない

国になってきている。そんな中国が発信する情報を受け止めるた

めには中国語の学習が不可欠である。

　漢字を用いているため、日本人にとって取っつきやすい言語で

はあるが、その一方で発音は日本語の体系とは全く異なっている

ため、入門期にはこの習得に多くの時間をかけることになる。し

かしこの難関を通り過ぎれば、文法は欧米諸国の言語に比べれば

はるかに簡単だと感じることができるだろう。本講義を通じて中

国語の初歩的なレベルに達し、今後ますます盛んになるであろう

日中の交流に役立ててもらいたい。

２．キーワード
　中国、国際性、異文化理解、言語

３．到達目標
①中国語の発音とアクセントをしっかり修得する。

②中国語の基礎文法事項を発展的に習得する。

③中国に対して更に理解を深める。

４．授業計画
１．発音のまとめ①

２．発音のまとめ②

３．第一課　名詞述語文

４．第二課　自己紹介

５．第三課　形容詞述語文

６．復習

７．第四課　数・日付の言い方

８．第五課　動詞述語文

９．第六課　存在文

10．復習

11．第七課　助動詞・反復疑問文

12．第八課　助動詞

13．第九課　経験の表現など

14．第十課　料理を注文する表現など

15．復習

５．評価の方法・基準
　期試験（70％）、小テスト・出席点（30％）　60 点以上を合格

とする。

６．履修上の注意事項
　出席は 2／ 3以上なければ履修資格を失う。

　個別の相談については人間科学事務室に連絡先を聞き、必要に

応じて行うこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に指示する教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。

　本文の中国語を流暢に暗唱するために、何度も読みの練習をし

ておくこと。

８．教科書・参考書
　教科書：『〈新版〉中国語 10 課』（方如偉・王智新・鎧屋一　白

水社）820.7/H-1/2

９．オフィスアワー
　yimu77@yahoo.co.jp
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外国語系科目

選択中国語Ⅰ　　Elective Chinese Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定

選択中国語Ⅱ　　Elective Chinese Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２年次　学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定
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外国語系科目

実践中国語Ⅰ　　Practical Chinese Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３年次　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定

実践中国語Ⅱ　　Practical Chinese Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：３年次　学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定
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外国語系科目

選択韓国語Ⅰ　　Elective Korean Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：2年次　学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定

選択韓国語Ⅱ　　Elective Korean Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：2年次　学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　未定

１．概要
未定

２．キーワード
未定

３．到達目標
未定

４．授業計画
未定

５．評価の方法・基準
未定

６．履修上の注意事項
未定

７．授業外学習（予習・復習）の指示
未定

８．教科書・参考書
未定

９．オフィスアワー
未定
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保健体育系科目

保健体育系科目の概要

Ⅰ .「保健体育系」の目的・目標

１．�身体、身体運動やスポーツ（Muscular Activity）について

の科学的思考能力の育成

２．健康（度）や体力（フィットネス）の保持・増進

３．運動、スポーツ技能の修得

４．社会性やコミュニケーション能力の育成

５．運動、スポーツ文化の継承と発展

６．生涯スポーツへの橋渡し

Ⅱ．保健体育系における授業の方向性

　スポーツ運動学の実技において身体活動や筋運動を通した教授

学習過程におけるシークエンスの観点からすると、以下の事が基

本原則である。

　体育実技における教授・学習計画の基本法則

１．運動（スポーツ種目）強度

　　　「軽度から中等度をへて高強度へ」

２．時間（継続、実施）

　　　「短」から「長」へ

３．頻度

　　　「少」から「多」へ

４．量（強度　x　時間）

　　　「少」から「多」へ

５．タイプ

　　　「易」から「難」へ

　　　「簡単」から「複雑」へ

Ⅲ．保健体育系科目の種類

１．�人間科学基礎科目：スポーツ運動学実技 A およびスポーツ

運動学実技B

２．人間科学副専門科目：健康スポーツ科学論

　「保健体育系」の目的・目標の理論的立場の教授と学習、さら

なる応用的側面を講義では取り扱う。

３．リレー講議科目関連：リレーセミナー

　上記のスポーツ運動学の実技、講義の受講以降、実験・実習科

目としても少人数による教育をおこなっている。大学院教育（生

命体工学研究科 生体機能 生体適応システム講座）との関連で言

及する内容を一部、講議・演習形式できるように実施している。

それは「体力」あるいは「ヒトの適応能」の定量化実験を含んだ

内容から構成されている。

スポーツ運動学実技Ａ　　Sports & Exercise Practice

対象学科（コース）：全学科　学年：１年次　学期：前期

単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　鳥井　正史ならびに非常勤講師

１．概要
●背景

　運動・スポーツ活動は社会的・心理的にその固有の特性や実施

効果に関する認識が高まって、多くの人々に広くの受容されて来

ている。同時にスポーツ・運動は体力の向上のみならず、健康増

進（health promotion）の手段として、その必要性が高まって

きた。

●目的

　今日一般に共通に普及しているスポーツ種目の学習をとおし

て、スポーツ技能習得や身体運動に対する科学的思考能力の育成

することによって、学生の健康を維持増進し、軽スポーツおよび

身体運動の欲求を満足させるとともに、上級学年さらには卒業後、

社会人として体育（スポーツ）活動に参加し、積極的にこれを指

導できるようにする。また、健康や体力（Physical Fitness）増

進の方法を学習するとともに、スポーツ障害を未然に防ぐ安全性

の確保を図る。

●位置付け

　毎回、身体運動をとおして（あるいは身体運動に関する）学習

を行なう。

　通常の教室における講議と異なる。

２．キーワード
　スポーツ活動、身体のトレーニング

　体力＝健康度の向上、運動技能・技術学習、協調性

３．到達目標
１）授業に対する「積極性」の継続

２）スポーツ・運動技能の向上

３）スポーツ活動への参加や観戦のマナー習得

４．授業計画
前期

１．オリエンテーション

２．当該スポーツの基本原則・知識

３．基本技術・諸ルールの説明

４．当該スポーツゲームの練習

５．　　　〃

６～ 14．リーグ戦形式のゲーム

15．当該ゲームの成績集計とレポート作成

５．評価の方法・基準
　前期・後期ともスポーツ活動への参加・成績の集計結果を基に

したレポート作成・提出と授業に対する「積極的継続性」の有無

や授業態度等も含めて総合的に評価する。

６．履修上の注意事項
・前期は、比較的運動強度の軽い個人スポーツ種目を男女混合で

開設する。

・受講生は年度始めの健康診断を受けておくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　体調管理を十分行い、前回の授業の学習事項をイメージングし、

確認しておく。

８．教科書・参考書
　適宜指示する。

９．オフィスアワー
　毎週月曜日の５時限目（16：30 ～ 18：00）



－ 101 －

保健体育系科目

スポーツ運動学実技Ｂ　　Sports & Exercise Practice

対象学科（コース）：全学科　学年：１年次　学期：後期

単位区分：必修　単位数：１単位

担当教員名　　鳥井　正史ならびに非常勤講師

１．概要
●背景

　運動・スポーツ活動は社会的・心理的にその固有の特性や実施

効果に関する認識が高まって、多くの人々に広くの受容されて来

ている。同時にスポーツ・運動は体力の向上のみならず、健康増

進（health promotion）の手段として、その必要性が高まって

きた。

●目的

　今日一般に共通に普及しているスポーツ種目の学習をとおし

て、スポーツ技能習得や身体運動に対する科学的思考能力の育成

することによって、学生の健康を維持増進し、軽スポーツおよび

身体運動の欲求を満足させるとともに、上級学年さらには卒業後、

社会人として体育（スポーツ）活動に参加し、積極的にこれを指

導できるようにする。また、健康や体力（Physical Fitness）増

進の方法を学習するとともに、スポーツ障害を未然に防ぐ安全性

の確保を図る。

●位置付け

　毎回、身体運動をとおして（あるいは身体運動に関する）学習

を行なう。

　通常の教室における講議と異なる。

２．キーワード
　スポーツ活動、身体のトレーニング

　体力＝健康度の向上、運動技能・技術学習、協調性

３．到達目標
１）授業に対する「積極性」の継続

２）スポーツ・運動技能の向上

３）スポーツ活動への参加や観戦のマナー習得

４．授業計画
後期

１．オリエンテーション

２．当該スポーツの基本原則・知識

３．基本技術・諸ルールの説明

４．当該スポーツゲームの練習

５．　　　〃

６～ 14．リーグ戦形式のゲーム

15．当該ゲームの成績集計とレポート作成

５．評価の方法・基準
　前期・後期ともスポーツ活動への参加・成績の集計結果を基に

したレポート作成・提出と授業に対する「積極的継続性」の有無

や授業態度等も含めて総合的に評価する。

６．履修上の注意事項
・比較的運動強度の高い心肺機能の向上を計るために効果的な集

団スポーツ種目を男女別々に開設する。

・受講生は年度始めの健康診断を受けておくこと。

《女子学生へ》

　スポーツ運動学実技・B（後期）に関しては、木曜５時限目の「女

子体育」を受講すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　体調管理を十分行い、前回の授業の学習事項をイメージングし、

確認しておく。

８．教科書・参考書
　適宜指示する。

９．オフィスアワー
　毎週月曜日の５時限目（16：30 ～ 18：00）

健康スポーツ科学論　　Exercise Prescription

対象学科（コース）：全学科　学年：２・３・４年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　鳥井　正史

１．概要
●背景

　「生活習慣病」（これまでの“いわゆる「成人病」”）の危険因子

として、肥満、高血糖、高血圧、精神的ストレスなどが指摘され

ている。これらの危険因子は運動実践によって十分に軽減される

事が、広く認識されている。そこで健康増進のため体力水準に応

じた運動実践が必要である。

●目的

　「生活習慣病」のこれらの危険因子は、運動実践によって十分

に軽減される。そこで健康増進のため体力水準に応じた運動実践

が必要であり、それらに関する生理学的基本的事項について理解

を深める。さらに、ヒトの生理的機能や身体運動に対する科学的

思考能力の育成を目指すと共に「運動処方」の基本計画の策定基

礎の確立を目指す。

●位置付け

　毎回、ヒトの生理機能や身体運動に関する教授学習を行なう。

　通常、教室における講議形式をとる。

２．キーワード
　ヒトの生理機能、身体のトレーニング

体力＝健康度の向上、生活習慣病

３．到達目標
１）今日的な健康概念の理解

２）ヒトの生理機能の基礎および運動の仕組みに関する基本的知

識の習得

３）運動処方や身体のトレーニング計画の立案・実施

４．授業計画
１）現代生活と健康－その 1　寿命と疾病構造の変遷

２）その 2　生活習慣病の出現

３）その 3　食事と運動と休息・休養（睡眠）の関連

４）「体力」概念－行動体力と防衛体力

５）運動の効果－運動・スポーツに関する生理学的基礎（総論）

６）ａ．筋、神経系

７）ｂ．肥満、脂質、動脈硬化に関する効果 

８）ｃ．有酸素系能力（心・血管系）に対する効果

９）ｄ．体温調節に対する効果

10）ｅ．免疫・内分泌機能に対する効果

11）運動処方の実際（総論）運動処方野や療法、身体トレーニン

グの概念

12）メディカルチェック（運動実施のための健康診断）、性、年齢、

活動水準に応じた運動処方　その１、その２

13）スポーツ障害の予防に関する諸問題

５．評価の方法・基準
　期末試験の成績で評価する。

６．履修上の注意事項
　受講生は年度始めの健康診断を受けて、その結果の大略を把握

しておくこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　本講義に関連する参考図書の中から１つを開講期間中に一読

し、その概要を報告する。

８．教科書・参考書
　教科書は使用しない。講議２～３回に１回の割合で資料を配付

する。

１．体育科学センター（編）スポーツによる健康づくり運動カル

テ、講談社 780.1/T-14

２．石河利寛　スポーツと健康（新書版）岩波書店 081/I-2-3/39

３．池上晴夫　運動処方　朝倉書店 780-1/I-18/2

４．池上晴夫：適度な運動とは何か　講談社 780-1/I-21, 480/

B-2/739

５．時実利彦：脳の話（新書版）岩波書店　081/I-2/461

９．オフィスアワー
　毎週月曜日の５時限目（16：30 － 18：00）
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リレー講義科目

テーマ別リレー講義　「『境界』について考える」

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：全学年

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美（コーディネーター）

１．概要
●授業の目的

　境界とは、自然状態のままでは区切りなく連続している現象を、

人工的に同質のカテゴリーに分類する線や領域、あるいはその区

切られた内側の空間のことを言う。私たちは、家族や組織や国境

など、さまざまな境界の中で生活している。境界が設定されると、

物事が分類され、そこに新たな規範や秩序が作られる。しかし境

界は、目に見える「境界線」のようなもの以外は、あるいはそれ

らをも含めて、多分に私たちが心の中で創造し設定したものであ

る。ゆえに、各人によりどこに境界を設定するかは異なってくる

し、あらゆるものや場所に境界は存在しうる。そして、境界の持

つ多義的で曖昧な性質からときに私たちの不安が喚起され、既存

のカテゴリーに入りきらないものが、境界やその周辺に追いやら

れるという現象を招く。また境界は、いつも意識されているもの

ではなく、それが侵されそうになったり、改めて設定が必要となっ

たときにはじめて注意が向けられ意識されるものだとも言えるだ

ろう。時として、境界の設定が大きな争いを招くこともある。

　グローバル時代と言われる今日において、私たちの周りでは多

くのモノや人や文化が行き来している。私たち自身も相互に交わ

り、越境して活躍することが求められている。私たちは、そもそ

も何をもって境界を設定しているのだろうか。境界をどのように

捉え、それとどのように付き合っていったらよいのだろうか。本

講義では、さまざまな学問領域から改めて「境界」に注目し、境

界を設定すること、境界を越えること、境界に留まること、境界

のダイナミズムなどについて共に考えてみたい。

●授業の位置付け

　特定のテーマについて、複数の教員がそれぞれの視点から講義

を進めるオムニバス形式である。

２．キーワード
　境界、分類、設定、越境

３．到達目標
①自分の身近な「境界」の存在についてたくさん気づくことがで

きる。

②さまざまな境界と自分がどのように関わっているかについて論

考を深めることができる。

③自らの意見を文章で論理的に表現できる。

４．授業計画
１．オリエンテーション（児玉恵美）

２．歴史学にみられる境界（水井万里子）

３．国際関係と境界（八丁由比）

４．町を分断した境界・ベルリンの壁

　　（北九州市立大学教授　岩本真理子）

５．言語にみられる境界（前田雅子）

６．経済学にみられる境界（辻隆司）

７．交通環境における利用者と周囲の境界（寺町賢一）

８．社会学にみられる境界（情報工学部　安河内恵子）

９．大人と子どもの境界（東野充成）

10．生と死の境界（中村雅之）

11．文学にみられる境界（虹林慶）

12．文化人類学にみられる境界（情報工学部　近藤直也）

13．解離現象の境界（久留米大学助教　舛田亮太）

14．生理心理学における境界

　　（九州ルーテル学院大学准教授　久崎孝浩）

15．まとめ（児玉恵美）

５．評価の方法・基準
・リアクションペーパー

・レポート

６．履修上の注意事項
　講義内容に関する疑問や意見について、講義内で積極的に発言

すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　新聞や参考文献を読みこなしてレポートを執筆すること。

８．教科書・参考書
・教科書は指定しない。

・参考文献の詳細は授業中に指示する。

９．オフィスアワー
　コーディネーター：児玉（総合教育棟 306 号室）

　質問等は授業終了後に受け付けます。その他何かあれば、下記

のメールにて連絡してください。

e-mail: kodama@dhs.kyutech.ac.jp
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2014 年リレーセミナー　「豊かさとは何か」

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）

学年：２・３・４年次　学期：後期　単位区分：選択

単位数：２単位

担当教員名　　辻隆司（コーディネーター）

１．概要
〈授業の目的〉

　国内総生産（GDP）は、一国経済の健全性と国民生活の豊か

さを示すとの考えから国家目標の要諦に据えられることが多い。

しかし、GDP は単に「市場において取引された財・サービスの

付加価値の合計」を意味しているに過ぎず、必ずしも社会の真の

豊かさを示しているわけではない。例えば、環境破壊につながる

ような生産設備への投資が GDP のプラス要因になる一方で、市

場を経由しない労働環境や住環境の悪化はマイナス要因として

GDP では捕捉できないなど、社会を誤った方向に導く恐れがあ

るとの指摘がある。こうした批判はわが国においても古くからあ

り、高度経済成長が終焉した頃から GDP や GNP に代わる「真

の豊かさ指標」を検討する動きが現在まで続いている。

　しかし、そもそも社会にとっての「豊かさ」とは何だろうか。

この問いに対する答えを見出さない限り、社会発展の目指すべき

方向性が定まらないであろう。先進国では経済発展の恩恵により、

一見、国民の多くが不自由のない生活環境を手に入れているよう

に思われるが、果たしてその現状に問題は無いのだろうか。ある

いは真の豊かさを追求する上で解決すべき問題があるとすれば、

それは何だろうか。本講義では、歴史学、文学、教育学、経済学

等の多様な観点から講義を進めるが、受講者はこれを機会に「豊

かさ」の定義や社会のあり方について自分なりの考えを持つこと

を期待する。

〈授業の位置付け〉

　特定のテーマについて様々な視点から考察する講義であり、複

数の教員がそれぞれの専門領域を活かして講義を進めるオムニバ

ス形式である。

２．キーワード
　「経済成長」、「GDP」、「GPI」、「環境」、「資源制約」、「持続可

能性」、「価値観」、「ライフスタイル」

３．到達目標
①資料を正しく理解する。

②自分の考えを持ち、積極的に意見を述べることができる。

③論旨明瞭なレポートを作成することができる。

４．授業計画
１回　オリエンテーション（辻）

２回　経済成長と「豊かさ」（その１）（辻）

３回　経済成長と「豊かさ」（その２）（辻）

４回　「けんこうと豊かさ」（産業医科大学・高波先生）

５回　「おもてなしの心と豊かさ」（九州国際大学・福島先生）

６回　アメリカ文学にみる「豊かさ」とは（その１）（大野先生）

７回　アメリカ文学にみる「豊かさ」とは（その２）（大野先生）

８回　アメリカ文学にみる「豊かさ」とは（その３）（大野先生）

９回　ヨーロッパの歴史観から考える「豊かさ」とは（その１）

　　　（水井先生）

10 回　ヨーロッパの歴史観から考える「豊かさ」とは（その２）

　　　（水井先生）

11 回　ヨーロッパの歴史観から考える「豊かさ」とは（その３）

　　　（水井先生）

12 回　教育と「豊かさ」（その１）（東野先生）

13 回　教育と「豊かさ」（その２）（東野先生）

14 回　教育と「豊かさ」（その３）（東野先生）

15 回　まとめ（辻）

５．評価の方法・基準
　出席状況、演習・ディスカッションへの貢献度、期末レポート

で評価する。

　評価は基本的にコーディネーターが行う。

６．履修上の注意事項
　少人数を前提とした演習形式の講義であるため、受講制限を行

うことがある。

　詳細の方法と注意事項については、第 1回目の講義で説明する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
　教科書は使用しない。参考書は授業中に適宜紹介する。

９．オフィスアワー
　コーディネーター：辻（総合教育棟 308 室）

　質問等は授業終了後に随時受け付けます。その他何かあれば、

下記のメールにて連絡してください。

E-mail：tsuji@dhs.kyutech.ac.jp





　Ⅱ-1．教職に関する専門教育科目

　Ⅱ-2．工業の教科に関する専門教育科目
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教職論　　Teaching Profession

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：１年次

学期：後期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
●授業の目的

　教員免許法に規定されている「教職の意義等に関する科目」と

して、教員の役割および職務内容について講義を行い、進路選択

に資する機会を提供する。

●授業の位置付け

　教員をとりまく現代的状況についての理解を促しながら、教職

の意義や教員の役割、職務内容等について歴史的視点や国際的視

点をまじえて解説する。また、生徒や保護者、同僚、地域住民等

との関係の諸相を明らかにし、教師に求められる資質能力につい

て考える。

２．キーワード
　学習指導　生徒指導　聖職観　労働者観　専門職論　同僚　　

学校文化　教師文化

３．到達目標
①現場の教員をとりまく現実を知るとともに、教職の意義や教員

の役割等について理解を深める。

②生徒や保護者、地域住民等との関係について考え、教員に求め

られる資質・能力について理解する。

③教職に対する意欲や適性を受講生自らが認識し、めざすべき教

師像を各自が描けるようになる。

４．授業計画
１回　イントロダクション

２回　学校生活の振り返りと理想の教師像

３回　教員免許制度の概要

４回　現代日本の公教育制度

５回　演習Ⅰ－体罰問題－

６回　教育的人間関係と教授法の変化

７回　演習Ⅱ－教授法の比較検討と教案作成－

８回　学校文化と教師文化

９回　教師という仕事

10回　演習Ⅲ－教員の過労問題－

11回　教師と生徒・保護者・地域社会

12回　演習Ⅳ－ロールプレイング①－

13回　演習Ⅴ－ロールプレイング②－

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　演習の成果　50％

　期末レポート　50％

６．履修上の注意事項
①教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。教員免許（工

業）取得希望者は、履修することがのぞましい。

②演習形式（グループワーク、プレゼンテーション）を取り入れ

た授業であるから、グループで協力する姿勢、ひとりひとりの

積極的な参加が求められる。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①講義内容を十分に理解するため、下記の参考文献のうち少なく

ともひとつを開講期間中に一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書は指定しない（必要に応じて資料を配付する）

●参考文献

　油布佐和子『転換期の教師』日本放送出版協会　375.9/H-2

　山﨑準二『教師という仕事・生き方』日本標準　374.3/Y-1

　永井聖二・古賀正義『＜教師＞という仕事＝ワーク』学文社 

374.3/N-3

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp

教育原理
Principle of Education ◎ the 1 stperiod ◎Monday

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：前期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
●授業の目的

　教育職員免許法に規定されている「教育の理念並びに教育に関

する歴史および思想」に関して講義を行い、次の点を目標とする。

①教育を広く人間全体の営みの中に位置づけ、多角的に考察する

こと。

②子どもの発達・学習に関わる様々なエージェントの役割につい

て理解するとともに、現代社会における子どもの育ちと学びに

ついて理解を深めること。

③現代の学校教育を歴史的、国際比較的に見直し、その役割や意

義とともに、課題についても探求できること。

④以上の点を踏まえて、自らが志向する教育観や子ども観を構築

し、表現できるようにすること。

●授業の位置付け

　授業は、大きく次の 3 つの柱からなる。

①教育には様々な近接する概念が存在する。本授業では、教育に

まつわる多様な概念を解説した上で、教育的人間関係や教授法

などの変遷に見る教育思潮、教育観などを講義する。

②子どもという存在は決して自明のものではなく、時代や空間が

異なれば、子どもに対する考え方や発達のあり方も大きく異な

る。本授業では、歴史的、通文化的な子どもや発達の多様性を

踏まえたうえで、現代社会における子どもの発達・学習の課題

等について講義する。

③学校教育は現在、教育の中心的な場となっているが、その役割

や課題とはいかなるものなのか。現代の学校教育を歴史的、国

際比較的に相対化し、その課題や役割について講義する。

２．キーワード
　子ども観・教育観　生涯発達・生涯学習　初等教育・中等教育 

職業教育　教育問題

３．到達目標
①自らの子ども観・教育観や志向する教育制度や教育実践を深め

る。

②多角的な営みとしての教育について、理解を深められるように

する。

③それらを的確に表現できるようにする。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料や視聴覚教材等を適宜使用す

る。

１回　「子ども」と「大人」の境界線

２回　教える者、教えられる者

３回　発達と社会化

４回　人間の発達段階

５回　中間テストⅠ

６回　学校制度の国際比較

７回　公教育の歴史と制度

８回　教育改革の動向

９回　学校文化・教師文化・生徒文化

10回　中間テストⅡ

11回　不登校という選択

12回　「いじめ」とは何か？

13回　教育のリストラクチャリング

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト計　　60％

　期末テスト　　　40％



－ 106 －

教職に関する専門教育科目

６．履修上の注意事項
　教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。教員免許（工

業）取得希望者は、履修することがのぞましい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①講義内容を十分に理解するため、夏季の参考文献のうち少なく

ともひとつを開講期間中に一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書は使わないが、そのつど参考文献を指示する。

●参考文献

　柴田義松他『教育原論』学文社 371/S-13

　田嶋一『やさしい教育原理』371/T-4

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp

教育心理学　　Educational Psychology

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：１・２年次

学期：前期・後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美

１．概要
●授業の目的

　人間理解を深め、集団や個に応じた教育を行うための基礎知識

と考え方を学ぶ。そして、授業で得られた知見を教育の実践の場

で応用できるようになる。

●授業の位置づけ

　授業では、教育心理学で必要な知識である、発達、学習、評価、

学級集団、人格・適応を学ぶ。そして、これらの学びをより深め

るために、教育心理学だけではなく様々な領域の心理学的知見に

ついて総合的に学ぶ。

２．キーワード
　発達、学習、教育、学校臨床

３．到達目標
①教育にかかわる心理学の基礎的な知識を理解できる。

②教育心理学で得られた知見を現場に応用する技術を身につけ

る。

４．授業計画
１回　オリエンテーション・教育心理学とは？

２回　発達に関する諸理論

３回　認知・言語の発達

４回　概念の発達

５回　学習

６回　動機

７回　記憶

８回　教育評価

９回　知能

10回　学級集団の理解

11回　適応と不適応

12回　発達障害

13回　学校臨床

14回　心理療法

15回　まとめ

５．評価の方法・基準
　期末テスト 80％、レポート 20％で評価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　授業には積極的に参加すること。日頃から教育に関する話題に

関心を持ち、新聞等から情報を収集すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
●教科書

　使用しない。適宜資料を配付する。

●参考書

　大村彰道編『教育心理学Ⅰ　発達と学習指導の心理学』（1996）

東京大学出版会　371.4/K-28/1

　下山晴彦編『教育心理学Ⅱ　発達と臨床援助の心理学』（1998）

東京大学出版会　371.4/K-28/2

　子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司『教育心理学［新

版］　ベーシック現代心理学６』（2003）有斐閣　371.4/K-30/2

９．オフィスアワー
　月曜日４限目
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教育社会学　　Sociology of Education

対象学科（コース）：全学科（人間科学科目）　学年：１・２年次

学期：後期　単位区分：選択必修　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成

１．概要
●授業の目的

　教育職員免許法に規定されている「教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項」に関して講義を行い、以下の点を目標とする。

①教育と社会の相互規定的な関係について理解する。

②教育制度を他の社会制度との関連の中で理解し、その役割や課

題等について考察を深める。

③現代の学校制度や学校経営の役割及び課題について理解する。

●授業の位置付け

　授業は、大きく次の 3つの柱からなる。

①教育は社会からいかなる影響を受け、また社会にいかなる影響

を及ぼしているのか。階層、エスニシティ、ジェンダーといっ

た社会学の基礎概念をもとに講義する。

②現代の教育制度はそれ単独で存在するわけではなく、雇用制度

や法制度、行政組織などとの関連の中で位置づけられる。この

ような、教育制度の構造、機能及び他の社会制度との関連につ

いて講義する。

③教育を取り巻く社会情勢や教育制度の構造などを踏まえて、現

代的な学校経営のあり方について講義する。

２．キーワード
　文化伝達・文化的再生産　エスニシティ　ジェンダー　サブカ

ルチャー　教育制度・教育政策　学校経営・学級経営

３．到達目標
①教育社会学の考え方を理解すると同時に、社会科学の基本的な

概念についても理解できるようにする。

②教育という現象を他の様々な社会現象との関係の中で捉えられ

るようにする。

③教育という現象の理解を通して、現代社会・現代文化・現代学

校教育に対する相対的な視点を獲得する。

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料や視聴覚教材等を適宜使用す

る。

１回　家族をめぐる諸問題

２回　文化的再生産と教育

３回　エスニシティと教育

４回　ジェンダーと教育

５回　中間テストⅠ

６回　メディアと教育

７回　現代の子ども文化

８回　現代の若者文化

９回　少年犯罪言説と少年法

10回　少年司法のポリティクス

11回　中間テストⅡ

12回　組織としての学校

13回　カリキュラムの社会学

14回　まとめ

15回　試験

16回　解説

５．評価の方法・基準
　中間テスト計　　60％

　期末テスト　　　40％

６．履修上の注意事項
　教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。教員免許（工

業）取得希望者は、履修することがのぞましい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①講義内容を十分に理解するため、夏季の参考文献のうち少なく

ともひとつを開講期間中に一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しないが、参考書をそのつど指示する。

●参考文献

　苅谷剛彦ほか著『教育の社会学』有斐閣 371.3/K-6

　柴野昌山ほか著『教育社会学』有斐閣 371.3/S-8

９．オフィスアワー
　研究室扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、

下記のメールアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp
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工業教科教育法　　Method of Technology Education

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：３年次

学期：通年　単位区分：　単位数：４単位

担当教員名　　永田　萬享

１．概要
●授業の目的

　教育職員免許法に規定されている「教科の指導法」に関して講

義を行い、次の点を目的とする。

①工業科教育を広く人材育成システムの営みの中に位置づけ、多

面的に考察すること。

②生徒の技術的発達、職業的発達の観点から工業科教育の役割に

ついて理解するとともに、現代社会における工業教育・技術教

育の学びについて理解を深めること。

③現代の工業教育を歴史的、国際比較的に見直し、その役割や意

義とともに、課題についても探求できること。

④以上の点を踏まえて、教育実践を有効にするために、「手段」

の機能をよくするとともに、その技術的能力を高めることを目

指す。

●授業の位置づけ

①工業科教育の歴史、教育目的、教育内容そして情報機器と教材

の活用を含む効果的な教育方法について教育学的に検討する。

②教材論、授業論などの授業実践に関わる部分を中心に教育実践

的検討を行う。

２．キーワード
　工業科教育　教材研究　技術教育　職業教育

３．到達目標
①高校の工業の教師として工業科教育に関する基本的な知識、技

術、技能の習得を目指して、工業教育の果たす役割の重要性を

認識することができる。

②工業科教育の性格や内容、その存立基盤の特徴を明らかにしつ

つ、工業科教育の担い手として必要な資質を形成すること。　

４．授業計画
　授業は講義形式で行う。配布資料や視聴覚教材等を適宜使用す

る。

１回　工業科教育と教育実践（教育実践における教師の役割）

２回　学校教育の課題（総合学科の新設及び専門学科の改善充実）

３回　工業教育の役割と目標

　　　（産業社会における工業技術教育のあり方）

４回　戦前の工業教育の歴史

　　　（職工学校の創設、実業学校令、実業教育費国庫補助法）

５回　戦後の工業教育の歴史

　　　（産業教育振興法の制定と工業技術教育の整備）

６回　学習指導要領の改訂と工業科の変遷

　　　（学習指導要領のねらい、学習指導要領の構成）

７回　欧米における工業教育（１）

　　　（ドイツの教育制度と工業技術教育）

８回　欧米における工業教育（２）

　　　（アメリカの教育制度と工業技術教育）

９回　工業科の教育内容と方法（１）

　　　（工業科の各科目の内容及び方法について検討する）

10回　工業科の教育内容と方法（２）（同上）

11回　�工業科の教材研究の事例（１）（教材解釈と教材づくりを

中心に教材研究のあり方を検討する）

12回　工業科の教材研究の事例（２）（同上）

13回　工業科の教材研究の事例（３）（同上）

14回　工業科における評価の特徴（授業評価と評価方法）

15回　まとめ

16回　�普通教育と専門教育（普通教育としての技術教育と専門教

育としての技術教育の違い）

17回　学校教育としての技術教育体系の成立

　　　（工業化の人材育成機関としての学校）

18 回　技術革新と工業教育の改編

　　　（産業界の要請、工業教育の多様化）

19回　工業に関する学科の目標

　　　（工業高校の目標と工業に関する各学科の目標）

20回　教科「工業」の目標と学科の目標（教科「工業」の目標の変遷）

21回　�学科の教育課程編成（生徒の実態、高校の制度改革を踏ま

えた教育課程のあり方）

22回　教材（教材の概念、教授学習過程における教材の位置）

23回　工業技術教育の指導性

　　　（物品製作法、オペレーション法、プロジェクト法について）

24回　教育評価

　　　（学校教育における教育評価の役割・機能及び問題点）

25回　授業評価（教授学習過程における評価、評価方法）

26回　学習指導案の構成（１）

　　　（学習指導案の構成、留意点について）

27回　学習指導案の構成（２）（同上）

28回　学習指導案例（１）

　　　（「工業技術基礎」を事例として授業案を検討する）

29回　学習指導案例（２）（同上）

30回　まとめ

５．評価の方法・基準
　成績評価は授業への参加程度と出席状況（20％）、講義の合間

に行う小レポート（30％）、期末試験（50％）によって行う。

６．履修上の注意事項
①教員免許取得希望者（工業）は必ず履修すること。

②講義内容の十分な理解を得るため、下記の参考文献を各自読む

こと。

③授業時間外には新聞等に目を通し、教育に関する最新の情報を

摂取すること。

④教育現場を知ること、生徒を知ることが重要だと考えているの

で、講義の一環として工業高校の視察・見学を計画している。

７．授業外学習（予習・復習）の指示

８．教科書・参考書
●教科書は使わないが、そのつど参考文献を指示する。

●参考文献

　文部科学省『高等学校学習指導要領』国立印刷局、1999 年　

375/M-7/09（平成 21 年 3 月）

　斉藤武雄、田中喜美、依田有弘編著『工業高校の挑戦』学文社、

2005 年　375.6/S-2

９．オフィスアワー
　本授業についての質問や学習相談を受けるため、授業終了後を

オフィスアワーとする。なお、授業に関する質問等は、下記のメー

ルアドレスで随時受け付ける。

　nagata@fukuoka-edu.ac.jp
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教科教育法（数学）Ⅰ　　

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：３年次

学期：前期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　今井　一仁

１．概要
　この講義では、中学校・高等学校数学科の「授業を創る力」を

つけるために、その基礎的な内容を考察し、理解することを目的

とする。具体的には、我が国の数学教育の現状を踏まえて、これ

からの数学教育が目指すものを理解すると共に、数学教育の歴史、

目的、指導方法、授業構成について考察する。

２．キーワード
　学力調査　学習指導要領　数学教育史　数学教育の目的　数学

的活動　授業スタイル

３．到達目標
　この講義では、以下の点について理解することを目標とする。

①我が国の数学教育の現状

②これからの数学教育の在り方（中教審答申、学習指導要領）

③数学教育の歴史

④数学教育の目的

⑤数学的活動

⑥数学科の授業スタイル

４．授業計画
　講義では配布資料を使い、講義形式・討論形式で行う。

１回　オリエンテーション

２回　我が国の数学教育の現状①―TIMSS と PISA―

３回　我が国の数学教育の現状②―全国学力・学習状況調査―

４回　これからの数学教育の在り方①―中央教育審議会答申―

５回　これからの数学教育の在り方②―中学校学習指導要領―

６回　これからの数学教育の在り方③―高等学校学習指導要領―

７回　数学教育の歴史

８回　数学教育の目的①

９回　数学教育の目的②

10回　数学的活動①

11回　数学的活動②

12回　数学的活動③

13回　数学科の授業スタイル①

14回　数学科の授業スタイル②

15回　数学科の授業スタイル③

５．評価の方法・基準
　出席 30％、期末レポート 70％

６．履修上の注意事項
①教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。

②授業時間外には、講義の内容や各自の興味・関心を踏まえて、

数学教育に関する文献を自ら検索・収集し、積極的に読むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①予習は基本的には必要ないが、テーマによっては予習を指示す

る。

②復習として、毎回の講義の内容を振り返るとともに、テーマご

とに課す宿題に取り組むこと。　　　　　　　　　　　　　　　

８．教科書・参考書
　教科書は使わないが、テーマごとに、引用・参考文献を紹介する。

９．オフィスアワー
　kazuimai@fukuoka-edu.ac.jp

教科教育法（数学）Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：３年次

学期：後期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　今井　一仁

１．概要
　この講義では、中学校・高等学校数学科の「授業を創る力」を

つけるために、その実践的な内容を考察し、理解することを目的

とする。具体的には、数学科の学習指導案、評価について理解す

ると共に、教材研究、模擬授業に取り組む。

２．キーワード
　学習指導案　評価　教材研究　模擬授業

３．到達目標
　この講義では、以下の点について理解することを目標とする。

①数学科の学習指導案

②数学科の評価

③数学科の教材研究

③数学科の模擬授業

４．授業計画
　講義では配布資料を使い、講義形式・討論形式で行う。

１回　オリエンテーション

２回　数学科の学習指導案

３回　数学科の評価

４回　中学校・高等学校・大学の数学科内容構成

５回　数学科の教材研究①（代数）

６回　数学科の教材研究②（幾何）

７回　数学科の教材研究③（解析）

８回　数学科の教材研究④（確率・統計）

９回　数学科の教材研究⑤（数学活用）

10回　数学科の模擬授業①

11回　数学科の模擬授業②

12回　数学科の模擬授業③

13回　数学科の模擬授業④

14回　数学科の模擬授業⑤

15回　講義のまとめ

５．評価の方法・基準
　出席 30％、期末レポート 70％

６．履修上の注意事項
①教員免許（数学）取得希望者は必ず履修すること。

②授業時間外には、講義の内容や各自の興味・関心を踏まえて、

数学教育に関する文献を自ら検索・収集し、積極的に読むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①予習は基本的には必要ないが、テーマによっては予習を指示す

る。

②復習として、毎回の講義の内容を振り返るとともに、テーマご

とに課す宿題に取り組むこと。

８．教科書・参考書
　教科書は使わないが、テーマごとに、引用・参考文献を紹介する。

９．オフィスアワー
　kazuimai@fukuoka-edu.ac.jp
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教育課程論　　Curriculum Study

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：２年次

学期：前期　単位区分：　単位数：１単位

担当教員名　　堺　正之

１．概要
　今日の教育課題と教育課程の関連をふまえ、教育課程の成立史

及び基礎理論を類型化して解説する。次に、日本における小学校・

中学校・高等学校の教育課程編成の基準である学習指導要領の構

造と、これに基づいて実施されている現在の学校における教育課

程を事例に即して考察する。

２．キーワード
　学校　教育課程（カリキュラム）　学習指導要領　教科

３．到達目標
①各自が受けてきた学校教育の内容を教育課程という視点から対

象化する。

②教育課程を構成する各領域の目標、内容、その現代的意義をふ

まえた指導の在り方について理解する。

③現代の課題に対応する教育課程の理論と実践について理解す

る。

４．授業計画
１・２回　はじめに－学校教育をとりまく状況－

　　　　　以下　教育課程総論

３・４回　教育課程とは何か　・語義／意義　・領域／構造

５・６回　教育課程の変遷

７・８回　教育課程の類型

　　　　　以下　教育課程各論

９・10回　教科（１）学習指導要領と教科の内容

11・12回　教科（２）中等教育段階における学習指導

13・14回　教科外の諸領域（道徳・特別活動・総合的な学習の時間）

15回　　　小まとめと質疑

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（20 点）、小レポート等の提出（30 点）、最終

レポートの成績（50 点）により評価し、合計 60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
　授業の中で指示する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、教科書の該当箇所を読み、不明

な専門用語等について調べておくこと。

８．教科書・参考書
　田中耕治・水原克敏・三石初雄・西岡加名恵　著『新しい時代

の教育課程　第三版』有斐閣　2011 年　375/T-5

　文部科学省『中学校学習指導要領解説－総則編－』 375.1/

M-15/08-2

９．オフィスアワー
　授業の前後の時間に質問を受け付けます。

特別活動の指導法　　Method of Extra-class Activities

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：２年次

学期：前期　単位区分：　単位数：１単位

担当教員名　　堺　正之

１．概要
　学校の教育課程を構成する領域として位置づけられる「特別活

動」の歴史と今日的課題について、中等教育段階を中心としなが

ら理解を深め、その指導原理とこれを運営してゆく際の基本的な

問題について、具体的な事例をもとに考察する。

２．キーワード
　学校　特別活動　学級活動（ホームルーム活動）　生徒会活動

学校行事

３．到達目標
①日本の学校教育における特別活動の歴史的位置づけと、その今

日的意義及びその指導原理についての理解を深める。

②中学校及び高等学校の特別活動の内容を構成する「学級活動

（ホームルーム活動）」、「生徒会活動」、「学校行事」の概要を理

解する。

③生徒が人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生か

す能力を養うための指導法を理解する。

４．授業計画
１・２回　特別活動の歴史と今日的課題

３・４回　特別活動の目標・内容・方法的特質

５・６回　特別活動の特別活動の指導計画・実践事例（１）

　　　　　学級活動－中学校－

７・８回　特別活動の特別活動の指導計画・実践事例（１）

　　　　　ホームルーム活動－高等学校－

９・10回　特別活動の特別活動の指導計画・実践事例（２）

　　　　　生徒会活動

11・12回　特別活動の特別活動の指導計画・実践事例（３）

　　　　　学校行事

13・14回　特別活動と教科活動・道徳・総合的な学習の時間

15回　　　まとめ

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（20 点）、小レポート等の提出（30 点）、最終

レポートの成績（50 点）により評価し、合計 60 点以上を合格と

する。

６．履修上の注意事項
　授業の中で指示する。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　次回の授業範囲の予習として、教科書の該当箇所を読み、不明

な専門用語等について調べておくこと。

８．教科書・参考書
　文部科学省『中学校学習指導要領解説－特別活動編－』　

375.1/M-18/08-13

　文部科学省『高等学校学習指導要領解説－特別活動編－』　

375.1/M-19/09-19

９．オフィスアワー
　授業の前後の時間に質問を受け付けます。
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教職に関する専門教育科目

教育方法　　Educational Method

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：３年次

学期：前期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　三木　やよい

１．概要
●授業の背景

　今日の学校教育をめぐる状況は、学力格差、学ぶ意欲の低下、

いじめや不登校等、さまざまな教育課題を提示している。保護者

や社会の要望、信頼に応え実践的指導力を獲得するためには、学

校教育現場での教育実践についての確かな理論知と方法技術を学

ぶ必要がある。

●授業の目的

　本講義では、まず授業・学習の捉え方についてふれ、現在どの

ような授業が求められているのかということについて説明する。

次に、学校における教育課程編成、教育方法に関して、基礎的な

内容を解説する。最後に、単元計画を作成したり、VTR で実際

の授業を見ることなどを通して、教育課程編成、教育方法につい

て具体的に考える。これらを通して、授業という創造的な仕事を

自ら行うための手がかりをつかんでもらいたい。

●授業の位置付け

　教職に関する科目の中でも、教育方法は最も実践的指導力に関

わる領域で、各教科の指導法の基礎となるものである。

２．キーワード
　教育課程、学習指導要領、教育方法・技術、教育評価、問題解

決的な学習、総合的な学習の時間

３．到達目標
①現在求められている授業について理解する。

②教育課程編成、教育方法に関して、主要な概念を理解する。

③実践する立場から、授業づくりのポイントを指摘できる。

４．授業計画
１回　オリエンテーション

２回　授業観・学習観の転換１

３回　授業観・学習観の転換２

４回　学習指導要領の歴史的変遷と新学習指導要領の特色

５回　学習指導の原理１　問題解決学習、系統学習、発見学習

６回　学習指導の原理２

　　　動機づけ、適性処遇交互作用、教師期待効果

７回　学習指導の形態　一斉教授、小集団学習、個別学習、T.T

８回　教育評価　指導要録、到達度評価、ポートフォリオ評価

９回　授業づくり 1　学習指導案作成

10回　授業づくり 2　学習指導案発表

11回　問題解決的な学習１　問題解決学習の理論

12回　問題解決的な学習２　問題解決学習の実践例

13回　問題解決的な学習３　極地方式研究会の理論と実践例

14回　総合的な学習の時間　総合学習の理論と実践例

15回　教師の指導力

16回　試験

５．評価の方法・基準
　出席カード（40％）と最終課題（60％）で評価する。60 点以

上を合格とする。

　出席カードには、授業の感想等を記入すること。

　最終課題（試験）では、自筆のノートのみ持ち込み可とする。

６．履修上の注意事項
　講義形式で進めるが、発表や話し合いなども取り入れる予定で

ある。積極的な参加を期待したい。

７．授業外学習（予習・復習）の指示

８．教科書・参考書
●教科書

　樋口直宏・林尚示・牛尾直行編著『実践に活かす教育課程論・

教育方法論』学事出版（改訂版）375/H-4/2

●参考書

　田中耕治編『よくわかる授業論』ミネルヴァ書房　375.1/T-5

９．オフィスアワー

生徒指導（進路指導を含む。）　　Student Guidance

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：２年次

学期：後期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　児玉　恵美

１．概要
●授業の目的

　生徒指導、進路指導について基本的な知識を得るとともに、生

徒指導上の問題に対し、自ら考え取り組める力を身につける。

●授業の位置づけ

　教育現場では、いじめや非行、不登校など、さまざまな問題が

発生している。教師には、生徒の心の問題を理解した上で、人格

の健全な発達を促していくと同時に、不適応な問題行動に対して

も適切に指導・援助していく技能が求められる。授業ではこれら

について、講義と体験学習により習得する。

２．キーワード
　発達、心理査定、進路指導、教育相談

３．到達目標
①人格理解のための基礎理論について習熟する。

②カウンセリングの考え方について習熟する。

③教育現場において適切な生徒指導が行えるようになるための基

礎技法を習得する。

４．授業計画
１回　オリエンテーション・生徒指導とは？

２回：学校内のシステム

３回：生徒理解の方法

４回：アセスメント

５回：懲戒、体罰

６回：いじめ

７回：非行

８回：虐待

９回：不登校

10回：学級運営

11回：進路指導とは？

12回：進路指導の領域と方法

13回：教育相談とは？

14回：カウンセリングの基礎技法

15回：まとめ

５．評価の方法・基準
　期末テスト 60％、受講態度（レポート、発表など）40％で評

価する。

　60 点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項
　体験的な学習も取り入れるため、授業には積極的に参加するこ

と。日頃から教育に関する話題に関心を持ち、新聞等から情報を

収集すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　各回に記載されているキーワードについて授業前に調べ、理解

に努めること。

８．教科書・参考書
●教科書

　使用しない。適宜資料を配付する。　

●参考書

　小泉令三編著『よくわかる生徒指導・キャリア教育』（2010）

ミネルヴァ書房　ISBN: 9784623056156

　小泉令三編著『図説　子どものための適応援助　生徒指導・教

育相談・進路指導の基礎』（2011）北大路書房　375.2/K-3

９．オフィスアワー
　月曜日４限目
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教職に関する専門教育科目

教育相談　　Educational Counseling

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：２年次

学期：後期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　菊池　悌一郎

１．概要
●授業の目的

　思春期・青年期は、子どもから大人への移行期として、身体、

性、対人関係、社会的役割といったさまざまな側面で大きな変動

がみられ、心理的な混乱が生じやすくなる。実際、思春期・青年

期は、ライフサイクルの中でも心理障害が生じる危険性がもっと

も高い発達期である。ところが、思春期・青年期の心理障害の中

には、子どもから大人への発達過程で生じる一過性の心理的混乱

と深刻な精神病理と関連する精神障害がともに含まれており、そ

の対応が困難な場合も多い。そこで教育相談のため、適切な理解

と対応が可能となるよう、思春期・青年期の心理的発達、心理障

害、心理援助について学習する。

●授業の位置づけ

　この授業では、まず思春期・青年期発達の特徴を理解し、さら

にその心理障害との関連性を明らかする。また心理障害の具体的

な分類とその内容を記述する。後半では思春期・青年期に対する

教育相談（心理援助・カウンセリング）の理論と方法についてま

とめる。

２．キーワード
　教育相談　思春期青年期　発達　心理障害　カウンセリング

３．到達目標
　教育相談のため、適切な理解と対応が可能となるよう学習する。

①思春期・青年期の発達を理解する。

②思春期・青年期の心理障害を理解する。

③教育相談・理論と方法を理解する。

４．授業計画
１回：はじめに（教育相談の概念整理）

２回：発達とは

３回：発達段階

４回：思春期・青年期の発達①

５回：思春期・青年期の発達②

６回：学童期・思春期の心理障害①

７回：学童期・思春期の心理障害②

８回：青年期の心理障害①

９回：青年期の心理障害②

10回：教育相談・カウンセリングの理論と方法①

11回：教育相談・カウンセリングの理論と方法②

12回：教育相談・カウンセリングの理論と方法③

13回：カウンセリング技術の実習①

14回：カウンセリング技術の実習②

15回：まとめ

16回：試験

５．評価の方法・基準
　小レポートおよび期末試験で評価する（小レポート 30％　期

末試験 70％）

６．履修上の注意事項
　心理学、特に臨床心理学に関する書籍は多くあります。興味の

あるものを読んでみてください。また、小説、マンガ、映画など

にも人のこころや成長を扱ったものが多くあります。鑑賞をお薦

めします。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の授業のテーマについて、小レポートを作成し提出するこ

と。

８．教科書・参考書
●教科書：特に指定なし

●参考文献

　下山：教育心理学Ⅱ　発達と臨床援助の心理学（東京大学出版

会）371.4/K-28/2

　下山：よくわかる臨床心理学（ミネルヴァ書房）146/S-9

９．オフィスアワー
　メールアドレス：kikuchi@jimu.kyutech.ac.jp

教職実践演習（高）　　

Practical Seminar for Teacing Profession

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：４年次

学期：後期　単位区分：　単位数：２単位

担当教員名　　東野　充成・菊池　悌一郎・岡崎　悦明・

　　　　　　　谷野　勝敏

１．概要
●授業の目的

　教育職員免許法にのっとり、大学における教職課程の総まとめ

を行うとともに、教員という職業に携わる者としての力量形成を

図る。

●授業の位置づけ

　授業は、大きく以下の 4つの柱からなる。

①ディスカッションやロールプレーを通して、教師としての使命

や責任を体得する。

②ボランティアやフィールドワークを通して、社会性やコミュニ

ケーション能力を身につける。

③現職の高校教諭との討論や学校参加を通して、生徒の理解を促

進し、学校・学級経営の実態を理解する。

④模擬授業などを通して、教科指導の力量の定着を図る。

２．キーワード
　教師としての資質向上・力量形成

３．到達目標
①これまでに履修してきた教職課程科目及びその他の活動を反省

的にふり返るとともに、使命感や責任感、社会性やコミュニケー

ション能力の伸長を図る。

②教員としての課題を認識し、知識・技術の定着を図る。

③教職及び教科指導に関する知識・技術の再確認を行う。

４．授業計画
１回　イントロダクション

　　　（これまでの学校生活、学修をふり返って）

２回　教職の意義と教員の役割①（グループディスカッション）

３回　教職の意義と教員の役割②（ロールプレー）

４回　地域フィールドワーク実習①

５回　地域フィールドワーク実習②

６回　生徒指導・進路指導・学級経営①

　　　（グループワーク体験学習：エンカウンター）

７回　生徒指導・進路指導・学級経営②

　　　（グループ体験学習：心理劇 )

８回　生徒指導・進路指導・学級経営③（学校現場の見学・調査）

９回　生徒指導・進路指導・学級経営④（見学調査を踏まえた討論）

10回　数学模擬授業①

11回　数学模擬授業②

12回　工業教科模擬授業①

13回　工業教科模擬授業②

14回　模擬授業に基づく討論

15回　まとめ

16回　試験

５．評価の方法・基準
　平素の授業態度（30％）　発表内容（30％）　最終レポート（40％）

６．履修上の注意事項
①教員免許（数学）取得希望者は、必ず履修すること。教員免許

（工業）取得希望者は、履修することが望ましい。

②学外での活動に積極的に参加するとともに、主体的に授業に参

画すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
①講義内容を十分に理解するため、夏季の参考文献のうち少なく

ともひとつを開講期間中に一読すること。

②開講期間中は、教育に関する最新の動向を摂取するため、新聞

等に必ず目を通すこと。

８．教科書・参考書
●教科書　なし

●参考文献

　高等学校学習指導要領（総則・数学・工業）

　各種審議会答申

　教育六法

　その他、教育に関する各種新聞記事等

９．オフィスアワー
　全体のマネジメントは、東野が行う。オフィスアワーは研究室

扉の掲示を参照のこと。なお、授業に関する質問等は、下記のメー

ルアドレスで随時受け付ける。

　higashi@dhs.kyutech.ac.jp
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職業指導　　Vocational Guidance

対象学科（コース）：全学科（教職科目）　学年：４年次

学期：後期　単位区分：　単位数：４単位

担当教員名　　永田　萬享

１．概要
●授業の目的

　社会的分業である職業に関する社会科学的認識を持つことと、

職業能力を開発する手だてとしての職業教育のあり方を通して、

社会のなかでの個人の位　置をつかみ、自立した職業生活を営む

ことができるようになることを目指す。

●授業の位置づけ　

　授業では、①モノを作ることや働くことによって姿を現してく

る社会と人間の関係に見られる奥深い真実の世界を、現実の企業

社会、労働社会の織りなす具体的なデータに基づいて検討を加え

る。②さらに、高校教育後のいわゆる中等後段階における技術・

職業教育の有り様を、職業教育・訓練の公共化の観点から現状分

析する。

２．キーワード
　職業指導　キャリア教育　専修学校　公共職業訓練　企業内教

育

３．到達目標
①現代社会における職業の性格について社会科学的認識を深める

ことによって、職業情報を正しく理解するための一定の判断力

を養成することを目指す。

②職業的自立のための具体的方策として職業教育のあり方につい

てもその現状を通して検討する。

４．授業計画
第１回：職業指導とは？

第２回：職業指導の社会的基底

第３回：経済政策と青少年問題

第４回：労働と職場の現実①

第５回：労働と職場の現実②

第６回：産業社会と職業分布①

第７回：産業社会と職業分布②

第８回：内部形成と外部形成

第９回：青年の自立と高校職業教育①

第10回：青年の自立と高校職業教育②

第11回：各種・専修学校における職業教育①

第12回：各種・専修学校における職業教育②

第13回：公共職業訓練と能力開発①

第14回：公共職業訓練と能力開発②

第15回：まとめ

第16回：職業の様々な側面

第17回：職業観の変容

第18回：生きがいと職業

第19回：社会的分業と職業

第20回：職業選択の意味

第21回：職業選択と情報

第22回：情報化の進展と職場の変化

第23回：女性の職場進出と労働

第24回：男女雇用機会均等法の成立と現在

第25回：各種・専修学校と生涯教育

第26回：公的職業訓練の動向

第27回：企業内教育とOJT

第28回：企業外部の教育機関とOffJT

第29回：学校教育と職業教育

第30回：まとめ　

第31回：試験

５．評価の方法・基準
　成績評価は授業への参加程度と出席状況（20％）、講義の合間

に行う小レポート（30％）、期末試験（50％）によって行う。

６．履修上の注意事項
①教員免許取得希望者（工業）は必ず履修すること。

②講義内容の十分な理解を得るため、右記の参考文献を各自読む

こと。

③授業時間外には新聞等に目を通し、経済、社会情勢に関する最

新の情報を摂取すること。

④働く現場を知ることが重要だと考えているので、講義の一環と

して学外授業、例えば工場見学や職業能力開発施設の視察を計

画している。

７．授業外学習（予習・復習）の指示

８．教科書・参考書
●教科書は使わないが、そのつど参考文献を指示する。

●参考文献

　蒲田慧『日本人の仕事』1986 年、平凡社　ISBN：978-4582705027

　木村保茂、永田萬享『転換期の人材育成システム』　学文社、

2005 年　336.4/K-23

９．オフィスアワー
　本授業についての質問や学習相談については、授業終了後をオ

フイスアワーとする。なお、授業に関する質問等は、下記のメー

ルアドレスで随時受け付ける。

　nagata@fukuoka-edu.ac.jp
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外国人留学生のための人間科目

留学生科目概要

１．目的
　留学生が速やかに大学の教育環境に適応し、日本社会に対する

理解を深めることができるように、日本語と日本事情の教育を行

う。

　具体的な目標としては、

１�）日本社会・文化について大学生として知っておくことが望ま

しい知識を獲得する。

２�）大学生として必要な日本語の語彙や文法、読解力、聴解力を

獲得する。

３�）日本語での情報を正確に理解し、自分なりの考えを論理的に

表現する力を養う。

４）自分なりの日本語学習の習慣を確立し、専門の学習に備える。

２．日本語と日本事情の科目の履修について
　日本語ＡⅠ、ＡⅡ、ＢⅠ、ＢⅡは１年次に、日本語ＣⅠ、ＣⅡ

は１年次または２年次に履修する。これらの単位は外国語系科目

に振り替えることができる。

　日本事情Ａ、日本事情Ｂは１年次または２年次に履修する。こ

れらの単位は人文社会系科目に振り替えることができる。

　上記の科目の他に１年次から３年次の学生を対象にした日本事

情 C、日本事情 D が金曜日に開講され、これらの単位を取得し

て人文社会系科目に振り替えることができる。時間割を参照して、

履修を希望する者は最初の講義に必ず出席すること。

日本語ＡⅠ　　Japanese Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　石束　万里子

１．概要
●授業の目的

　日本の社会的・文化的な話題をもとに、読む力、聞く力を向上

させると共に、語彙を拡充して、考えたことを適切に表現する力

をつける。

●授業の位置付け

　中級レベルの日本語能力を定着させるためのものである。大学

の講義を理解するための基礎を固める。語彙や文法を予習復習し

て学んでいく習慣を確立する。

２．キーワード
　「日本の社会・文化」「語彙」「会話体」「文法練習」「ディスコー

ス練習」

３．到達目標
●読む力、聞く力を向上させる。

●社会的文化的な話題について語彙を拡充する。

●考えたこと、感じたことを日本語で表現する力をつける。

４．授業計画
第１回～第２回　第１課　いちろく銀行

第３回～第４回　第２課　動物園

第５回～第６回　第３課　仮想現実

第７回～第８回　第４課　体の時間

第９回～第10回　第５課　自然

第11回～第12回　第６課　左利き

第13回～第14回　第７課　共生住宅

第15回　総復習

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（20％）、課題（20％）、学期末試験（60％）で

評価する。

６．履修上の注意事項
　短期留学生や中級レベルの学生を主な対象者とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回課題を出すので、それを元に復習をすること。

８．教科書・参考書
１）水谷信子：現代日本語中級総合講座（アルク）810.7/M-22

９．オフィスアワー
　火曜日 3限
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外国人留学生のための人間科目

日本語ＡⅠ　　Japanese Ⅰ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　さまざまなタイプの文書を書く方法を身につける。メールや説

明文、報告書、ミニプレゼンテーションを経て、論文書式でレポー

トを作成する。

●授業の位置付け

　中上級レベルの日本語能力を総合的に養成するためのものであ

る。積極的に資料を使い、自分の考えを組み立て、的確に発信す

る力を養う。日本社会に対する理解を深める。

２．キーワード
　「目的と書き方」「プレゼンテーション」「論文書式」

３．到達目標
・さまざまな文書で、相手に伝わる方法を身につける。

・プレゼンテーションの準備方法を学ぶ。

・論文書式で事象の説明と自分の考察をまとめる。

４．授業計画
第１回～第２回　メール

第３回～第４回　説明文

第５回～第６回　資料収集の方法

第７回～第８回　アイディアの発表

第９回～第10回　プレゼンテーションの準備と発表

第11回～第12回　報告書

第13回～第14回　論文書式に向けて

第15回　総まとめ

５．評価の方法・基準
　授業への参加度・課題（40％）、プレゼンテーション（30％）、

レポート（30％）で評価する。

６．履修上の注意事項
　中上級レベルの学習者を対象とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　課題を必ず提出し、準備をきちんとすること。

８．教科書・参考書
　参考書

１）因京子他：日本語表現道場（ピーエフアール）

２）野田尚史他：日本語を書くトレーニング（ひつじ書房）816/

N-12

９．オフィスアワー
　木曜日４限

日本語ＡⅡ　　Japanese Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　石束　万里子

１．概要
●授業の目的

　日本の社会的・文化的な話題をもとに、読む力、聞く力を向上

させると共に、語彙を拡充して、考えたことを適切に表現する力

をつける。また、科学技術に関する読み物への導入を行い、研究

室見学を行って、実際の場で日本語を使ってみる。

●授業の位置付け

　中級レベルの日本語能力を定着させるためのものである。大学

の講義を理解するための基礎を固める。語彙や文法を予習復習し

て学んでいく習慣を確立する。

２．キーワード
　「日本の社会・文化」「語彙」「会話体」「文法練習」「ディスコー

ス練習」

３．到達目標
①読む力、聞く力を向上させる。

②社会的文化的な話題について語彙を拡充する。

③考えたこと、感じたことを日本語で表現する力をつける。

④平易な科学的な読み物を読み、学んだ語彙を使って考えを述べ

る。

４．授業計画
第１回～第２回　第８課　カラー柔道着

第３回～第４回　第９課　料理技能の検定

第５回～第６回　第10課　発明王

第７回～第８回　第11課　花の洋風化

第９回～第10回　第12課　さいせん回数券

第11回～第13回　KIT 版科学読み物

第14回　研究室見学

第15回　総復習

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（20％）、課題（20％）、学期末試験（60％）で

評価する。

６．履修上の注意事項
　短期留学生や中級レベルの学生を主な対象者とする。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回課題を出すので、それを元に復習をすること。

８．教科書・参考書
１）水谷信子：現代日本語中級総合講座（アルク）810.7/M-22

２）アプドゥハン恭子・石束万里子：九州工業大学留学生のため

の科学読み物 2008（九州工業大学）

９．オフィスアワー
　火曜日 3限
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日本語ＡⅡ　　Japanese Ⅱ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　新聞教材を使った読解を中心に、語彙の拡充、書き言葉の表現、

新聞記事特有の表現などを学び、様々な社会問題に対して的確に

自分の考えを述べる力を育てる。

●授業の位置付け

　漢語を基本に語彙を拡充して日本語の総合力を高める。

２．キーワード
　「新聞」「漢語」「読解」「意見の発信」

３．到達目標
①新聞記事や論説文などで使われる漢字の意味と用法を理解し、

使用できる。

②自分の意見をまとめて、論理的に話すことができる。

４．授業計画
　毎回の授業は、その時々の生の記事を、様々な新聞から、また

新聞の各面から取り上げる。

　授業の流れは、読解と言葉の解説、漢字語彙の拡充練習、表現

練習、討論、意見のまとめ。適宜、語彙の復習テストを行う。

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（30％）、課題（10％）、試験（60％）で評価する。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の課題をきちんと提出し、復習を主に心がけること。

８．教科書・参考書
　なし

９．オフィスアワー
　木曜日４限

日本語ＢⅠ　　Japanese ＢⅠ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　一般向けのテレビの科学番組を聞き取ることで、科学に関する

基本的な日本語の知識を確認する。日本語を使って、情報を正確

に受信し、自分の考え深め、まとめて発信する。また、本学で研

究されているテーマについて下調べをして、研究室見学を行い、

実地に情報収集を行う。

●授業の位置付け

　科学に関する基本的な語彙を習得し、自分の言葉として使う力

を養成する。また、科学技術の生まれた背景、アイディア、その

課題などについて考え、論理的に考える力を養う。学部１年生に

とって、専門の講義を理解するための基本練習となるだろう。

２．キーワード
　「科学技術」「聴解」「大意把握」「語彙拡充」「作文」

３．到達目標
・科学に関する語彙を取得し、説明文の表現に慣れる。

・聞き取った内容を的確に把握する。

・科学に関する話題に関して自分なりに考え、それを表現できる

能力を身に付ける。

４．授業計画
第１回　説明文の表現練習

第２回　テーマ：再生木材

第３回　テーマ：新エネルギー開発

第４回　テーマ：バイオメトリクス認証

第５回　テーマ：地球温暖化　島が沈む

第６回　テーマ：エコタウン

第７回　テーマ：有毒アオコ

第８回　テーマ：人工光合成

第９回　テーマ：メタンハイドレート

第10回　テーマ：ロボットカー

第11回　テーマ：スペースデブリ

第12回　研究室見学

第13回　テーマ：においの不思議

第14回　テーマ：新型風車

第15回　総まとめ

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（20％）、毎回の作文（30％）、試験（50％）

６．履修上の注意事項
　編入留学生が日本語を履修する場合は、できるだけこの講義を

受講して欲しい。

　日頃から辞書を使って知らない言葉を積極的に調べて身に付け

る習慣をつけること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　課題を毎回提出し、身につけたい用語を各自書き出してリスト

を作成すること。

８．教科書・参考書
　アプドゥハン恭子・石束万里子：九州工業大学留学生のための

科学読み物 2008（九州工業大学）

９．オフィスアワー
　木曜日４限
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外国人留学生のための人間科目

日本語ＢⅡ　　Japanese ＢⅡ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　一般向けのテレビの科学番組を聞き取ることで、科学に関する

基本的な日本語の知識を確認する。日本語を使って、情報を正確

に受信し、自分の考え深め、まとめて発信する。また、本学で研

究されているテーマについて下調べをして、研究室見学を行い、

実地に情報収集を行う。

●授業の位置付け

　科学に関する基本的な語彙を習得し、自分の言葉として使う力

を養成する。また、科学技術の生まれた背景、アイディア、その

課題などについて考え、論理的に考える力を養う。学部１年生に

とって、専門の講義を理解するための基本練習となるだろう。

２．キーワード
　「科学技術」「聴解」「大意把握」「語彙拡充」「作文」

３．到達目標
・科学に関する語彙を取得し、説明文の表現に慣れる。

・聞き取った内容を的確に把握する。

・科学に関する話題に関して自分なりに考え、それを表現できる

能力を身に付ける。

４．授業計画
第１回　テーマ：スペースシャトル事故

第２回　テーマ：折り紙工学

第３回　テーマ：自動車エンジン開発

第４回　テーマ：巨大津波のメカニズム

第５回　テーマ：東京大地震

第６回　テーマ：人工筋肉

第７回　テーマ：ペットボトルリサイクル

第８回　テーマ：災害レスキューロボット

第９回　テーマ：磁石研究とエコカー

第10回　テーマ：バイオミメティクス

第11回　テーマ：熱電発電

第12回　テーマ：砂漠で発電

第13回　テーマ：スペースデブリ

第14回　研究室見学

第15回　総まとめ

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（20％）、毎回の作文・課題（30％）、試験（50％）

６．履修上の注意事項
　編入留学生が日本語を履修する場合は、できるだけこの講義を

受講して欲しい。

　日頃から辞書を使って知らない言葉を積極的に調べて身に付け

る習慣をつけること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　課題を毎回提出し、身につけたい用語を各自書き出してリスト

を作成すること。

８．教科書・参考書
　アプドゥハン恭子・石束万里子：九州工業大学留学生のための

科学読み物 2008（九州工業大学）

９．オフィスアワー
　木曜日４限

日本語ＣⅠ　　Japanese ＣⅠ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：２年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　様々な話題に応じた語彙や表現を学び、自分に興味のあること

を詳しく説明できる力を育てる。

●授業の位置付け

　会話やスピーチなど、中上級話者の話す能力を養う。

２．キーワード
　「会話」「スピーチ」「説明」「興味をもってもらう」

３．到達目標
①詳しい説明や描写ができる。

②聞き手の興味や理解を確かめながら話せる。

③共に話を展開させる聞き方を身につける。

④メモをもとにスピーチができる。

４．授業計画
第１回　インタビューと他者紹介

第２回　前回のフィードバック：話し方を考える

第３回　きっかけを語る

第４回　方法説明のスピーチ

第５回　失くした体験

第６回　図の分析

第７回　性格を分析する

第８回　うごきの説明

第９回　健康・ストレス解消法

第10回　物語の説明（１）

第11回　物語の説明（２）

第12回　ゲームの説明

第13回　最近の出来事

第14回　将来の夢

第15回　日本の文化に慣れるとは

５．評価の方法・基準
　授業への参加度（30％）、授業内での発表（30％）、説明方法の

スピーチ（40％）で評価する。

６．履修上の注意事項
　毎回の授業で得た手がかりを基に、共に会話を深めることがで

きる話し手、聞き手となるよう心がけること。自分の話し方を内

省し、課題を克服する努力をすること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回小課題を出すので、それを元に復習をすること。

８．教科書・参考書
●教科書

１）荻原稚佳子他：日本語上級話者への道（スリーエーネットワー

ク）810.7/O-22

９．オフィスアワー
　木曜日４限
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外国人留学生のための人間科目

日本語ＣⅡ　　Japanese ＣⅡ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：２年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：１単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　各自の日本語能力を総合的に評価して、不十分な点を自覚し、

それをどのようにして獲得していったらよいか、自分なりの学習

方法を確立することを目的とする。

●授業の位置付け

　日本語学習のまとめとして自律的に学習する態度を確立する。

具体的には、日本語能力試験Ｎ１の問題を客観的な指標の一つと

して参考にしながら、自分の日本語能力を測る。小レポートを書

いて、それを推敲してプレゼンテーションに発展させる。

２．キーワード
　「自己評価」「自律的学習」「日本語能力試験Ｎ１」

３．到達目標
①自分の日本語能力を客観的に評価できる。

②不十分な技能を磨くための学習方法を知る。

③自律的に日本語を学ぶ態度を身に付ける。

④説得力のあるプレゼンテーションができる。

４．授業計画
第１回　イントロダクション：自己評価とは

第２回　自分の力を知る：語彙の広さ、量

第３回　前回のフィードバック、練習

第４回　自分の力を知る：文法的な正確さ

第５回　前回のフィードバック、文法の正確さのための練習

第６回　自分の力を知る：主旨や発話者の意図を理解する力

第７回　前回のフィードバック、練習

第８回　自分の力を知る：論理的に話を組み立てる力

第９回　前回のフィードバック、練習

第10回　自分の力を知る：表現力・説得力

第11回　前回のフィードバック、練習

第12回　プレゼンテーションに向けて（１）構成

第13回　プレゼンテーションに向けて（２）説得力

第14回　プレゼンテーションに向けて（３）練習

第15回　プレゼンテーション

５．評価の方法・基準
　授業への参加度・課題（50％）、プレゼンテーション（50％）

で評価する。

６．履修上の注意事項

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　毎回の課題をきちんと提出し、復習を主に心がけること。

８．教科書・参考書
　特になし

９．オフィスアワー
　木曜日４限

日本事情Ａ　　Japanese Culture and Society Ａ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　日本の社会や文化に関する知見を広め、考えを深める。日本を

自らの出身地や他の地域と比較して、日本の事情について様々な

視野から考察する。

異なる背景を持つ人と意見を出し合って協働するための行動力を

身につける。

●授業の位置付け

　日本社会における様々な事象を多角的に捉え、理論的かつ客観

的に分析し、自らの意見を日本語で述べる。また、他の参加者の

意見にも耳を傾け、話し合いに参加する姿勢を育てる。

２．キーワード
　「日本社会」「文化」「討論」「異文化理解」

３．到達目標
①相手の理解を確かめながら話す

②背景の異なる相手に積極的に自己開示する力を持つ

③異なる文化、社会について理解する視点を持つ

④日本の社会や文化について考えを深める

⑤グループで協働して調査、発表する姿勢を獲得する

４．授業計画
　学生自身が興味のある話題を取り上げ、皆で討議する問題を提

起する。討議のための資料を作成し、皆に討議資料を説明する。

グループで意見を出し合い、発表する。自分の意見をまとめ、振

り返る。

第１回　　　アイスブレーキング

第２～４回　文化と生活

第５～７回　教育と社会

第８～９回　大学生活

第10～11回　社会の課題

第12～14回　日本社会再考

第15回　　　試験

５．評価の方法・基準
　発題と資料作成（20％）、毎回のノート（30％）、試験（20％）、

討論への参加度（30％）で評価する。

６．履修上の注意事項
　積極的に自己を振り返り、意見を出すこと、他人の考えを深く

知る姿勢を持つこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　テーマについての事前の課題を考えて授業に臨む。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない

９．オフィスアワー
　月曜日３限
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外国人留学生のための人間科目

日本事情Ｂ　　Japanese Culture and Society Ｂ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：１年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　アプドゥハン　恭子

１．概要
●授業の目的

　日本の社会や文化に関する知見を広め、考えを深める。日本を

自らの出身地や他の地域と比較して、日本の事情について様々な

視野から考察する。

●授業の位置付け

　日本社会における様々な事象を多角的に捉え、理論的かつ客観

的に分析し、自らの意見を日本語で述べる。また、他の参加者の

意見にも耳を傾け、話し合いに参加する姿勢を育てる。

２．キーワード
　「日本社会」「文化」「討論」「異文化理解」

３．到達目標
①日本社会や文化について外国人にも分かるように説明する。

②討議に積極的に参加して考えを深める。

③異なる文化、社会について理解する。

④日本の文化、社会について各国との比較を交えて、まとまりの

ある文章を書く。

４．授業計画
第１回　　　アイスブレーキング：国のイメージ

第２～３回　生活

第４～５回　少子高齢社会

第６～７回　教育

第８～９回　企業と労働

第10～11回　科学技術と人間

第12～13回　自然と人間

第14回　　　アジアの未来

第15回　　　まとめ

５．評価の方法・基準
　レポート（60％）及び毎回提出のノート・授業への参加度（40％）

で評価する。

６．履修上の注意事項
　前の週に配布する資料をよく読んで授業に臨むこと。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　前の週に配布する資料をよく読んで授業に臨むこと。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない

●参考書

１）留学生のための時代を読み解く上級日本語 第 2 版（スリー

エーネットワーク） 810.7/M-41/2

９．オフィスアワー
　月曜日３限

日本事情Ｃ　　Japanese Culture and Society Ｃ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：２年次

学期：前期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　石川　朋子

１．概要
●授業の目的

　日本の地理・歴史・政治・経済などを概観することによって、

日本という国の全体像をとらえる。

●授業の位置付け

　日本人が中学・高校の「社会科」で学習する内容をごく簡単に

紹介する。また受講者は、自国について各回のテーマに沿った内

容で輪番で発表を行う。

２．キーワード
　「日本史」「日本地理」「政治・経済」

３．到達目標
　これから社会人として日本という国と関わりを持っていく上で

必要な、「常識」とされる知識を身につける。

４．授業計画
第１回　データでみる日本

第２回　日本の地理・気候

第３回　憲法

第４回　政治制度

第５回　選挙と世論

第６回　戦後経済史

第７回　消費者をめぐる問題

第８回　労働問題と社会保障

第９回　宗教

第10回　日本の歴史（１）

第11回　日本の歴史（２）

第12回　現代日本社会の諸問題

第13回　北九州の地理と歴史

第14回　ポスター作成

第15回　総まとめ討論会

５．評価の方法・基準
　授業の途中で課す小レポート（50％）、発表（20％）、授業への

参加度（30％）で評価する。

６．履修上の注意事項
　図書館３階の日本語学習書コーナーに参考となる本があるの

で、自分に合う本を探して学習すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業を振り返り、新たに得た知識をレポートにまとめ毎回提出

すること。

８．教科書・参考書
　特に指定しない

９．オフィスアワー
　アプドゥハン教員を通して質問すること
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外国人留学生のための人間科目

日本事情Ｄ　　Japanese Culture and Society Ｄ

対象学科（コース）：全学科（留学生科目）　学年：２年次

学期：後期　単位区分：選択　単位数：２単位

担当教員名　　石川　朋子

１．概要
●授業の目的

　日本社会におけるコミュニケーションで、人間関係を調節する

ためにどのような表現が使われているかを、さまざまな例（会話、

手紙文など）を通して観察・考察する。

●授業の位置付け

　ある状況で、どんな表現が選択されるかは、文化によって違い

がある。日本語において適切とされる表現の観察を通じて、日本

文化・日本社会に対する理解を促進する。

２．キーワード
　「日本社会」「人間関係」「待遇表現」

３．到達目標
・丁寧な表現とくだけた表現がどのように使い分けられるかを理

解する。

・「たのむ」「ことわる」「苦情をいう」などといった、人間関係

を悪くするかもしれない場面で用いられる表現について知ると

ともに、その背景にある日本文化についての理解を深める。

４．授業計画
第１回　　　人間関係を調節する表現についての概論

第２－４回　さまざまな表現と使い方

第５－７回　頼むとき・頼まれたとき

第８－10回　苦情を言うとき・言われたとき

第11回　　　意見を述べる

第12回　　　感謝・謝罪

第13回　　　ほめる・ほめられる

第14回　　　母国文化についてのまとめ作成

第15回　　　総まとめ発表会

５．評価の方法・基準
　授業の途中で課す小レポート（70％）と授業への参加度（30％）

で評価する。

６．履修上の注意事項
　図書館３階の日本語学習書コーナーに参考となる本があるの

で、自分に合う本を探して学習すること。

７．授業外学習（予習・復習）の指示
　授業終了時に示す課題についてレポートを作成し提出するこ

と。

８．教科書・参考書
●教科書　特に指定しない

９．オフィスアワー
　アプドゥハン教員を通して質問すること
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